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はじめに 
Oracle の Agile PLM マニュアル・セットには Adobe® Acrobat PDF ファイルが含まれます。Oracle Technology 

Network（OTN）Web サイト（http://www.oracle.com/technetwork/documentation/agile-085940.html）には、Agile PLM

の最新版の PDF ファイルがあります。この Web サイトのマニュアルは、その場で表示することもダウンロー

ドして使用することもできます。また、使用しているネットワーク上の Agile PLM マニュアル・フォルダに Agile 

PLM マニュアル（PDF）ファイルが格納されている場合もあります。詳細は、Agile 管理者にお問い合せくだ

さい。 

注意 PDF ファイルを表示するには、Adobe Acrobat Reader のバージョン 9.0 以降（無料）を使用する必要

があります。このプログラムは、Adobe 社の Web サイト（http://www.adobe.com）からダウンロード

できます。 

Oracle Technology Network（OTN）Web サイト（http://www.oracle.com/technetwork/documentation/agile-085940.html）

は、Agile Web クライアントと Agile Java クライアントのいずれの場合も、「ヘルプ」>「マニュアル」の順に

選択してアクセスできます。さらに疑問点がある場合やサポートが必要な場合は、My Oracle Support

（https://support.oracle.com）にお問い合せください。 

注意 Agile PLM マニュアルに関する問題について Oracle サポートにお問い合せいただく前に、タイトル・

ページにある部品番号をご準備ください。 

Oracleサポート・サービスへの TTYアクセス 

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アクセスが提供され

ています。TTY サポートについては、（800）446-2398 にお電話ください。アメリカ国外からの場合は、

+1-407-458-2479 にお電話ください。 

Readme 

Agile PLM の最新情報は、すべて Oracle Technology Network（OTN）Web サイト

（http://www.oracle.com/technetwork/documentation/agile-085940.html）にある Readme ファイルに記載されていま

す。 

Agileトレーニング支援 

Agile トレーニングの講義内容詳細は、Oracle University Web ページ

（http://www.oracle.com/education/chooser/selectcountry_new.html）にアクセスしてください。 

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて 

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合があります。コード表記

規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だけの行を読まない場合がありま

す。 

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへのリンクが含ま

れている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイトのアクセシビリティに関し

ての評価や言及は行っておりません。 

 

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/agile-085940.html
http://www.adobe.com/
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/agile-085940.html
https://support.oracle.com/
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/agile-085940.html
http://www.oracle.com/education/chooser/selectcountry_new.html
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このマニュアルについて 

このユーザー・ガイドでは、Agile Product Portfolio Management（PPM）のすべての機能について詳しく説明す

るとともに、PPM を使用してプロジェクトおよびプログラムの進行状況を記録、監視、追跡する方法について

説明しています。 

関連マニュアル 

この PPM ユーザー・ガイドでは Agile PLM の一般的な機能については説明されていません。Agile PLM の一般

的な機能すべてと管理要件についての包括的な説明は、次のマニュアルに記載されています。 

 『Agile PLM スタート・ガイド』 

 『Agile PLM 管理者ガイド』 

Agile PLM のすべてのマニュアルは、Oracle Technology Network

（http://www.oracle.com/technetwork/documentation/agile-085940.html）でダウンロードできます。 

Agile Product Portfolio Managementの概要 

Agile Product Portfolio Management（PPM）は、プロジェクトやプログラムをあらゆる角度から管理できる Web

ベースのアプリケーションです。PPM は、企業内の製品情報と関連した製品レコードに対する中央集約された

ビューを維持するために、Agile PLM スイートと完全に統合されています。 

エグゼクティブは PPM ダッシュボードを使用して、すべてのプロジェクトやプログラムに関するポートフォリ

オ・データを表示します。これには、スケジュールの遅れ、リソース不足、プロジェクト・コストなどの、プ

ロジェクト全体のステータスに直接影響するリスクも含まれます。 

プロジェクト・マネージャやプログラム・マネージャは PPM を使用して次のことを実行します。 

 プロジェクトのタスク、リソースおよびスケジュールの作成と管理 

 プロジェクト、フェーズ、タスクおよび成果物の割当て 

 プロジェクト・ディスカッションの実行 

 アクション・アイテムの生成 

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/agile-085940.html
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 プロジェクト・コンテンツの表示と配布 

 プロジェクト・ステータスの監視 

 プロジェクトの予算の管理 

リソース・プール・マネージャは PPM を使用して次のことを実行します。 

 リソース・プールの管理 

 タスクへのリソースの割当て 

プロジェクト参加者は PPM を使用して次のことを実行します。 

 毎日のタスクの割当ての管理 

 タスクの完了のレポート 

 ドキュメントのアップロード 

 プロジェクト・ディスカッションへの参加 
 

PPM 9.3.2の新機能 

Agile PPM 9.3.2 では次の機能および機能強化が導入されました。 

 外部依存関係を持つプロジェクトを編集する際の柔軟性を高める、ガント・チャートの新しい起動オプショ

ン。48ページの「起動オプション」を参照してください。 

 プロジェクト・テンプレートとアクティブなプロジェクト間の依存関係を作成する機能。95ページの「テ

ンプレートとアクティブなプロジェクトの間の依存関係」を参照してください。 

 定常ゲート（明示的な権限がないと移動できないゲート）を作成する機能。60ページの「定常ゲートの定

義」を参照してください。 

 ナビゲータを使用してプロジェクト・ツリーで直接コンテンツ成果物を表示する機能。77ページの「コン

テンツの表示」を参照してください。 

 外部アプリケーションから参照オブジェクトをプロジェクト・コンテンツとして追加する機能。64ページ

の「コンテンツの追加」を参照してください。 

 PPM で RMW プロジェクトおよびワーク要求を作成し、データを PPM と RMW で同期する機能。121ペー

ジの「RMW プロジェクトの使用」を参照してください。 

Agile PLM の今回のリリースで導入された一般的な機能および機能強化については、『Agile PLM ユーザー・ガ

イドおよびスタート・ガイド』を参照してください。 

アップグレードの考慮事項 

PPM の以前のバージョンからアップグレードする場合、既存のデータを新しいビジネス・ルールまたは変更さ

れているビジネス・ルールに準拠させるために、データの移行が必要になります。 

データ移行では、ポスト・アップグレード・ユーティリティを利用できます。このユーティリティの使用の詳

細は、『Agile PLM インストール・ガイド』を参照してください。 

注意 PPM ポスト・アップグレード・ユーティリティは、WebSphere Application Server ではサポートされ

ていません。 
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環境設定における注意 

 日本語および中国語の OS では、Agile PPM データベース・インスタンスは UTF-8 エンコードでのみ設定

可能です。Agile PPM はブラウザの文字コードを UTF-8 に設定します。ブラウザの中でこの設定を変更し

ないことをお薦めします。 

 Agile PLM サーバーが JRE 1.4 で実行されている場合は、ガント・アプリケーションに JRE 1.5.x が必要で

す。Agile PLM サーバーが JRE 1.5 で実行されている場合は、以降のバージョン（JRE 1.6 など）がサポー

トされます。 
 

機能の概要 

PPM オブジェクトは、ハイレベルな概要から個別従業員のアクティビティに至るまで、プロジェクト管理のあ

らゆる方面における総括的なコントロールを提供します。 

PPM には、プロジェクトの計画、管理および実行を可能にする機能があります。PPM の機能は次のカテゴリに

分類できます。 

 プロジェクト計画 

 プロジェクトの新規作成 

 既存のプロジェクト・テンプレートに基づいたプロジェクトの作成 

 プロジェクトの基準の作成 

 Microsoft Project を PPM プロジェクトに変換し Agile PLM の利点を活用 

 プロジェクトに関するルート・レベルの情報のインポートおよびエクスポート 

 .xls や.csv などのファイル形式から PPM にプロジェクトの詳細をインポート 

 プロジェクト・スケジュールの管理 

 プロジェクトのマイルストーンおよびゲートの管理 

 リソース管理 

 リソースへのプロジェクトおよびタスクの割当て 

 リソース・プールの管理 

 プロジェクトに費やされた時間および作業日数の追跡 

 プロジェクトのコラボレーション 

 プロジェクト関連のディスカッションの開始および応答 

 プロジェクトに関するニュースおよびアクション・アイテムの投稿 

 割当ておよびアクション・アイテムについての通知の表示 

 プロジェクト・ダッシュボードの維持 

 プロジェクトの追跡 

 プロジェクトの要約を表示してプロジェクト全体のステータスを追跡 

 プロジェクト・コストの追跡 

 プロジェクト全体のステータスの監視 

 分析用プロジェクト・レポートの作成 

 割当ておよびアクション・アイテムについての通知の表示 
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Webクライアントの使用 

Web クライアントは、所有するアクティビティに固有の情報を表示し、データを入力する必要があるプロジェ

クト・チーム・メンバーを対象としています。 

Web クライアントを使用して次のことを実行します。 

 通知および割当ての表示 

 割当ての管理 

 タイム・シートの使用 

 パーソナライズされたダッシュボードの表示 

 プロジェクトの要約およびステータスの表示 

 ワークフロー・ステータスの変更 

 レポートの表示 

 確認通知の管理 

 コンテンツの管理 

 ディスカッションへの参加 

注意 プロジェクトの参加者はすべてのアクティビティに Web クライアントを使用します。 

 

ガント・チャートの使用 

ガント・チャートは、プログラムおよびプロジェクトの監視と管理を主に担当するプログラム・マネージャお

よびプロジェクト・マネージャを対象としています。 

ガント・チャートを使用して次のことを実行します。 

 タスクおよびリソースの割当てと管理 

 リソースの利用状況の監視 

 アクティビティ、ゲートおよび依存関係の追加と管理 

 進行状況の表示とプロジェクト・スケジュールの変更 
 

プロジェクト管理オブジェクト 

プロジェクト管理プロセスには、スケジュール、タスク、ステータス、ディスカッション、ドキュメント、フェー

ズ、ゲートおよびリソースの管理が含まれます。 

標準的な Agile PPM プロジェクトには、最低限、次のものが含まれます。 

 ルート・レベルのプロジェクト 

 一連の子オブジェクト: フェーズ、プログラム、タスク、ゲート、または他のプログラム 

次の表に、Agile PPM ソリューションの各種オブジェクトを示します。 
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アイコン オブジェクト 説明 

 プロジェクト プロジェクトは、関連するプロジェクト、フェーズ、タスク、サブプログ

ラム、マイルストーンおよびゲートの一意のセットです。目標の開始日と

終了日および依存関係を含むタイム・スケジュールと連動しています。プ

ロジェクトはトップ・レベル・オブジェクトですが、他のプロジェクトの

子となることもできます。 

注意 組織の慣例でプログラムがトップ・レベル・オブジェクトとして使用

されている場合、PPM でプログラムを作成できるようにするには、ご

利用の拠点の Agile 管理者にお問い合せください。 

 
プログラム プログラムは、関連するプログラム、フェーズ、タスク、サブプログラム、

マイルストーンおよびゲートの一意のセットです。プログラムはタイム・

スケジュールと連動しています。プログラムは、トップ・レベル・オブジェ

クトにすることも、他のプロジェクトやプログラムの子オブジェクトにす

ることもできます。 

 フェーズ フェーズ（ステージとも呼びます）とは、プロジェクトの構成要素です。 

フェーズでは、一連の成果物の作成に必要なアクティビティを定義します。

一般に、フェーズが終了すると、プロジェクト・マネージャがフェーズ終

了を中断するか、またはゲート・レビューが行われ、各フェーズの完了ス

テータスを検証します。 

フェーズにはタスクやゲートなどのアクティビティが含まれます。フェー

ズの日付およびステータス情報は、プロジェクト要素を反映しています。 

 タスク タスクは作業の構成要素です。1 人以上のリソースにより、一定期間で完

了できます。タスクの進行状況またはステータスは、プログラムの上位レ

ベルにロールアップされます。フェーズ、プロジェクト、プログラムまた

はその他のタスクにタスクを含めることができます。 

 ゲート ゲートは、プロジェクト・タスク、アクティビティまたは成果物（あるい

はそのすべて）のグループのレビューを通常必要とするプロジェクトのス

ケジュールのポイントをマークします。 

ゲートのステータスは、デフォルトで「クローズ」です。ゲートはレビュー

で設定することも、プロジェクトで実行された作業に基づいてオープンに

設定することもできます。実行された作業は通常、成果物として定義され

ます。ゲートをレビューに設定すると、ゲートを開くまでプロジェクトを

保留できます。ゲートを直接またはレビュー後に開くと、プロジェクトの

進行を再開できます。 

決定ゲート: 決定ゲートは、フェーズ・ゲートのプロジェクト方法で使用

される特別なゲート・タイプです。決定ゲートは、プロジェクトに関する

戦略的決定を行う必要があるプロジェクトのスケジュールのポイントを

マークします。フェーズ・ゲート・モデルのプロジェクトの各フェーズに

は、対応する決定ゲートがあります。新製品開発の標準プロジェクトは、

通常、5～6 フェーズで構成され、各フェーズに決定ゲートがあります。 

定常ゲート: 定常ゲートは、ユーザーによるプロジェクト・スケジュール

のクリティカルな日付の変更を制限するために使用されるゲート・タイプ

です。ゲートは通常、そのゲートに先行するタスクが先に進むと自動的に

先に進みます。ゲートを「定常」として定義すると、ゲートを移動する明

示的な権限を持つユーザーのみが先行するタスクを前に進めることができ

ます。定常ゲートを定義する方法の詳細は、60ページの「定常ゲートの定

義」を参照してください。 
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アイコン オブジェクト 説明 

 マイルストーン マイルストーンは、追加のアクティビティまたは第 2 のアクティビティの

必要性を示すプロジェクトのスケジュールのポイントです。マイルストー

ンでは、支払請求サイクル、サブプロジェクトの起動ポイント、プロジェ

クトのメトリックスまたはプロジェクト・チーム通知をマークできます。

マイルストーンは成果物に依存する場合も依存しない場合もあります。 

 成果物 成果物は、デジタル・ファイルの生成によって通常実行される、プロジェ

クトの成功に必要な作業ユニットを表します。（Word 処理ドキュメント、

スプレッドシート・ドキュメント、PDF、プレゼンテーション・ドキュメ

ントなど）成果物は Agile PLM のオブジェクトおよびプロセスにすること

もできます。 

成果物はプロジェクトの「コンテンツ」タブで管理され、主にタスクおよ

びゲートのステータスの制御に使用されます。 

  ディスカッ 

ション 

ディスカッションは、プロジェクトまたはプログラムに固有の非公式の会

話です。プロジェクト・オブジェクトの「コラボレーション」タブ内の「ディ

スカッション」タブにあります。ディスカッションは、多くの場合、プロ

ジェクトに関連するすべてのリスクと問題を取得および保存するための、

リスクおよび問題サブクラスに分類されます。 

 ニュース ニュースは、プロジェクト・オブジェクトにアクセスできるすべてのメン

バーに通知する必要がある情報または告知です。「ニュース」は、プロジェ

クト・オブジェクトの「コラボレーション」タブ内のタブです。 

 アクション・ 

アイテム 

アクション・アイテムはプロジェクトの「コラボレーション」タブで作成

され、プロジェクトのスケジュールに影響しない必須でないアクティビ

ティの追跡に使用されます。アクション・アイテムはプロジェクト階層の

どのレベルでも割り当てられます。ユーザーは、プロジェクトの「要約」

ページおよび「私の割当て」ページでアクション・アイテムを追跡し、利

用できます。 

 

注意 プログラム、プロジェクト、フェーズ、タスクおよびゲートは完全にカスタマイズが可能です。詳

細は、ご利用の拠点の Agile 管理者にお問い合せください。 
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プロジェクトのツリー構造 

次の図に、プロジェクトの各種 PPM オブジェクトを示します。 
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プロジェクト、プログラム、フェーズ、タスクおよびゲートは完全にカスタマイズが可能です。複数のプロジェ

クトが含まれる「プログラム」は、含まれるすべてのプロジェクトが「完了」した場合にのみ「完了」します。

これらの各プロジェクトには、固有のフェーズとゲートのセットがあります。次の図は、「プログラム」内の

「プロジェクト」を示します。 

 

注意 組織で「プロジェクト」のかわりに「プログラム」が使用されている場合は、Java クライアントの

設定を変更するために、ご利用の拠点の Agile 管理者にお問い合せください。 
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ナビゲーション・ウィンドウに表示されるプロジェクトのツリー構造の例 
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PPMのプロセス・フロー 

 

 
 

情報の入手場所 

ユーザーの役割 情報の入手場所 

プロジェクトまたはプログラム管理スタッフ プロジェクト管理プロセスの設定（57ページ） 

PPM のベスト・プラクティス（1ページ） 

 

プロジェクト・マネージャ プロジェクトの作成および管理（71ページ） 

Microsoft Project の使用（115ページ） 

インポートおよびエクスポート（123ページ） 

プロジェクトの追跡（107ページ） 

 

リソース・プール所有者 プロジェクトの作成および管理（71ページ） 

 

タスク所有者、リソース プロジェクトへの参加（103ページ） 
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管理者 Product Portfolio Management の設定（131ページ） 

 

すべての PPM ユーザー インタフェースについて（13ページ） 

PPM のベスト・プラクティス（1ページ） 
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第2章  

インタフェースについて 

この章のトピック 

 「ホーム」ページ ............................................................................................................................................. 13 

 プロジェクト・ページ ..................................................................................................................................... 34 

 ガント・チャート ............................................................................................................................................. 46 

PPM ユーザーは、次のことについて熟知している必要があります。 

 ダッシュボードの PPM 固有のタブの使用 

 PPM 通知の使用 

 「私の割当て」の使用 

 タイム・シートの使用 

 プロジェクト情報へのアクセス 

 ナビゲータの使用 

 ガント・チャートの使用 
 

「ホーム」ページ 
Agile「ホーム」ページには、「ダッシュボード」、「通知」、「ワークフロー・ルーティング」、「私の割当

て」が表示されます。タイム・シートを表示するようにアプリケーションを設定できます。これらのタブ・ペー

ジの 1 つを推奨開始ページとして表示するようにホームページを設定できます。詳細は、『Agile PLM ユー

ザー・ガイドおよびスタート・ガイド』を参照してください。 

ダッシュボード・タブの 1 つを推奨開始ページに選択した場合、上部ウィンドウの アイコンをクリックする

と、そのダッシュボード・タブ・ページが表示されます。 

プロジェクト・ページで作業しているときにホームページを表示する場合は、 アイコンをクリックします。 

クイック・リンク 

「ホーム」ページの最上部にあるクイック・リンクは、使用頻度が高いリンク（最大 10 リンク）のリストです。

独自の「クイック・リンク」リストを定義および編集できます。クイック・リンクのリストには事前定義済の

Agile PLM システム・リンクやユーザーの「パーソナル検索」フォルダに格納されている検索、 「私のブッ

クマーク」フォルダのブックマークなどを含めることができます。 

クイック・リンク・リストを編集する手順は、次のとおりです。 

1. 「ホーム」ページ最上部にある「クイック・リンク」の隣りの 「編集」アイコンをクリックします。「ク

イック・リンクの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。 

2. ドロップダウン・リストで、使用するリンクのタイプを選択します。 

利用可能なリンクのタイプは次のとおりです。 

 リンク: 「私のユーザー・プロファイル」および「パスワードの変更」を含む事前定義済の Agile PLM

システム・リンク。 
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 ブックマーク: ユーザーの「ブックマーク」フォルダ内の全ブックマークが、利用可能な値として個

別に一覧表示されます。 

 検索: ユーザーの「パーソナル検索」フォルダ内の全検索が、利用可能な値として個別に一覧表示さ

れます。 

3. 表示ボタンおよび 非表示ボタンを使用して、リンクを「非表示のリンク」リストから「クイック・リ

ンク」リストに移動します。 

または、ダブルクリックしてリスト間でリンクの移動もできます。 

4. 「クイック・リンク」リストには 11 以上のリンクを含めることができますが、表示されるのは最初の 10

リンクのみです。 

5. 1 つ以上のリンクを選択し、 上へ移動および 下へ移動の矢印ボタンを使用してリスト内のリンクを並

べ替えることができます。 

6. 完了したら、「保存」ボタンをクリックします。 
 

「ホーム」ページの「受信トレイ」タブ 

Agile システムで情報が処理されると、ユーザーはステータスの変更や依頼などの通知を電子メールで受信しま

す。ユーザーが持つ役割と権限により、受信する通知は異なります。Web クライアントにログインしたら、す

ぐにホームページの「受信トレイ」タブで情報を表示して確認することをお薦めします。 

 「ダッシュボード」タブ: すべてのプロジェクトの情報の表示や管理が可能になります。ダッシュボード

機能の詳細は、14ページの「ダッシュボード」を参照してください。 

 「通知」タブ: 実行されたアクションやプロセス、または「私の割当て」タブから受諾できる依頼を知らせ

る通知が表示されます。また、このタブには、「私の割当て」タブから所有権を受諾または拒否できるアク

ション・アイテムやアクティビティが表示されます。読み終わった通知は削除することをお薦めします。 

 「ワークフロー・ルーティング」タブ: ユーザーの確認またはアクションを必要とする、ルーティング可

能なオブジェクトが表示されます。テーブル内のオブジェクト番号をクリックしてルーティング可能なオ

ブジェクトを開きます。 

 「私の割当て」タブ: ユーザーに割り当てられてまだ完了していないプロジェクトのリーフ・ノード・オ

ブジェクトまたはアクション・アイテムが表示されます。依頼や所有権を受諾または拒否できます。マウ

ス・カーソルをオブジェクトの上に置くと表示される「クイック・ビュー」コールアウトをクリックする

と、オブジェクトの詳細が表示されます。 

 「タイム・シート」タブ: プロジェクトの割り当てられたリソースによるタイム・シートの入力ができま

す。このタブを使用して、報告された時間データを追跡し、リソースの利用状況と関連のコストを確認で

きます。このタブは、Agile 管理者によって有効にされた場合にのみ表示されます。 
 

ダッシュボード 

「ダッシュボード」は、高度に設定可能な一連のビューで、Agile PLM システムで利用できる情報を追跡およ

び管理できます。 

コンテンツを分類し、表示するために作成できるダッシュボード・タブの数には制限はありません。それらの

タブへのアクセスは、役割と権限によって制限されます。表示するデータを異なるソースから取得し、チャー

ト、テーブル、その他の形式で表示できます。 

ダッシュボード・タブは、Agile Java クライアントで管理者が作成し、設定する必要があります。ユーザーは各

自の Agile PLM Web クライアントで表示可能なタブを表示し、カスタマイズできます。 

ダッシュボード・ビューの設定の詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 

ダッシュボードを使用すると、PPM ユーザーはすべてのプロジェクトの情報を表示および管理できます。ユー
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ザーはダッシュボードを使用して次のものを取得できます。 

 役割と権限に基づいた、全プロジェクトの主要情報のエグゼクティブ・レベル表示 

 各自のアクティビティとタスクに関するユーザー・レベルの情報 

 リソース利用状況レポート 

すべてのユーザーはダッシュボードを使用してレポートにアクセスし、統合された形式で情報を表示できます。

111ページの「レポート」も参照してください。 

「ダッシュボード」の表示 

「ダッシュボード」タブは、「通知」、「ワークフロー・ルーティング」および「私の割当て」タブとともに

ホームページに表示されます。 

「ダッシュボード」を表示する手順は、次のとおりです。 

1. 「ようこそ」ページの上部ウィンドウで、「ホーム」 をクリックします。 

2. 「ダッシュボード」タブをクリックします。 

「ダッシュボード」タブ・ページを、Webクライアントへログインしたときのデフォルトの開始ページにする

手順は、次のとおりです。 

1. 「ようこそ」ページの上部ウィンドウで、「個人設定」 をクリックします。「ユーザー・プロファイ

ル」ページが表示されます。 

2. 「プリファレンス」タブをクリックします。 

3. 「編集」をクリックします。 

4. 「推奨開始ページ」ドロップダウン・リストで「ダッシュボード」リスト・アイテムを選択します。 

5. 「保存」をクリックします。 
 

ダッシュボード・ウィジェットの操作 

「ダッシュボード」ウィジェットは、次の表に示すアイコンとメニュー・エントリを使用して操作できます。 

ボタン 説明 

エクスポート カンマ区切りの値（.CSV）形式でデータをエクスポートし、スプレッド

シートで使用します（すべてのテーブルで利用可能）。 

最大化/元のサイズに復元する ウィンドウの最大化や元のサイズへの縮小を行います。 

更新  テーブル・ビューを更新して、最新の変更をコンテンツに反映させます。 

ビューからコンテンツを削除

します。 

ウィンドウを閉じます。 

再度ウィンドウを開く場合は、ブラウザ・ビューを更新してください。

または、ページ下部の「コンテンツを追加」ドロップダウン・リストか

らコンテンツ・オブジェクトを選択し、「追加」をクリックします。 

 ダッシュボード・フィルタ ダッシュボード・カテゴリ・フィールドを表示し、それに基づいてウィ

ジェットの結果をフィルタできます。これらのフィールドを編集し、「保

存」をクリックして、絞り込んだ検索結果を取得します。 

ウィジェットが表示されるウィンドウで、ほとんどのテーブルの列見出しをクリックすると、その順序を変更

できます。必要な権限がある場合は、ほとんどのウィジェットでデータをクリックし、各オブジェクトのビュー

にドリルダウンできます。 
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ダッシュボード・タブ 

ダッシュボードは次の要素で構成されます。 

 ビューを選択するためのデフォルトのタブである、「エグゼクティブ」、「プロジェクト」、「リソース」、

「ファイナンシャル」、「私の所持品」、「オプション・タブ 1」および「オプション・タブ 2」。 

 ユーザー定義タブ。管理者が設定したプリファレンスに基づいて、カスタマイズした情報を表形式または

チャート形式で表示します。 

注意 ユーザー定義タブを表示させるためには、「「ダッシュボード」タブ表示」権限が割り

当てられているとともに、この権限を Agile Java クライアントでこれらのタブに適用す

る必要があります。 

 そのビューに関連する情報を表示する各タブ内のウィジェット。たとえば、「私の所持品」タブで、ウィ

ジェットには現在のユーザーのプロジェクト・アクティビティである、「私のディスカッション」、「私

のドキュメント」、「私のアクション・アイテム」が表示されます。 

 各テーブルの 「ダッシュボード・フィルタ」アイコンを使用すると、ウィジェット内のデータをフィ

ルタしてカスタマイズされたビューを作成できます。 

「エグゼクティブ」、「プロジェクト」および「ファイナンシャル」タブで表示できる情報は、ユーザー

が読取りおよびディスカバリ権限を持っているルート・プロジェクトの情報です。 

ユーザーが「エグゼクティブ」であれば、グローバル権限を持っています。ダッシュボードのカテゴリ・

フィールドに一致する値を有するすべてのルート・レベルのプロジェクトを表示できます。デフォルトで

は、これらのフィールドには「プロジェクト・タイプ」、「地域」、「部門」、「顧客」、「開始年」、

「製品ライン」、「カテゴリ 7」から「カテゴリ 24」まで、および「プログラム」のラベルが付けられま

す。これらは複数選択リスト・フィールドであり、Agile Java クライアントの「管理」>「一般情報」タブ

でラベルの変更と設定が可能です。 

注意 ダッシュボードのオプションのタブの設定方法の詳細は、『Agile管理者ガイド』を参照してください。 

 

ダッシュボード・タブ・ウィジェットの設定 

各ウィジェットの上部にある「ダッシュボード・フィルタ」 アイコンを使用すると、ウィジェットのデータ

をフィルタして、ユーザーに最も関連のある情報のみを表示できます。 

ダッシュボード・タブ・ウィジェット内のテーブル表示をフィルタする手順は、次のとおりです。 

1. テーブルの「ダッシュボード・フィルタ」 アイコンをクリックします。ダッシュボード・カテゴリ・フィー

ルドのデフォルトのフィルタ値が表示されます。 

2. 「編集」をクリックします。 

3. すべてのダッシュボード・カテゴリのデフォルトの選択は「すべて」です。「選択済」オプションを選択

して、各フィールドの横の検索パレットを有効にします。 

4. フィルタするダッシュボード・カテゴリ・フィールドの横の検索パレットを起動し、定義された属性を検

索します。 

5. 各カテゴリ・フィールドの属性を 1 つずつ選択します。 

6. 「保存」をクリックします。 

ウィジェットに選択したフィールドが表示されます。 

ビジネス要件に基づいて、各タブのウィジェット内に表示されるダッシュボード・カテゴリ・フィールドをフィ

ルタできます。 
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たとえば、複数のリソース・プールを所有する機能的管理者であれば、一定のプールのメンバーに割り当てら

れているオフトラックのタスクのみを表示する場合があります。エグゼクティブであれば、ダッシュボードで

すべてのプロジェクト、プログラム、問題点、ゲート、ファイナンシャルの要約、および自身の部門や地域に

適用されるリソースを表示したり、または指定したサブセットのみを表示できます。ダッシュボード設定を入

力すると、指定した設定を満たす情報のみを表示できます。 

ダッシュボード・カテゴリ・フィールドを使用して、タスクを迅速に分類するとともに、レポート用にデータをス

ライスできます。デフォルトのダッシュボード・カテゴリ・フィールドは、「プロジェクト・タイプ」、「地域」、

「製品ライン」、「部門」、「開始年」、「プログラム」および「カテゴリ 7」から「カテゴリ 24」までです。 

ルート・プロジェクト・レベルでユーザーが設定した値は、階層の下位に適用されます。たとえば、「部門」の特

定の値をルート・プロジェクト・レベルで設定した場合、この階層内の全タスクも同じ値に設定されます。これら

のフィールドは「顧客」、「市場」、およびプロジェクトのトップレベルに該当するその他の属性に最適です。 

注意 ルート・プロジェクトの値が「すべて」に設定されている場合、このフィールドの設定ビューでど

の値が選択されているかにかかわらず、意図的にすべてのビューが表示されます。 

 

「エグゼクティブ」タブ 

「エグゼクティブ」タブでは、プロジェクトを監視し、プロジェクト・タイプ別のロールアップ情報を確認す

る必要のあるエグゼクティブのための、ポートフォリオ・データを見ることができます。このタブが提供する

プロジェクト全体を網羅した横断的な情報によって、スケジュール、リソース、およびコスト面における重大

なリスクを見極めることができます。 

注意 ユーザーが「エグゼクティブ」の役割を持っているか、またはルート・レベル・プロジェクトに対

して「読取り」権限を持っている場合のみ、「エグゼクティブ」タブにデータが表示されます。 

「エグゼクティブ」タブには次のウィジェットがあります。 

 プロジェクト・ステータス: ユーザーが表示するように設定したすべてのアクティブ・プロジェクトのグラ

フが表示されます。「オントラック」、「注意が必要」、「オフトラック」など、全体のステータスが表示

されます。表示された各タイプのステータスに対し、ウィジェットでプロジェクトの割合が表示されます。 

セグメントを構成するプロジェクトの数を表示するには、マウス・カーソルをチャートの対象となるセグ

メントに置きます。 

すべてのウィンドウで選択されたプロジェクトの特定セグメントを「プロジェクト」タブで表示するには、

そのセグメントをクリックします。 

 このウィンドウのデータには「完了」または「キャンセル」状態にあるプロジェクト、「提示」

または「テンプレート」の「プロジェクトの状態」フィールド設定を持つプロジェクト、アー

カイブまたはソフト削除されたプロジェクトは含まれません。 

 リソース・プールの割当て: ダッシュボード・フィルタの設定によりフィルタされた、利用可能なリソー

ス・プールと関連データの名前を示すテーブルが表示されます。 

テーブルには各リソース・プールの次の情報が表示されます。 

 プール名: リソース・プールの名前。 

 期限切れ: リソース・プールまたはプール・メンバーが割り当てられているオフ・トラック・プロジェ

クトの数。 

 割当て: プールまたはプールのいずれかのメンバーにプロジェクトが割当て超過の場合、 が表示さ

れます。 

 現在割当てのないプール・メンバーはカウントされません。いずれのリソース・プールにも割

り当てられていないリソースは、ダッシュボードに表示されません。 
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「リソース・プール利用状況レポート」を表示するには、ダッシュボードの「リソース・プールの割当て」

ウィジェットで アイコンをクリックします。 

 このウィンドウのデータには「完了」または「キャンセル」状態にあるプロジェクト、「提示」

または「テンプレート」の「プロジェクトの状態」フィールド設定を持つプロジェクト、アー

カイブまたはソフト削除されたプロジェクトは含まれません。 

 ファイナンシャル: ユーザーがアクセスできるルート・プロジェクトのコスト・ロールアップを示すテー

ブルが表示されます。「エグゼクティブ」ビューの「ファイナンシャル」タブには、「ファイナンシャル」

ビューと同じテーブルも表示されます。19ページの「「ファイナンシャル」タブ」を参照してください。 
 

「プロジェクト」タブ 

「プロジェクト」タブには、ユーザーが所有者、リソース、またはチーム・メンバーとしてアクセス権限を持

つプロジェクトに固有のゲートの進行、ステータスおよびディスカッションが表示されます。「プロジェクト」

タブには次の各種ウィジェットがあります。 

 プロジェクト・ステータス: アクセス権限があるすべてのプロジェクトが表示されます（テーブル・フィ

ルタの対象です）。これには、ルート・プロジェクト名、ステータス、開始日、終了日が含まれます。 

分類順序を変更するには、列見出しをクリックします。 

プロジェクト・オブジェクトを開くには、名前をクリックします。プロジェクト名の隣りのアイコンは、

「オントラック」や「注意が必要」といったプロジェクトのステータスを示しています。 

 ゲート・ステータス: 各アクティブ・プロジェクトのゲート、そのステータスおよび予定締切日が表示さ

れます。（必要数は、「コンテンツ」タブで表示された成果物の数と、ゲートに対する依存関係の数の合

計から算出されます。） 

プロジェクトまたはゲートを開くには、名前をクリックします。 

 プロジェクト・ディスカッション: アクセス権限があるプロジェクトに固有のオープン状態のディスカッ

ションが一覧表示されます。「オープン日」はディスカッションが開始された日付を示します。「優先度」

ドロップダウン・リストを使用して、優先度に基づいてディスカッションをフィルタします。 
 

「リソース」タブ 

「リソース」タブでは、リソース・プール所有者とエグゼクティブのために、管理するリソースに関する情報

が表示されます。プール・マネージャは、リソースに割り当てられたアクティビティのステータス、リソース

に関連する優先事項およびプールに割り当てられたオフトラック・アクティビティのリストの他に、企業全体

の現在のリソース・ロードを確認できます。 

「リソース」タブには次の各種ウィジェットがあります。  

 リソースの割当て: 各リソース・プールのプロジェクトとステータスが表示され、「保留中」、「割当て済」、

「期限切れ」のステータスのアイテムも表示されます。また、割当て超過のリソースも表示されます。 

保留中アクティビティまたはゲートは、リソース・プールに委任されたアクティビティまたはゲートです

が、プールのユーザーにはまだ割り当てられていません。 

延滞しているアイテム数は、ユーザーに割り当てられているかいないかを問わず、締切日超過となってい

るすべてのアクティビティまたはゲートの数です。 

リソース・プールのステータスを編集するには（リソースの追加や削除、レポートの作成など）、名前を

クリックします。 

 このウィンドウのデータには「完了」または「キャンセル」状態にあるプロジェクト、「提示」

または「テンプレート」の「プロジェクトの状態」フィールド設定を持つプロジェクト、アー

カイブまたはソフト削除されたプロジェクトは含まれません。 

リソース・プール別のオープン・ディスカッション: 各リソース・プールのディスカッションが表示され
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ます。「優先度」リストから表示する優先度を選択できます。プロジェクトの名前をクリックし、プロジェ

クトを開きます。プロジェクト・オブジェクトを開くと、「ディスカッション」タブへアクセスし、関連

問題を表示できます。（「ディスカッション」タブの詳細は、98ページの「ディスカッション・テーブル」

を参照してください。） 

ディスカッション・スレッドがある場合、最優先事項のみが表示されます。 

 このウィンドウのデータには「完了」または「キャンセル」状態にあるプロジェクト、「提示」

または「テンプレート」の「プロジェクトの状態」フィールド設定を持つプロジェクト、アー

カイブまたはソフト削除されたプロジェクトは含まれません。 

 リソース・プール・アクティビティ・ステータス: ユーザーが所有者であるプールのメンバーに割り当て

られたオフトラック・アイテムが表示され、予定締切日、プロジェクト名およびスケジュール終了日も表

示されます。オフトラックのリソース・プール・アクティビティを表示し、更新するには、リソース・プー

ル名をクリックします。 

 このウィンドウのデータには「完了」または「キャンセル」状態にあるプロジェクト、「提示」

の「プロジェクトの状態」フィールド設定を持つプロジェクト、アーカイブまたはソフト削除

されたプロジェクトは含まれません。 

リソース・プール利用状況: プロジェクトによるリソース・プール利用状況のグラフが表示されます。プー

ル・マネージャは、リソースの割当て状況または割当て超過の状況を確認できます。 

プロジェクト名とリソースの利用率を表示するには、マウス・ポインタを各チャート・セグメントの上に

置きます。 

チーム・データを表示するには、興味のあるチャート・セグメントをクリックします。これで該当するプ

ロジェクト・オブジェクトが「チーム」タブに表示されます。 

 このウィンドウのデータには「完了」または「キャンセル」状態にあるプロジェクト、「提示」

の「プロジェクトの状態」フィールド設定を持つプロジェクト、アーカイブまたはソフト削除

されたプロジェクトは含まれません。 
 

「ファイナンシャル」タブ 

「ファイナンシャル」タブでは、利用可能な各ルート・プロジェクトの資本費用、人件費、固定コストが表示

されます。「ファイナンシャル」タブには、「エグゼクティブ」タブの「ファイナンシャル」ウィジェットと

同じテーブルも表示されます。 

「ファイナンシャル」タブに表示されるレポートを設定するには、「ツールおよび設定」>「管理」>「ダッシュ

ボードの設定」を使用します。 

各チャートで考慮するプロジェクトを選択するには、チャートで「ダッシュボード・フィルタ」を使用します。 

タブ・ビューのチャートは最小化、最大化、または閉じることができます。チャートを閉じると、「コンテン

ツを追加」リストが表示されます。このリストを使用して、閉じたチャートをどれでも開くことができます。 

「私の所持品」タブ 

「私の所持品」タブには、ログインしたユーザーに割り当てられているドキュメント、ディスカッションおよ

びアクション・アイテムが表示されます。このタブには次のウィジェットがあります。 

 私のアクション・アイテム: 「ステータス」、「作成者」および「締切日」ごとにすべてのアクション・

アイテムが表示されます。アクション・アイテムが関連付けられているプロジェクトまたはディスカッショ

ンの名前が「所属先」カラムにリンクとして表示されます。リンクをクリックすると関連付けられている

オブジェクトが表示されます。アクション・アイテムを表示するには、「件名」カラムで対応するリンク

をクリックします。 

 私のドキュメント: 所有するすべてのプロジェクト関連のドキュメントが、ルート・プロジェクトの名前、

プロジェクト名、フォルダ番号およびファイル名とともに一覧表示されます。ファイルを開くには、フォ
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ルダ番号をクリックし、「ファイル」タブをクリックします。または、ファイル名をクリックしてドキュ

メントを表示することもできます。 

 私のディスカッション: 選択した一連のプロジェクトについて作成したすべてのディスカッションが一覧

表示され、それぞれの件名、最新のメッセージおよび日付が示されます。「件名」リンクをクリックする

と、ディスカッションを表示し、返信できます。 
 

オプションのタブ 

「オプション・タブ 1」と「オプション・タブ 2」を設定して、各テーブルのカスタマイズされたクエリーに基

づいてレポートを表示できます。これらのタブを設定する権限がある場合は、オプション・タブ・ページの各

テーブルの中央に「設定」ボタンが表示されます。  

ダッシュボード・ウィジェット・テーブルを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「設定」をクリックします。 

2. 「テーブル名」フィールドに、テーブルに表示するデータに関連する名前を入力します。 

3. 「チャート・タイプ」フィールドでオプションを選択します。 

4. 「次へ」をクリックします。 

5. 次のいずれかの検索オプションを選択します。 

 保存された検索: 検索パレットを使用して、保存された検索を選択します。  

 詳細検索: 「クエリーの定義」をクリックし、Agile PLM 詳細検索機能を使用して必要なデータを取

得します。 

6. 「次へ」をクリックします。 

7. 表示するフィールドを「利用可能なフィールド」カラムから選択し、左右の矢印を使用して「選択した

フィールド」に移動します。上下の矢印を使用して、フィールドを再配置することもできます。 

8. 並び替え順序を指定して「完了」をクリックします。 

表示可能なフィールドは、Java クライアントで管理者によって設定されます。Java クライアントでのオプショ

ン・タブの設定の詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 

ダッシュボード管理タスク 

Agile 管理者がユーザーに「ダッシュボード管理」に適用される「管理者」権限を与えた場合、「ツールおよび

設定」メニュー（「ツールおよび設定」>「管理」>「ダッシュボードの設定」）を使用して、各タブに表示さ

れるテーブルや表示順序などを決定するシステム全体の設定を変更できます。詳細は、153ページの「ダッシュ

ボードの設定」を参照してください。 

注意 あらゆる「ダッシュボード管理」の変更は、すべての Agile PLM ユーザーに影響します。特定のテー

ブルを表示した場合、すべてのユーザーがそれぞれのダッシュボードでこのテーブルを見ることが

できます。特定のテーブルを非表示にした場合、すべてのユーザーがダッシュボードでこのテーブ

ルを見ることができなくなります。 

 

通知 

ホームページの「通知」タブには、PLM 通知システムによってユーザーに送信された通知が一覧表示されます。

通知は、フィールド確認通知のトリガーや見積依頼の生成など、実行した一部のアクションまたはプロセスを

通知します。また、通知では、ユーザーの処理が必要な依頼を知らせることもできます。依頼は、アクション・

アイテムまたはアクティビティの所有権を受諾または却下するように求めます。 

注意 依頼の受諾または拒否は、「私の割当て」タブで行います。 
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通知を表示する手順は、次のとおりです。 

「件名」リンクをクリックします。 

関連するデータについて詳しく説明し、リンク付けられた通知は、通知パレットに表示されます。パレッ

ト・コントロールには、次が含まれています。 

 戻る: テーブル内の前の通知を読みます。 

 進む: テーブル内の次の通知を読みます。 

 削除: 表示された通知を削除します。 

 閉じる: パレットを閉じます。 

テーブルから通知を削除する手順は、次のとおりです。 

1. 削除するテーブル行を選択します。 

2. 「削除」ボタンをクリックするか、「Delete」キーを押します。 

「通知」テーブルには、各通知に関する次の情報が表示されます。 

注意 次に示すテーブル・カラム・ヘッダーのいずれかをクリックして、「通知」テーブルを並べ替える

ことができます。 

 

「通知」テーブルの

カラム 

説明 

「通知」アイコン 通知のタイプおよび通知が開封済かどうかを示すアイコンが表示されます。 

 未読の通知 

: 未読の通知 

: 重要度の高い未読の通知 

: 重要度の低い未読の通知 

 

 開封済 

: 開封済 

: 重要度の高い開封済の通知 

: 重要度の低い開封済の通知 

件名 クリック可能なリンクです。 

通知のタイトル。 

このリンクをクリックして、通知パレット内の通知を表示し、読みます。 

オブジェクトの 

アイコン 

通知に関連するオブジェクト・タイプのアイコン。 

アイコンの上にカーソルを置くと、ツールチップに ECR や検証などのオブジェクト

名が表示されます。 

注意 オブジェクト・タイプで通知テーブルを並べ替えるには、このカラム・ヘッダー

をクリックします。 

事項 クリック可能なリンクです。 

特定のディスカッションや ECR など、通知が送信されたオブジェクト。 
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「通知」テーブルの

カラム 

説明 

このリンクをクリックしてコンテンツ・ウィンドウでオブジェクトを開きます。 

または、クイック・ビュー機能を使用してオブジェクトを表示します。 

 リンクの上にカーソルを置きます。 

 「クイック・ビュー」バブルが表示されたら、「クイック・ビュー」をクリックし

て、独立したポップアップ・ウィンドウの「クイック・ビュー」パレットでオブジェ

クトを開きます。 

「通知」テーブルは「クイック・ビュー」パレットの後ろに引き続き表示され、アク

セスできます。 

受信 通知を受信した日付。 

注意 日付で通知テーブルを並べ替えるには、このカラム・ヘッダーをクリックします。 
 

PPM通知 

Product Portfolio Management では、プロジェクト・オブジェクトに対して様々なアクションを実行した際に、

これをトリガーとして適切な受信者へデフォルトの通知を送信できます。たとえば、スケジュールやステータ

スの変更、アクティビティの割当て、またはユーザーの承認が必要なプロジェクトなどが、ユーザーの役割に

基づいて通知されます。 

必要に応じて、Java クライアントでイベント・ベースの通知を設定することもできます。それらの通知は、イ

ベント・ベースの確認通知によってトリガーできます。 

イベント・ベースの通知、通知の設定およびカスタム通知の作成の詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参

照してください。 

注意 通知は Java クライアントで有効化されている場合にのみ生成されます。 

デフォルトの PPM の通知は、次のオブジェクトのいずれかに関係しています。 

 所有権、割り当てまたは委任 

 スケジュールの変更 

 コスト 

 ワークフロー 

 ディスカッション 

 確認通知 

 設定 
 

コストへの影響の通知 

プロジェクト・ 

オブジェクト 

通知 受信者 タイミング 

アクティビティ タスクの予算超過通知 

 

タスク所有者 タスクの実行に伴うコストが、配分

されている予算を超えるとき。 

 実際の時間が予定時間を

超過したことをオブジェ

クトの所有者へ通知 

プロジェクト

所有者 

タスクに割り当てられているリソー

スの作業時間が、予算に定義されて

いるタスク完了までの作業時間を超

えたとき。 
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プロジェクト・ 

オブジェクト 

通知 受信者 タイミング 

リソース・プール 実際の時間が予定時間を

超過したことをプールの

所有者へ通知 

リソース・プー

ル所有者 

受信者のリソース・プールからのリ

ソースが、割り当てられているタス

クの完了までに、予算に定義されて

いる作業時間を超えたとき。 

 
 

ディスカッション関連の通知 

通知 受信者 タイミング 

ディスカッション・アクション・

アイテムの割当て通知 

 

ディスカッション参加者/ 

プログラム・リソース 

受信者に、ディスカッションに関連する

アクション・アイテムが割り当てられた

とき。 

ディスカッションの作成通知  ディスカッション作成時

に通知リストに追加され

たすべてのユーザー 

新規ディスカッション・オブジェクトが

正常に作成されたとき。 

送信するディスカッション  ディスカッション参加者/

プログラム・リソース 

受信者にディスカッションが送信され

たとき。 

返信の作成通知 

 

ディスカッション参加者 ディスカッション・スレッド内でユー

ザーがメッセージに返信したとき。 

返信の更新通知 ディスカッション参加者 ディスカッション・スレッド内でユー

ザーが返信メッセージを更新したとき。 

 
 

その他の通知 

通知 受信者 タイミング 

関係の昇格失敗の通知 プログラム所有者 プロジェクト・ステータスの自動昇格が

なんらかの理由で失敗したとき（たとえ

ば必須フィールドに入力がない場合）。 

関係の通知 > 確認通知 

 

確認通知受信者 確認通知内のフィールド・タグが変更ま

たは更新されたとき。 

 
 

所有権、割当てまたは委任の通知 

次の表に、プロジェクト・オブジェクトの所有権、割当て、または委任通知に関連する通知を示します。 

プロジェクト・ 

オブジェクト 

通知 受信者 タイミング 

アクティビティ プロジェクト・オブジェ

クト委任通知 

委任された

ユーザー 

受信者にプロジェクトのアクティビ

ティが割り当てられたとき。 

 アクション・アイテムの

割当て通知 

割当て済ユー

ザー 

受信者にアクション・アイテムが割り当

てられたとき。 

 プロジェクト所有者割

当て通知 

プロジェクト

所有者 

受信者がテンプレートからプロジェク

トを作成したとき、またはテンプレート

からのプロジェクト作成時に所有権が

割り当てられたとき。 
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プロジェクト・ 

オブジェクト 

通知 受信者 タイミング 

 リソースへのアクティ

ビティの割当て 

割当て済 

ユーザー 

受信者にアクティビティが割り当てら

れたとき。 

 アクティビティ割当て

を受諾 

プロジェクト

所有者 

割当て対象のリソースがアクティビ

ティの割当てを受諾したとき。 

 アクティビティ割当て

を辞退 

プロジェクト

所有者 

割当て対象のリソースがアクティビ

ティの割当てを却下したとき。 

 プロジェクト・オブジェ

クト委任の受諾通知 

プロジェクト

所有者 

リソースがアクティビティの委任を受

諾したとき。 

 プロジェクト・オブジェ

クト委任の却下通知 

プロジェクト

所有者 

リソースがアクティビティの委任を拒

否したとき。 

 プロジェクト・オブジェ

クト委任通知 

委任された

ユーザー 

プロジェクト・アクティビティが受信者

に委任され、「私の割当て」タブで受諾

または却下する必要があるとき。 

リソース・ 

プール 

プール所有者プロジェ

クト委任通知 

リソース・

プール所有者 

リソース・プールにアクティビティ（子

アクティビティの有無に関係なく）が委

任されたとき。 

 リソースへのアクティ

ビティ割当て通知 

リソース・

プールのメン

バー 

受信者にアクティビティが割り当てら

れたとき。 

 プール所有者プロジェ

クト委任依頼 

リソース・

プール所有者 

テンプレート・プロジェクトの子アク

ティビティが受信者のリソース・プール

に委任され、「私の割当て」タブで受諾

または却下する必要があるとき。 

 プール所有者プロジェ

クト委任受諾通知 

プロジェクト

所有者 

リソース・プールの所有者がアクティビ

ティの割当てを受諾したとき。 

 プール所有者プロジェ

クト委任却下通知 

プロジェクト

所有者 

リソース・プールの所有者がアクティビ

ティの割当てを却下したとき。 

 リソース・プールの所有

者へのアクティビティ

割当て通知 

リソース・ 

プール所有者 

受信者のリソース・プールのリソースに

アクティビティが割り当てられたとき。

提示されたプロジェクトの場合、スマー

トルールを使用して管理できます。 

ゲート ゲート・アクション・ア

イテムの割当て通知 

割当て済 

ユーザー 

受信者に、プロジェクト・ゲートに関連

するアクション・アイテムが割り当てら

れたとき。 

 ゲート・オブジェクト委

任 

委任された

ユーザー 

受信者にプロジェクト・ゲートが割り当

てられたとき。 

 ゲート・オブジェクト委

任の受諾通知  

ゲート所有者 ユーザーがゲート・オブジェクトの委任

を受諾したとき。 

 ゲート・オブジェクト委

任の却下通知 

ゲート所有者 ユーザーがゲート・オブジェクトの委任

を却下したとき。 
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プロジェクト・ 

オブジェクト 

通知 受信者 タイミング 

 ゲート・オブジェクト委

任通知 

委任された

ユーザー 

プログラム・ゲートが受信者に委任さ

れ、「私の割当て」タブで受諾または却

下する必要があるとき。 

 
 

スケジュールの変更通知 

プロジェクト・

オブジェクト 

通知 受信者 タイミング 

アクティビティ 親プロジェクト・スケ

ジュールの変更通知 

 

親プログラムの

所有者 

親アクティビティのスケジュール日が

変更されたとき。ツリーに 1 つ以上の

基準が作成されている場合にのみ適用

されます。 

 先行プロジェクト・スケ

ジュールの変更通知 

 

後方プログラム

の所有者 

先行アクティビティでスケジュール日

が変更された結果、後方アクティビティ

のスケジュール日も変更されるとき。 

 Microsoft Project の同期変

更通知 

プログラム 

所有者 

Microsoft Project から PPM プロジェク

トへの変更が同期化された結果、スケ

ジュール日が変更されたとき。ツリー

に 1 つ以上の基準が作成されている場

合にのみ適用されます。 

 子アクティビティのスケ

ジュール変更通知 

アクティビティ

所有者 

親アクティビティでのスケジュール日

の変更の結果、子アクティビティのス

ケジュール日が変更されたとき。ツ

リーに 1 つ以上の基準が作成されてい

る場合にのみ適用されます。 

 先行の追加によるプロ

ジェクト・スケジュール

日変更をアクティビティ

の所有者へ通知 

アクティビティ

所有者 

先行アクティビティに依存しているた

め、アクティビティのスケジュール日

が変更されたとき。 

ゲート プロジェクト・スケ

ジュール変更通知 - 先行

ゲートの追加 

アクティビティ

所有者 

先行ゲートに依存しているため、アク

ティビティのスケジュール日が変更さ

れたとき。 

 
 

設定関連の通知 

通知 受信者 タイミング 

プロジェクト作成の通知 

 

プロジェクト作成者 プロジェクト作成がバックグラウンド・プロセスと

して実行され、新しいプロジェクトが正常に作成さ

れたとき。 

送信するアクティビティ 任意のユーザー 受信者にアクティビティが送信されたとき。 

ユーザーにより無効化され

ている通知 

リソース・プール所

有者 

受信者のリソース・プールからアクティビティのリ

ソースとして割り当てられたユーザーが、システム

によって無効化されたとき。 
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ワークフロー関連の通知 

プロジェクト・ 

オブジェクト 

通知 受信者 タイミング 

アクティビティ プロジェクト・ステー

タスの昇格、オブザー

バ/通知者 

指定オブザーバま

たは通知リスト上

のユーザー 

アクティビティのステータスが変更

されたとき。 

 プロジェクト・ステー

タスの昇格、承認者 

指定承認者 アクティビティのステータスが変更

され、承認が必要なとき。 

 プロジェクトの承認、 

通知者 

当該アクティビ

ティの通知リスト

上の全ユーザー 

ワークフローでアクティビティが先

へ進むことが承認されたとき。 

 プロジェクト承認ア

クティビティ、承認者

の追加 

指定承認者 受信者が、プロジェクトまたはアクティ

ビティの承認者に追加されたとき。 

 プロジェクト承認アク

ティビティ、オブザー

バの追加 

指定オブザーバ 受信者が、プロジェクトまたはアク

ティビティのオブザーバに追加され

たとき。 

 プロジェクト承認ア

クティビティ、承認者

の削除 

指定プロジェクト

承認者 

受信者が、プロジェクトまたはアク

ティビティの承認者のリストから削

除されたとき。 

 プロジェクト・アク

ティビティ・コメント 

プログラム 

所有者 

ユーザーがアクティビティにコメン

トを追加したとき 

 プロジェクト・アク

ティビティの昇格失

敗、拒否 

プログラム 

所有者 

プロジェクト・ステータスの昇格依

頼を、必要な承認者が却下したとき。 

 プロジェクト・アクティ

ビティの昇格、承認 

プログラム 

所有者 

プロジェクト・ステータスの昇格依

頼を、必要な承認者が承認したとき。 

ゲート ゲート・ステータスの

昇格、オブザーバ/通知

者 

指定ゲート・ 

オブザーバ 

ゲートのステータスが変更されたと

き。 

 ゲート・ステータスの

昇格、承認者 

プロジェクト/ 

ゲート承認者 

ゲートのステータスが変更され、承

認が必要なとき。 

 プロジェクト承認ゲー

ト、承認者の追加 

指定ゲート 

承認者 

受信者がゲートの承認者に追加され

たとき。 

 プロジェクト承認ゲー

ト、オブザーバの追加 

指定ゲート・ 

オブザーバ 

受信者がゲートのオブザーバに追加

されたとき。 

 プロジェクト承認ゲー

ト、承認者の削除  

指定ゲート承認者 受信者が、ゲートの承認者のリスト

から削除されたとき。 

 プロジェクト・ゲー

ト・コメント 

プログラム 

所有者 

ユーザーがプロジェクト・ゲートに

コメントを追加したとき。 
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プロジェクト・ 

オブジェクト 

通知 受信者 タイミング 

 プロジェクト・ゲート

の昇格失敗、拒否 

プログラム所有者 ゲート・ステータスの昇格依頼を、

必要な承認者が却下したとき。 

 プロジェクト・ゲート

の昇格、承認 

プログラム所有者 ゲート・ステータスの昇格依頼を、

必要な承認者が承認したとき。 

 
 

「ワークフロー・ルーティング」タブ 

ホームページの「ワークフロー・ルーティング」タブには、ユーザーの確認を必要とする、ルーティング可能

なオブジェクトが表示されます。たとえば、「ワークフロー・ルーティング」テーブルには、ユーザーが受諾

を選択できるタスクなどが含まれます。 

ワークフロー・ルーティングは、基本クラスと、ルーティングされたオブジェクトに対する確認の種類を定義

するアクションを組み合せたものです。PPM では、ルーティング可能なオブジェクトはプロジェクト・クラス

のアクティビティまたはゲートです。 

「ワークフロー・ルーティング」タブは、次の処理を必要とするルーティング可能なオブジェクトで構成され

ます。 

 承認 

 確認 

 受諾または却下 

 レビュー 

 アクション 

このタブには、ルーティング・オブジェクトをすばやく効率的に確認できる機能があります。「ワークフロー・

ルーティング」タブの詳細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびスタート・ガイド』を参照してください。 

私の割当て 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブには、ユーザーが責任を有するアクティビティおよびアクション・ア

イテムが表示されます。「私の割当て」タブが提供する一連のツールによって、ユーザーは自分に割り当てら

れている作業を効率的に実行できます。割当てテーブルの行の並べ替えや、テーブル内の 1 つ以上の割当て行

の選択と選択した割当てでのアクションの実行が可能です。たとえば、プロジェクト・アクティビティの割当

てを受諾または拒否したり、割当てを簡単に追跡管理できるようにフラグを設定したりすることが可能です。 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブ・テーブルには次の情報が含まれます。 

 次の条件に該当するアクティビティ・オブジェクト 

 アクティビティが「進行中」。ワークフロー・ステータス・タイプが、「完了」または「キャンセル」

ではないこと。 

 アクティビティの「プロジェクトの状態」属性が「アクティブ」に設定されていること。「提示」お

よび「テンプレート」のアクティビティは含まれません。 

 ユーザーがアクティビティの所有者で、「委任された所有者」フィールドが空白。ユーザー自身が委

任された所有者の場合、アクティビティが受諾または拒否されるまで、委任された所有者の名前が「委

任された所有者」フィールドに表示されます。 

 ユーザー自身がアクティビティの委任された所有者。 

 ユーザー自身がアクティビティの「チーム」タブでリソースの 1 人になっていて、割当てが 1%以上。 
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 次の条件に該当するアクション・アイテム 

 ユーザー自身に割り当てられているアクション・アイテムで、ステータスが「完了」または「キャン

セル」ではないこと。 

 ユーザー自身に割り当てられているアクション・アイテムで、受諾されていること。 

 ユーザー自身に割り当てられているアクション・アイテムで、拒否されていないこと。 

 ユーザーがアクション・アイテムの作成者で、割当てユーザーに拒否されていること。 
 

プロジェクトの割当て 

「私の割当て」タブには、次のプロジェクトが表示されます。 

 子オブジェクトがない、自分が所有者のアクティブなルート・レベルのプロジェクト 

 自分が所有者の、リーフ・レベルのプロジェクト 

 「アクション」>「委譲」メニューでリソースに委譲したプロジェクト 

注意 プロジェクトは、割当て先のリソースが当該アクション・アイテムを受諾するまで表示され続けま

す。リソースがこのアクション・アイテムを受諾すると「私の割当て」リストから削除され、「通

知」タブに通知が届きます。 

 

「私の割当て」テーブル 

「私の割当て」テーブルに表示するカラムは、Agile 管理者が設定します。表示された属性は、Agile Java クラ

イアント PLM 管理者の「管理」>「システム設定」>「私の割当」ノードからのみ有効化または無効化できま

す。ただし、必要に応じ、「パーソナライズ」オプションを使用して、定義済のカラムを変更またはフィルタ

できます。「私の割当て」タブについて質問がある場合は、Agile 管理者にお問い合せください。 

デフォルト設定では、「私の割当て」タブには次のカラムがあります。 

カラム名 説明 

フラグ 割当ての管理用に設定できるフラグ・アイコン。詳細は、105ページの「割当てのフ

ラグ設定」を参照してください。 

アクティビティ・

ステータス 

アクティビティの現在のステータス。たとえば、まだ割当てを受諾していない場合は、

保留中の受諾 アイコンがここに表示されます。 

名前 アクティビティまたはアクション・アイテムの名前。このリンクをクリックしてアク

ティビティまたはアクション・アイテムを開きます。 

ステータス アクティビティまたはアクション・アイテムのワークフロー・ステータス。たとえば、

アクティビティであれば「未開始」や「進行中」、アクション・アイテムであれば「未

受諾」、「受諾済」、「進行中」など。 

適切な権限があれば、「ステータス」カラムを編集できます。詳細は、104ページの

「割当ての編集」を参照してください。 

締切日 アクティビティまたはアクション・アイテムの締切日。 

割当ては、締切日を基準に並べ替えることができます。詳細は、31ページの「表示オ

プションを使用した割当てリストの並べ替え」を参照してください。 

適切な権限があれば、「締切日」カラムを編集できます。詳細は、104ページの「割

当ての編集」を参照してください。 

完了率（%） アクティビティでは、タスクが完了した割合。 

適切な権限があれば、「完了率（%）」カラムを編集できます。詳細は、104ページ

の「割当ての編集」を参照してください。 
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カラム名 説明 

関連 アクティビティでは、「関連」カラムには親アクティビティおよびルートの親アク

ティビティが一覧表示されます。 

アクション・アイテムでは、「関連」カラムにはアクション・アイテムが関連付けら

れているアクティビティやディスカッション・オブジェクトが一覧表示されます。 

カラムのこのリンクをクリックして、関連するアクティビティまたはディスカッショ

ンを開きます。 

実際の時間 アクティビティに費やした時間数。 

適切な権限があれば、「実際の時間」カラムを編集できます。詳細は、104ページの

「割当ての編集」を参照してください。 

 
 

「私の割当て」タブ・ツール 

「私の割当て」タブ・ツールは次のとおりです。 

ツール 説明 

表示 ドロップダウン・リストからビューを選択します。 

このリストを使用して、保留中の依頼、フラグ付き割当て、締切日、アクショ

ン・アイテム、ユーザー自身が担当しているアクティビティなどの事前定義

済のビューで割当てを並べ替えます。 

詳細は、31ページの「表示オプションを使用した割当てリストの並べ替え」

を参照してください。 

印刷 テーブルを印刷します。 

現在表示されている並び替え順序で割当てテーブルを印刷できます。 

詳細は、32ページの「割当てテーブルの印刷」を参照してください。 

受諾 選択したアクティビティ、プロジェクト・アクティビティ割当て、アクショ

ン・アイテムを受諾します。 

アクティビティでは、ユーザー自身が指定された所有者の場合、所有権を受

諾します。 

プロジェクト・アクティビティ割当てでは、アクティビティのリソースの 1

人として割当てを受諾します。 

アクション・アイテムでは、ユーザー自身に割り当てられているアクショ

ン・アイテムがまだ受諾されていない場合、これを受諾します。 

詳細は、103ページの「割当ての受諾」を参照してください。 

拒否 選択したアクティビティ、プロジェクト・アクティビティ割当て、アクショ

ン・アイテムを拒否します。 

アクティビティでは、自分が指定された所有者の場合、所有権を拒否します。 

プロジェクト・アクティビティ割当てでは、アクティビティのリソースの 1

人として割当てを拒否します。 

アクション・アイテムでは、自分に割り当てられているアクション・アイテ

ムがまだ受諾されていない場合、これを拒否します。 

詳細は、103ページの「割当ての拒否」を参照してください。 
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ツール 説明 

完了としてマーク 選択したアクティビティまたはアクション・アイテムを、完了としてマーク

します。 

アクティビティの場合、「完了」フィールドを 100% に設定し、ワークフロー

のステータスを「完了」に変更します。 

アクション・アイテムの場合、ステータスを「完了」に変更し、割当てリス

トから削除します。 

詳細は、104ページの「割当てを完了に設定」を参照してください。 

詳細>  

フラグ付きビューへの追加 

選択したすべてのテーブル行にフラグを設定します。 

1 回で複数の行にフラグを設定できます。 

フラグ付き行を表示する場合は、「表示」ドロップダウン・リストで「フラ

グ付き」を選択します。 

詳細は、105ページの「割当てのフラグ設定」を参照してください。 

詳細>  

非表示の割当てビューへの

追加 

割当てを非表示にできます。 

非表示にした割当ては、割当てテーブルに表示されません。 

詳細は、31ページの「割当ての表示と非表示」を参照してください。 

詳細>ビューから削除 非表示ビューから割当てを削除します。 

非表示の割当てビューを表示し、選択した割当て行をこのメニューで削除で

きます。 

詳細は、31ページの「割当ての表示と非表示」および105ページの「割当て

のフラグ設定」を参照してください。 

詳細>下方へコピー 1 つのセルから、選択範囲に続くすべての行内の対応するセルに値をコピー

します。 

詳細>下方へコピー(選択さ

れたセル) 

1 つのセルから選択したセルすべてに値をコピーします。選択範囲内の最初

のセルの値が、選択したセルすべてにコピーされます。 

詳細>上方へコピー 1 つのセルから、選択範囲に先行するすべての行内の対応するセルに値をコ

ピーします。 

詳細>上方へコピー(選択さ

れたセル) 

1 つのセルから選択したセルすべてに値をコピーします。選択範囲内の最後

のセルの値が、選択したセルすべてにコピーされます。 

 フラグ未設定 

 フラグ設定済 

割当てテーブルの各行にフラグ・アイコンが表示されます。 

アイコンをクリックして、フラグを設定または設定解除します。 

このフラグによって割当てを整理し、追跡対象とする割当てにマークを付け

ることができます。 

詳細は、105ページの「割当てのフラグ設定」を参照してください。 

クイック・ビュー アクティビティの名前の上にマウス・カーソルを置くと、「クイック・

ビュー」コールアウトが表示されます。 

このコールアウトをクリックするとオブジェクトに関する重要な情報を表

示するポップアップ・ウィンドウが開き、ここでオブジェクトの編集、受諾、

拒否を実行できます。このウィンドウのコンテンツは、Java クライアント管

理者で設定できます。 

詳細は、32ページの「「クイック・ビュー」ダイアログ・ボックスの使用」

を参照してください。 
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表示オプションを使用した割当てリストの並べ替え 

「ホーム」ページ「私の割当て」タブの「表示」ドロップダウン・リストを使用して、割当てを並べ替え、作

業対象の割当てを迅速に見つけることができます。たとえば、保留中の依頼や期限切れの割当てを並べ替えら

れます。 

Agile PLM に事前定義されている表示カテゴリは次のとおりです。 

表示 説明 

基本ビュー* すべての割当てを表示します（非表示の割当てを除く）。 

保留中の依頼 保留中の依頼のみを表示します。 

フラグ付き フラグ付きの割当て行のみを表示します。 

フラグを設定または設定解除して、自分の割当てを管理できます。

この表示オプションは、ユーザーがフラグを設定した行のみを表

示します。 

今日締め切りまたは遅延 

今週締め切り 

2 週間以内が締め切り 

30 日以内が締め切り 

90 日以内が締め切り 

これらの表示オプションは、締切日に従って割当てテーブル行を

表示します。 

非表示の割当て 非表示の割当てのみを表示します。 

非表示にする割当ては、割当てリストで設定します。 

詳細は、31ページの「割当ての表示と非表示」を参照してください。 

私がリソースであるアクティビティ 「チーム」タブでユーザー自身がリソースとして割り当てられて

いるアクティビティを表示します。 

アクション・アイテム 割り当てられているアクション・アイテムを表示します。 

アクション・アイテムは、アクティビティおよびディスカッショ

ンから生成され、割り当てられます。 

 
 

パーソナライズ・ビューの作成 

「パーソナライズ」ボタンを使用して、ページ・テーブルに表示されるコンテンツのカスタマイズ・ビューを

作成できます。作成すると、ビューは選択のオプションとして「表示」ドロップダウン・リストに表示されま

す。「パーソナライズ」オプションの使用の詳細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびスタート・ガイド』

を参照してください。 

割当ての表示と非表示 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブ、「詳細」>「非表示の割当てビューへの追加」コマンドを使用して、

表示させたくない割当て行を非表示に設定できます。非表示にした割当ては、依然としてユーザーの割当てリ

ストの一部ではあるものの、「表示」ドロップダウン・リストの「非表示の割当て」を選択した場合にのみ表

示されます。 

割当ての非表示は、割当ての管理に役立つツールです。たとえば、あるアクティビティにリソースとして割り

当てられているが、ユーザー自身はそのアクティビティの所有者ではないとします。ユーザー自身は担当する

タスクを完了しましたが、他のリソースはまだ各自のタスクを完了していません。この割当ては「完了」とな

らないため「私の割当て」タブに表示されてしまいます。このようなとき、この割当てを非表示に設定すれば

自分の割当てリストには表示されなくなりますが、他のリソースの割当てリストには表示されます。 

割当てを非表示にすると、「非表示の割当て」ビュー以外のすべての「私の割当て」タブのビューから削除さ



Product Portfolio Management ユーザー・ガイド  

 

 

32 Agile Product Lifecycle Management 

  

れます。各ユーザーの「非表示の割当て」ビューは、他のユーザーの割当てリストには影響しません。ユーザー

は、割当ての非表示（非表示ビューに追加）、非表示の割当ての表示、割当ての非表示設定の解除（非表示ビュー

から削除）を行えます。 

非表示ビューへ割当て行を追加する手順は、次のとおりです。 

1. 「ホーム」ボタン をクリックして、ホームページを表示します。 

2. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

必要に応じ、「表示」ドロップダウン・リストまたはフィルタを使用して、どの割当て行を表示するのか

並べ替えることができます。 

3. テーブル内の 1 行以上の行を選択します。 

4. 「詳細」>「非表示の割当てビューへの追加」を選択します。 

非表示の割当てを表示する手順は、次のとおりです。 

1. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

2. 「表示」ドロップダウン・リストで「非表示の割当て」を選択します。 

非表示ビューから割当て行を削除する手順は、次のとおりです。 

1. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

2. 「表示」ドロップダウン・リストで「非表示の割当て」を選択します。 

3. 非表示割当てビューで、対象の行を選択します。 

4. 「詳細」>「ビューから削除」を選択します。 
 

割当てテーブルの印刷 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブの「印刷」機能を使用し、現在表示している割当てテーブルを印刷で

きます。「表示」ドロップダウン・リストまたは「フィルタ」を使用してテーブルを並べ替えてから、表示し

ているテーブル行を印刷します。 

「私の割当て」テーブルを印刷する手順は、次のとおりです。 

1. 「ホーム」ボタン をクリックして、ホームページを表示します。 

2. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

3. 「表示」ドロップダウン・リストを使用してテーブルを並べ替えてから、対象の割当てを表示します。 

4. 「印刷」ボタンをクリックします。 

印刷可能なバージョンのテーブルが新しいブラウザ・ウィンドウで表示され、「印刷」ダイアログが表示

されます。 

5. 「印刷」ダイアログの「印刷」をクリックします。 

6. 印刷が完了したら新しいブラウザ・ウィンドウを閉じます。 
 

「クイック・ビュー」ダイアログ・ボックスの使用 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブで、「クイック・ビュー」ツールチップ（アクティビティ・オブジェ

クト名の上にマウス・カーソルを置くと表示されます）をクリックすると詳細ダイアログ・ボックスが開きま

す。このダイアログ・ボックスでは追加の情報が表示されるとともに、そのオブジェクトに対してアクション

（編集や削除など）を実行できます。この詳細ダイアログにおいて表示可能な属性および実行可能なアクショ

ンは、そのオブジェクト・タイプについて割り当てられている役割および権限によって決まります。 
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注意 PPM で「クイック・ビュー」ダイアログ・ボックスを設定するには、「UI 設定データ」を参照して

ください。 

 

タイム・シート 

タイム・シート機能によって、Agile PPM の顧客は、プロジェクトのリソース時間および関連する人件費の正

確な計算などの重要なビジネス・ニーズに対処できます。この機能によって、権限のあるユーザーは次の処理

を実行できます。 

 割り当てられた各タスクに対して費やされた作業時間数の日ごと、週ごとの記録。 

 システムに記録されたすべてのタイム・シートの表示および管理。 

 レポートおよび分析用リソース時間データの算出。 

注意 タイム・シートの入力と管理は、特定の役割、権限および Java クライアントのスマートルール設定

に基づいて制限されます。詳細は『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 

 

「タイム・シート」タブ・ツール 

ツール 説明 

詳細>印刷 選択したタイム・シートを印刷します。「詳細」>「印刷」をクリックしてタ

イム・シートを印刷します。 

詳細>タイム・シート検索 適切な権限のあるユーザーは、システムに記録されたすべてのタイム・シート

を検索および表示できます。「詳細」>「タイム・シート検索」をクリックし、

タイム・シートを検索します。詳細は、90ページの「タイム・シートの検索」

を参照してください。 

詳細>下方へコピー 1 つのセルから、選択範囲に続くすべての行内の対応するセルに値をコピーし

ます。 

詳細>下方へコピー(選択

されたセル) 

1 つのセルから選択したセルすべてに値をコピーします。選択範囲内の最初の

セルの値が、選択したセルすべてにコピーされます。 

詳細>上方へコピー 1 つのセルから、選択範囲に先行するすべての行内の対応するセルに値をコ

ピーします。 

詳細>上方へコピー(選択

されたセル) 

1 つのセルから選択したセルすべてに値をコピーします。選択範囲内の最後の

セルの値が、選択したセルすべてにコピーされます。 

表示 定義したタイム・シート・ビューのリストから選択できます。ビューは「パー

ソナライズ」オプションを使用して作成できます。 

パーソナライズ 「パーソナライズ」をクリックしてテーブル・フィルタを設定します。タイム・

シート表示を設定して、関連付けられたアクティビティの「名前」、「番号」

（手動作成または自動生成されたアクティビティ番号）、「説明」、「親」、

「親の番号」、「ルートの親」などの選択した属性を表示できます。 

他のユーザーのタイム・シートを表示する権限がある場合は、ビューを作成し、

他のユーザーのタイム・シートを設定および表示できます。 

このフィルタは「私の割当て」と同じように機能します。フィルタの使用の詳

細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびスタート・ガイド』を参照してく

ださい。 
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プロジェクト・ページ 

いずれかのプロジェクト・オブジェクトをクリックすると、プロジェクト・ページが開きます。このページか

ら、プロジェクトに関するスケジュール、コスト、ステータス、リソース、コンテンツ、ディスカッションな

どの情報を記録し、更新できます。 

プロジェクト・ページから、次の操作を実行できます。 

 プロジェクトの詳細の表示。34ページの「プロジェクトの詳細の表示」を参照してください。 

 プロジェクトの要約の表示。35ページの「プロジェクトの要約の表示」を参照してください。 

 プロジェクトのガント・チャートとしての表示。48ページの「ガント・チャートの起動」を参照してくだ

さい。 

 プロジェクトのロックまたはロック解除。75ページの「複数のユーザーによる同じタスクの編集」を参照

してください。 

 プロジェクトのステータスの変更。106ページの「ワークフロー・ステータスの変更」を参照してください。 

 プロジェクト・ツリーの表示。「ナビゲータ」ボタンをクリックし、左ウィンドウでフォルダ構造ではな

くプロジェクト・ツリーを表示します。 

 プロジェクトに対する様々なアクションの実行。「「アクション」メニュー」を参照してください。 

 テーブル・ビューのパーソナライズ。31ページの「パーソナライズ・ビューの作成」および66ページの「コ

ンテンツのビューのパーソナライズ」を参照してください。 
 

プロジェクトの詳細の表示 

階層の最も下のレベルにあるプロジェクト・オブジェクト（サブ・アクティビティなし）をクリックすると、

デフォルトで「詳細表示」が表示されます。サブ・アクティビティがあるオブジェクトをクリックすると、「要

約」ビューが開きます。「要約」ビューは、サブ・アクティビティがないオブジェクトでは使用できません。

プロジェクトを表示している間、「詳細表示」ボタンまたは「要約」ボタンをクリックして、2 つのビューを

切り替えることができます。 

「詳細表示」内の次のタブまたはページからプロジェクト関連のオブジェクトを表示し、管理できます。 

タブ タスク 

一般情報 アクティビティ、ステータス、および「管理」で設定するその他の属性を含め、

プロジェクトに関する一般情報の表示と編集。39ページの「一般情報の表示」

を参照してください。 

スケジュール プロジェクト内の個々のアクティビティのスケジュール管理、基準の作成、変

更による影響の分析。92ページの「スケジュールの管理」を参照してください。 

依存関係 様々なプロジェクト関連のアクティビティ間の依存関係の定義および管理。92

ページの「依存関係の作成および編集」を参照してください。 

チーム プロジェクトのリソースの管理。80ページの「リソースの管理」を参照してく

ださい。 

コンテンツ 成果物を含め、プロジェクトに関連するすべてのコンテンツの表示および管理。

63ページの「コンテンツの管理」を参照してください。 
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タブ タスク 

ワークフロー ワークフローおよびサインオフの表示、承認者とオブザーバおよび（必要に応

じて）通知者の割当て。「ワークフローの管理」を参照してください。 

コラボレーション プロジェクト関連のディスカッションの作成または参加、アクション・アイテ

ムの表示、ニュースと情報の共有。97ページの「ディスカッションの管理」を

参照してください。 

添付ファイル プロジェクトの実行に必要な添付ファイルの表示、編集および管理。43ページ

の「添付ファイルの使用」を参照してください。 

履歴 プロジェクトの履歴の表示。44ページの「プロジェクトの履歴の表示」を参照

してください。 

 
 

プロジェクトの要約の表示 

サブ・アクティビティがあるプロジェクトを初めて開いたとき、「要約」ビューが表示されます（開いたプロ

ジェクトにサブ・アクティビティがない場合は、「詳細表示」が表示されます）。「要約」ビューはプロジェ

クト情報の統合ビューです。エグゼクティブ、タスク所有者およびプロジェクト・マネージャは、このページ

を使用して、プロジェクトの現在の情報、ステータスおよび状態（ヘルス）を迅速に確認できます。このビュー

は、子アクティビティを有するすべての親レベルのオブジェクト（プロジェクト、フェーズおよびタスク）で

構成されています。このビューは、リーフ・レベルのアクティビティおよびゲートでは使用できません。 

「要約」ページには、複数の「ウィジェット」が含まれています。各ウィジェットは、管理者の設定に従い、

プロジェクトの具体的な局面についてカスタマイズされた情報およびアクション・ボタンをユーザーに提供し

ます。たとえば「プロジェクト・ゲート」ウィジェットは、そのプロジェクトのプロジェクト・ゲート（マイ

ルストーン）のステータスおよびこれらのゲートに関連する成果物への可視性をユーザーに提供します。「今

後のアクティビティおよびアクション・アイテム」ウィジェットであれば、今後のアクティビティが一覧表示

されるとともに、アクティビティに対して実行するアクション・アイテムを追加するための「追加」ボタンを

提供します。 
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「要約」ページを設定するには、適切な権限が必要です。権限および「要約」ページ設定の手順は、『Agile PLM

管理者ガイド』を参照してください。 

 
 

「要約」ページのアクション 

「要約」ページでは、プロジェクトに必要な主要アクションを直接実行できます。 

ほとんどのウィジェットに、表示されたオブジェクトへのリンクがあります。これらのリンクを使用してオブ

ジェクトの適切なタブに移動し、必要なアクションを実行できます。たとえば、「プロジェクト・ゲート」ウィ

ジェットでゲートの名前をクリックし、詳細を変更できます。 

各ウィジェットのコンテンツおよびユーザーが実行できるアクションを次の表に示します。 
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ウィジェット 説明 利用可能なアクション 

プロジェクトの

要約 

プロジェクトの要約情報。管理者

の設定に従って、プロジェクト・

アクティビティに関連する属性

のデータが表示されます。属性の

例には、「名前」、「説明」、「ス

テータス」、「スケジュール開始

日」、「スケジュール終了日」が

あります。 

 画像の追加: ローカル・ドライブから画像ファ

イルを挿入します。「画像の追加」をクリック

し、ローカル・ドライブで対象の画像ファイル

を探し、選択します。指定した画像ファイルが

割り当てられているスペースと解像度を超え

ている場合は、自動的にサイズ変更されます。 

 画像の置換: 現在の画像ファイルを別のファイ

ルで置換します。 

注意 画像編集のオプションがありますが、これら

のオプションはルート・プロジェクト・マ

ネージャのみが利用でき、また編集できるの

はルート・プロジェクトのみです。 

 編集: ウィジェットに表示されている属性値を

編集します。これらの値の編集には、「変更」

権限が必要です。詳細は『Agile PLM 管理者ガ

イド』を参照してください。 

今後のアクティ

ビティおよびア

クション・アイ

テム 

差し迫っている要件を追跡しま

す。期限をすぎているか指定の期

間内に期限が到来するプロジェ

クト・アクティビティおよびアク

ション・アイテムが一覧表示され

ます。ステータスが「未開始」ま

たは「進行中」であるリーフ・レ

ベルのプロジェクト・オブジェク

ト（ゲート・サブクラスを含む）、

および表示されているアクティ

ビティに関連するオープン状態

のアクション・アイテムと子アク

ティビティを表示できます。テー

ブルのカラムは並べ替えが可能

です。デフォルト設定では締切日

に基づいて表示されます。 

 アクション・アイテムの追加: 現在表示してい

るアクティビティのアクション・アイテムを新

規作成します。「アクション・アイテムの追加」

をクリックするとダイアログが開くので、ここ

でアクション・アイテムを新規作成します。 

 表示: 「表示」ドロップダウン・リストのオプ

ションを使用して、リストのフィルタリングを

実行し、今後のアクション・アイテムとアク

ティビティ、またはすぐにユーザーの注意を喚

起する必要のあるアイテムを表示します。たと

えば、「私のアクティビティ」および「アクショ

ン・アイテム」リスト・アイテムを使用して、

自分に所有権が割り当てられているアイテム

を基準に、リストをフィルタリングします。オ

プションを選択したら、締切日数のフィールド

に数値を入力することで、結果をさらに絞り込

めます。デフォルト値は 7（日間）です。 
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ウィジェット 説明 利用可能なアクション 

最近のディス

カッション 

指定した期間内に発生した、最近

のオープン・ディスカッションが

表示されます。行をクリックして

ディスカッションを選択すると、

ディスカッション・スレッドがプ

レビューとしてウィンドウ下部

に表示されます。 

 追加: 現在のアクティビティに関連付けるディ

スカッションを新規作成します。「追加」をク

リックして「ディスカッションの追加」ウィ

ザードを開き、ディスカッションの詳細を入力

します。ディスカッションに含め、通知を送信

するユーザーのリストも選択できます。 

 参加: 既存のディスカッションに参加します。

参加するディスカッションの行を選択してか

ら、「参加」ボタンをクリックします。 

 返信: ディスカッション・メッセージに返信し

ます。選択したディスカッション行の右にある

「返信」をクリックするとダイアログが開くの

で、ここに返信を入力します。必要に応じ、メッ

セージの件名は編集できます。デフォルト設定

では、返信は現在ディスカッションに参加して

いる全ユーザーに送信されます。ダイアログの

「通知リスト」フィールドを編集し、返信を受

け取るユーザーのリストを変更できます。 

プロジェクト・

ゲート 

ゲートのリストおよびその締切

日が表示されます。 

マイルストーンを確立するため

に複数のゲート・サブクラスを作

成した場合、表示させたいゲー

ト・サブクラスが表示されるよう

にこのウィジェットを設定でき

ます。詳細は『Agile PLM 管理者

ガイド』を参照してください。 

 簡易ナビゲーション: リストにあるゲートの名

前をクリックすると、そのゲートの「一般情報」

タブに直接アクセスします。 

重要なコンテン

ツ 

「コンテンツ」タブから「重要な

コンテンツ」に追加されているコ

ンテンツ・オブジェクトのリスト

が表示されます。77ページの「プ

ロジェクト・コンテンツの使用」

を参照してください。 

 簡易ナビゲーション: コンテンツ・オブジェク

ト名をクリックすると、そのオブジェクトの

「一般情報」タブに直接アクセスします。 

プロジェクト・

ニュース 

プロジェクトに関連するニュー

スが表示されます。チーム・メン

バーとリソースに、プロジェクト

情報を提供できます。 

 追加: 「追加」をクリックするとダイアログが

開くので、現在表示しているアクティビティに

関連するニュース・アイテムを作成します。件

名とニュース・テキストを追加できます。 

 削除: 対象のニュース・アイテムを選択し、「削

除」をクリックしてウィジェットから削除しま

す。削除するアイテムは、リスト内で複数選択

できます。 
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ウィジェット 説明 利用可能なアクション 

チーム連絡先 

情報 

選択したアクティビティに関連

するチーム・メンバーが表示さ

れ、これらのチーム・メンバーの

連絡先情報を提供します。 

 チーム・メンバーの名前をクリックすると、現

在のアクティビティの「チーム」タブに直接移

動します。 

 電子メールを送信: ウィジェットに属性として

名前が表示されるチーム・メンバーに通知を送

信します。ユーザー名の隣りにある「電子メー

ル」アイコンをクリックすると、コメント・ダ

イアログ・ボックスが開きます。このダイアロ

グ・ボックスにコメントを入力し、チーム・メ

ンバーに通知として送信します。 

注意 プロジェクトの要約ページと詳細ページは、「要約」と「詳細表示」をクリックすることで切り替

えられます。 

一般情報の表示 

「一般情報」タブにはアクティビティおよびステータスの情報が表示され、次の表に示すフィールドが含まれ

ます。他のフィールドからの情報の集計やロールアップされているフィールドの情報は、編集できません。

フィールドを編集するには、「編集」ボタンをクリックします。編集可能なフィールドに変更を加え、「保存」

をクリックして変更を保存するか、変更を保存しないで終了する場合には「キャンセル」をクリックます。 

フィールド 内容 

スケジュール プログラムの進行状況をすばやく追跡するための情報。目標の開始日と終了

日、目標の開始日と終了日間の合計期間が表示されます。 

デフォルトの開始タイム・スタンプは 08:00:00 A.M で、デフォルトの終了タ

イム・スタンプは 05:00:00 P.M です。ただし、必要に応じて終了タイム・ス

タンプは手動で編集できます。 

開始タイム・スタンプは 08:00:00 より小さい値にはできません。07:00:00 A.M

にプロジェクトを作成した場合、開始タイム・スタンプは 08:00:00A.M と表

示されます。 

デフォルトのタイム・スタンプの値は、Agile PLM のインストール時に設定

ファイル(agile.properties)の Working hours configuration に設定された値に基

づきます。 

予測 締切を過ぎたアイテムの納品時期を追跡するための情報。 

実際 目標のプロジェクト日程より前か後であれば、このフィールドの内容はスケ

ジュールとは異なります。 

稼働日数の差異 

 

開始差異、終了差異、および間隔差異は、予定日に対する予測および実際の

日付に対しての比較で表示されます。差異は「稼働日数」または「暦日数」、

または「稼働日数」と「暦日数」の両方で表示されます。 

注意: Agile 管理者は、「一般情報」タブの要約テーブルに表示する情報を決

定します。 

番号 プロジェクト・オブジェクトに割り当てられた自動採番。 

アクティビティ・タイプ アクティビティがプロジェクト、プログラム、フェーズまたはタスクのいず

れであるかを表示します。 

所有者 プロジェクトの所有者。 
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名前 アクティビティの名前。 

説明 プロジェクトについて説明するテキスト。最大長は Agile 管理者により設定

されます。 

ルートの親 ルートの親オブジェクトへのリンク。 

親 親オブジェクトへのリンク。 

プロジェクトの状態 タイプ（「アクティブ」、「提示」、「テンプレート」）を示します。アク

ティブ・プロジェクトのみ、ワークフロー・ステータスの変更が可能です。 

検証スコア アクティビティの検証スコア。43ページの「検証値」を参照してください。 

重要性 アクティビティに割り当てられた重要性。43ページの「検証値」を参照して

ください。 

加重スコア 検証スコアと重要性の掛け算に基づき計算されたスコアです。43ページの「検

証値」を参照してください。 

ステータス プロジェクトのワークフロー・ステータスを示します。 

ヘルス・ステータス・ロールアップ ヘルス・ステータス・ロールアップが選択されているかどうかを示します。 

コスト・ステータス アクティビティのコスト・ステータスを示します。この値はリーフ・オブジェ

クトの選択値で、親オブジェクトのロールアップ値です。 

リソース・ステータス アクティビティのリソース・ステータスを示します。この値はリーフ・オブ

ジェクトの選択値で、親オブジェクトのロールアップ値です。 

品質ステータス アクティビティの品質ステータスを示します。この値はリーフ・オブジェク

トの選択値で、親オブジェクトのロールアップ値です。 

ロック・ユーザー プロジェクトを変更するためにガント・チャートや Microsoft Project を現在使

用しているユーザー名。ユーザーがガント・チャートや Microsoft Project を起

動するとき、アクティビティは他のユーザーが PPM のプロジェクトを編集で

きないように自動的にロックされます。 

ワークフロー オブジェクトの割当て済ワークフローを示します。 

スケジュール・ステータス アクティビティのスケジュール・ステータスです。 

全体のステータス アクティビティの全体のステータス。この値は、コスト、リソース、品質お

よびスケジュールの選択値またはロールアップ値に基づいて計算されます。

これらのステータス値（コスト、リソース、品質およびスケジュール）の中

で最も低い値が表示されます。 

プロジェクト・タイプ ダッシュボード・フィールド。導入時に名前が変更される可能性があります。 

地域 ダッシュボード・フィールド。導入時に名前が変更される可能性があります。 

部門 ダッシュボード・フィールド。導入時に名前が変更される可能性があります。 

製品ライン ダッシュボード・フィールド。導入時に名前が変更される可能性があります。 

顧客 ダッシュボード・フィールド。導入時に名前が変更される可能性があります。 

開始年 ダッシュボード・フィールド。導入時に名前が変更される可能性があります。 

グローバル プロジェクトがすべてのエグゼクティブに対し利用可能であるかどうかを管

理します。 

実際の人件費 プロジェクトで実際に行われた作業に基づき、その日付現在プロジェクトで

発生した人件費。 

予定された人件費 プロジェクトの目標人件費。 
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完成までの予測人件費 プロジェクトの進行に応じ、プロジェクトのコストまたは計画の変更に基づ

いて計算されたプロジェクト全体の人件費。 

実際の固定コスト プロジェクトで実際に行われた作業に基づき、その日付現在プロジェクトで

発生した固定コスト。 

予定された固定コスト プロジェクトの目標固定コスト。 

完成までの予測固定費 プロジェクトの進行に応じ、プロジェクトのコストまたは計画の変更に基づ

いて計算されたプロジェクトの固定コスト。 

実際の資産費用 その日付現在プロジェクトで発生した資産費用。 

予定された資産費用 プロジェクトの目標資産費用の限度。 

完了までの予測資本費用 プロジェクトの固定資産の変更に基づいて変化するプロジェクトの予測され

た資本費用。 

実際の時間(日数) 作業日数は 1 日 8 時間の割合で計算され、「実際の時間(日数)」として表示さ

れます。1 日は 8 時間単位で計算されます。たとえば、実際の作業時間が 24

時間の場合、「実際の時間(日数)」は 3 日として計算されます。実際の作業時

間が 25 時間の場合は、4 日として計算されます。 

予定時間(日数) プロジェクトの完了までに事前に割り当てられた時間（日数）。 

完成までの予測時間 プロジェクトの進行に基づいた、プロジェクトが完了するまでの概算所要時

間。 

「カテゴリ」フィールド このフィールドは、管理者により設定されます。カテゴリ・フィールドは 25

あります。最後のカテゴリ・フィールドは、デフォルトでは「すべてのプロ

グラム」と呼ばれる条件に割り当てられます。ユーザーはプロジェクトを作

成して特定のプログラムにリンクできます。このリンクは、同じプログラム

に関連付けられた複数のプロジェクトからの情報を統合するのに役立ちま

す。 

注意 これらのカテゴリ・フィールドは、ユーザーおよびユーザー・グループ・

オブジェクトに対しては表示されません。 

スケジュール・エディタ このプロジェクト用に編集するスケジュールのソースを示します。PPM また

は MSP（Microsoft Project）です。Microsoft Project でプロジェクトを起動する

と、MSP に自動的に設定されます。MSP に設定されている場合、PPM プロ

ジェクトは日付、期間および完了率（%）の値をロールアップしません。こ

れにより、Microsoft Project から PPM でプロジェクトを公表する際、PPM の

プロジェクトの日付が正しいものになります。 

実際のユーザー設定コスト 管理者が設定できるコスト・フィールド。実際のコストは、その日付現在プ

ロジェクトで発生したコストを反映します。 

予定されたユーザー設定コスト 管理者が設定できるコスト・フィールド。予定されたコストは、プロジェク

トの目標コストを反映します。 

完成までの予測ユーザー設定コスト 管理者が設定できるコスト・フィールド。プロジェクトの進行に応じたプロ

ジェクトのコストまたは計画の変更に基づいて変化し続けるコストを反映し

た予測コスト。 

クリティカル アクティビティがクリティカル・パスにあるかどうかを示します。 

実際の合計コスト すべての実際のコストの合計。 

予定された合計コスト すべての予定されたコストの合計。 

完成までの予測合計コスト 完成までのすべての予測コストの合計。 

テンプレートから作成済 プロジェクトを作成するときに元となったテンプレートの名前。 
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PLM 参照 プロジェクトに参照として追加するオブジェクト。このオブジェクトはプロ

ジェクトの「コンテンツ」タブにも表示されます。 

プロジェクト・キーワード プロジェクトに関連するキーワード。これらのプロジェクト・キーワードに

基づいて重要なコンテンツが表示されるようにプロジェクトの要約ページを

設定できます。 

機能チーム ワークフロー・ルーティングのアクティビティに関連付けられた機能チーム

が一覧表示されます。 

統合の詳細(RMWがインストールされている場合に表示されます) 

 

スケール係数 商業生産のために BOM の数量に掛ける必要がある数を示します。 

操作モード デフォルトは「臨床サプライ」になります。  

統合メッセージ 統合についての情報、または失敗の理由が表示されます。 

統合ステータス PPM オブジェクトが RMW に正常に同期されたかどうかを示します。 

内部 ID RMW データベース内の、同期されたオブジェクトの ID です。 

 

「一般情報」タブの情報を編集する手順は、次のとおりです。 

1. プロジェクト・オブジェクトの「一般情報」タブの「編集」をクリックします。 

2. 編集可能なフィールドを変更します。 

3. 「保存」をクリックします。 
 

日付 

Agile PPM では、日付はユーザーが希望するフォーマットで表示できますが、「スケジュール開始日」、「ス

ケジュール終了日」、「実際の開始日」、「実際の終了日」、「開始予定日」、「終了予定日」の日付にタイ

ム・ゾーン変換は適用されません。 

ユーザーが入力した日付の値はグリニッジ標準時（GMT）で格納され、タイムゾーンなしで表示されます。た

とえば日付値に「10/10/2009」と入力すると、「10/10/2009 00:00:00 GMT」がデータベースに格納されます。 

注意 「ページ 2」、「ページ 3」、「ワークフロー」、「履歴」の日付は、ユーザーが希望するタイムゾー

ンで表示されます。 

 

期間 

プロジェクト内のオブジェクトには、次のような期間タイプがあります。 

 「固定」期間: オブジェクトの期間が設定されています（たとえば、5 日間）。「固定」期間タイプでは、

「作業日数」は「スケジュール期間」とすべてのリソースの「割当て率(%)」の合計を掛け合わせて算出

されます。固定期間を選択し、「作業日数」をゼロに設定すると、期間なしのアクティビティも作成でき

ます。 

 「作業日数」主導: オブジェクトの「作業日数」は固定されていますが、割り当てられたリソースの数が

スケジュール期間に影響します。「作業日数」主導の期間タイプでは、「スケジュール期間」は「作業日

数」をすべてのリソースの割当て率(%)の合計で割ることで算出されます。 
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注意 親がリーフ・ノード・オブジェクト（子のないアクティビティ）に変更されると、期間タイプは「計

算済」から「固定」に変わります。期間は、親であったときと同じです。親オブジェクトがリソー

スを持っていた場合、「作業日数」は「チーム」タブに割り当てられた「リソース/グループ」の割

当て率に基づいて計算されます。リソースがない場合、「作業日数」は「スケジュール期間」と同

じになります。 

 

検証値 

アクティビティの「一般情報」タブには、次の検証値があります。 

 検証スコア: 検証担当者が、検証時にパフォーマンス・インジケータに基づいてプロジェクトの各オブジェ

クトに割り当てた値。 

 重要性: プロジェクト全体に照らし合わせて、個別オブジェクトを他のオブジェクトと比較したときの重

要性を反映した値。 

 加重スコア: 「重要性」フィールドの値と「検証スコア」フィールドの値を乗じた値。 
 

添付ファイルの使用 

Agile ビジネス・オブジェクトへの添付ファイルには、オブジェクト・タブに記録された情報に加え、オブジェ

クトに関する関連情報が含まれます。次に添付ファイルの例を示します。 

 CAD 図面やスキャンされた画像ファイルなどの表示可能な形式の図面ファイル 

 URL 形式の Web ベースの情報 

 プロジェクトの仕様およびその他のドキュメント 

 表示不可能なファイル、圧縮ファイルなど 

重要 最も効果的な方法として、Agile PPMアクティビティおよびゲートの「添付ファイル」タブを無効化

することをお薦めします。Agile PPMには一意のタブである「コンテンツ」タブがあります。このタ

ブは、添付ファイルを含むすべてのプロジェクト・コンテンツに使用する必要があります。 

添付ファイルの使用の詳細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびスタート・ガイド』を参照してください。 

プロジェクト・アクティビティのコラボレーション 

「コラボレーション」タブでは、プロジェクト関連のディスカッション、ディスカッションから生じるアクショ

ン・アイテムおよびニュース・アイテムを管理できます。これらのオブジェクトを「プロジェクトの要約」ペー

ジに追加し、表示することもできます。 

 

「コラボレーション」タブには次のビューがあります。 
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 ディスカッション: ディスカッションを開始、参加、応答または削除できます。ホームページの「通知」

タブには、通知されたすべてのディスカッションが表示されます。ディスカッションの管理の詳細は、97

ページの「ディスカッションの管理」を参照してください。 

 アクション・アイテム: アクション・アイテムを管理できます。アクション・アイテムを追加、削除、受

諾または却下できます。また、アクション・アイテムに「完了」のマークを付けることができます。この

タブで追加したアクション・アイテムは、割り当てられたユーザーの「私の割当て」タブに表示されます。

これらのアクション・アイテムは、「プロジェクトの要約」ページの「今後のアクティビティおよびアク

ション・アイテム」ウィジェットで表示できます。 

アクション・アイテムの使用の詳細は、100ページの「アクション・アイテムの表示」を参照してください。 

 ニュース: プロジェクト固有のニュースや告知を追加および削除できます。ニュース・アイテムは「プロ

ジェクトの要約」ページで追加および削除することもできます。 
 

履歴の表示 

「履歴」タブには、「一般情報」タブの編集やアクティビティ、チーム・メンバーの変更といった、すべての

アクションが記録されます。 

注意 適切な読取り権限がない場合、「履歴」タブのフィールドは表示できません。権限について質問が

ある場合は、Agile 管理者にお問い合せください。 

 

「アクション」メニュー 

「アクション」メニューは、「ブックマーク」、「確認通知」、「名前を付けて保存」、「削除」などの標準

の PLM メニューに加え、次のオプションで構成されます。 

メニュー 説明 

ガント・チャート 「ガント・チャート」をクリックしてプロジェクトの「ガント・チャー

ト」ビューを表示します。ガント・チャートの使用の詳細は、「ガン

ト・チャート」を参照してください。 

委譲 「委譲」をクリックして異なる所有者にプロジェクトを委譲します。

所有権の委譲の詳細は、88ページの「所有権の委譲」を参照してくだ

さい。 

リソースの入れ替え 「リソースの入れ替え」をクリックしてプロジェクト・チームのリソー

スを入れ替えます。リソースの入れ替えの詳細は、90ページの「リソー

スの入れ替え」を参照してください。 

親の変更 「親の変更」をクリックしてプロジェクトのルートの親を変更します。 

これをルート・アクティビティ

にする 

プロジェクトまたはプロジェクト内のフェーズで、「これをルート・

アクティビティにする」を選択して新規プロジェクトを開始します。

この変更により、既存の依存関係が変更されます。 

基準の比較 「基準の比較」をクリックしてプロジェクトの 2 つの基準間の比較を

表示します。詳細は、97ページの「基準の比較」を参照してください。 

Microsoft Project このメニューのエントリでは、Microsoft Project で既存の PPM プロジェ

クトを起動できます。また、既存の PPM プロジェクトを XML ファイ

ルとして保存できます。詳細は、115ページの「Microsoft Project の使用」

を参照してください。 
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完了 「完了」をクリックしてプロジェクトのステータスを「完了」に変更

します。 

キャンセル済へ変更 「キャンセル済へ変更」をクリックしてプロジェクトのステータスを

「キャンセル済」に変更します。 

レポートと分析 このメニューのエントリでは、「プロジェクト・リソース利用状況」

および「スケジュール」に関するレポートを取得できます。詳細は、

「レポート」を参照してください。  

RMWへの PPM 同期(RMW が

インストールされている場合に

表示されます) 

「RMWへのPPM同期」をクリックすると、PPMで作成されたプロジェ

クトおよびワーク要求によって RMW データベースが更新されます。 

 
 

アドレス帳パレット 

ユーザー・グループを検索する手順は、次のとおりです。 

1. をクリックしてアドレス帳パレットを開きます。 

2. アドレス帳パレットのドロップダウン・リストで「ユーザー・グループ」を選択します。 

3. 使用するユーザー・グループ・オブジェクト検索基準を入力します。 

4. 「簡易検索の実行」ボタンをクリックします。 

5. パレットの検索結果テーブルで、目的のユーザー・グループ行を選択します。 

 行をダブルクリックします。 

 1 つ以上の行を選択して、変更中のフィールドにドラッグします。 

6. [Esc]キーを押して、アドレス帳パレットを閉じます。 
 

ユーザー・グループ内のユーザーを検索する手順は、次のとおりです。 

注意 「ユーザー・グループ内を検索します」オプションは、Agile PLM システム内のユーザー・グループ

の数が 200 を超えた場合に使用可能になります。 

1. をクリックしてアドレス帳パレットを開きます。 

2. アドレス帳パレットのドロップダウン・リストで「ユーザー・グループ内を検索します」を選択します。 

3. 「検索範囲とするユーザー・グループを選択します」ポップアップに目的のユーザー・グループの名前を

入力するか、 をクリックしてグループを検索します。 

4. ユーザー・グループを選択したら、ポップアップで「OK」をクリックします。 

注意 Agile PLM ではグループ名がアドレス帳パレットのドロップダウン・リストに追加され

ます。グループ名は、グループの数が 20 になるまでパレットのドロップダウン・リスト

に引き続き追加されます。さらにグループがリストに追加されると、Agile PLM では最

も古いエントリがドロップダウン・リストから削除されます。「ユーザー・グループ内

を検索します」オプションで最近選択した最大 20 のグループがドロップダウン・リスト

に残ります。 

または、アドレス帳パレットのドロップダウン・リストを使用して、最近選択したいずれかのユーザー・

グループを選択できます。 
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5. 使用するユーザー・オブジェクト検索基準を入力します。 

6. 「簡易検索の実行」ボタンをクリックします。検索は選択したグループのメンバーに限定されます。 

7. パレットの検索結果テーブルで、目的のユーザー行を選択します。 

 行をダブルクリックします。 

 1 つ以上の行を選択して、変更中のフィールドにドラッグします。 

8. [Esc]キーを押して、アドレス帳パレットを閉じます。 
 

ユーザーを検索する手順は、次のとおりです。 

1. をクリックしてアドレス帳パレットを開きます。 

2. アドレス帳パレットのドロップダウン・リストで「ユーザー」を選択します。 

3. 使用するユーザー・オブジェクト検索基準を入力します。 

4. 「簡易検索の実行」ボタンをクリックします。 

5. パレットの検索結果テーブルで、追加するユーザー行を選択します。 

 行をダブルクリックします。 

 1 つ以上の行を選択して、変更中のフィールドにドラッグします。 

6. 「Esc」キーを押して、アドレス帳パレットを閉じます。 
 

ガント・チャート 

ガント・チャート機能は、プロジェクトを開始から完了まで計画、管理、追跡することを支援する、プログラ

ム管理ツールの 1 つです。ガント・チャートによって、新しいプロジェクトを作成し、アクティビティとタス

クの定義、タスク間の依存関係の作成、リソース管理の実行などを含む、プロジェクトの作業内訳の構造を計

画できます。 

概要 

ガント・チャートは、データをグラフィック形式または表形式で操作、表示するための、使用しやすい数多く

の機能（Excel に類似したデータ編集機能など）を提供します。複数の表示オプションによって、ユーザーはプ

ロジェクトの個々の局面に焦点を当てることができます。また、右クリックのメニューを使用し、選択したプ

ロジェクト・オブジェクトに対して様々なアクションを迅速に実行できます。 
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デフォルトの「ガント」ビューは、メニュー・バー、標準ツールバー、表形式のアクティビティ・ウィンドウ

およびグラフィック形式のアクティビティ・ウィンドウで構成されています。表形式のアクティビティ・ウィ

ンドウにはすべてのアクティビティが階層ツリー構造で表示され、グラフィック形式のウィンドウにはアク

ティビティが色付きおよびアイコンのインジケータで表示されます。 

 
 

必要条件 

ガント・チャートでプロジェクト管理アクティビティを実行するには、適切な権限が必要です。自分の役割や

権限について質問がある場合は、Agile 管理者にお問い合せください。 

ガント・チャートは Java Web Start テクノロジを使用し、JRE（Java Runtime Environment）がコンピュータにイ

ンストールされている必要があります。推奨される JRE がシステムにインストールされていない、またはイン

ストールされているバージョンが古い場合は、最新の JRE バージョンをインストールしてください。推奨され

る JRE の詳細は、『Agile PLM 9.3 リリース・ノート』を参照してください。 

注意 ファイヤウォールによって自動ダウンロードができない場合は、URL: http://www.sun.comから適切な

JRE バージョンをダウンロードし、インストールできます。 

 

http://www.sun.com/
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操作のモード 

ガント・チャートには 3 つの操作モードがあります。 

 接続 - 要求されたデータを直接サーバーから取得します。 

 切断 - 要求されたデータをインストール・フォルダから取得します。サーバーを利用できない場合、ガン

ト・チャートはこのモードに切り替わります。サーバーが利用可能になると、「接続」モードに戻ります。 

 オフライン - 要求されたデータをインストール・フォルダから取得します。サーバーは利用できないもの

と想定されています。 

注意 ガント・チャートは、前回の作業終了時と同じモードで起動します。前回のセッションで「オフラ

イン」モードに設定されていれば、次に Web クライアントでプロジェクトを起動した際にも「オフ

ライン」モードで起動します。この場合、システムでは、サーバーは利用できないものと想定され

ているので、要求されたプロジェクトを開くことができません。そこで、システムは新たにデフォ

ルトのプロジェクトを起動します。必要なプロジェクトを開くためには、モードを「オフライン」

から「接続」に変更してから、Web クライアントで再度プロジェクトを起動してください。 

 

ガント・チャートの起動 

プロジェクト用にガント・チャートを起動するには、対象のプロジェクトを開いてから「詳細表示」>「ガント・

チャート」を選択します。 

プロジェクトにサブアクティビティがある場合は、「要約」ビューで「アクション」>「ガント・チャート」も

選択できます。 

ガント・チャートを起動すると、コンピュータのテンポラリ・ファイル・フォルダに Java JAR ファイルがダウ

ンロードされます。これらが読み込まれると、ガント・チャートが表示されます。 

起動オプション 

Web クライアントから次のいずれかのオプションを使用してガント・チャートを起動できます。 

 完全ロック・モード: 現在のアクティビティおよびそのすべての下位レベル・アクティビティを、他のプ

ロジェクト内の依存アクティビティも含めてロックします。関連するプロジェクトの情報が上書きされる

ような全体のスケジュール変更を行うには、このモードで開きます。  

 内部ロック・モード: 現在のアクティビティおよびプロジェクト内のそのすべての下位レベル・アクティビティ

をロックします。他のプロジェクトの依存アクティビティはロック解除されたままになり、編集が可能です。

スケジュールを変更すると、他のプロジェクト内の依存アクティビティのスケジュールに影響することがあり

ますので注意してください。スケジュールとは関係のない変更を実行するには、このモードで開きます。 

 読取り専用モード: データの表示はできますが、編集はできません。プロジェクトを変更しないで表示や

監視のみを行うにはこのモードで開きます。 

注意 ガント・チャート内からプロジェクトを開くと、完全ロック・モードで開きます。 
 

ショートカットを使用したガント・チャートの起動 

ガント・チャートのダウンロード時、ガント・アプリケーションへのショートカットをデスクトップおよび「ス

タート」メニューに作成するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されます。「はい」をクリックして確定して

ください。これらのショートカットは、ガント・チャートをオフラインで使用する際に特に役立ちます。 

デスクトップからガント・チャートを起動する場合は、 アイコンをダブルクリックします。「スタート」

メニューから起動する場合は、「プログラム」>「Oracle」>「Agile PLM」でガント・アプリケーションを選

択します。Gantt Chart Exchange（.gcx）ファイルをシステムに保存すれば、ファイルをダブルクリックするだけ

でガント・チャートを起動できます。 
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ガント・チャートのツールバー・アイコン 

ガント・チャートのほとんどのアクションは、ツールバー上のアイコンまたはこれらに対応するショートカッ

ト・キーを使用して実行できます。アイコンの上にマウス・ポインタを置くと、アイコン名の横にショートカッ

ト・キーが表示されます。 

アイコン 名前 ショートカット・キー 説明 

 切取り 「Ctrl」+「X」 選択したセル値、アクティビティまたはゲート

を切り取ります。 

 コピー 「Ctrl」+「C」 選択したセル値、アクティビティまたはゲート

をコピーします。 

 貼付け 「Ctrl」+「V」 切り取りまたはコピーしたセル値、アクティビ

ティまたはゲートを貼り付けます。 

 オープン 「Ctrl」+「O」 アクティビティまたはゲートを開きます。 

 保存 「Ctrl」+「S」 ガント・チャートで変更した情報を保存します。 

 
アクティビティ 「Insert」 選択したアクティビティの下に、同じインデン

ト・レベルでアクティビティを挿入します。 

 
ゲート 「Alt」+「G」 選択したアクティビティの下に、同じインデン

ト・レベルでゲートを挿入します。 

 削除 [Delete] 選択したアイテムをガント・チャートから削除

します。 

削除対象のアクティビティを選択するには、行

全体をハイライトまたは選択します。 

 
依存関係の作成 「Alt」+「C」 依存関係を追加します。 

 
依存関係の編集 「Alt」+「D」 選択した依存関係に対して「依存関係の編集」

ダイアログが開きます。 

 選択したタスク

に移動 

「Ctrl」+「G」 対応するグラフィックがビューに表示されま

す。 

 アウトデントま

たは左に移動 

「Alt」+「Shift」+「Left」 アイテムをアウトデントします。これによっ

て、プロジェクト要素が上位レベル要素に所属

しなくなります。 

選択した 1つまたは複数のアイテムを左に移動

します。 

 インデントまた

は右に移動 

「Alt」+「Shift」+

「Right」 

アイテムをインデントします。これによって、

プロジェクト要素が別のアイテムに所属する

ようになります。 

選択した 1つまたは複数のアイテムを右に移動

します。 

 上へ移動 「Alt」+「Shift」+「Up」 アイテムを上に移動し、リストされているアイ

テムの順序を同じレベルで変更します。プロ

ジェクト要素がアイテムに所属する場合には、

プロジェクト要素はアイテムとともに移動し

ます。 
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アイコン 名前 ショートカット・キー 説明 

 下へ移動 「Alt」+「Shift」+

「Down」 

アイテムを下に移動し、リストされているアイ

テムの順序を同じレベルで変更します。プロ

ジェクト要素がアイテムに所属する場合には、

プロジェクト要素はアイテムとともに移動し

ます。 

 すべて展開 「Ctrl」+「E」 プロジェクト・ツリー構造を展開し、含まれる

アクティビティをすべて表示します。 

 すべて縮小 「Ctrl」+「Q」 プロジェクト・ツリー構造を縮小し、ツリー内

のアクティビティをすべて非表示にします。 

 拡大 「Ctrl」+「Plus」

（NumPad） 

グラフィック・ウィンドウの表示を拡大しま

す。 

 縮小 「Ctrl」+「Minus」 グラフィック・ウィンドウの表示を縮小します。 

 全画面表示 「Ctrl」+「0」 グラフィック・ウィンドウのサイズを変更し、プ

ロジェクト全体を画面いっぱいに表示します。 

 リソースの管理 「Alt」+「F10」 選択したアクティビティについて、リソースを

選択および管理します。 

 所有権の委譲 「Alt」+「F12」 選択したアクティビティについて、所有権を委

譲します。 

 
 

ガント・チャートのビュー 

ガント・チャートでは次のビューがサポートされています。 

 ガント 

 タスクの割当て 

 カレンダ 

 クリティカル・パス 

 比較ガント 

 リソース 

 リソース・シート 

 リソース利用状況 
 

ガント 

「ガント」はデフォルト・ビューです。このビューには、プロジェクトのアクティビティとスケジュールが組

合せウィンドウで表示されます。一方のウィンドウにはアクティビティの表形式ビューが階層ツリー構造で表

示されます。他方のウィンドウにはアクティビティのグラフィック・ビューが棒グラフ形式で表示されます。 

タスクの割当て 

「タスクの割当て」ビューは組合せビューで、上のウィンドウにはガント・チャートが表示され、下のウィン

ドウにはリソースの管理シートとリソース利用状況チャートが表示されます。「ガント」ビューでアクティビ

ティを選択すると、そのタスクのリソース情報が「リソースの管理」ビューに表示されます。同時に、「リソー

ス利用状況」ウィンドウで各リソースの利用状況をグラフ形式で表示できます。 
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カレンダ 

「カレンダ」ビューでは、プロジェクト・タスクをカレンダ形式で作成、編集およびレビューできます。「カレ

ンダ」ビューは「月」と「日」の 2つのタブで構成されています。「月」タブには、その月のすべての日を網羅

した月次ビューが表示されます。「日」タブには、その日のすべての時間を網羅した日次ビューが表示されます。 

「カレンダ」ビューを使用することで、特定の日や週、月にスケジュール設定されているタスクを表示できま

す。このビューには、指定の週または週範囲のタスク・スケジュールが表示されます。タスクおよびプロジェ

クトの期間をカレンダ形式で入力することにより、プロジェクトを作成できます。 

クリティカル・パス 

「クリティカル・パス」ビューは、プロジェクトの完了日に直接的な影響を与えるすべてのアクティビティを

計画する際に役立ちます。事前に設定された日数に対して遅れているアクティビティをすべて特定することで、

クリティカル・パスを決定できます。 

クリティカル・パス・アクティビティは、スケジュールの作成とリソース割当てのプランの両方で基準になり

ます。これによって、プロジェクトをスケジュールに戻すための是正処置が必要な箇所を分析できます。クリ

ティカル・パスは、アクティビティおよびサブアクティビティ・レベルで表示できます。クリティカル・タス

クは、クリティカル・パスにおける現在のアクティビティです。 

注意 スケジュールがクリティカル・パス上にある場合、グラフィック・ウィンドウのスケジュール・バー

は赤で表示されます。 

 

比較ガント 

「比較ガント」ビューでは、予測スケジュールか実際のスケジュール、または保存されている基準に対して、

現在のプロジェクトのスケジュールを比較できます。比較を表示するには、メイン・ツールバーのドロップダ

ウン・リストからオプションを選択してください。デフォルトの比較値は「予測」です。このリストの選択肢

には、保存されているすべての基準が表示されます。 

このグラフィック・ビューでは、スケジュールが次のように色分けされます。 

 親の現在のスケジュールはオレンジ色で表示 

 子アクティビティの現在のスケジュールはピンク色で表示 

 親アクティビティの予測、実際または基準スケジュールは白で表示 

 選択された子アクティビティの予測、実際または基準スケジュールはグレーで表示 

表形式ビューでは、基準スケジュールの情報（開始日と終了日）が現在のスケジュール情報の横のカラムに表

示されます。 

リソース 

「リソース」ビューでは、特定のプロジェクトの全ユーザーのリストと、スケジュールごとのそれぞれのタス

ク割当てがカレンダ形式で表示されます。ユーザーへの割当てを実行する場合、割当て率を示す棒グラフを下

部のウィンドウに表示できます。また最上部の行（「すべてのユーザー」）を選択し、全リソースの棒グラフ

を同時に表示させることもできます。 

リソース・シート 

リソース・シートでは、利用可能なリソースを表示できるとともに、リソースを選択して自分のプロジェクト

へ追加できます。リソース・シートには、プロジェクト内のアクティビティに関連する一連のユーザーが含ま

れます。リソース・シートへリソースを追加することにより、重複を減らせるだけでなく、リソースのメンテ

ナンスも軽減されます。リソース・シートには「表示」>「リソース・シート」でアクセスできます。 

「リソース・シート」ビューには、「役職」、「勤務先電話」、「電子メール」、「ステータス」、「プール
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から割り当てられた」など、該当するユーザー情報のフィールドが含まれます。各リソースの情報はレビュー、

追加または編集できます。各リソースとそれぞれの関連情報を追加することで、ユーザー自身のプロジェクト

のリソース・リストを簡単に作成できます。リソースには、個人、会社や部門、設備、部屋、またはプロジェ

クトで使用している他のあらゆるリソースが含まれます。 

注意 複数のユーザーによる同一のリソース・シートの同時更新はサポートしていません。リソース・シー

トへの更新は、ガント・チャートとは別に保存されます。 

 

リソース利用状況 

「リソース利用状況」ビューには、すべてのリソースと各リソースに割り当てられているタスクが表示されま

す。また、PPM 内の他のプロジェクトからのタスクおよびタスク割当ても表示されます。このテーブルで各リ

ソースまたはリソース・グループについて表示できる情報は次のとおりです。 

 名前 

 プール名 

 割当て率（%） 

 開始予定日 

 終了予定日 

レポート内のカラムのフォーマットを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「フォーマット」>「プリファレンス」の順に選択します。 

2. 「プリファレンス」ダイアログが開くので、「カラム」タブで表示するカラムを選択します。 

3. 矢印ボタンを使用して、選択したカラム名を「利用可能なカラム」リストから「選択されたカラム」リス

トに移動します。 

4. カラムの標準順序を並べ替える場合は、上下の矢印を使用してリスト内で移動します。 

5. グリッド線を表示または非表示にするには、「水平」および「垂直」の適切なチェックボックスを選択します。 

6. 「OK」をクリックして、変更を適用します。 
 

ガント・チャートのカスタマイズ 
ガント・チャート内でのデータのグラフィック表示と表形式表示は、ユーザーの趣向に合わせてカスタマイズ

できます。カラム、罫線、バー・ラベル、表示形式、スタイルは、「フォーマット」メニューにあるオプショ

ンを使用して設定できます。 

カラムは、「ページ 1」属性を表示するように設定できます。これらのフィールドで利用可能にするオプショ

ンは、Java クライアントの「一般情報」属性設定で設定します。 

プリファレンスの設定 

カラム表示をカスタマイズし、推奨ファイル・ダウンロード場所など、後述のようにその他のプリファレンス

を設定できます。 

カラム出力をカスタマイズする手順は、次のとおりです。 

1. 「フォーマット」>「プリファレンス」の順に選択します。 

2. 「プリファレンス」ダイアログが開くので、「カラム」タブで表示するカラムを選択します。 

3. 矢印ボタンを使用して、選択したカラム名を「利用可能なカラム」リストから「固定カラム」または「固

定されていないカラム」リストに移動します。「固定されていないカラム」では、表示可能なすべてのカ

ラムが表形式のアクティビティ・ウィンドウに表示されます。 

4. 「OK」をクリックします。 
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カラムの固定/固定解除、または1つ以上のカラムを非表示にする手順は、次のとおりです。 

1. 表形式のビューウィンドウで 1 つまたは複数のカラムを選択します。 

2. 右クリックのメニューで、「カラムの固定」、「カラムの固定解除」、または「非表示」のいずれか適切

なオプションを選択します。 

「プリファレンス」ダイアログの「カラム」タブで、 および の矢印ボタンを使用して、表示されてい

るカラムの順序を並べ替えます。または、表形式ビューウィンドウでカラムをクリックおよびドラッグし

て、場所を移動できます。 

オフライン・モードのプリファレンスを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「フォーマット」>「プリファレンス」の順に選択します。 

2. 「プリファレンス」ダイアログで「詳細」タブを選択します。 

3. 「ファイルの場所:」フィールドで、オフライン・アクセス用のファイルをダウンロードするフォルダを検

索し、選択します。デフォルトのファイル・ダウンロード先は「マイ・ドキュメント」フォルダです。 

4. 「プロジェクト名」フィールドに、アクティビティ名のデフォルト値を入力できます。たとえば「ABC Project 

V.1」、「ABC Project V.2」、「ABC Project V.3」のように同じ名前で始まるプロジェクトが複数ある場合、

このフィールドに「ABC Project」と入力すれば、後は「ABC Project」に続く名前を変更するだけです。 

5. その他の適切なオプションを選択します。 

 「ページ 2/ページ 3のダウンロード:」フィールドで「はい」を選択すると、オンライン・モード時にこ

の情報がダウンロードされ、オフライン・アクティビティ用に保存できます。「いいえ」を選択すると、

この情報はユーザーが選択したアクティビティのプロパティを表示させる場合にのみロードされます。 

 「終了時にロック状態のプロジェクトを表示」フィールドで「はい」を選択すると、ガント・チャー

トの終了時に、ロックしたプログラムのリストが表示されます。このリストで、他のユーザーからの

アクセスの必要が生じる可能性のあるプロジェクトを選択してロックを解除できます。 

6. 「OK」をクリックして「プリファレンス」ダイアログを終了します。 

7. 「フォーマット」メニューで「設定は保存されました。」をクリックしてプリファレンスを保存します。

これらの設定は、次回のログイン時にも適用されます。 
 

表示形式とスタイル 

ガント・チャートの表示形式をカスタマイズするには、「フォーマット」>「表示形式」を選択し、次のテーマ

から選択します。 

 メタル 

 CDE/モチーフ 

 Windows 

 Windows クラシック 

 Kunststoff 

 Office 

グラフィック・ビューのスタイルを変更するには、「フォーマット」>「スタイル」を選択し、次のスタイルか

ら選択します。 

 Agile 

 アクティビティの完了 

 クリティカル・パス 

 カスタム時間軸 
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 レベルの着色 

 標準 
 

バー・ラベル 

グラフィック・ビューウィンドウで、棒グラフに表示するテキストを選択できます。この情報は、棒グラフに

対応するタスク、プロジェクトまたはフェーズに関連して表示されます。「フォーマット」>「バー・ラベル」

を選択し、次のラベルからオプションを選択します。 

 名前 

 開始日 

 終了日 

 ステータス 

 完了率（%） 

 なし 
 

罫線 

次のオプションから選択してグラフィック・ビューの罫線と行の表示をカスタマイズできます。 

 縦罫線の表示 

 縦罫線の色 

 週末の表示 

 週末の色 

 横罫線の表示 

 横罫線の色 

 列の着色 

 偶数列の色 

 奇数列の色 

いずれかのフォーマット設定を変更したら、メニューで「フォーマット」>「設定は保存されました。」を選択

し、変更を保存します。 

注意 「設定は保存されました。」コマンドでは、罫線への変更は保存されません。 

 

バーの表示 

「バーの表示」はガント・チャートの左側に表示されるウィンドウで、異なるタイプのガント・チャート・ビュー

へ簡単にアクセスできます。ガント・チャート・ビューのタイプがアイコンで表示されるので、対象のアイコ

ンをクリックして、ビューを表示します。「バーの表示」はデフォルトで有効化されています。指定のセッショ

ンで「バーの表示」を無効化するには、「表示」>「バーの表示」を選択します。 

注意 「バーの表示」オプションの横のチェックマークは、このオプションが有効化されていることを示

しています。 
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ガント・チャートの「ファイル」メニュー・オプション 

ガント・チャートの「ファイル」メニューには次のオプションがあります。 

メニュー・コマンド アクション 

新規 デフォルトのプロジェクト・データで新しいルート・プロジェクトを作成します。 

オープン 検索ウィンドウが開くので、プロジェクトを検索し、サーバーから開くことがで

きます。「ルート・プロジェクト」、「ルート・テンプレート」、「アクティビ

ティ」、「ゲート」または「すべてのプロジェクト」で検索できます。オンライ

ン・モードでのみで利用できます。デフォルトで、前回使用した検索条件が「検

索対象:」フィールドに表示されます。 

「アクティビティ」または「ゲート」で検索した場合は、Java クライアントで対

応する属性が有効化されている場合、パラメータ検索オプションが使用可能にな

ります。「オプション」をクリックしてパラメータ検索フィールドを表示し、条

件を指定します。 

ファイルを開く ユーザーのハード・ドライブに保存されている.gcx（Gantt Chart Exchange）ファ

イルを検索できます。「フォーマット」>「プリファレンス」ダイアログの「詳

細」タブでフォルダの場所をプリファレンスとして保存した場合、そのフォルダ

が開きます。現在のプロジェクトが特定のフォルダに格納されている.gcx ファイ

ルを使用して開かれている場合は、そのフォルダが開きます。 

保存 プロジェクトをサーバーに保存します。保存されるデータには、「ページ 1」、

「ページ 2」、「ページ 3」、「スケジュール」、「依存関係」、「チーム」、

「リソース」が含まれます。 

ファイルの保存 プロジェクトをユーザーのハード・ドライブに保存します。保存されるデータに

は、すべてのアクティビティ、依存関係、リソース・シート、アクティビティの

ステータス、プロジェクトの前回保存後に実行した変更が含まれます。 

名前を付けて保存 プロジェクトを別名でサーバーに保存します。保存されるデータには、「ページ

1」、「ページ 2」、「ページ 3」、「スケジュール」、「チーム」、「リソース・

シート」が含まれます。コンテンツ（「コンテンツ」タブから）は保存されませ

ん。ステータスが「完了」または「キャンセル」のプロジェクトを保存すると、

新しいプロジェクトのステータスは「未開始」になります。 

ファイルとして保存 プロジェクトを別名でユーザーのハード・ドライブに保存します。サーバー上の

既存のプロジェクトを誤って更新することを防ぐため、必ずルート・プロジェク

トの名前を変更してください。 

最近のファイル ハード・ドライブから最近開かれた 10 ファイルのリストが表示されます。 

オフライン作業 選択すると、サーバーを利用できるかどうかに関係なく、ガント・チャートのモー

ドがオフライン・モードに切り替わります。オンライン・モードへ戻るには、こ

のオプションを再度選択してください。接続状態は、ウィンドウの右下に表示さ

れます。 

 
 

ガント・チャートのオフライン作業 

ユーザーは、Agile PLM にログインしていない場合でも、ガント・チャートで作業を続けることができます。

ガント・チャートのクライアントは、ユーザーのコンピュータでスタンドアロン・アプリケーションとして使

用できます。この機能によって、ユーザーは次の処理を実行できます。 
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 移動中やサーバーのダウンタイム時でもプロジェクトの作業を継続できます。 

 プロジェクトのプレリミナリ・ドラフトを作成し、他のユーザーへ公開する場合にのみオンラインで提供

できます。 

 保存したプロジェクトを他のユーザーへ電子メールで送信し、フィードバックを受けたり、更新したりで

きます。 

Web クライアントで初めてガント・チャートを起動すると、このガント・チャートへのショートカットをデス

クトップに保存するオプションが提供されます。ショートカットを保存しておくと、このショートカットを使

用してガント・チャートを起動し、オフラインで作業できます。 

終了前のプロジェクトのロック解除 

「オフライン」または「切断」モードでガント・チャートでの作業を終えて終了すると、ガント・チャートで

開いたプロジェクトはロックされた状態のままになります。使用したプロジェクトを他のユーザーが使用でき

るように必ずロックを解除しておくようにするため、終了する前にプロジェクトのロックを解除するようにプ

ロンプトが表示されます。「プロジェクトのロック解除」ダイアログ・ボックスが表示されるので、他のユー

ザーが使用できるようにロックを解除するプロジェクトを選択し、「OK」をクリックします。 

ガント・チャートとWebクライアント間のビューの切替え 

ガント・チャートで作業している間、必要に応じて Web クライアント・ビューへ切り替えることができます。

このオプションはガント・チャートのすべてのモードで利用でき、プロジェクト・ツリーで少なくとも 1 行が

選択されている場合にのみハイライト表示されます。 

現在のプロジェクトをWebクライアント・ビューへ切り替える手順は、次のとおりです。 

1. ガント・チャートで 1 つ以上のアクティビティ行を選択します。 

2. 「ツール」メニューまたは右クリックのメニューで、「ブラウザに表示」を選択します。サーバーに接続

していない場合は、Agile PLM のログイン画面が表示されます。  

3. Agileにログインします。選択した各アクティビティ行について、新しいブラウザ・ウィンドウが開きます。 
 

ガント・チャートの印刷 

「ファイル」メニューの「印刷」オプションを使用して、ガント・チャートの任意のビューを印刷できます。 

「印刷」ウィンドウまたは「印刷プレビュー」ウィンドウで、必要に応じて「ページ設定」の各オプションを手

動で変更できます。デフォルトでは、ページの余白は 0.5インチで、ページ方向は「横」に設定されています。 
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第3章  

プロジェクト管理プロセスの設定 

この章のトピック 

 プロジェクト構造の設定 ................................................................................................................................. 57 

 コンテンツの管理 ............................................................................................................................................. 63 

PPM のプロジェクト管理プロセスには、次の主要アクティビティが含まれます。 

 プロジェクト・テンプレートの作成 

 アクティビティおよびゲートの追加 

 リソース・プールへの所有権の設定 

 コンテンツの管理 
 

プロジェクト構造の設定 
新規プロジェクトを作成する際、構造を構築する最も簡単な方法は、上から開始して下へ作成していくことで

す。通常、構造化されたプロジェクトには次のものが必要です。 

 親プロジェクト・オブジェクト 

 子アクティビティ・オブジェクト 

 指定されているプロジェクトの「ゲート」 

 リソース・プール（プロジェクト・チーム・メンバー） 

プロジェクトの仕様および必要ドキュメントを親プロジェクト・オブジェクトとともに保存し、プロジェクト・

メンバーが見つけやすいようにします。 

一般的な手順は、まずルート・レベルのプロジェクトを作成し、次に子オブジェクトを作成します。 

次の表に、プロジェクト構造を作成する際の一般的なワークフローを示します。 

Agile PPMでプロジェクトを新規作成する Microsoft Projectから既存のプロジェクトを 

インポートする 

1. 71ページの「プロジェクトの作成」で説明する

方法で、ルート・レベルのプロジェクト・オブジェ

クトを作成します。必ずオブジェクト・タイプに

「プロジェクト」を指定してください。 

1. 116ページの「既存の Microsoft Project ファイル

からの PPM プログラムの作成」の説明にあるよう

に、プロジェクトの Microsoft Project ファイルを

Agile PPM に公表します。 

2. 最初の子オブジェクトを作成します。新規プロ

ジェクト・オブジェクトの「スケジュール」タブ

へアクセスし、「追加」をクリックします。最初

の子オブジェクトを作成します。「スケジュール」

タブから作成されたすべてのオブジェクトは、現

在のオブジェクトの子となります。 

 

3. このプロセスを繰り返して、必要に応じて子オ

ブジェクトを作成します。 
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Agile PPMでプロジェクトを新規作成する Microsoft Projectから既存のプロジェクトを 

インポートする 

4. 各子オブジェクトを開き、必要に応じてその子

オブジェクトを作成します。 

 

5. ゲートを設定して、キー・プロジェクト目標の

完了を線引きします。 

 

6. マイルストーンを設定し、プロジェクトのメト

リックスや通信のターゲットまたはトリガー・ポ

イントを定義します。 

 

7. プロジェクト・オブジェクト間で既存の依存関

係をマップします。 

2. もともと「終了-開始」日付で入力されていな

かった依存関係をリセットします。 

 

プロジェクトの構造ができあがったら、「アクション」>「名前を付けて保存」を使用して将来のプロジェクト

のためにテンプレートとして保存できます。 

注意 また、プロジェクトのガント・チャートを使用してプロジェクト・オブジェクトを作成することも

できます。詳細は、「ガント・チャート」を参照してください。 

 

プロジェクト・テンプレートの作成 
プロジェクト・テンプレートは、類似のコンポーネントを持つプロジェクトを作成するためのフレームワーク

を提供します。これらのコンポーネントには、複数のプロジェクトで構造が似ている可能性があるタスク、リ

ソースおよび成果物が含まれます。プロジェクト・テンプレートをベースとして使用すると、様々なプロジェ

クトの要件に応じてプロジェクトのコンテンツとスケジュールを変更できます。 

新規テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。 

1. Agile Web クライアントを起動します。 

2. 「新規作成」ドロップダウン・メニューをクリックします。 

3. 「プロジェクト」>「新規作成」を選択します。「新規作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。 

4. 「新規作成」ダイアログ・ボックスの「タイプ」リストから、「プロジェクト」を選択します。追加のフィー

ルドが表示されます。 

5. テンプレートの「名前」を入力します。 

6. 必要に応じて、テンプレートの「説明」を入力します。 

7. 「委任された所有者」パレットから、委任された所有者を選択します。 

8. 「プロジェクトの状態」リストから、「テンプレート」を選択します。 

9. 「期間タイプ」を選択します。 

10. 「カレンダ」パレットから、「スケジュール開始日」を選択します。 

11. 「スケジュール期間」に日数を入力します。「スケジュール終了日」の値は自動的に入力されます。 

12. 「保存」をクリックします。新規プロジェクトの「一般情報」タブが表示されます。必要に応じて、各種

プロジェクト・タブに情報を入力します。 
 

プロジェクト作成に使用されているテンプレートの識別 
テンプレートから作成されたプロジェクトの場合、そのプロジェクトおよび子アクティビティの「一般情報」

タブの「テンプレートから作成済」フィールドに、テンプレートへのリンクが表示されます。このリンクをク

リックすると、プロジェクトの作成に使用されたテンプレートが開きます。 
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テンプレートからプロジェクトを作成した後に、このプロジェクトへ子アクティビティを追加した場合、これ

らのアクティビティはこのテンプレートから作成されていないので、これらのアクティビティの「テンプレー

トから作成済」フィールドが空欄になります。 

 既存のテンプレートを「提示」または「アクティブ」のプロジェクトとして作成した場合、「テンプレー

トから作成済」フィールドには元のテンプレートの名前が表示されます。 

 既存のテンプレートを別のテンプレートとして保存すると、このフィールドは空欄になります。 

 ルート・レベルより下位のどのレベルでも、「名前を付けて保存」を実行すると、このフィールドは空欄

になります。 
 

アクティビティの追加 
ガント・チャートまたは Web クライアントから、プロジェクト、プログラム、フェーズ、タスク、ゲート、マ

イルストーンなどのアクティビティを追加できます。 

ガント・チャートを使用したアクティビティの追加 

メイン・ツールバーまたは右クリックのメニューの「アクティビティの挿入」オプション を使用して、ガン

ト・チャートからプロジェクトにアクティビティを追加できます。 

または、次のより迅速なオプションも実行できます。 

ガント・チャートのアクティビティを追加する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを追加する行を選択します。選択した行の下にアクティビティが追加されます。 

2. キーボードの「Insert」キーを押します。これで、選択した行の下に新しい行が挿入されます。 

3. 新たに挿入された空白の行で、アクティビティの名前を入力します。 

作成したこのアクティビティは、タスク・サブクラスに属します。指定のサブクラスのアクティビティを

追加する場合は、ショートカット・キー「Ctrl」+「Alt」+「A」を使用します。 

4. 「アクティビティ」ダイアログで、アクティビティのサブクラスを選択します。 

5. 「開始日」と「終了日」を指定します。「スケジュール期間」フィールドの日数は、入力された開始日と

終了日に基づいて自動計算されます。「開始日」を指定して、「スケジュール期間」フィールドにプロジェ

クトの合計日数の入力もできます。この場合は「終了日」の日付が自動計算されます。 

6. 「OK」をクリックしてアクティビティを追加します。 
 

Webクライアントを使用したアクティビティの追加 

プロジェクト、プログラムまたはフェーズの「スケジュール」タブからアクティビティを追加できます。  

Webクライアントを使用してアクティビティを追加する手順は、次のとおりです。 

1. 「スケジュール」タブをクリックします。 

2. 「追加」をクリックします。 

3. 「新規作成」ダイアログ・ボックスの「タイプ」リストから、アクティビティのタイプを選択します。 

4. 表示される残りのフィールドで、「名前」、「所有者」、「スケジュール」の日付、「期間タイプ」など

の必須情報を必要に応じて入力します。 

5. 必要に応じてオプションのフィールドに入力します。 

6. 「保存」をクリックします。「スケジュール」タブにアクティビティがテーブルとして表示されます。 
 

ゲートの追加 

ゲートは、マイルストーンと同様に主要なアクティビティの完了を示す、期間ゼロのアクティビティです。ガ

ント・チャートまたは Web クライアントにゲートを追加することで、新しいタスクの開始前にタスクがスケ
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ジュールどおり完了することをチェックまたは管理できます。これは、依存関係を定義することで実行します。

93ページの「ガント・チャートでの依存関係の作成および編集」を参照してください。 

ガント・チャートのゲートを追加する手順は、次のとおりです。 

1. 表形式ビューウィンドウでアクティビティを選択します。 

2. 右クリックのメニューで「ゲートの挿入」をクリックします。または、単にツールバーの「ゲート」アイ

コンをクリックします。ショートカット・キー「Alt」+「G」も使用できます。 

3. ダイアログが開くので、ゲートの名前を入力するとともに、「終了日」を指定します。 

4. 「OK」をクリックしてゲートを追加します。 

Webクライアントでゲートを追加する手順は、次のとおりです。 

1. ゲートを追加するアクティビティに移動します。 

2. 「スケジュール」タブをクリックします。 

3. 「追加」をクリックします。 

4. 「新規作成」ダイアログ・ボックスの「タイプ」リストから、「ゲート」を選択します。残りのフィール

ドが表示されます。 

5. ゲートの「名前」を入力します。 

6. 必要に応じて、ゲートの「説明」を入力します。 

7. ゲートの所有権を委譲する場合は、「委任された所有者」パレットで「委任された所有者」を選択します。 

8. 「カレンダ」パレットで、ゲートの「スケジュール終了日」を選択します。 

9. 「保存」をクリックします。ゲートの詳細が「スケジュール」タブにデータの行として表示されます。 
 

定常ゲートの定義 

プロジェクト・スケジュールを上手に管理するために、いくつかのゲートを定常ゲートとして設定できます。

ゲートを「定常」として定義すると、ゲートを移動する明示的な権限を持つユーザーのみが先行するタスクを

前に進めることができます。この権限の設定の詳細は、146ページの「定常ゲートの設定」を参照してください。 

定常ゲートを定義する手順は、次のとおりです。 

1. ゲート・オブジェクトを開きます。 

2. 「一般情報」タブで、「編集」をクリックします。 

3. ページの下までスクロールして「定常ゲートの有効化」属性を見つけます。 

4. デフォルトのオプションは「いいえ」です。これを「はい」に変更します。 

これでゲートが定常ゲートとしてマークされ、適切な権限を持つユーザーのみが先行するタスクを前に進

めることができます。 

マイルストーンの追加 

マイルストーンは、ゲートと同じように作業なしのアクティビティです。ゲートを含む一連のアクティビティ

の完了にマークを付けます。通常、マイルストーンは成果物に直接依存しません。マイルストーンは、複数の

サブプロジェクトが関連しており、1 つのプロジェクトのマイルストーンが別のプロジェクトの進展を導くプ

ロジェクト間の依存関係に関与しています。 

Webクライアントでマイルストーンを追加する手順は、次のとおりです。 

1. マイルストーンを追加するアクティビティに移動します。 

2. 「スケジュール」タブをクリックします。 

3. 「追加」をクリックします。 

4. 「新規作成」ダイアログ・ボックスの「タイプ」リストから、「マイルストーン」を選択します。残りの
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フィールドが表示されます。 

5. マイルストーンの「名前」を入力します。 

6. 必要に応じて、マイルストーンの「説明」を入力します。 

7. マイルストーンの所有権を委譲する場合は、「委任された所有者」パレットで「委任された所有者」を選

択します。 

8. 「カレンダ」パレットで、マイルストーンの「スケジュール終了日」を選択します。 

9. 「保存」をクリックします。マイルストーンの詳細が「スケジュール」タブにデータの行として表示され

ます。 
 

データの編集 

ガント・チャートで次のデータ編集アクションを実行します。 

 Excel からのコピーおよび貼付け: Excel シートからガント・チャートの表形式ウィンドウにプロジェクト

を直接コピーして貼り付けられます。そのためには、Excel シート内のデータが次のようなフィールド・

フォーマットである必要があります。 

サブクラス 名前 開始予定日 終了予定日 

<アクティビティ・

タイプ> 

<プログラム名> <日付フォーマットは

Agile のユーザー・プリ

ファレンスのとおり> 

<日付フォーマットはAgileの

ユーザー・プリファレンスの

とおり> 

注意 コピーして貼り付けるデータは、プログラム、フェーズ、タスク、ゲートなどのアクティ

ビティ・タイプ、プロジェクト名、プロジェクトの開始日と終了日を含んでいる必要が

あります（ゲートについては、Agile では「開始日」は「終了日」と同じであると見なさ

れます）。これらのフィールドは必須フィールドです。Excel からのコピー時には、ヘッ

ダー行を選択しないように注意してください。 

 アクティビティのコピーおよび貼付け: 1 つまたは複数のアクティビティをコピーし、表形式ビューに貼り

付けられます。 

 コピーする場合は、アクティビティ（1 つまたは複数）を選択し、右クリックのメニューで「コピー」

をクリックするか、ツールバーの「コピー」アイコンをクリックします。 

 貼り付ける場合は、カーソルを貼り付ける行に置き、右クリックのメニューで「貼付け」をクリック

するか、ツールバーの「貼付け」アイコンをクリックします。 

 コンテンツのコピーおよび貼付け: コンテンツは、必ず適切な場所に貼り付ける必要があります。たとえ

ば日付フォーマット・フィールドにテキスト・フィールドはコピーできません。 

 上方へコピー/下方へコピー: アクティビティ名や日付などのコンテンツを表形式ビューに複製できます。

これによって、選択したセルのテキストが、指定した隣接セルにコピーされます。 

 上方へコピーまたは下方へコピーする場合は、選択したセルの角にカーソルを置きます。カーソルが

十字線の形に変わります。この十字線カーソルを上下にドラッグすることで、セルの同じテキストを

上または下に複製できます。 

注意 アクティビティに依存関係が定義されていて、コピーによって後方の日付が先行の日付

より前になってしまう場合、日付の上方へコピーまたは下方へコピーは実行できません。 

 プログラム情報の表示: ガント・チャートから、アクティビティの一般情報、ページ 1 およびページ 2 の

詳細を表示できます。 

 プロジェクト情報を表示するには、プロジェクト・アクティビティで右クリックし、「プロパティ」

を選択します。 
 



Product Portfolio Management ユーザー・ガイド  

 

 

62 Agile Product Lifecycle Management 

  

Web クライアントには、テーブルのデータを編集する次のオプションがあります。 

 コピー 

 貼付け 

 上方へコピー 

 下方へコピー 

これらのオプションは、プロジェクトの「チーム」、「コンテンツ」および「添付ファイル」タブの「詳細」

メニューで利用できます。 

注意 詳細は、『Agile PLM スタート・ガイド』を参照してください。 

 

プロジェクト要素の削除 

プロジェクト要素を削除するには適切な権限が必要です。所有者は、フェーズ、タスク、成果物またはゲート

を削除できます。ディスカッションとファイル・フォルダは、削除するとプロジェクトからのみ削除され、シ

ステムからは削除されません。これらはスタンド・アロン・オブジェクトとして Agile に保持されます。削除

済オブジェクトからプロジェクト要素を削除すると、その要素はデータベースから削除されます。Agile オブ

ジェクトの削除の詳細は、159ページの「Agile オブジェクトの削除」を参照してください。 

プロジェクト要素を削除する手順は、次のとおりです。 

1. 削除するオブジェクトの行を選択します。 

2. 「削除」ボタンをクリックします。「理由」パレットが表示されます。 

3. 「理由コード」リストで「理由コード」を選択します。 

4. 「コメント」フィールドで、必要に応じてコメントを入力します。このオプションは、Java クライアント

で対応するスマートルール（「削除、アーカイブ、および委任に関するコメントを有効にする」）が有効

化されている場合にのみ利用可能になります。詳細は『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 

5. 「OK」をクリックします。 

「理由コード」フィールドと「コメント」フィールドはオプションです。この情報は、オブジェクトの「履歴」タ

ブに記録されます。子オブジェクトを削除すると、親オブジェクトの「履歴」タブに削除の理由が表示されます。 

または、「アクション」>「削除」メニュー・コマンドを使用して、指定のプロジェクト要素を削除できます。 

リソース・プールへの所有権の設定 

会社には複数の部署にまたがるプロジェクトがあり、これらのプロジェクトのリソースを効率的に管理するに

はリソース・プールの所有者が必要です。リソース・プールに関連付けられたユーザー・グループは、デフォ

ルトで、そのユーザー・グループを作成したユーザーによって所有されます。ただし、指定したリソース・プー

ルの所有者を変更できます。 

リソース・プールに所有権を設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「ツールおよび設定」>「アドレス帳」>「ユーザー・グループ」に移動します。 

2. テーブルで、リソース・プールであるユーザー・グループの名前をクリックします。ユーザー・グループ・

ページが表示されます。 

3. 「一般情報」タブで、「編集」をクリックします。 

4. 「所有者」パレットから、リソース・プールの所有者を選択します。 

5. 「保存」をクリックします。 
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選択したユーザー・グループがリソース・プールでない場合の手順は、次のとおりです。 

1. 「一般情報」タブのリソース・プール・リストで「はい」を選択します。 

2. 「所有者」パレットから、リソース・プールの所有者を選択します。 

3. 「保存」をクリックします。 
 

コンテンツの管理 

PPM で、「コンテンツ」とはプロジェクトに関連付けられた成果物のことです。ライフサイクル・フェーズま

たは割り当てられたワークフローがあるすべてのプロジェクトまたはプロジェクト・オブジェクトは、添付ファ

イルとして追加されたすべてのファイルと同様に、「コンテンツ」タブで成果物として追加できます。コンテ

ンツの例には、プログラム、プロジェクト、フェーズ、テンプレート、ファイルや URL、他のアプリケーショ

ンから参照されるオブジェクトがあります。 

「コンテンツ」タブは単なる成果物のリストではなく、プロジェクト管理のためのルール・ベースの管理シス

テムです。どのコンテンツにもルールを関連付けることができます。ルールは、特定の成果物が特定の状態ま

たはステータスになるまで開始または完了しないように設定できます。テンプレートにより、ユーザーへの警

告や多くのプロジェクト・プロセスの自動化を行い、順序外のまたは正しい情報がない不適切なタスクが開始

または終了するのを防止する、複雑な制御メカニズムを構築できます。 

次の図は、コンテンツ・タブに何が含まれるか、どのようなルールが適用できるか、およびコンテンツそのも

のに添付ファイルやコンテンツを含めることができるかどうかを示しています。 
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重要 最も効果的な方法として、Agile PPMアクティビティおよびゲートの「添付ファイル」タブを無効化

することをお薦めします。Agile PPMには一意のタブである「コンテンツ」タブがあります。このタ

ブは、添付ファイルを含むすべてのプロジェクト・コンテンツに使用する必要があります。 

注意 ただし、ディスカッション、ユーザーおよびユーザー・グループは、成果物として追加できないオ

ブジェクトです。 

このセクションでは、コンテンツ・オブジェクト、および新規コンテンツの追加、コンテンツの「必須」とし

ての設定、「コンテンツ」タブの使用などの主要機能について説明します。 

コンテンツの追加 

アクティビティおよびゲートは、成果物として他のアクティビティおよびゲートに追加できます。また、必ず

あるアクティビティが完了してから次のアクティビティが始まるように、ルールの設定もできます。たとえば、

必ずあるアクティビティが完了しなければゲートが開かないように設定する場合は、そのアクティビティを

ゲートが開くための成果物として追加できます。あるゲートが開かないかぎり別のゲートが開かないように制

限することも可能です。この場合、先行するゲートを後方のゲートの成果物として追加します。 

ルールの定義の詳細は、67ページの「コンテンツのルールの定義」を参照してください。 

プロジェクトを成果物として別のプロジェクトに追加する場合、「提示」または「アクティブ」のどちらでも

追加できます。 

テンプレートも成果物にできます。成果物のコピーを独自に有しているプロジェクトの場合、テンプレートは

タスクの成果物にできます。 

 循環的な関係の原因となるオブジェクトを成果物として追加することはできません。たとえば、タスク 1

をタスク 2 完了のための成果物に、またタスク 2 をタスク 1 完了のための成果物として追加することはで

きません。 

 オブジェクトを追加するには、そのオブジェクトに対する「作成」権限と、オブジェクトの「関係.名前」

属性に対する「変更」権限が必要です。 

アクティビティにコンテンツを追加する手順は、次のとおりです。 

1. コンテンツを追加するアクティビティに移動します。 

2. 「コンテンツ」タブをクリックします。 

3. 「追加」ドロップダウン・メニューで「追加」>「オブジェクト」を選択します。検索フィールドが表示

されます。 

4. 検索フィールドの横にある 「作成して追加」アイコンをクリックします。 

5. または、「検索」アイコンをクリックして、このアクティビティへのコンテンツとしてオブジェクトを検

索し、追加します。「コンテンツ」タブにオブジェクトが表示されます。 

6. 成果物として作成するコンテンツのタイプを選択します。関連するフィールドが表示されます。 

7. 適切なフィールドに必要な情報を入力します。 

8. 「追加」をクリックします。 

追加したコンテンツが「コンテンツ」タブに表示されます。 

注意 「Ctrl」+「I」キーの組合せを使用して、「作成して追加」アイコンおよび「検索」フィールドを表

示できます。 
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カスタム検索を使用してアクティビティにコンテンツを追加する手順は、次のとおりです。 

1. アイコンを使用するか、「Ctrl」+「Shift」+「Q」キーを使用して検索条件を指定します。 

2. 「検索結果」ウィンドウで「ナビゲータ」をクリックします。左側のナビゲーション・ウィンドウに検索

結果が表示されます。 

3. コンテンツを追加するアクティビティの「コンテンツ」タブに移動します。 

4. 追加するオブジェクトを「ナビゲーション」ウィンドウから「コンテンツ」タブにドラッグしてドロップ

します。 

左ウィンドウの「最近訪れたところ」リストからオブジェクトをドラッグしてアクティビティに追加すること

もできます。 

追加するオブジェクトがすでに別のプロジェクトに含まれている場合は、別のプロジェクトからコンテンツを

コピーし（「詳細」>「コピー」を使用）、現在のプロジェクトに貼り付ける（「詳細」>「貼付け」を使用）

ことができます。ファイルおよび URL をコンテンツとしてアクティビティに追加することもできます。 

参照オブジェクトを追加する手順は、次のとおりです。 

1. 「コンテンツ」タブで、「追加」>「参照オブジェクト」をクリックします。 

2. 「検索」ダイアログが開くので、カテゴリを選択し、追加するオブジェクトを検索します（オブジェクト

名をクリックすると対応するアプリケーションを表示できます）。  

3. 行をダブルクリックして参照オブジェクトを追加します。 

注意 参照可能なオブジェクトは Java クライアントで設定可能で、「管理」>「システム設定」

>「参照オブジェクト管理」から設定できます。参照オブジェクト・カテゴリは、参照

オブジェクト・クラスの下のサブクラスとして定義する必要があります。参照オブジェ

クトの設定の詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 
 

ファイルを追加する手順は、次のとおりです。 

1. 「コンテンツ」タブで「追加」>「ファイル」をクリックします。 

2. 「ファイルのアップロード/ダウンロード方法」ダイアログ・ボックスで、ファイルを使用する希望の方法

を選択します。 

3. 「参照」をクリックしてハード・ドライブでファイルを検索します。 

4. 必要に応じて「説明」を入力します。 

5. .zip ファイルを解凍する場合は、「解凍」を選択します。 

注意 ファイル・フォルダには最大 5 つのファイルを追加できます。 

6. 選択したすべてのファイルを同じファイル・フォルダに追加する場合は、「すべてのファイルを 1つのファ

イル・フォルダに追加」チェックボックスを選択します。 

7. 「追加」をクリックします。選択したファイルが「コンテンツ」タブに表示されます。 
 

URLを追加する手順は、次のとおりです。 

1. 「コンテンツ」タブで「追加」>「URL」をクリックします。「URL の追加」ダイアログ・ボックスが表

示されます。 

2. コンテンツとして追加する Web ページの URL を入力します。 

注意 「URL」フィールドのプリフィックス http://を削除しないでください。 

3. 追加する前に Web ページを表示する場合は、「プレビュー」をクリックします。 
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4. 必要に応じて、URL の「説明」を入力します。 

5. 追加したすべての URL を 1 つのファイル・フォルダに保存する場合は、「すべての URL を 1 つのファイ

ル・フォルダに追加」を選択します。 

6. 「追加」をクリックします。選択した URL が「コンテンツ」タブに表示されます。 
 

必須コンテンツの設定 

アクティビティの「コンテンツ」タブには、変更指示、問題レポート、アイテム、ドキュメント、デジタル・

ファイル、アクティビティ、ゲート、URL などのプロジェクトの成果物があります。これらの成果物は、（FDA

などの機関の）規制命令、（ISO などの）証明書または（Underwriters Laboratory などの）承認のために必要に

なる場合があるため、プロジェクト・マネージャが見落としたり削除したりしないようにする必要があります。 

たとえば、製品は製造に移る前にUnderwriters Laboratoryのリストに載せる必要がある場合があり、このドキュメン

トが、製品を供給するために割り当てられたタスクの成果物であるとします。このコンテンツを「必須」としてマー

ク付けし、この成果物とその関連タスクがプロジェクト・マネージャによって削除されないようにすることができ

ます。Agile PPM管理者と適切な権限があるユーザーのみが、プロジェクト・ツリーからこのタスクを削除できます。 

注意 このアクションは、変更権限マスクに Activities.Content.Mandatory 適用先プロパティがあるユーザー

に限定されます。詳細は、138ページの「特定のユーザー・アクションを制御する「変更」権限マス

クの「適用先」プロパティ」を参照してください。 

必須コンテンツを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 必要なコンテンツを含むアクティビティに移動します。 

2. 「コンテンツ」タブをクリックします。 

3. 必須にするコンテンツが表示されている行をクリックします。 

4. 「必須」カラムで対応するセルをダブルクリックします。 

5. リストで「はい」を選択します。他のいずれかのセルをクリックして、変更した値を保存します。 

プロジェクトの生成物の可用性に対するチェックが行われるように、いずれかのアクティビティのコンテンツ

にルールを設定できます。詳細は、67ページの「コンテンツのルールの定義」を参照してください。 

自動採番の設定 

自動採番は、PPM オブジェクトの一意の識別子です。成果物の自動採番は、各タイプの成果物の自動採番プリ

セットに依存します。PPM では、Web クライアントの自動採番は変更できません。 

自動採番の詳細は、68ページの「プロジェクト・テンプレートからの成果物の複製」を参照してください。Agile 

PLM での自動採番の設定の詳細は、『Agile PLM 管理ガイド』を参照してください。 

コンテンツのビューのパーソナライズ 

「コンテンツ」タブの「パーソナライズ」メニューを使用して、コンテンツ・テーブルのプリファレンスを設

定できます。 

コンテンツ・テーブルでは、次のパーソナライズ設定が可能です。 

 並び替え: 表示されたデータを 3 つの異なる属性ごとに昇順または降順で並べ替えます。 

 フィルタ: 表示されたデータを 1 つ以上のカラム固有の検索文字列によってフィルタします。 

 フォーマット: テーブルに表示するフィールドまたはカラムを選択します。 
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 プロパティ: 「表示」リストで選択した現在のビューに固有の詳細を表示します。 

テーブル・ビューのパーソナライズの詳細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびスタート・ガイド』を参

照してください。 

アクティビティの「コンテンツ」タブで、ルート・プロジェクトのキーワードに基づいてビューをパーソナラ

イズできます。 

キーワードを選択する手順は、次のとおりです。 

1. ルート・プロジェクトで「一般情報」タブをクリックします。 

2. 「編集」をクリックします。 

3. 「ステータス情報」セクションで、「プロジェクト・キーワード」パレットからプロジェクトに適用でき

るキーワードを選択します。 

注意 選択したキーワードが表示されない場合は、Java クライアントで「キーワード」リスト

に追加します。 

4. 「保存」をクリックします。 

ルート・プロジェクトの「コンテンツ」タブの「表示」リストにキーワードが表示されます。また、キーワー

ドは「詳細」>「キーワードの追加」メニューでも表示されます。 

キーワードに基づいてビューをパーソナライズする手順は、次のとおりです。 

1. パーソナライズするコンテンツ・テーブルに移動します。 

2. コンテンツ行を選択します。 

3. 「詳細」>「キーワードの追加」をクリックします。 

4. 選択したコンテンツに適切なキーワードを選択します。 

5. 「表示」リストで「キーワード」を選択します。選択したキーワードを含むコンテンツ・オブジェクトの

みがコンテンツ・テーブルに表示されます。 

注意 コンテンツ・テーブルでは、コンテンツ行の「キーワード」カラムにコンテンツに関連

付けられたキーワードが表示されます。 
 

コンテンツのルールの定義 

コンテンツに関係ルールを設定して、依存関係の条件を定義できます。プロジェクトのアクティビティの 1 つ

が「完了」してから別のアクティビティが開始する、というシナリオ例を検討します。このステータスの変更

はシナリオの依存関係の一因となります。関係ルールでは、コンテンツのステータスとアクティビティ間の関

係、およびルールが満たされたときにトリガーされるアクションの性質を定義します。 

アクティビティのコンテンツに関係ルールを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 必要なコンテンツを含むアクティビティに移動します。 

2. 「コンテンツ」タブをクリックします。 

3. コンテンツ行を選択するには、行の行ハンドラをクリックします。 

4. 「ルールの編集」をクリックします。 

5. 「関係ルール」パレットで、リストからコンテンツのステータスを選択します。 

例: ドキュメント 1 は「レビュー」です。 



Product Portfolio Management ユーザー・ガイド  

 

 

68 Agile Product Lifecycle Management 

  

6. 設定する対応した「アクティビティ」ステータスを選択します。 

例: 「アクティビティ」を「完了」に設定します。 

7. 「保存」をクリックします。 

関係ルールを削除するには、「関係ルール」パレットで「削除」をクリックします。「コンテンツ」タブに戻

るには、「キャンセル」をクリックします。 

追加したコンテンツの「クイック・ビュー」ダイアログ・ボックスを使用して、コンテンツのルールを追加す

ることもできます。 

「クイック・ビュー」ダイアログ・ボックスを使用してルールを追加する手順は、次のとおりです。 

1. マウス・カーソルをコンテンツの「名前」の上に置きます。 

2. 「クイック・ビュー」コールアウトをクリックすると、「クイック・ビュー」ダイアログ・ボックスにコ

ンテンツの詳細が表示されます。 

3. ダイアログ・ボックスの「ルールの追加」リンクをクリックし、関係ルールを設定します。 

4. 「関係ルール」パレットで、リストからコンテンツのステータスを選択します。 

例: ドキュメント 1 が「レビュー」の場合 

5. 設定する対応した「アクティビティ」ステータスを選択します。 

例: 「アクティビティ」を「完了」に設定します。 

6. 「保存」をクリックします。 
 

プロジェクト・テンプレートからの成果物の複製 

71ページの「プロジェクトの説明」にあるように、テンプレートからプロジェクトを作成する場合、考慮する

必要のある点がいくつかあります。参考のため、これらの考慮する必要がある点について説明します。 

コンテンツ・オブジェクト 

 テンプレートからのプロジェクト作成中に、そのテンプレート・プロジェクトからのコンテンツ・オブジェ

クトの複製またはクローン作成を選択できます。そのためには、「新規作成」>「プロジェクト」>「テン

プレートから」>「新規作成」ダイアログ・ボックスの「オプション」タブ選択で「コンテンツ」チェック

ボックスを選択します。 

 「コンテンツ」チェックボックスが選択されている場合、テンプレート内のすべての成果物のコピーが作

成されます。プロジェクトおよびすべての子アクティビティは、テンプレートの元の成果物ではなく、新

たに作成されたコピーを参照します。たとえば、テンプレートに「マーケティング要件ドキュメント」の

ようなコンテンツ・オブジェクトがある場合、ファイルが添付された状態でこのオブジェクトをテンプレー

トから新しいプロジェクトにコピーできます。 

 「コンテンツ」チェックボックスが選択されていない場合、成果物のコピーは作成されず、またテンプレー

トのどの成果物へのリンクも提供されません。 

 コンテンツ・オブジェクトにルールがない場合はリンクのみがコピーされます。このリンクは、テンプレー

トと同じオブジェクトをポイントします。たとえば、新規オブジェクトを作成する必要がなく、管理下の

ドキュメントへのリンクのみが必要な、「標準操作手順（SOP）ドキュメント」などのコンテンツ・オブ

ジェクトがあります。 

 テンプレートで、タスクのワークフロー・ルール条件がすでに満たされている場合、コンテンツは新規プ

ロジェクトにコピーされますが、ルールはコピーされません。  

たとえば、テンプレートのタスクに「完了時にアクティブ・ゲートを「レビュー中」に設定する」という

ルールがあるとします。アクティブ・ゲートがオープンまたはキャンセル済の場合、ワークフロー進行に
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おいてレビュー中ステータスはすでに通過しているため、このルールはコピーされません。 

 通常、「名前を付けて保存」機能がないすべてのオブジェクトに対しては、コピーは作成されません。コピー

を自動作成できないすべての成果物オブジェクトのリストは、エラーログ・ウィンドウに表示されます。 
 

自動採番 

 コンテンツ・オブジェクトに複数の自動採番が存在し、システムがどの採番を使用するのか判断できない

場合、コンテンツは作成されずエラーがレポートされます。 

 テンプレート内で、各成果物の自動採番が設定されていることを確認してください。作成されたプロジェ

クトの成果物の自動採番は、テンプレートで元の成果物に指定されている自動採番に基づいて自動的に選

択されます。 

 タイプが「提示」または「アクティブ」のプロジェクトの場合、自動採番属性は自動入力されません。こ

れらのタイプのプロジェクトがテンプレートとして保存されている場合は、テンプレートであらためて自

動採番属性を指定する必要があります。 

 「自動採番」フィールドが空欄となっている成果物にコピーは作成されません。テンプレートでは特定の

コンテンツの自動採番属性を使用して、作成する成果物の名前が決定されます。 

 すべてのクラスについて、テンプレート内の複数のアクティビティまたはゲート（あるいはその両方）で

同じオブジェクトが成果物となっている場合、最初のアクティビティ/ゲートに対してオブジェクトのコ

ピーが作成され、このオブジェクトが成果物となっている、後続のすべてのアクティビティまたはゲート

に、このコピーへのリンクが提供されます。 

たとえば、成果物のドキュメント「DOC00341」が、テンプレートにおいてタスク 1 とタスク 2 で計 2 回

参照されるとします。このテンプレートからプロジェクトを作成すると、テンプレート内の元の成果物の

新しいコピー（タスク 1 用の DOC00982）が作成されます。プロジェクトの作成元になったテンプレート

と同様に、このドキュメントはタスク 2 の成果物にもなります。 

必須フィールド 

 すべての必須フィールドは、元の成果物から新たに作成したコピーに複製されます。 
 

タブ 

 すべてのサブクラスについて、「カバー・ページ」、「ページ 2」、「ページ 3」、「添付ファイル」の各

タブがコピーされます。 

たとえば、いずれかのタスクの成果物がアセンブリの場合、コピーされるタブは「ページ 1」、「ページ

2」、「ページ 3」および「添付ファイル」のみです。「BOM」タブはコピーされません。 

アクティビティおよびゲート 

 テンプレートの内部アクティビティとゲートが成果物として使用されている場合、新たに作成するプロ

ジェクト・ツリーでこれらに対応するコピーが作成され、テンプレートで定義されているように他のアク

ティビティとゲートの成果物として参照されます。 

 テンプレートまたはソース・プロジェクト内のアクティビティとゲートが、テンプレート内で後方のアク

ティビティとゲートの成果物として追加されている場合、このテンプレートから作成されたプロジェクト

内の成果物も、新たに作成されたプロジェクト内で対応するアクティビティを参照します。 

たとえばテンプレート内でタスク 1 がタスク 2 の成果物の場合、このテンプレートから作成されたどのプ

ロジェクトでも、タスク 1 はタスク 2 の成果物になります。これは、ゲートに厳しい通過条件を実装する

アプローチの 1 つで、特定のアクティビティが完了するか、特定のゲートが開かないかぎり、指定された

別のアクティビティを完了したりゲートを開いたりできないようにします。 
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ルート・プロジェクト 

 テンプレート内のアクティビティやゲートの成果物にできるのは、タイプが「テンプレート」のルート・

プロジェクトのみです。 

 外部ルート・テンプレートが、あるテンプレートのタスクの成果物になっている場合、元のテンプレート

の成果物のコピーとして、新しいプロジェクト成果物が作成されます。この元のプロジェクト成果物のコ

ピーにはプロジェクト・ツリー構造が定義されますが、成果物はありません。外部ルート・テンプレート

のコピーを作成する場合、「一般情報」、「ページ 2」、「ページ 3」、「添付ファイル」、「依存関係」、

「スケジュール」の各タブのみがコピーされます。 

注意 「チーム」タブと「コンテンツ」タブはコピーされません。 

成果物として複数回使用されている外部ルート・テンプレートは、内部アクティビティおよびゲートと同

様に、一度のみクローンが作成されます。 

テンプレート 

 あるテンプレートから提示プロジェクトを作成すると、このテンプレートの成果物となっているすべての

テンプレートが提示プロジェクトとして作成されます。これらのプロジェクトは、新たに作成される提示

プロジェクトの成果物になります。（テンプレートから「アクティブ」プロジェクトを作成する場合も同

様です。）コピーではルート・プロジェクトの名前のみが変更され、アクティビティとゲートの名前は同

じです。ただし、アクティビティとゲートの番号はシステムが一意の番号を生成します。 

 ルートではないアクティビティが単体で存在することはできないため、ルート・テンプレートではない外

部アクティビティ成果物のコピーは作成されません。この場合、テンプレートから作成されたプロジェク

トの成果物は、対象のオブジェクトについて、テンプレート上の元の成果物を参照します。 
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第4章  

プロジェクトの作成および管理 

この章のトピック 

 プロジェクトの作成 ......................................................................................................................................... 71 

 プロジェクトの編集 ......................................................................................................................................... 74 

 プロジェクトのアクティブ化.......................................................................................................................... 77 

 プロジェクト・コンテンツの使用 .................................................................................................................. 77 

 リソースの管理 ................................................................................................................................................. 80 

 スケジュールの管理 ......................................................................................................................................... 92 

 ディスカッションの管理 ................................................................................................................................. 97 

 プロジェクトのアーカイブ ............................................................................................................................. 101 

PPM でのプロジェクトの作成および管理には、Web クライアントまたはガント・チャートを使用した次の操作

が含まれます。  

 プロジェクトの作成、編集、アクティブ化および基準作成 

 プロジェクト・コンテンツの使用 

 リソースおよびアクティビティの割当て 

 依存関係の定義およびアクティビティの再スケジュール 

 ディスカッションの開始および返信  
 

プロジェクトの作成 
Web クライアントまたはガント・チャートを使用してプロジェクトを作成できます。 

ガント・チャートの使用 

ガント・チャートの「ファイル」メニューまたは既存のテンプレートから、新しい「アクティブ」または「提

示」のプロジェクトを作成できます。 

ガント・チャートの「ファイル」メニューを使用してプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。 

1. ガント・チャートを起動します。48ページの「ガント・チャートの起動」を参照してください。 

2. 「ファイル」>「新規」をクリックします。「新しいプロジェクト」ウィンドウが開き、1 日の標準期間が

示されます。 

3. プロジェクトの名前を変更するには、プロジェクトの名前をダブルクリックします。 

4. 「ファイル」>「保存」をクリックします。プロジェクトは、デフォルトで「アクティブ」です。 

注意 プロジェクトの各種プロパティを変更するには、ガント・チャートでプロジェクト名を右クリック

し、「プロパティ」をクリックします。 

スプレッドシートのデータを使用してプロジェクトを迅速に作成する手順は、次のとおりです。 

1. スプレッドシートのデータが次のフォーマットであることを確認します。 

アクティビティ・タイプ 名前 スケジュール開始日 スケジュール終了日 

日付は mm/dd/yy のフォーマットであることが必要です。 
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2. スプレッドシートから必要な行をコピーします。 

3. ガント・チャートを起動します。48ページの「ガント・チャートの起動」を参照してください。 

4. 「ファイル」>「新規」をクリックします。 

5. 表示されるデフォルト行を選択し、コピーした行を貼り付けます（[CTRL]+[V]を押すか、右クリックして

「貼付け」を選択します）。エラーがある場合は、ウィンドウの下部に表示されます。 

6. プロジェクトがコピーされます。「ファイル」>「保存」をクリックします。 
 

ガント・チャートの既存のテンプレートからプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。 

1. 「ファイル」>「開く」をクリックし、「アクティビティ」ウィンドウを表示します。 

2. 「検索対象」リストから、「ルート・テンプレート」を選択します。 

3. テンプレートの名前がわかる場合は、「名前」を入力します。または、「検索」をクリックします。 

4. 行をクリックしてテンプレートを選択します。 

5. 「OK」をクリックし、選択したテンプレートに基づいて新しいプロジェクトを表示します。 

6. 「ファイル」>「ファイルとして保存」をクリックし、プロジェクトをディスクに保存します。 

7. 「「ファイルとして保存」オプション」ダイアログ・ボックスに、新しいプロジェクトの「名前」と「説

明」を入力します。 

8. 「プロジェクトの状態」リストから「アクティブ」または「提示」を選択します。 

9. 「OK」をクリックし、新しいプロジェクトの保存先フォルダを選択します。 

「ページ 2」および「ページ 3」属性はテンプレートから新しいプロジェクトにコピーされません。ガント・チャー

トを使用してテンプレートから新しいプロジェクトを保存した場合、「添付ファイル」タブおよび「コンテン

ツ」タブのコンテンツはコピーされません。 

Webクライアントの使用 

Web クライアントから次を使用してプロジェクトを作成できます。 

 「新規作成」メニュー 

 「名前を付けて保存」メニュー 

 既存のプロジェクト・テンプレート 
 

Web クライアントで、「新規作成」メニューを使用して新しいプロジェクトを作成できます。 

「作成」メニューを使用して新しいプロジェクトを削除する手順は、次のとおりです。 

1. Agile Web クライアントを起動します。 

2. 「新規作成」ドロップダウン・メニューをクリックします。 

3. 「プロジェクト」>「新規作成」を選択します。 

4. 「新規作成」ダイアログ・ボックスの「タイプ」リストから、「プロジェクト」を選択します。 

5. プロジェクトの「名前」を入力します。 

6. 必要に応じて、プロジェクトの「説明」を入力します。 

7. 「委任された所有者」リストから、プロジェクトの新規所有者を選択します。プロジェクトのデフォルト

の所有者は、ログインしたユーザーです。 

8. 「プロジェクトの状態」リストで、「提示」を選択します。プロジェクトのロールアウトの準備が整った

ら、ステータスを「アクティブ」に変更できます。ユーザーがここで行った選択は、新しいプロジェクト

の「自動採番」属性に影響します。詳細は、68ページの「成果物のクローンの作成」を参照してください。 
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9. 「スケジュール」セクションで、「期間タイプ」、「スケジュール開始日」および「スケジュール終了日」

を選択します。「スケジュール期間」は、開始日と終了日の差に従って自動的に計算されます。 

10. 「保存」をクリックします。  

注意 レシピとマテリアル・ワークスペース（RMW）がインストールされている場合、RMW

プロジェクトまたはRMWワーク要求を作成するオプションが表示されます。「タイプ」

リストで、「プロジェクト」のかわりにこれらのオプションが表示されます。それ以外

の手順はすべて同じです。 
 

「アクション」>「名前を付けて保存」メニューを使用すると、既存のテンプレートを「アクティブ」または「提

示」のプロジェクトとして保存できます。プロジェクトのデフォルト・タイプは「アクティブ」です。 

「名前を付けて保存」メニューを使用してプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。 

1. 新しいプロジェクトとして保存する「テンプレート」または「プログラム」に移動します。 

2. 「アクション」>「名前を付けて保存」メニューをクリックします。 

3. 「名前を付けて保存」ダイアログ・ボックスに、プロジェクトの「名前」を入力します。 

4. 必要に応じて、プロジェクトの「説明」を入力します。 

5. 「プロジェクトの状態」リストで、「提示」を選択します。プロジェクトのロールアウトの準備が整った

ら、ステータスを「アクティブ」に変更できます。ユーザーがここで行った選択は、新しいプロジェクト

の「自動採番」属性に影響します。詳細は、68ページの「プロジェクト・テンプレートからの成果物の複

製」を参照してください。 

6. 新しいプロジェクトにコンテンツをコピーするプロジェクトまたはテンプレートのオプション・コンポー

ネントを選択します。 

7. コピーするコンテンツがテンプレートまたはプロジェクトに大量にある場合は、「バックグラウンド・プ

ロセスとして実行します」チェックボックスを選択します。これにより、新しいプロジェクトが作成され

ている間に別のプロジェクトの作業を続けることができます。プロセスが完了すると、ユーザーに通知が

送信されます。通知にあるリンクから、プロジェクトを直接開くことができます。 

8. このプロジェクトを基準バージョンに設定する場合は、「キックオフ基準」チェックボックスを選択します。 

9. 「保存」をクリックします。 
 

既存のテンプレートから新しいプロジェクトを作成すると、新しくすべてのプロジェクト関連の情報を入力し

ないですみます。   

既存のテンプレートから新しいプロジェクト・オブジェクトを作成する手順は、次のとおりです。 

1. Agile Web クライアントを起動します。 

2. 「新規作成」ドロップダウン・メニューをクリックします。 

3. 「プロジェクト」>「テンプレートから」を選択します。  

4. 「新規作成」ダイアログ・ボックスの「テンプレート」パレットから、「テンプレート」を選択します。

残りのフィールドが表示されます。 

5. プロジェクトの「名前」を入力します。 

6. プロジェクトの「説明」を入力します。 

7. 「所有者」リストから、プロジェクトの新規所有者を選択します。プロジェクト内のすべてのアクティビティ

について、テンプレートでそのアクティビティに指定されている所有者がデフォルトの所有者になります。 

8. このユーザーをすべての子プロジェクト・オブジェクトの所有者に指定する場合は、「このレベル以下の

レベルに所有者として適用」チェックボックスを選択します。 
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9. 「開始日」または「終了日」オプションを選択します。「カレンダ」パレットを使用して「スケジュール」

日付を選択します。 

10. 「プロジェクトの状態」リストで、「提示」を選択します。プロジェクトのロールアウトの準備が整った

ら、ステータスを「アクティブ」に変更できます。ユーザーがここで行った選択は、新しいプロジェクト

の「自動採番」属性に影響します。詳細は、68ページの「プロジェクト・テンプレートからの成果物の複

製」を参照してください。 

11. 新しいプロジェクトにコンテンツをコピーするテンプレートのオプション・コンポーネントを選択します。 

12. コピーするコンテンツがテンプレートに大量にある場合は、「バックグラウンド・プロセスとして実行し

ます」チェックボックスを選択します。これにより、新しいプロジェクトが作成されている間に別のプロ

ジェクトの作業を続けることができます。プロセスが完了すると、通知が届きます。通知にあるリンクか

ら、プロジェクトを直接開くことができます。 

13. このプロジェクトを基準バージョンに設定する場合は、「キックオフ基準」選択します。  

14. 「保存」をクリックします。 

テンプレートからプロジェクトを作成すると、テンプレート内の依存関係およびコンテンツ関係ルールは新し

いプロジェクトに複製されます。詳細は、95ページの「テンプレートとアクティブなプロジェクトの間の依存

関係」を参照してください。 

プロジェクトの編集 
「一般情報」、「スケジュール」、「チーム」、「依存関係」、「コンテンツ」、「コラボレーション」など

のプロジェクト・ページ・タブの情報を編集できます。マルチ・ユーザー環境では、複数のユーザーがプロジェ

クトの同じタスクを編集する場合があります。また、同時ユーザーが同じプロジェクト・ツリーの複数のタス

クを編集する必要がある場合があります。 

プロジェクト・オブジェクトの同時編集 

Agile PPM ソリューションは、数百に及ぶアクティビティや膨大なチーム・メンバーをかかえる大型プロジェ

クトのために設計されています。このため、複数ユーザーによる編集も可能です。 

 同じプロジェクト・ツリー構造には、複数のタスクが同時に存在します。 

 同じタスクが、同時に存在します。 
 

同じプロジェクト・ツリーでの複数タスクの編集 

同じプロジェクト・ツリーで複数のタスクを同時に編集する場合、編集を加えることにより、プロジェクト・

ツリーの上方のオブジェクト（ロールアップ）または下方のオブジェクト（ロールダウン）に影響を与える場

合があります。 

先行または後方関係を持つタスクの編集 

親タスクを特定の終了日に再スケジュールすると、この終了日は子オブジェクトにロールダウンされます。ま

た、子オブジェクトの終了日を編集すると、それが親オブジェクトに影響する（親オブジェクトにロールアッ

プする）場合もあります。各ユーザーがそれぞれ変更を加えることにより、必要なロールアップやロールダウ

ンが実行されます。 

注意 このような場合、ユーザーが編集ページである日付を入力すると、保存時には異なる日付が表示さ

れることがあります。これは、他のユーザーの編集によりロールアップやロールダウンが実行され

たためであり、スケジュールは正確なまま維持されます。 
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例 

 タスク B（ボブが所有）は、タスク A（マークが所有）に先行しています。ボブとマークはそれぞれのタ

スクの日程を同時に調整し、その編集をほぼ同時に保存しました。最初に保存されたタスクの新たに編集

された日付により、2 番目に保存されたタスクの日付が変更される場合、2 番目にタスクを保存した人に対

して、入力した日付が変更されることを説明するメッセージが表示されます。この変更を受け入れること

も、キャンセルすることもできます。 

 メアリーは親アクティビティを編集しており、その他複数のユーザーが同時に子アクティビティを編集し

ているとします。メアリーは親アクティビティの特定終了日を再スケジュールします。同時に、一部の子

アクティビティも親アクティビティの終了日の延期に伴い変更を受けます。すべての編集済アクティビ

ティが保存されると、親または子アクティビティの日付は正しく更新され、スケジュールは正確に維持さ

れます。このため、あるユーザーがアクティビティを保存した後に、編集ページで入力したものとは異な

る日付が表示されることがありますが、スケジュールは正確です。 

 新しいロールアップ・データは、共通の親またはルート・アクティビティを上書きします。 

スーザンはタスク C を所有しており、フレッドはタスク D を所有しています。タスク C とタスク D はい

ずれも同じ親（タスク M）を持っているため、ともに同じツリー構造にあります。スーザンとフレッドは、

それぞれ自分のタスクを編集し、データを変更し、この変更内容が親タスク M へロールアップされます（完

了率、コスト、ステータス・データなど）。フレッドはタスク D を保存し、タスク M がフレッドの編集

に基づいて再スケジュールされます。次に、スーザンがタスク C を保存し、タスク M が再度スーザンの

編集に基づいて再スケジュールされます。 

複数のユーザーによる同じタスクの編集 

編集しようとしているオブジェクトのロールアップ属性やロールダウン属性を他のユーザーが編集しないよう

にするために、Web クライアントで 機能を使用できます。オブジェクトをロックすると、ロックした

ユーザーのみがロールアップおよびロールダウン属性を編集でき、このオブジェクトを編集する他のユーザー

は「ロックアウト」されます。他のユーザーはロールアップやロールダウンに影響しない属性は編集できます

が、ロックしたユーザーが編集を終えて、オブジェクトのロックを解除するまでは、このオブジェクトのロー

ルアップおよびロールダウン属性を編集できません。 

注意 「Microsoft Project で起動」または「ガント・チャート」を使用する場合、Agile は自動的にプロジェ

クトをロックします。ガント・チャートまたは Microsoft Project から更新を行うと、Agile は自動的

にプロジェクトのロックを解除します。 

Web クライアントで、「一般情報」の「編集」タブを使用する場合、オブジェクトをロックするには、「編集」

をクリックする前に をクリックする必要があります。編集のロックとロック解除の違いについて、次

に説明します。 

編集のためのタスクのロック 

ユーザー（メアリー）が編集モードに入る前にタスクをロックすると、Agile は 2 人目のユーザー（カール）が

同じタスクを編集しようとする際に、次のような安全措置を提供します。 

 カールには、「このアクティビティは現在他のユーザーによりロックされています。このため、一部の

フィールドは編集できません」というメッセージが表示されます。 

 編集モードにいるときに、カールはロールアップしない属性のみを「一般情報」、「ページ 2」、「ペー

ジ 3」で編集できます。カールは、自分の行った編集を保存できます。メアリーが編集を保存する際に、

カールの編集は上書きされる可能性があります。ロールアップ属性でない場合、最新の変更がその他の変

更を上書きします。 

 「一般情報」の「名前」の属性は例外です。名前はロールアップ属性ではありませんが、タスクがロック

されると、ロックしているユーザーのみがこの属性を編集できます。 
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注意 オブジェクトをロックすると、その依存関係（内部および外部）がロックされます。後方とその子

もロックされます。 

 アクティビティ・オブジェクトをロックおよび編集する手順は、次のとおりです。 

1. 編集するオブジェクトを開きます。 

2. をクリックします。 

3. 「一般情報」タブの「編集」をクリックします。 

4. 必要に応じてフィールドを編集します。 

5. 「一般情報」タブの「保存」をクリックします。 

6. をクリックします。 
 

ロックを解除したタスクの編集 

編集前にタスクをロックしない場合、同じ安全措置は採られません。 

たとえば、ジョーとカールの 2 人のユーザーがいるとします。ジョーがまずタスクの編集モードに入り、次に

カールが同じタスクの編集モードに入ると、次のようになります。 

 2人目のユーザーであるカールに、他のユーザーが編集モードにあるという警告メッセージは表示されません。 

 誰が最初に編集モードに入ったかにかかわらず、最初に保存を実行したユーザーにより、Agile データベー

スは更新されます。2 人目のユーザーが保存を実行しようとすると、次のエラー・メッセージが返されま

す。「現在のオブジェクトは別のユーザーによって変更されています。再試行してください。変更が保存

されることを確認するには、編集に入る前にオブジェクトをロックしてください。」 

 ロックされていない親オブジェクトが特定の終了日に再スケジュールされ、子オブジェクトが親オブジェクト

の範囲を超えて変更された場合、何のメッセージも表示されず、それぞれの変更が保存されます。適切なロー

ルアップまたはロールダウンの日付変更が実行されます。ユーザーが保存する日付情報が、自分が入力した日

付と一致しない場合がありますが（別のユーザーにより変更された場合）、スケジュール情報は正確です。 

 前述のうち例外は、2 人のユーザーが同じタスク・ステータスを変更した場合（「ステータスの変更」ボ

タンを使用）または 2 人のユーザーが同時に「スケジュール」に追加した場合です。複数のステータス変

更やスケジュールの追加は、並行に行われても受諾され、保存されます。 
 

変更の確認 

オフラインまたはオンラインでプロジェクトを変更した後、プロジェクトを保存する前に HTML レポートで変

更内容を確認できます。この機能は、ガント・チャートでのみ利用できます。 

プロジェクトへの変更を確認する手順は、次のとおりです。 

1. ガント・チャートの「ツール」メニューで「変更の表示」を選択します。 

新しいウィンドウが開き、サーバーとガント・チャートに記録されている変更の比較が表示されます。変

更、追加または削除されているアクティビティは、テーブル下の凡例に色別に表示されます。グレーの

アイコンは、変更されているオブジェクトを表します。  

2. アクティビティまたはゲートへの変更の詳細を確認するには、その名前をクリックします。ポップアップ・ウィ

ンドウが開き、「ページ 1」、「ページ 2」、「ページ 3」、「スケジュール」および「リソース」の情報につ

いて、変更前と変更後の値が表示されます。すべての変更内容を表示するには、下方にスクロールします。 

3. プロジェクト・スケジュール、割り当てられているリソース、依存関係、「ページ 1」、「ページ 2」ま

たは「ページ 3」の各フィールドへの変更の詳細を表示するには、対応するカラムの適切な アイコンを

クリックします。 
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変更の取消し 
ガント・チャートでは、実行したアクションを元に戻すことができます。ただし、「保存」は元に戻せません。

プロジェクトを開くなどのアクションも取り消すことができます。現在のアクションに基づき、「編集」メ

ニューには前後関係に応じた「元に戻す」または「繰返し」オプションが表示されます。 

元に戻すまたは繰返し処理は、アクションごとに 1 回のみ実行できます。ショートカット・キー「Ctrl」+「Z」

でも、アクションを元に戻せます。「Ctrl」+「Z」を 2 回押すと、アクションが繰り返されます。 

プロジェクトのアクティブ化 
プロジェクトは、スケジュール、チーム、コンテンツなどの要件が固定されるまで「提示」ステータスにでき

ます。プロジェクトのすべての利害関係者がプロジェクト仕様の主要な局面に同意したとき、プロジェクトを

アクティブにできます。  

プロジェクトを「アクティブ」に変更すると、Agile PPM では次の処理が実行されます。 

 チーム・メンバーによるアクティビティに対してプロジェクトが開かれます。 

 チームの定義と割当てに基づいてすべてのリソースとリソース・プールに対して、アクティブなロードが

配置されます。 

 標準の予定された人件費の計算が開始されます。 

 プロジェクト参加者の割当てリストに、割り当てられたアクティビティが配置されます。  

注意 プロジェクトを「アクティブ」に変更しても、プロジェクトのステータスは「進行中」には変更さ

れません。  

 

プロジェクトをアクティブにする手順は、次のとおりです。 

1. アクティブにする提示プロジェクトまたはテンプレートに移動します。 

2. 「一般情報」タブで、「編集」をクリックします。 

3. 「アクティビティ情報」セクションで、「テンプレート」リストから「アクティブ」を選択します。 

4. 「保存」をクリックします。 

注意 アクティビティに対するステータスおよびレポート時間は、「アクティブ」プロジェクトでのみ変

更できます。 

 

プロジェクト・コンテンツの使用 
プロジェクト・ページの「コンテンツ」タブには、プロジェクト固有のコンテンツがすべて表示されます。こ

のセクションでは、Web クライアントでコンテンツを表示および更新する方法を説明します。 

コンテンツの表示 
「コンテンツ」タブの表示は、ユーザーが重点を置いているオブジェクトを表示させるように、表示方法を設

定できます。 
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 ナビゲータ: このボタンをクリックすると、左側のウィンドウのプロジェクト・ツリー内に、（外部参照

オブジェクトを除く）すべてのプロジェクト・コンテンツへのリンクが表示されます。このビューを使用

して、添付ファイルなど選択したコンテンツを 1 つのプロジェクトの「コンテンツ」タブから別のプロジェ

クトの「コンテンツ」タブにドラッグ・アンド・ドロップできます。  

 

注意 プロジェクト・ツリーにコンテンツを表示しないようにするには、Java クライアントで、

「管理」>「サーバー設定」>「プリファレンス」の下の「ナビゲータへの PPM コンテ

ンツの表示」オプションを無効にします。 

 すべてのレベルを表示:「コンテンツ」タブの右上でこのチェックボックスを選択すると、プロジェクト階

層の現在のレベルより下にある全レベルのオブジェクトが表示されます。 

 表示: 「表示」ドロップダウン・リストを使用して、ユーザー設定の属性に従って表示をフィルタリング

できます。デフォルトで、このリストには「完了」、「保留中」、「ルールが指定されていません」など

のオプションが含まれています。保留中の成果物とは、指定されたルール条件を満たしていないオブジェ

クトを指し、完了した成果物とは、指定されたルール条件を満たしたオブジェクトを指します。 

 これらの表示の名前を変更する手順は、次のとおりです。 

a. 「パーソナライズ」ボタンをクリックします。 

b. 開いた「テーブル」ダイアログ・ボックスの「プロパティ」タブで、「名前」を編集します。 

c. 「保存」をクリックします。 

注意 ビューを削除できるのはルート・プロジェクトの所有者のみです。 
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 ビューにオブジェクトを追加する場合は、オブジェクトを選択し、「さらに多くのアクション」>「キー

ワードの追加」をクリックして、いずれかの使用可能なキーワードを選択します。 

注意 「重要なコンテンツ」キーワードのマークを付けたコンテンツも、「プロジェクトの要

約」ページに表示されます。 

 さらにビューを追加する場合は、「パーソナライズ」>「名前を付けて保存」をクリックし、「名前」

フィールドに新しいビューの名前を入力して「保存」をクリックします。新規作成したビューが「表

示」リストに表示されます。 

注意 新規ビューを作成できるのは、プロジェクトの所有者のみです。プログラムのチーム・

メンバーは、既存のビューへコンテンツを追加できます。 

 指定のコンテンツ・オブジェクトにブックマークを設定する場合は、「詳細」>「ブックマーク」オ

プションを使用します。 

 指定のアイテムに対する属性の変更に関する確認通知を受けるように設定する場合は、「詳細」>「確

認通知」オプションを使用します。 

 アイテムの変更指示を作成する場合は、アイテムを選択し、「詳細」>「変更の作成」オプションを

使用します。 

 プレビュー: いずれかのオブジェクトの「クイック・ビュー」をクリックすると、「クイック・ビュー」

ウィンドウにそのオブジェクトの詳細が表示されます。このウィンドウでは、オブジェクトに対して次の

ようないくつかのアクションを実行できます。 

 選択したリビジョンの表示。 

 ルールを表示、追加、編集または削除して、明確な依存関係を定義。 

 添付ファイルを複数のフォーマットで追加、削除、チェックアウトまたは表示。 

 アイテムの変更の作成。 

注意 ナビゲーションのヒントおよびショートカットの詳細は、「ツールおよび設定」>「ク

イック・ツアー」からデモ動画を参照してください。  
 

コンテンツの更新 

プロジェクト・ページの「コンテンツ」タブで、次の操作を実行できます。 

 ルールの編集 

 コンテンツの詳細の編集 

 ビューの変更 

 テンプレート・プログラムの必須コンテンツの追加 

 キーワードの割当て 

注意 また、「クイック・ビュー」ダイアログ・ボックスでもこれらのアクティビティを実行できます。 

ルールを編集する手順は、次のとおりです。 

1. ルールを更新するコンテンツ行を選択します。 

2. 「ルールの編集」をクリックします。 

3. 表示される「関係」パレットで、コンテンツ・フォルダのステータスおよびプロジェクトの対応するステー

タスを選択します。 

4. 「保存」をクリックします。 
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選択したコンテンツ行の「ルール」カラムに、更新されたルールが表示されます。 

コンテンツの詳細を編集する手順は、次のとおりです。 

1. 詳細を変更するコンテンツ行の「名前」をクリックします。「フォルダ」ページが表示されます。 

2. 「タイトル・ブロック」で詳細を適切に編集します。 

3. 「保存」をクリックします。 

注意 「コンテンツ」タブからコンテンツ（新規 URLまたはファイル）を削除し、新しいコンテンツを追

加することもできます。 

ビューを変更する手順は、次のとおりです。 

「コンテンツ」タブで、「表示」リストからビューを選択します。選択したビューに固有のコンテンツのみが

表示されます。 

必須コンテンツを追加する手順は、次のとおりです。 

1. コンテンツ行で、「必須」カラムのセルをダブルクリックします。ドロップダウン・リストが表示されま

す。 

2. リストから「はい」を選択し、コンテンツに必須のマークを付けます。 

新しい「アクティブ」または「提示」のプロジェクトを定義済の必須成果物を含むテンプレートから作成する

場合、これらの成果物は新しいプロジェクトから削除できません。 

キーワードを割り当てる手順は、次のとおりです。 

1. コンテンツ行を選択します。 

2. 「詳細」>「キーワードの追加」をクリックし、キーワードを選択します。 

3. 「一般情報」タブの「プロジェクト・キーワード」が「詳細」>「キーワードの追加」の選択肢に表示さ

れます。 

選択したキーワードがコンテンツ行の「キーワード」カラムに表示されます。選択したキーワードに関連する

コンテンツを表示するには、「コンテンツ」タブの「表示」リストからキーワードを選択します。 

注意 プロジェクト・キーワードを追加していない場合、「キーワードの追加」メニューは使用できませ

ん。プロジェクト・キーワードを追加するには、プロジェクトの「一般情報」タブの「プロジェク

ト・キーワード」フィールドを編集します。  

 

リソースの管理 

PPM のプロジェクトのリソース管理アクティビティには、次の操作が含まれます。 

 プロジェクトへのリソースの追加 

 リソースへのアクティビティの割当て 

 リソースの利用状況の監視 

 リソースの入れ替え 

 リソースの利用状況に基づいたアクティビティの所有権の委譲 

 タイム・シートの検索 

 リソースの削除 
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リソースの追加 

Web クライアントまたはガント・チャートを使用してプロジェクトにリソースを追加できます。 

Webクライアントを使用したリソースの追加 

Web クライアントで、「チーム」または「スケジュール」タブを使用してプロジェクトにリソースを追加でき

ます。「チーム」タブを使用すると、プロジェクトにユーザー・グループやリソース・プールを追加できます。 

「スケジュール」タブからのチーム・メンバーの追加 

1 つ、または複数のアクティビティを選択し、チーム・メンバーやリソースを追加できます（デフォルトの割

当ては 100% です）。 

「スケジュール」タブからアクティビティへチーム・メンバーを追加する手順は、次のとおりです。 

1. 1 つ以上のアクティビティを選択して、「編集」>「リソースの追加」を選択します。 

2. 「リソースの追加」ダイアログ・ボックスで「新しいメンバー」パレットを起動し、追加するリソースを

選択します。 

3. 「チーム・メンバー・タイプ」セクションで、リソースの割当ての詳細を指定します。 

a. 選択したユーザーをリソース（特定の割当て率あり）として追加する手順は、次のとおりです。 

割当て率のあるリソース・オプションを選択します。デフォルトの割当て率は 100 %です。任意の割

当て率を入力できます。 

注意 リソースの割当て率には小数値を指定できます。 

b. 選択したユーザーをチーム・メンバーとして（割当て率 0 %で）追加する手順は、次のとおりです。 

「チーム・メンバーとしてのみ追加」オプションを選択します。 

c. 「役割」パレットを起動して、選択したリソースに対して適切な役割を選択します。 

4. 現在のオブジェクトと子オブジェクトに設定を適用する場合は、「このレベル以下に適用」を選択します。 

5. 「追加」をクリックします。  
 

「チーム」タブからのチーム・メンバーの追加 

「チーム」タブを使用して、ユーザーまたはユーザー・グループをチーム・メンバーとして追加できます。 

チーム・メンバーを追加し、役割を適用する手順は、次のとおりです。 

1. プロジェクトの「チーム」タブで「追加」をクリックします。 

2. 「リソースの追加」ダイアログ・ボックスで「新しいメンバー」パレットを起動し、追加するリソースを

選択します。 

注意 リソースまたはユーザー・グループを選択する前に、リソースの利用状況の詳細を確認

できます。「利用状況レポート」ボタンをクリックしてください。ウィンドウが開くの

で、検索条件に基づいてリソースの利用状況の詳細を確認できます。リソース・プール

やユーザー・グループからメンバーを割り当てるには、「変更」権限の「適用先」プロ

パティとして「チーム.名前」が設定されている必要があります。 

3. 「チーム・メンバー・タイプ」セクションで、リソースの割当ての詳細を指定します。 

a. 選択したユーザーをリソース（特定の割当て率あり）として追加する手順は、次のとおりです。 

割当て率のあるリソース・オプションを選択します。デフォルトの割当て率は 100 %です。任意の割

当て率を入力できます。最大割当て率は 400 です。この設定は Java クライアントで変更できます。 

注意 リソースの割当て率には小数値を指定できます。 
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b. 選択したユーザーをチーム・メンバーとして（割当て率 0 %で）追加する手順は、次のとおりです。 

「チーム・メンバーとしてのみ追加」オプションを選択します。 

c. 「役割」パレットを起動して、選択したリソースに対して適切な役割を選択します。 

選択できる役割は、関連する PPM 権限がある、ユーザー（ログイン・ユーザー）に割り当てられて

いる役割です。 

4. 現在のオブジェクトと子オブジェクトに設定を適用する場合は、「このレベル以下に適用」を選択します。 

5. 「追加」をクリックします。 

選択したリソースが、割り当てられた役割とともに「チーム」タブに表示されます。リソースとして追加され

たユーザーは、チーム・メンバーとしても自動的に追加されます。リソースの追加を終えると、リソースとし

て追加されたユーザーの「通知」タブに通知が送信されます。 

リソース・プールやユーザー・グループを追加した場合、そのプールの所有者に通知が送信されます。この依

頼は「私の割当て」タブにも表示されます。プールの所有者が依頼を受諾または却下すると、プロジェクトの

所有者に通知が送信されます。 

プールに所属するユーザーを追加した場合、そのプールの所有者に通知が送信されます。ユーザーには通知と

依頼が送信されます。ユーザーが依頼を受諾または却下すると、プロジェクトの所有者とプールの所有者の両

方に通知が送信されます。 

注意 「割当て率（%）」は選択したユーザー間で分けられます。端数が出る場合、割合は小数点第 1 位

で端数を切り捨てて整数にされ、端数は破棄されます。 

たとえば、リソース・プールが100%で割り当てられたとき、3人のユーザーを選択すると、各ユーザーに対して33.33%

が割り当てられます。3人のユーザーを削除し、再度「割当て率（%）」をリソース・プールへ割り当てた場合、こ

のプールの「割当て率（%）」は 99.99%となります（端数は破棄されます）。ただし、テーブルで適切な行を選択

し、「割当て率(%)」セルをダブルクリックすると、リソース・プールから割り当てられたユーザーの割合を調整し

たり、または（割当てをリソース・プールに戻した場合）リソース・プールの割合を調整できます。 

ガント・チャートを使用したリソースの追加 

ガント・チャート内で、プロジェクトにリソースを割り当てることができます。リソース管理機能によって、リソー

スを様々なプロジェクトへ割り当てることができるとともに、複数のプロジェクトでリソースを分割できます。 

プロジェクトへリソースを追加する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを選択し、ツールバーで をクリックします。「リソースの管理」ダイアログが開きます。 

 

2. 「リソースの管理」ダイアログで次の処理を実行します。 
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1. リソースを追加するには、 をクリックします。これでテーブル内に新しい行が作成されます。新

しい行で「名前」カラムに値を入力するには、セルをダブルクリックし、表示される値のリストから

リソース名を選択します。 

リソース・アドレス帳からリソースを追加するには、 をクリックします。「検索」をクリックし

て、選択したリソース・リストからのすべてのリソースを表示します。「検索対象」ドロップダウン・

リストを使用して、たとえば既存のリソース・プールやリソース・シート・リストなど、既存のリソー

ス・シートからリソース・リストを選択します。すでに追加されているリソースおよびリソース・プー

ルは、検索結果に表示されません。 

使用可能なオプションは、ユーザーの選択内容によって異なります。「オプション」をクリックし、

パラメータ検索を実行してリソースを検索します。パラメータ検索の詳細は、『Agile PLM スタート・

ガイド』を参照してください。 

2. 「OK」をクリックします。選択したリソースは、「リソースの管理」テーブルに表示されます。 

3. 「役割」カラムで、各リソースの役割を指定します。セル値を変更する場合は、対象のセルをダブル

クリックしてから をクリックします。ダイアログが開くので、「利用可能な役割」カラムで役割

を選択し、「選択した役割」カラムに移動してから「OK」をクリックします。 

4. 「割当て率（%）」カラムに、このアクティビティにリソースが費やす時間の割合を入力します。この

リソースがアクティビティの割当てを拒否した場合、「却下」カラムに アイコンが表示されます。 

注意 1 アクティビティのみに割り当てられているフルタイム・リソースの割当て率は、100% 

です。複数のプロジェクトで共有されているリソースの場合、割当て率は各プロジェク

トまたはアクティビティに対する割当て時間によって異なります。 

3. リソースを割り当てるには、対象の行を選択して「適用」をクリックします。 

リソースを割り当てる前に、各リソースの利用可能性を確認できます。83ページの「リソース利用状況の表示」

を参照してください。 

リソース利用状況の表示 

リソースの利用状況情報は、リソースへのタスクの割当て時に情報に基づいた意思決定を行うために必要です。

PPM では次のリソース利用状況レポートを利用できます。 

 「プロジェクト・リソース利用状況」チャート 

 「リソース利用状況」レポート 
 

「プロジェクト・リソース利用状況」チャートの表示 

「プロジェクト・リソース利用状況」チャートでは、指定した期間のプロジェクト全体のリソース利用状況を

表示できます。 

Webクライアントで「プロジェクト・リソース利用状況」チャートを表示する手順は、次のとおりです。 

1. プログラムまたはプロジェクト・ページで、「アクション」>「レポートと分析」>「プロジェクト・リソー

ス利用状況」メニューをクリックします。 

2. 「プロジェクト・リソース利用状況」ウィンドウに、「リソース利用状況」チャートがデフォルトのフィ

ルタ条件のとおり表示されます。 

「レポート・タイプ」、「開始日」、「終了日」、「レポート間隔」、「値の表示方法」、「プール」、

「チャート・タイプ」などのフィールドを変更し、変更したフィルタ条件に固有のリソース利用状況を表

示できます。 

3. 「印刷」をクリックすると、プロジェクト・リソース利用状況レポートが別のウィンドウに表示され、レ
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ポートが印刷されます。 

4. 「CSVにエクスポート」をクリックすると、リソース利用状況レポートがMicrosoft Excelで表示されます。 
 

「リソース利用状況」レポートの表示 

「リソース利用状況」チャートによって、指定のアクティビティへリソースを割り当てる前に、そのリソース

の利用可能性を確認できます。「リソース利用状況」レポートは、Web クライアントとガント・チャートの両

方で表示できます。 

Webクライアントを使用して「リソース利用状況」レポートを表示する手順は、次のとおりです。 

Web クライアントでは、「リソース利用状況」レポートを次のところから表示できます。 

 ダッシュボード 

 「チーム」タブ 

リソース・プールのリソース利用状況レポートをダッシュボードから表示する手順は、次のとおりです。 

1. 「リソース」ウィジェットの行で をクリックします。リソース・プール利用状況チャートおよびフィル

タ条件を指定するフィールドを含むユーザー・グループ利用状況ウィンドウが表示されます。 

2. 必要に応じてフィルタ条件を指定し、「ユーザー・グループ利用状況レポート」を表示できます。 

特定のリソースまたはリソース・プールのリソース利用状況を「チーム」タブから表示する手順は、次のとお

りです。 

1. 「チーム」タブで、テーブルの行を選択します。 

2. 「利用状況」をクリックすると、リソースまたはリソース・プールの利用状況（%）がグラフィック・チャー

トに表示されます。 

注意 チャートの結果はフィルタ条件に基づいています。フィルタ条件を変更し、必要に基づ

いてリソース利用状況を表示できます。 

ガント・チャートを使用した「リソース利用状況」レポートの表示 

ガント・チャートのユーザーは、左側のナビゲーション・ウィンドウの「タスクの割当て」メニューから「リ

ソース利用状況」レポートを表示できます。 

特定のリソースまたはリソース・プールのリソース利用状況をガント・チャートで表示する手順は、次のとお

りです。 

1. アクティビティを選択します。 

2. 左側のナビゲーション・ウィンドウで「タスクの割当て」をクリックするか、 をクリックすると、「リ

ソースの管理」および「リソース利用状況」ウィンドウが表示されます。 

3. 「リソースの管理」ウィンドウでリソース行を選択すると、対応する「リソース利用状況」レポートが「リ

ソース利用状況」ウィンドウに表示されます。 
 

チーム・メンバー属性の編集 

Web クライアントで、リソース・プール、役割、作業の割当て率などのチーム・メンバー属性を編集できます。 

チーム・メンバーのリソース・プール、役割、割当て率を編集する手順は、次のとおりです。 

1. 「チーム」タブで、変更する行を選択します。 

2. 「割当て元」セルをダブルクリックします。 
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3. 「割当て元」パレットを起動し、必要に応じて別のリソース・プールを選択します。 

4. 「役割」セルをダブルクリックします。 

5. 「役割」パレットを起動し、必要に応じて別の役割を選択します。 

6. 「割当て率(%)」セルをダブルクリックします。 

7. 必要に応じて異なる割当て率（%）を入力します。 

8. 「チーム」テーブルの外側のいずれかの場所でクリックして編集モードを終了し、エントリを保存します。 

9. 「利用状況」をクリックすると「ユーザー・グループ利用状況レポート」が表示されます。このレポートに

は、割り当てられた時間の割合に基づいてリソースによって利用された時間に関する情報が表示されます。 

「チーム」テーブルのチーム・メンバー属性は次のとおりです。 

フィールド 説明 

名前 チーム・メンバーまたはグループの名前。 

割当て元 割り当てられるリソースが所属するプールの名前。リソースが複数のプールに割り当

てられている場合は、適切なプールを選択できます。 

注意 リソース利用状況を管理する上での最良の方法として、Agile はユーザーを 1 リ

ソース・プールのみのメンバーとして追加することをお薦めします。 

役割 このアクティビティについてチーム・メンバーに割り当てられているプログラム固有

の役割 

作業日数 リソースやグループの合計に相当する作業日数。 

リソース ユーザーをリソースとして識別するか、またはアクティビティへの時間の割当てを持

たない通常のチーム・メンバーとして識別するかを決定します。この情報は、リソー

ス/チーム・メンバー/ユーザー・グループの割当て率に依存しています。割当て率（%）

が 0 より大きい場合は「はい」、そうでない場合は「いいえ」となります。 

却下されたフラグ これは、リソースやプールが依頼を却下したことを示します。 

割当て率（%） 期間タイプが「固定」と「作業日数」の両方について、この値はリソースまたはグルー

プの利用状況を示します。このフィールドには小数値を指定できます。 

プールの所有者 リソース・プール所有者の名前（存在する場合）。 

実際の時間 チーム・メンバーが実際に作業した時間（長さ）です。 

 報告済の「実際の時間」はロールアップされ、「予測期間」と「スケジュール期

間」に対して比較されます。 

 実際の時間は、アクティビティごとの人件費の計算にも使用されます。実際の時

間をリソースの賃率で乗じることにより、各リソースに現在適用されているコス

トが求められます。リソースごとのこれらの合計を累計することでアクティビ

ティごとに適用されたコストを計算し、これらの値をロールアップすることです

べての親オブジェクトの人件費を算出します。 

 
 

リソースへのタスクの割当て 

リソース・プール利用状況の知識に基づいて、複数のリソースに複数のタスクを割り当てたり、複数のリソー

ス間で 1 つのタスクを分割したりできます。リソース利用状況レポートの詳細は、83ページの「リソース利用

状況の表示」を参照してください。 



Product Portfolio Management ユーザー・ガイド  

 

 

86 Agile Product Lifecycle Management 

  

リソースへの複数タスクの一括割当て 

必要に応じ、1 リソースへ複数のタスクを一括して割り当てることができます。たとえば、プロジェクト・マ

ネージャが特定のリソース・プール所有者に一連のタスクを一括して割り当てることができます。一括割当て

を受けたリソース・プール所有者は、これらのタスクを自分のリソース・プール内の各メンバーに割り当てる

ことができます。 

リソースへ複数のタスクを一括割当てする手順は、次のとおりです。 

1. Web クライアントで、リソース・プールの名前をクリックしてリソースの詳細を表示します。「検索」オ

プションを使用して特定のユーザー・グループを名前で検索することもできます。  

リソース・プールの名前は、「ダッシュボード」>「リソース」ウィジェット、「個人設定」>「ユーザー・

グループ」ページ、プロジェクト・ページの「チーム」タブで検索することもできます。 

2. 「ユーザー・グループ」ページで「割当て」タブをクリックし、ユーザー・グループのすべての割当てと

割当て率を表示します。 

3. 「パーソナライズ」メニューを使用してテーブル表示をフィルタします。 

4. リソースに一括割当てする割当てを選択します。 

5. 「割当て」をクリックします。 

6. 「アクティビティの割当て」ダイアログ・ボックスが開くので、選択した割当てを割り当てるユーザーの

「割当て」セルのオプション・ボタンを選択します。選択したユーザーが選択した割当ての所有者になり

ます。このユーザーの割当て率は、すべての割当ての割当て率の合計になります。 

7. 「完了」をクリックします。 

注意 リソースにタスクを割り当てる前に、既存の割当てリストおよびユーザー・グループの利用状況の

詳細を表示します。ユーザー・グループ内のすべてのリソースの割当てリストを表示するには、「ア

クション」>「レポートと分析」>「割当てリスト・レポート」を使用します。ユーザー・グループ

のリソース利用状況レポートを表示するには、「アクション」>「レポートと分析」>「ユーザー・

グループ利用状況レポート」を使用します。 

重要 リソースへの割当て作業の終了後、同じレポートを使用して割当てを検証することをお薦めします。 
 

複数のリソース間でのタスクの分割 

リソース・プール所有者は、所有するプールの各リソースの利用状況を詳細に把握できます。リソース・プー

ルにタスクが割り当てられると、このタスクの割当て率を複数のリソース間で分割できます。 

タスクを複数のリソース間で分割する手順は、次のとおりです。 

1. 「個人設定」>「アドレス帳」>「ユーザー・グループ」に移動します。 

2. 「割当て」タブで対象のタスクを選択し、「割当て」をクリックします。 

3. 「アクティビティの割当て」ダイアログ・ボックスが開くので、リソース行の「割当て」セルをダブルク

リックして編集可能にします。 

4. 割当てを共有するすべてのリソースの割当て率を入力します。 

注意 リソースの割当て率には小数値を指定できます。 

5. 「完了」をクリックします。 
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テンプレートから作成したプロジェクトのタスクの所有者の変更 

テンプレートからプロジェクトを作成したとき、ルート・アクティビティ以外のいずれかのアクティビティの

所有者がテンプレートでリソース・プールとして定義されている場合は、新しく作成（複製）したアクティビ

ティの所有者もそのリソース・プールになります。アクティビティまたはゲートの所有者をリソース・プール

から個別のユーザーに変更する場合、リソース・プールの所有者は、プールが所有するタスクにユーザーを割

り当てる必要があります。  

タスクの所有権をリソース・プール・メンバーに変更する手順は、次のとおりです。 

1. 「個人設定」>「アドレス帳」>「ユーザー・グループ」に移動します。 

2. リソース・プール名をクリックして割当てを表示します。 

3. 「割当て」タブで再割当てするタスクを選択し、「割当て」をクリックします。 

4. 「アクティビティの割当て」ダイアログ・ボックスで、タスクの新しい所有者の所有権の変更カラムのオ

プション・ボタンを選択します。  

5. 「完了」をクリックします。 

ユーザー・グループの「割当て」タブから、タスクをプール内の複数のユーザー間で分割することもできます。

86ページの「複数のリソース間でのタスクの分割」を参照してください。 

リソースの削除 
リソース利用状況レポートにリソースの割当て超過が表示される場合、またはリソースがプロジェクトに利用で

きない場合、ガント・チャートまたは Web クライアントを使用してプロジェクトからリソースを削除できます。 

割当て済のリソースをガント・チャートで削除する手順は、次のとおりです。 

1. 「リソースの管理」ダイアログ・ボックスで、削除する 1 つまたは複数のリソースを選択します。 

2. をクリックします。削除を確認するプロンプトが表示されます。  

3. 「はい」をクリックして確定してください。 

4. 開いたダイアログで、次のいずれかを選択します。 

 リソースを削除して、割当て率（%）をプールに再割当て（該当する場合）: リソースを削除し、プ

ロジェクト・リソース・プール内の他のリソースにリソース割当て率を再割当てする場合、このオプ

ションを選択します。 

 リソースを削除して、割当て率（%）を破棄: リソース割当て率を再割当てしない場合、このオプショ

ンを選択します。 

選択したリソースが、前述の指定に従って削除されます。 

注意 「リソースの管理」ダイアログでリソース名の横にある黒いチェック・マークは、選択されている全リ

ソースにそのリソースが割り当てられていることを示します。リソースに、すべてのタスクではないが

少なくとも 1つのタスクが割り当てられている場合、このチェック・マークはグレーで表示されます。 

割当て済のリソースをWebクライアントで削除する手順は、次のとおりです。 

1. 「チーム」タブで、削除する 1 つまたは複数のリソースを選択します。 

2. 「削除」をクリックします。 

3. 「チーム・メンバーの削除」ダイアログ・ボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。 

 割当て率(%)のないリソースのみ削除: リソース割当て率のないリソースを削除する場合は、このオ

プションを選択します。 
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 リソースを削除し、その割当て率(%)をそのリソース・プールに割当て(該当する場合): リソースを

削除し、プロジェクト・リソース・プール内の他のリソースにリソース割当て率を再割当てする場合、

このオプションを選択します。 

 リソースを削除し、その割当て率(%)を破棄: リソース割当て率を再割当てしない場合、このオプショ

ンを選択します。 

4. 「OK」をクリックします。 

選択したリソースが、前述の指定に従って削除されます。 

所有権の委譲 

プロジェクト要素を作成する場合、デフォルトで、作成者が所有者になります。「委譲」コマンドを使用する

と、プロジェクト要素の所有権を変更できます。 

注意 上位レベルのプロジェクト要素の所有者は、その下位レベルの所有権が別のチーム・メンバーに委

譲された場合でも、自分に所属する下位レベル・アイテムの所有権を保持します。 

アクティビティの所有権を指定のリソースへ委譲できます。このようにして、プロジェクト内の各タスクの所

有者を割り当てることができます。タスクの所有権を委譲する場合、承認のため委譲の依頼が所有者に送信さ

れます。「私の割当て」も参照してください。 

委任された所有者が依頼を受諾すると、このリソースがタスクを所有し、委任されたフィールドが空欄になります。 

 Webクライアントからプロジェクト要素の所有権を委譲する手順は、次のとおりです。 

1. 新しい所有者に割り当てるプロジェクト・オブジェクトを開きます。 

2. 「アクション」>「委譲」を選択します。 

3. 「委譲」ダイアログ・ボックスで、次の手順を実行します。 

1. 後から使用できるように（レポートのデータをフィルタするなど）、このアクションに対する理由を

オプションで指定できます。  

 「理由コード」フィールドで、リストからオプションを選択します。  

 「コメント」フィールドで、必要に応じてコメントを入力します。  

2. テーブルから新しい所有者を選択します。目的の新しい所有者がリストに表示されていない場合は、

「追加」をクリックします。 

3. 「ユーザー」フィールドにユーザー名の最初の数文字を入力し、ポップアップに表示されるリストか

ら名前を選択します。または、 をクリックしてアドレス帳を起動し、ユーザーを選択します。  

4. 「役割」フィールドでパレットを使用して役割を選択し、「保存」をクリックします。 

5. 「委譲」をクリックして新しい所有者に所有権を割り当てます。 

「一般情報」タブ・リンクの横に、グレーのアイコン が表示されます。「委任された所有者」フィールドで

は、委任されたユーザー名の横に アイコンが表示されます。 

委任されたユーザーのホームページでは、「通知」タブに委任通知が表示され、「私の割当て」タブに対応す

る依頼が表示されます。委譲が受諾されると、 アイコンが消え、委任された所有者がアクティビティの所有

者になるため、「委任された所有者」フィールドが空白になります。 

委任された所有者が委譲をまだ受諾していない場合は、「アクション」>「委譲」を使用し、委任された所有者

として異なるユーザーを選択できます。 

注意 委譲をキャンセルするには、「アクション」>「委譲」を使用し、委譲として元の所有者を選択します。 
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アクションまたは状態 結果 

アクティビティがロックされている。 

注意: アクティビティのロックを解除するには、「ロッ

ク解除」ボタンをクリックします。 

「アクション」メニューをクリックすると、「委譲」メ

ニューが非アクティブで表示されます。 

プロジェクトがアクティブではない（「一般情報」タブ

の「テンプレート」フィールド設定が「アクティブ」で

はない）。 

または 

プロジェクトはアクティブだが、ステータスが「未開始」

である。 

注意: プロジェクトを起動するには（プロジェクトを「進

行中」ステータスに移動し）、そのリーフ・アクティビ

ティの 1 つのステータスを変更します。下位アクティビ

ティがある場合、アクティビティのステータスは直接変

更できません。 

委譲が委任された所有者に送信されていません。プロ

ジェクトが「アクティブ」の場合にのみ、委譲が送信さ

れます。 

現在のチーム・メンバーが新しい所有者として選択され

ているが、まだ受諾されていない。 

 新しい所有者の名前が「一般情報」タブの「委任され

た所有者」フィールドに表示されます。 

 「一般情報」タブの横にグレーの アイコンが表示さ

れている場合、プロジェクトは委譲されているが、委

譲がまだ受諾されていないことを示しています。 

現在のチーム・メンバーでないユーザーが新しい所有者

として選択されているが、まだ受諾されていない。 

 新しい所有者の名前が「一般情報」タブの「委任され

た所有者」フィールドに表示されます。 

 「一般情報」タブの横にグレーの アイコンが表示さ

れている場合、プロジェクトは委譲されているが、委

譲がまだ受諾されていないことを示しています。 

 委譲はまだ受諾されていないため、新しい受諾は「チー

ム」タブに表示されません。 

委任されたユーザーが、「私の割当て」タブで委譲を受

け入れる。 

 「一般情報」タブ名の横のグレーの アイコンは削除

されます。 

 委任された所有者が現在のチーム・メンバーでない場

合、その所有者は「チーム」タブにチーム・メンバー

として追加されます。 

 「チーム」タブで、Agile PPM デフォルト所有者の役

割が、委任された所有者の割り当てられた役割に自動

的に追加されます。デフォルトでは、デフォルト所有

者の役割は「プログラム管理者」の役割ですが、Agile

管理者が異なる役割を設定している場合もあります。

詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してくだ

さい。 

委譲されたユーザーが、委譲を却下する。  「一般情報」タブ名の横の アイコンは削除されます。 

 「一般情報」タブの「委任された所有者」フィールド

が空になります。 

 
 



Product Portfolio Management ユーザー・ガイド  

 

 

90 Agile Product Lifecycle Management 

  

ガント・チャートからプロジェクト要素の所有権を委譲する手順は、次のとおりです。 

1. 対象のアクティビティまたはタスクを選択します。「所有権の委譲」アイコン が有効になります。  

2. をクリックします。デフォルト・リソースのリストが表示されます。 

3. リストからリソースを選択するか、 をクリックしてアドレス帳からリソースを選択します。  

4. 「OK」をクリックして所有権を委譲します。  

5. 「委任の理由」フィールドに委任の理由とコメントをオプションで入力できます。カラム行内でダブルク

リックするとダイアログ・ボックスが開き、これらの詳細を入力できます。  

注意 ガント・チャートに現在の更新を保存すると、「委任の理由」フィールドが空白で表示されます。

入力した情報は「履歴」タブに記録されます。 

 

リソースの入れ替え 

「アクション」>「リソースの入れ替え」コマンドを使用し、リソースを入れ替えることができます。  

リソースを入れ替える手順は、次のとおりです。 

1. 「アクション」>「リソースの入れ替え」を選択します。 

または、  

「チーム」タブの「入れ替え」ボタンをクリックします。 

2. 「リソースの入れ替え」ダイアログ・ボックスで、リストから「削除するリソース」を選択します。この

リストには、子アクティビティに割り当てられているメンバーを含め、すべてのチーム・メンバーが含ま

れます。 

3. 「リソースへの入れ替え」パレットで、「置換リソース」を選択します。 

4. すべての子アクティビティでリソースを入れ替える場合は、「子に適用」チェックボックスを選択します。 

5. 「入れ替え」をクリックします。入れ替えられるリソースの役割は、入れ替えられたリソースに割り当て

られます。 

注意 割当ての割合がゼロの場合にのみ、完了したアクティビティのリソースを入れ替えることができま

す。アドレス帳パレットの使用の詳細は、45ページの「アドレス帳パレット」を参照してください。

「リソースへの入れ替え」パレットで、チーム・テーブルにすでに追加されたユーザー・グループ

はドロップダウン・メニューから選択できません。同様に、ドロップダウン・メニューの「ユーザー・

グループ内を検索します」オプションには、チーム・テーブルにすでに追加されたユーザー・グルー

プは表示されません。 

 

タイム・シートの検索 

「すべてのタイム・シートの更新」権限を持ち、管理者としてログインした場合にのみ、タイム・シートを検

索できます。 

タイム・シートを検索する手順は、次のとおりです。 

1. 「タイム・シート」タブで、「詳細」>「タイム・シート検索」をクリックします。 

次の 1 つ以上の属性に基づいてタイム・シートを検索できます。 

 ユーザー: 「ユーザー」パレットを起動して、1 つまたは複数のリソースを選択します。これにより、

選択したリソースのタイム・シートが表示されます。 
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 プロジェクト: 「プロジェクト」パレットを起動して、1 つまたは複数のプロジェクトを起動します。

キャンセル済およびソフト削除されたアクティビティを含めることができます。これにより、選択し

たプロジェクトに属するタイム・シートが表示されます。 

 日付範囲: 「カレンダ」を起動して、開始日および終了日を選択します。これにより、特定の期間内

のタイム・シートが表示されます。 

注意 条件としていずれの属性も選択しない空白検索では、システムに記録されたすべてのタ

イム・シートが返されます。  

2. 「検索」をクリックします。テーブルに検索結果が表示されます。  

3. 表示された属性に基づいて結果を並べ替えるには、該当するカラムの見出しをクリックします。デフォル

トで、リストは名前に基づいて表示されます。 

4. カンマ区切りフォーマットで分析または計算するために、選択した行を別のプロジェクトにエクスポート

するには、「エクスポート(csv)」をクリックします。Microsoft Excel フォーマットで分析または計算する

ために、選択した行を別のプロジェクトにエクスポートするには、「エクスポート(xls)」をクリックしま

す。この後、コンピュータのローカル・ドライブに結果をダウンロードできます。 

5. 検索結果を印刷するには、「印刷」をクリックします。  
 

タイム・シート・ビューの定義 

選択したユーザーについて記録されたタイム・シート・データを表示および変更するには、選択したタイム・

シートのパーソナライズ・ビューが必要です。 

タイム・シート・ビューを定義する手順は、次のとおりです。 

1. 「タイム・シート」タブで、「表示」>「私のタイム・シート・ビュー」をクリックします。 

2. 「パーソナライズ」リストから、「名前を付けて保存」を選択します。「テーブルのパーソナライズ」パ

レットが表示されます。 

1. ビューに名前を付けるには、「プロパティ」タブを選択します。  

 カスタム・ビュー名を入力し、ビューのタイプを選択します。 

 「適用」をクリックし、「保存」をクリックします。 

2. ユーザーを選択するには、「フィルタ」タブを選択します。 

 選択したユーザーのタイム・シートをビューに追加するには、フィルタ条件を使用します。た

とえば、プロジェクト・チームやリソース・プールのすべてのメンバーを選択できます。 

 「適用」をクリックし、「保存」をクリックします。 

3. どのフィールドを表に表示するかを選択するには、「フォーマット」タブをクリックします。  

 必要に応じてフィールドを「非表示のフィールド」カラムに移動します。「名前」および「チー

ム・メンバー」フィールドは必ず表示する必要があります。 

 「適用」をクリックし、「保存」をクリックします。 

3. 「タイム・シート」タブに戻るには「クローズ」をクリックします。 

新しいビューに選択したユーザーのタイム・シートが表示されます。タイム・シートを表示および編集できる

ようになりました。 
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スケジュールの管理 

PPM でのスケジュールの管理には、次の操作が含まれます。 

 アクティビティまたはプロジェクト間の依存関係の作成 

 プロジェクトの日付の再スケジュール 

 基準の作成 

プロジェクト・スケジュール内で、アクティビティ間に依存関係を定義できます。アクティビティ同士の依存

関係とは、1 つのアクティビティのスケジュールが、先行するアクティビティのスケジュールと連動している

ことを意味します。また、ガント・チャートを使用して依存関係を確立および変更することもできます。「依

存関係の作成および編集」を参照してください。 

依存関係の作成および編集 

Agile PPM の依存関係では、プロジェクトのスケジュールの依存関係によってリンクされた 2 つのタスクのス

ケジュール・タイミングが制御されます。依存関係ではこれらのタスクのアクティビティは制御されません。2

つのアクティビティまたはゲート（あるいはその両方）間のアクティビティを制御するには、コンテンツ関係

およびルールを使用できます。  

依存関係は、タイム・バッファの使用によって、正または負にオフセットにできます。 

Webクライアントでの依存関係の作成および編集 

Agile Web クライアントの「依存関係」タブには、プロジェクトの先行（依存対象）と後方（必須対象）のす

べてのアクティビティが表示されます。Web クライアントでは、現在のプロジェクトのスケジュールにない他

のプロジェクトやタスクへの外部依存関係も作成できます。そのような外部依存関係を確立した場合、それら

のタスクやプロジェクトへのリンクも表示されます。  

このタブ・ページには次のボタンがあります。 

 追加: 選択したアクティビティに依存関係を追加できます。依存関係は、同じプロジェクト内または別の

プロジェクトのアクティビティ間に作成できます。テンプレート・プロジェクトとアクティブなプロジェ

クトの間に依存関係を作成することもできます。 

 削除: 選択されたオブジェクトを削除します。「削除」ボタンは、現在のページでチェックボックスが選

択されているアクティビティのみを対象とします。 

依存関係を作成するアクティビティに移動します。 

依存関係を作成する手順は、次のとおりです。 

1. 「依存関係」タブをクリックします。 

2. 「追加」をクリックします。「依存関係の追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。 

3. 「ルート・プロジェクト」パレットで、先行アクティビティがある「ルート・プロジェクト」を選択します。 

4. アクティビティのフィルタされたリストを表示する場合は、次のダイアログ・ボックスで、先行アクティ

ビティの「タイプ」を選択します。デフォルト選択は「すべて」です。 

5. 「続行」をクリックします。 

6. 「アクティビティ」パレットで、先行アクティビティを選択します。 

7. 「タイプ」リストで、依存関係を選択します。 
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8. 必要に応じて、先行アクティビティの終了と後方アクティビティの開始間の「タイム・バッファ」を入力

します。 

9. 「完了」をクリックします。 

依存関係を簡単に編集する場合は「ガント・チャート」ページを使用します。93ページの「ガント・チャート

での依存関係の作成および編集」も参照してください。 

注意 外部依存関係は Web クライアントでのみ作成できます。 

依存関係のタイプおよびタイム・バッファの詳細は、93ページの「依存関係のタイプ」を参照してください。 

ガント・チャートでの依存関係の作成および編集 

ガント・チャートでは、2 つのアクティビティ間に依存関係を定義できます。デフォルトでは、すべてのプロ

ジェクトのスケジュールは最初のタスクの開始日に始まり、最後のタスクが終了する日付に基づいて完了しま

す。依存関係が作成されると、ガント・チャートではスケジュールが適切に調整されます。依存関係によって

プロジェクトの終了日が変更される場合があります。 

依存関係を作成する手順は、次のとおりです。 

1. ツールバーで「依存関係の作成」アイコンをクリックします。カーソルが十字線のポインタに変わります。 

2. 十字線のポインタをタスクの開始点から終点へドラッグします。ドラッグする方向、またユーザーがタス

クの開始点または終点のどちらを選択したのかによって、依存関係のタイプが決まります。 

注意 離れている 2 つのタスク間に依存関係を定義する必要がある場合は、先行のカラムに直接依存関係

を入力できます。先行タスクのタスク ID 番号（表形式ビューの右側に表示）を表形式ビューウィン

ドウの「先行タスク」カラムに入力してください。 

「編集」>「依存関係の作成」メニュー・コマンドを使用して依存関係の作成もできます。 

依存関係を編集する手順は、次のとおりです。 

1. ガント・チャートのグラフィック・ビューで依存関係の矢印リンクをダブルクリックするか、「編集」>

「依存関係の編集」を選択します。  

2. 「タイプ」ドロップダウン・メニューから依存関係のタイプを選択します。 
 

依存関係のタイプ 

依存関係には次の 4 タイプがあります。 

 終了 - 開始（FS） 

 開始 - 開始（SS） 

 終了 - 終了（FF） 
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 開始 - 終了（SF） 

 

たとえば、先行タスクがタスク A で、後方タスクがタスク B だとします。 

 終了-開始: FS シナリオでは、タスク A のスケジュール終了日によってタスク B のスケジュール開始日が

決まります。 

 開始-開始: SS シナリオでは、タスク A のスケジュール開始日によってタスク B のスケジュール開始日が

決まります。 

注意 タスクの並行スケジュール設定を実施するスケジュールを維持する場合は、SS 依存関係

タイプを使用します。 

 終了-終了: FF シナリオでは、タスク A のスケジュール終了日によってタスク B のスケジュール終了日が

決まります。 

 開始-終了: SF シナリオでは、タスク A のスケジュール開始日によってタスク B のスケジュール終了日が

決まります。 
 

依存関係のタイム・バッファ 

バッファは、先行と後方の間のギャップを維持するために挿入します。正の値と負の値をバッファとして使用

できます。  

依存関係を作成または編集する際、先行と後方のアクティビティまたはゲートのコントロール日付間の「遅延

時間」を表す値を「タイム・バッファ」フィールドに入力できます。 

また、ガント・チャート・ビューから依存関係を作成および変更することもできます。93ページの「ガント・

チャートでの依存関係の作成および編集」を参照してください。 
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テンプレートとアクティブなプロジェクトの間の依存関係 

プロジェクトとプロジェクト・テンプレートの間に依存関係を作成できます。たとえば、リリース・プロジェ

クト A と機能リリース・プロジェクト・テンプレートの間に依存関係を作成できます。  

これを行うと、次に説明するように、それ以降に同じテンプレートから作成する他のプロジェクトに影響する

可能性があります。   

リリース・プロジェクト A と依存関係にある同じ機能リリース・プロジェクト・テンプレートから作成された

リリース・プロジェクト B を考えてみましょう。 

 テンプレート・プロジェクトに定義された遅延は新しいプロジェクトにはコピーされません。  

 内部依存関係と外部依存関係が競合する場合、外部依存関係が保持され、競合する内部依存関係は削除さ

れます。 

 競合する外部依存関係がある場合、すべての依存関係が保持されますが、日付が最新の依存関係の日付に

合わせられ、それ以前のすべての依存関係に遅延が追加されます。 

 テンプレートに親アクティビティに対する依存関係がある場合、親アクティビティの開始日付が移動します。

子アクティビティから遅延が削除されることはありません。 

注意 テンプレート・アクティビティまたはゲートは先行タスクにはなれません。先行タスク

になれるのは、アクティブなアクティビティまたは提示アクティビティのみです。2 つ

のテンプレート・プロジェクト間に依存関係を作成することはできません。 

 
 

表示順序の編集 

「スケジュール」タブでは、タスクまたはフェーズの表示順序を変更できます。 

「スケジュール」タブでプログラム要素の表示順序を編集する手順は、次のとおりです。 

1. 「スケジュール」タブで、「詳細」>「表示順序の変更」を選択します。「表示順序の変更」ダイアログ・

ボックスが表示されます。 

2. 「順序」カラムのボックスで、「スケジュール」タブにおいて対応するプロジェクト要素を表示する順序

を示す番号を入力します。   

3. 「保存」をクリックします。  
 

プログラムの再スケジュール 

「スケジュール」タブの他の編集機能ではスケジュール・テーブルの行の選択および変更が可能ですが、「詳

細」>「スケジュールの移動」メニューは現在表示されているオブジェクトに対してのみ適用され、スケジュー

ル・テーブルの行には適用されません。  

プログラムを再スケジュールする手順は、次のとおりです。 

1. 「スケジュール」タブで、「詳細」>「スケジュールの移動」を選択します。「スケジュール日の移動」

ダイアログ・ボックスが表示されます。 

2. プロジェクト要素のスケジュールされている日付を移動するには、次のいずれかを実行します。 

 「開始日」または「終了日」オプションを選択し、カレンダを使用して変更後の日付を選択する。 

 目的に合わせて「前」または「後」オプションを選択し、スケジュールを移動する日数を指定します。   

3. 「保存」をクリックすると、プロジェクトのスケジュールが変更されます。 
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プロジェクトの終了日を移動して再スケジュールした場合、アクティビティ間に遅延があるとエラーが発生し

ます。遅延を避けるため、次のいずれかを実行できます。 

 「タイム・バッファ」フィールドの遅延を数値化します。94ページの「依存関係のタイム・バッファ」を

参照してください。 

 遅延を削除します。最も早い方法は、プロジェクトのガント・チャートを起動し、「編集」>「遅延の削除」

コマンドを実行する方法です。これによって、プロジェクトの日付が「最適なタイミング」になるように

調整されます。 

注意 親プロジェクトの終了日を移動して再スケジュールした場合に、いずれかの子アクティビティの終

了日が週末の日付になる場合にも、このエラーが発生します。  

 

基準の作成 

プロジェクトを追跡するために、基準を作成して、プロジェクトのスケジュールおよびリソースのスナップ

ショットを定期的に取得できます。基準は、更新されたタスク構造とスケジュールへの変更、予定コストおよ

びリソースの割当てを比較するための恒久的な参照ポイントです。基準を作成するには、Agile 管理者によって

「スケジュール.名前」属性に「変更」権限が割り当てられている必要があります。  

基準は、ルート・プロジェクト・オブジェクトでのみ作成できます。計画段階において広範なプロジェクト・

データのスナップショットが必要な場合は、複数の基準を保存してください。たとえば、主要な計画で複数の

基準を保存することをお薦めします。 

プロジェクトを開くと、そのプロジェクトの保存された基準がすべて「スケジュール」タブの「バージョン」

リストに表示されます。基準には、容易に識別できるようにバージョン番号が付けられます。  

現在のプロジェクトを保存された基準と比較するには、「バージョン」リストで基準を選択します。選択した

基準の詳細が「バージョン」フィールドの横に表示されます。  

注意 基準の説明が 15文字を超える場合、それ以降の文字は表示されません。説明をすべて表示するには、

省略された説明の上にカーソルを置きます。ツールチップに基準の説明がすべて表示されます。 

次の 2 タイプの特別な基準を作成できます。 

 キックオフ基準: プロジェクトの最初の基準です。キックオフ基準をプレリミナリ・バージョンとして使

用し、その後に作成された基準を比較できます。Agile PPM には、ユーザーが次のいずれかのアクション

を実行するときにプロジェクトの現在のバージョンをキックオフ基準として設定するオプションがありま

す。 

 「スケジュール」タブから新しい基準を作成します。 

 テンプレートから新しいプロジェクトを作成します。 

 プロジェクトの「一般情報」タブでテンプレート設定を「アクティブ」に変更します。 

 「アクション」メニューの「名前を付けて保存」コマンドを使用してプロジェクトを保存します。   

 記録の計画: プロジェクトの実行中に主要なマイルストーンで作成できる特別なタイプの基準です。 

注意 キックオフ基準または記録の計画基準（あるいはその両方）のバージョン番号は、末尾にアスタリ

スク（*）が付きます。 

基準を作成する手順は、次のとおりです。 

1. ルート・プロジェクトの「スケジュール」タブで、「基準」リストの横にあるドロップダウン・メニュー

の「基準の作成」をクリックします。 
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2. 「基準の作成」ダイアログ・ボックスで次を実行します。 

a. 基準の「説明」を入力します。この説明は「基準」リストに表示されます。 

b. 基準をキックオフ基準に設定するには、「キックオフ基準」チェックボックスを選択します。 

c. 基準を記録の計画基準に設定するには、「記録の計画」チェックボックスを選択します。 

d. 「保存」をクリックして基準を保存します。 

基準を削除する手順は、次のとおりです。 

1. 「バージョン」リストで対象の基準を選択します。  

2. 「基準」リストの横にあるドロップダウン・メニューの「基準の削除」をクリックします。 

基準を削除するときは、この基準に関連した、ツリーに含まれるすべてのオブジェクトも削除されます。 

基準の比較 

基準の比較は次のいずれかを使用して実行できます。 

 基準の比較機能の使用。 

 基準比較レポートの使用。 

基準の比較機能を使用して基準を比較する手順は、次のとおりです。 

1. プロジェクトの「アクション」メニューで、「基準の比較」をクリックします。プロジェクトに作成され

たすべての基準が新しいウィンドウに表示されます。  

2. 基準を選択します。選択した基準の比較対象となる基準のリストが右側に表示されます。  

3. このリストから比較対象の基準を選択します。選択した基準は、現在のプロジェクト、または選択した基

準より後に作成された基準に対してのみ比較できます。  

4. 「比較」をクリックします。新しいウィンドウが開き、選択した基準の比較が表示されます。変更、追加

または削除されているアクティビティは、テーブル下の凡例に色別に表示されます。 アイコンは、変更

されているオブジェクトを表します。  

 アクティビティまたはゲートへの変更の詳細を確認するには、その名前をクリックします。ポップ

アップ・ウィンドウに、一般情報、スケジュールおよびリソース情報が新旧の値とともに表示されま

す。すべての変更内容を表示するには、下方にスクロールします。 

 プロジェクト・スケジュール、割り当てられたリソースまたは「一般情報」の各フィールドへの変更

の詳細を表示するには、対応するカラムの適切なアイコンをクリックします。 

基準比較レポートを使用して基準を比較する手順は、次のとおりです。 

1. 左側のナビゲーション・ウィンドウで、「分析とレポート」を選択します。 

2. 「標準レポート」で、「プログラム & ポートフォリオ・レポート」>プログラム・レポートへ移動し、

「基準比較レポート」を選択します。 

3. このレポートを実行し、選択した基準を比較します。レポートの実行の詳細は、『Agile PLM ユーザー・

ガイドおよびスタート・ガイド』の関連マニュアルを参照してください。 
 

ディスカッションの管理 

PPM でのディスカッションの管理には、次の操作が含まれます。 

 ディスカッションの追加、表示および参加 

 ディスカッションへの返信 

 ディスカッション中に割り当てられたアクション・アイテムの表示 
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ディスカッション・テーブル 

「コラボレーション」>「ディスカッション」タブの「ディスカッション」テーブルには、各ディスカッション

に関する重要な情報が表示されます。「アクション・アイテム」 アイコンがあるカラムの見出しでは、アク

ション・アイテムがディスカッションに関連付けられている行に が示されます。ディスカッションを開くには、

アイコンをクリックするか、ディスカッションの「件名」をクリックします。  

ディスカッションの追加 

Web クライアントから新規ディスカッションを追加したり、既存のディスカッションに返信できます。 

新規ディスカッションを追加する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを開いて「コラボレーション」>「ディスカッション」タブをクリックします。 

2. 「追加」をクリックし、 「新規作成」アイコンを選択します。 

3. 「新規作成」ダイアログ・ボックスの「タイプ」ドロップダウン・リストから、「ディスカッション」を

選択します。 

4. このディスカッションの「件名」を入力します。 

5. 送信する「メッセージ」を入力します。 

6. 「優先度」ドロップダウン・リストで、ディスカッションの優先度を設定します。 

7. 「通知リスト」パレットで、このディスカッションの通知を受信する必要があるユーザーを選択します。 

8. 「追加」をクリックします。 

既存のディスカッションを検索および追加する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを開いて「コラボレーション」>「ディスカッション」タブをクリックします。 

2. 「追加」をクリックし、 「検索」オプションを選択します。 

3. ディスカッション検索パレットで、1 つ以上の既存のディスカッションを検索します。 

4. 検索結果で、アクティビティに追加するディスカッションをダブルクリックします。 

その他のディスカッションを検索および選択するために、複数の検索を実行できます。 

ディスカッションへの返信 

ユーザーまたはユーザーのチーム・メンバー、あるいは通知を受け取ったユーザーはディスカッションに返信

できます。 

ディスカッションに返信する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを開いて「コラボレーション」>「ディスカッション」タブをクリックします。 

2. ディスカッション名をクリックして開きます。 

注意 ルート・プロジェクト・オブジェクトの「スケジュール」タブで、ディスカッション・

カラムは アイコンで示され、ディスカッションがあるすべてのアクティビティに記号

が表示されます。 

3. 「ディスカッション」タブで、返信するディスカッションを選択します。 

注意 「コラボレーション」>「ディスカッション」タブの「ディスカッション」テーブルの

下にあるプレビュー・ウィンドウでディスカッション・スレッドを確認できます。 
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4. プレビュー・ウィンドウの「返信」ボタンをクリックします。メッセージと通知する人のリストを入力し、

「送信」をクリックします。 

既存の返信にコメントを追加する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを開いて「コラボレーション」>「ディスカッション」タブをクリックします。 

2. コメントを追加するディスカッション行の 記号をクリックします。ディスカッション・ページで、

「ディスカッション」タブに返信スレッドが表示されます。 

3. 「返信」をクリックして既存の返信にコメントを追加します。 

4. 必要に応じて件名を変更し、メッセージを入力し、通知するユーザーを選択します。 

5. 「送信」をクリックします。 

返信が最新の返信として進行中のディスカッション・スレッドに追加されます。  

ホームページからのディスカッションへの返信 

ディスカッションがホームページの「通知」タブに表示されると、このディスカッション・オブジェクトを開

き、返信を追加したり、または既存の返信にコメントを追加したりできます。 

ホームページからディスカッションに返信する手順は、次のとおりです。 

1. 「通知」タブで、ディスカッション行の「事項」セルのリンクをクリックしてディスカッション・アイテ

ムを開きます。 

注意 アイコンは「通知」テーブルのディスカッションを示します。 

2. 「ディスカッション」ページの「ディスカッション」タブで、「返信」をクリックします。 

3. 返信メッセージと通知する人のリストを追加し、「保存」をクリックします。 
 

「プロジェクトの要約」ページからのディスカッションへの返信 

プロジェクトの「要約」ページに、プロジェクト固有の最近のディスカッションのリストが表示されます。 

「プロジェクトの要約」ページからディスカッションに返信する手順は、次のとおりです。 

1. プロジェクトの「要約」ページに移動します。 

2. 「最近のディスカッション」ウィジェットで、ウィジェット内でディスカッション・スレッドを表示する

ディスカッション行を選択します。 

3. 「返信」をクリックしてディスカッションに返信します。 

4. 「ディスカッションへの返信」ウィンドウで、件名を変更し、メッセージを入力し、通知するユーザーを

選択します。 

5. 「送信」をクリックします。  

6. 返信を送信しないで「ディスカッションへの返信」ウィンドウを終了する場合は、「キャンセル」をクリッ

クします。 
 

ディスカッションの返信の表示 

Web クライアントで、プログラムまたはプロジェクトのページへ移動し、ディスカッションへの返信を表示し

ます。 

ディスカッションへの返信リストを表示する手順は、次のとおりです。 

1. 「要約」をクリックします。 
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2. 「最近のディスカッション」ウィジェットで、ディスカッションをクリックして返信スレッドを表示します。 

または、  

1. 「コラボレーション」タブで、「ディスカッション」ビューを開きます。 

2. いずれかの行で アイコンまたはディスカッションの件名をクリックします。ディスカッション・ペー

ジが開き、返信スレッドが表示されます。 

または 

ディスカッション行をクリックして、「ディスカッション」テーブルの下のプレビュー・ウィンドウに返

信スレッドを表示します。 

ディスカッションの削除 

すべてのディスカッションが終了したら、ディスカッション・オブジェクトを削除できます。 

ディスカッションを削除する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを開いて「コラボレーション」>「ディスカッション」タブをクリックします。 

2. 削除するディスカッション行を選択します。 

3. 「削除」をクリックします。 

アクティビティからディスカッション・オブジェクトが削除されます。 

「アクション」メニューからディスカッションを削除する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを開いて「コラボレーション」>「ディスカッション」タブをクリックします。 

2. ディスカッションの「件名」をクリックします。ディスカッション・ページが表示されます。 

3. 「アクション」>「削除」メニューをクリックします。 

4. 「確認」メッセージ・ボックスで「OK」をクリックします。 

このディスカッションが他のいずれかの PPM アクティビティでアクティブでない場合、Agile PLM データベー

スからディスカッションが削除されます。  

アクション・アイテムの表示 

Web クライアントで、「コラボレーション」>「アクション・アイテム」からアクション・アイテムの名前を

クリックして、アクション・アイテムの詳細にアクセスできます。  

 テーブルのアクション・アイテムのリストはプロジェクトに関連付けられたアクション・アイテムと一覧

表示されたディスカッションに関連付けられたアクション・アイテムの結合リストです。 

 「所属先」カラムとアイコン は、アクション・アイテムがディスカッション・オブジェクトまたはプロ

ジェクト・オブジェクトのどちらに関連付けられているかを示します。「所属先」カラムのリンクをクリッ

クして、オブジェクトを開きます。 

「件名」の欄でアクション・アイテムの名前をクリックし、アクション・アイテムを開きます。 

アクション・アイテムを追加する手順は、次のとおりです。 

1. アクティビティを開いて「コラボレーション」>「ディスカッション」タブをクリックします。 

2. 「追加」をクリックします。  

3. 「アクション・アイテムの作成」ダイアログ・ボックスに、アクション・アイテムの情報を入力します。

太字のフィールドは必須項目です。 
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4. 「作成」をクリックします。 

アクション・アイテムは、割り当てられたユーザーの「通知」タブと「私の割当て」タブに表示されます。 

注意 関連するディスカッション・オブジェクトで作成されたアクション・アイテムを含む、現在のアク

ティビティに関連するすべてのアクション・アイテムが「アクション・アイテム」タブに表示され

ます。アクティビティ・クラスにユーザー設定フィールドを設定した場合は、ゲート・クラスおよ

びディスカッション・クラスにも同じ設定が行われていることを確認してください。「アクション・

アイテム」テーブルのユーザー設定フィールド・カラムに表示されるリスト値は、アクティビティ・

クラスに設定した値になります。  

 

プロジェクトのアーカイブ 

ルート・レベル・プロジェクトのアーカイブ・ステータスを変更すると、プロジェクトがアーカイブされます。 

「アクション」メニューからルート・レベル・プロジェクトのアーカイブ・ステータスを変更できます。古い

データのアーカイブを行うと、システム・パフォーマンスが向上します。ただし、アーカイブされたプロジェ

クト・データは検索可能な状態のままです。 

注意 アーカイブを行うには、Java クライアントで「変更(すべてのプロジェクト、プログラム、フェーズ、

タスク、ゲート)」権限に対して「プロジェクト.一般情報.アーカイブ済」属性が有効化されている必

要があります。 

アーカイブ・ステータスを変更する手順は、次のとおりです。 

1. ルート・レベルのオブジェクトを選択します。 

2. 「アクション」>「アーカイブ」を選択します。 

3. 後から使用できるように（レポートのデータをフィルタするなど）、このアクションに対する理由をオプ

ションで指定できます。この情報は、オブジェクトの「履歴」タブに保存されます。 

 「理由コード」フィールドで、リストからオプションを選択します。  

 「コメント」フィールドで、必要に応じてコメントを入力します。 

注意 このオプションは、Java クライアントで対応するスマートルールが有効化されている場

合にのみ利用可能になります。詳細は『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 

プロジェクトがアーカイブされると、すべてのアクティブ・プロジェクト・リストとプロジェクトのナビゲー

ション・ツリーから削除されます。「アクション」>「アーカイブ解除」を除くすべてのボタンと「アクション」

メニューの選択肢は灰色になります。このオプションを選択すると、アーカイブ・ステータスを削除できます。  

アーカイブされたプログラムは、それを参照するプログラムの「PLM 参照」フィールドから自動的に削除され

ますが、「コンテンツ」タブには保持されます。ここに表示されないようにするには、「コンテンツ」タブか

ら手動で削除する必要があります。 

注意 「完了」および「キャンセル済」プロジェクトのアーカイブ・ステータスを変更することもできます。 
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プロジェクトへの参加 
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割当ての受諾 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブの「受諾」機能を使用し、複数のアクティビティやアクション・アイ

テムを 1 回で受諾できます。受諾アクションは次の項目に適用されます。 

 ユーザーが委任された所有者であるアクティビティ。 

 ユーザーに割り当てられているプロジェクト・アクティビティ。 

 ステータスが「未受諾」で、ユーザー自身に割り当てられているアクション・アイテム。 

「私の割当て」タブで割当てを受諾する手順は、次のとおりです。 

1. 「ホーム」ボタン をクリックして、ホームページを表示します。 

2. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

3. テーブル内の 1 行以上の行を選択します。 

4. 「受諾」ボタンをクリックします。 

選択したオブジェクトが受諾されます。 

割当ての拒否 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブの「拒否」機能を使用し、複数のアクティビティやアクション・アイ

テムを 1 回で拒否できます。拒否アクションは次の項目に適用されます。 

 ユーザーが委任された所有者であるアクティビティ。  

 ステータスが「未受諾」で、ユーザー自身に割り当てられているアクション・アイテム。 

注意 アクティビティを拒否する場合、理由を入力する必要があります。 

「私の割当て」タブで割当てを拒否する手順は、次のとおりです。 

1. 「ホーム」ボタン をクリックして、ホームページを表示します。 
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2. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

3. テーブル内の 1 行以上の行を選択します。 

4. 「拒否」ボタンをクリックします。 

5. 選択した行の 1 行以上がアクティビティの場合、このアクティビティを拒否する理由を入力する必要があ

ります。ポップアップ・ダイアログに理由を入力し、「送信」をクリックします。 
 

割当ての編集 

「私の割当て」タブ・テーブル内の割当て属性を編集できます。編集可能なフィールドに対し、適切な「変更」

権限が必要です。 

たとえば、設定されている権限に応じて、アクティビティに対して「ステータス」、「完了率（%）」、「実

際の時間」、「締切日」フィールドなどを編集できます。 

「私の割当て」テーブル行を編集する手順は、次のとおりです。 

1. 「ホーム」ボタン をクリックして、ホームページを表示します。 

2. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

3. 編集する割当ての行を検索します。 

4. 行内でテーブル・セルをダブルクリックして、フィールドを編集可能にします。 

5. 必要な変更を行います。 

注意 編集可能なフィールドは、Agile 管理者がどのフィールドを割当てテーブルとユーザーの

変更権限に含めたかによって決定されます。 

6. 既存のセル値を複数のセルにまたがって複製する手順は、次のとおりです。 

1. 同じ値を入力するセルの範囲を選択します。 

範囲内のセルの選択を解除するには、「Ctrl」キーを押しながらセルをクリックします。 

2. 「詳細」ドロップダウン・メニューから、必要に応じて「上方へコピー」または「下方へコピー」を

選択します。  

3. 入力が完了したら、「保存」をクリックします。 
 

割当てを完了に設定 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブの「完了としてマーク」機能を使用し、複数のアクティビティやアク

ション・アイテムを 1 回で完了に設定できます。 

注意 受諾していないアクション・アイテムを完了には設定できません。まずアクション・アイテムを受

諾してから、完了として設定してください。 

アクティビティを完了にすると、「完了率（%）」フィールドの値が自動的に 100% になります。 

「私の割当て」タブで割当てを完了にする手順は、次のとおりです。 

1. 「ホーム」ボタン をクリックして、ホームページを表示します。 

2. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

3. テーブル内の 1 行以上の行を選択します。 
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4. 「完了としてマーク」ボタンをクリックします。 

選択した割当てが完了としてマークされます。 

割当てのフラグ設定 

「ホーム」ページの「私の割当て」タブに表示されるフラグ・アイコンは、割当ての管理に役立つツールです。

フラグの有無に基づいて割当てを並べ替えられるので、フラグを付けた割当てを他の割当てとは別に追跡でき

ます。割当てテーブルのフラグは「私の割当て」タブのみに表示されるため、使用方法はユーザー自身が決め

られます。 

単一の割当てテーブル行のフラグを設定または設定解除する手順は、次のとおりです。 

1. 「ホーム」ボタン をクリックして、ホームページを表示します。 

2. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

3. 対象の行のフラグ・アイコンをクリックします。 

 フラグが設定されていない 場合、クリックすると設定されます 。 

 フラグが設定されている 場合、クリックすると設定が解除されます 。 

複数の割当てテーブル行にフラグを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

必要に応じ、「表示」ドロップダウン・リストまたはフィルタを使用して、どの割当て行を表示するのか

並べ替えることができます。 

2. フラグを設定する複数の行を選択します。 

3. 「詳細」>「フラグ付きビューへの追加」を選択します。 

フラグが設定されている複数の割当てテーブル行のフラグを設定解除する手順は、次のとおりです。 

1. 「私の割当て」タブをクリックして、割当てリストを表示します。 

2. 「表示」ドロップダウン・リストで「フラグ付き」を選択します。 

3. フラグ付き割当てビューで、対象の行を選択します。 

4. 「詳細」>「ビューから削除」を選択します。 
 

時間のレポート 

1 つ以上のプロジェクトに関するタスクを割り当てられているリソースは、タイム・シート機能を使用して、

各タスクに費やされた実際の時間をレポートできます。レポートは毎日または週に一度のペースで実行できま

す。時間をレポートするには、「詳細タイム・シート入力」スマートルールが Java クライアントで「可」に設

定されており、「タイム・シート」タブ表示がユーザー・プリファレンスの設定で有効化されている必要があ

ります。 

チーム・メンバーが「タイム・シート」の特定のプロジェクト・タスクに対して時間データを入力すると、レ

ポートされる時間が、そのタスクの「チーム」タブで記録される「実際の時間」に追加されます。このリソー

スがそのプロジェクトについて作業した時間数によって影響を受ける人件費およびその他の情報が、自動的に

再計算されます。 

注意 「進行中」ステータスのリーフ・レベル・タスクに対してのみ時間をレポートできます。ルート・

プロジェクトに対して時間をレポートすることはできません。「進行中」ステータスのタスクのみ

が「タイム・シート」タブに表示されます。 
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特定のタスクに対して時間をレポートする手順は、次のとおりです。 

1. 「タイム・シート」タブで、このタスクに対する行を選択します。  

2. 各曜日にカラムで作業した実際の時間を入力します。セル内をダブルクリックすると編集可能になります。

「合計」カラムに週全体の実際の時間を入力することもできます。たとえば、「合計」カラムに 40 時間

と入力した場合は、この値が月曜日から金曜日の各曜日に 8 時間ずつ均等に分散されます。 

3. 「保存」をクリックしてデータを保存します。 
 

イベントの確認通知 

確認通知を設定可能なイベントは、オブジェクトによって異なります。Product Portfolio Management には、他

のオブジェクトには適用されない、アクティビティ固有の次の確認通知イベントがあります。 

 ディスカッションの追加 

 ディスカッションへの返信 

 ニュースの追加 

 アクション・アイテムの追加 

 スケジュールの変更 

アクティビティとゲートの「子に適用」チェック・ボックスを選択すると、確認通知がすべての子オブジェク

トにも適用されます。スケジュールが設定されたアクティビティの確認通知を設定してこのチェック・ボック

スを選択すると、そのアクティビティのすべてのプロジェクト、プログラム、フェーズおよびタスク（アクティ

ビティ・クラスのデフォルトのサブクラスに作成されたすべてのオブジェクト）についても、確認通知が自動

的に有効になります。「ページ 2」フィールドと「ページ 3」フィールドは、プロジェクト、プログラム、フェー

ズおよびタスクごとに異なった定義が可能なため、適用されない属性はすべて無視されます。 

ワークフロー・ステータスの変更 

「ステータスの変更」ボタンを使用すると、リーフ・オブジェクト（子を持たないオブジェクト）のワークフ

ロー・ステータスを変更できます。親オブジェクトのステータスは、リーフ・レベル・オブジェクトのステー

タスのロールアップにより変更されるため、直接変更できません。変更を行うには適切な権限が必要です。デ

フォルトでは、「プログラム・マネージャ」と「プログラム管理者」の役割が必要な権限を持っています。 

「ステータスの変更」ボタンは、「一般情報」タブの「テンプレート」フィールドが「アクティブ」となって

いるオブジェクトでのみ利用可能です。「テンプレート」フィールドが「提示」または「テンプレート」となっ

ているオブジェクトのステータスは変更できません。「テンプレート」フィールドの変更は親レベルで行う必

要があり、子オブジェクトは自動的に親の「テンプレート」値に移動されます。 

プロジェクトに機能チームを追加している場合、このチームのメンバーは提案されたステータス変更の指定承

認者、確認者またはオブザーバとして「ステータスの変更」ダイアログに自動的に追加されます。機能チーム

を追加していない場合は、承認者、確認者またはオブザーバをそれぞれ手動で追加できます。「機能チーム」

機能の詳細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびスタート・ガイド』を参照してください。 
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第6章  

プロジェクトの追跡 

この章のトピック 
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 レポート ............................................................................................................................................................. 111 

 
 

ステータスの追跡 

Agile PPM では、Agile Java クライアント管理者で設定した基準に従って、プロジェクト・ステータスを追跡で

きます。ヘルス・ステータスの値は、ヘルス・ステータスをレポートするように設定されたすべてのオブジェ

クトでロールアップされます。ヘルス・ステータスがロールアップされていることを確認するには、オブジェ

クトの「一般情報」タブで、「ヘルス・ステータス・ロールアップ」属性が「はい」に設定されている必要が

あります。  

次のステータス要素がロールアップされます。 

 概要 

 スケジュール 

 コスト 

 リソース 

 品質 

親オブジェクトのステータスは、それらの子オブジェクトのステータスを反映しています。プロジェクト・オ

ブジェクトの子が 1 つでも「オフトラック」になった場合、その親プロジェクトも「オフトラック」となりま

す。子オブジェクトの「品質ステータス」が「基準以下」の場合、親オブジェクトも「基準以下」の設定とな

ります。「ヘルス」属性は Java クライアント管理者設定で保持され、それぞれの値にはアクティブ期間または

値があります。  

デフォルトのヘルス・ステータス 

次の表に、デフォルトのスケジュール、コスト、リソース、品質のヘルス・ステータスを示します。 

ステータス 値 変化の原因 

概要 オントラック（緑）、注意が必要（黄）、

オフトラック（赤） 

すべてのプロジェクトについて、4 つのヘ

ルス・ステータスのうち最も否定的な設定

に対応しています。他のステータスのうち

いずれかが赤である場合は、「全体のス

テータス」が赤となります。 

スケジュール オントラック（緑）、注意が必要（黄）、

オフトラック（赤） 

Java クライアントで、スケジュールのずれ

が一定の日数に達したときにヘルス・ス

テータスの変更を促すように設定できま

す。ヘルス・ステータスのデフォルト設定

では、ステータスは「未開始」または「オ

ントラック」から 1 ～ 5 日間で「注意が必
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ステータス 値 変化の原因 

要」に変化します。タスクの期限がスケ

ジュールよりも 6 日以上過ぎた場合、ス

テータスは「オフトラック」に変わります。

これらの設定の方法の詳細は、『Agile 管理

者ガイド』を参照してください。 

コスト 予算内（緑）、予算外（黄）、予算

オーバー（赤） 

コスト・ステータスは、Agile 管理者のコス

ト・ステータス・ノードで設定されている、

本来のコストとの差額（%）に基づいて計

算されます。 

リソース 人員割当て済（緑）、人員不足（黄）、

人員割り当てなし（赤） 

リソース・ステータスはプロジェクト・オ

ブジェクトの「一般情報」タブにある編集

可能なフィールドです。適切な権限のある

ユーザー（通常はプロジェクト所有者）が

このフィールドを編集できます。 

品質 合格（緑）、基準以下（黄）、低品

質（赤） 

品質ステータスはプロジェクト・オブジェ

クトの「一般情報」タブにある編集可能な

フィールドです。適切な権限のあるユー

ザー（通常はプロジェクト所有者）がこの

フィールドを編集できます。  

 
 

ステータス・ロールアップの機能 

いくつもの属性が、「ロールアップ」と呼ばれるプロセスの中で、子オブジェクトから親オブジェクトへと継

承されます。 

ロールアップされる属性には次のようなものがあります。 

 アクティビティ・ワークフローのステータス 

 ヘルス・ステータス 

 予定日と予定期間 

 実際の開始/終了日および実際の期間 

 予測の開始/終了日および予測期間 

 作業日数 

 完了率 

値のロールアップは、「完了」でも「キャンセル」でもないリーフ・ノード（子のない子オブジェクト）から

始まり、親オブジェクトへと移動します。リーフ・ノード・オブジェクトが「オフトラック」になった場合、

親オブジェクトも「オフトラック」と見なされます。 

子オブジェクトのロールアップ・ステータスを反映する親オブジェクト・フィールド（たとえば「作業日数」

や「予定日」など）は、階層的に低いレベルから自動的にロールアップされるため、編集はできません。ステー

タスは最低レベル（リーフ・ノード）でのみ編集可能です。 

注意 プロジェクト・レベルで親オブジェクトのステータスを変更できる唯一の方法は、「アクション」>

「キャンセルへ変更」メニュー・コマンドを使用してプロジェクトをキャンセルする方法です。キャ

ンセルされたプロジェクトは、「アクション」>「未開始へ変更」を使用してステータスを「未開始」

にリセットできます。 
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ワークフロー・ステータス 

Agile Web クライアントでは、アクティビティのワークフロー・ステータスが「一般情報」タブの右上端のワー

クフロー・スタンプで表されます。各ワークフローのステータス名は、Agile 管理者によって設定されます。 

デフォルトのプロジェクト・ワークフローのステータスは次のとおりです。 

 未開始 

 進行中 

 完了 

 キャンセル 

企業では、独自にカスタマイズされたワークフローやステータス・スタンプがあり、「ワークフロー」タブに

表示されている場合があります。詳細は、27ページの「「ワークフロー・ルーティング」タブ」を参照してく

ださい。 

ユーザーに適切な権限があれば、「ステータスの変更」ボタンを使用してアクティビティのステータスを変更

し、次のライフサイクル段階へ進めることができます。 

重要 親オブジェクトのライフサイクル・ステータスは下のレベルからロールアップされるため、「ステー

タスの変更」ボタンは個別のリーフ・ノード・オブジェクト（子のないオブジェクト）のステータ

スを変更する場合にのみ使用します。「テンプレート」フィールド設定が「テンプレート」または

「提示」となっているアクティビティは昇格できません。 
 

親ステータスのルール 

親オブジェクトのステータス変更には、次のルールが適用されます。 

 親オブジェクト・ワークフローは、関連するいずれかの子ワークフローが開始されるとその影響を受けま

す。たとえば、ある子アクティビティが「進行中」ステータスの場合、その親ステータスも「進行中」と

なります。 

 親オブジェクト・ワークフローは、関連するすべての子オブジェクト・ワークフローが完了するとその影響

を受けます。たとえば、すべてのアクティビティが「完了」の場合、親ステータスも「完了」となります。 

 カスタム・ワークフローを使用した場合、ロールアップは「ステータス・タイプ」の間の移行により管理

され、手順の変更は必要ありません。たとえば、7 つの手順のワークフローは、それぞれが「保留中」と

「レビュー」タイプ（「保留中」、「レビュー」、「完了」、「キャンセル」は「ステータス・タイプ」）

の間に 1 つのみ移行を持つため、3 つの手順のみで親へロールアップできます。 

リーフ・ノード・オブジェクトについては、「ステータスの変更」ボタンをクリックしてワークフロー・ステー

タスを変更できます（ただし、適切な役割が必要です）。 

親アクティビティのワークフロー・ステータスを変更するには、リーフ・レベルの子アクティビティを開き、

「ステータスの変更」ボタンをクリックして、リーフレベル・アクティビティのワークフロー・ステータスを

変更します。 

注意 「ステータスの変更」ボタンを使用して、子（下位アクティビティ）を持つアクティビティのワー

クフロー・ステータスは変更できません。 

ワークフローの詳細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびスタート・ガイド』と『Agile PLM 管理者ガイド』

を参照してください。 
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コスト・ステータス 

Agile PPM では、次に示す 4 つのタイプのプロジェクト・コストを計算できます。これらにはそれぞれ、「実

際」、「予定」、「予測」のカテゴリが存在します。合計 12 種類のコスト・フィールドがあり、すべてのフィー

ルドが「一般情報」タブに表示されます。 

 人件費: 「実際の人件費」と「予定された人件費」は自動的に計算されます。「予定された人件費」は、

予定期間、割当て率、ユーザーのリソース・プール・レート、工数（1 日 8 時間）をもとにリソース割当

てごとの人件費を計算します。これらは、アクティビティに割り当てられた複数のリソースに対して合計

されます。  

アクティビティにリソースが割り当てられており、人件費のある低レベル・オブジェクトを持つ場合、ア

クティビティは親レベルで合計され、置き換えられません。「実際の人件費」と「予定された人件費」は

常にこのように計算されます。ただし、「予測人件費」はすべてのレベルで編集可能です。編集しない場

合、デフォルトでロールアップされます。  

 資本出費: 値のロールアップと編集の両方が可能です。これは、Agile 管理者が各コスト・フィールドの計

算/ロールアップ・フラグを有効化しているかどうかによって異なります。 

 固定コスト: 「資本出費」と同じように機能します。 

 設定コスト: コスト・フィールドは、管理者のビジネス要件に応じてカスタマイズできます。たとえば、

この設定コストは、プロジェクト設定コストの計算に使用できます。「資本出費」および「固定コスト」

と同じように機能します。 

注意 人件費を計算するときに「リソース」が「リソース・プール」に割り当てられていない場合、ユー

ザーの個別の「賃金率」が使用されます。賃金率は、リソースをプロジェクトに追加する前に、リ

ソースに対して「ユーザー設定」で定義されている必要があります。  

 

合計コストの決定方法 

「一般情報」タブの「合計コスト」フィールドは、算出された値であり、編集できません。「合計コスト」は

4 つのコスト・タイプ（人件費、資産費用、固定コストおよびユーザー設定コスト）の合計です。 

たとえば、「実際の合計コスト」は、次の項目の合計となります。 

 実際の人件費 

 実際の資産費用 

 実際の固定コスト 

 実際のユーザー設定コスト 

同じように、「予測合計コスト」は「予測人件費」、「予測資産費用」、「予測固定コスト」、「予測ユーザー

設定コスト」の合計です。「予定された合計コスト」は「予定された人件費」、「予定された資産費用」、「予

定された固定コスト」、「予定されたユーザー設定コスト」の合計です。 

デフォルトでは、各フィールドのコスト情報はプロジェクト構造を介してロールアップされます。このため、

要約や親タスクのコストは、その子オブジェクトのコストの値の合計となります。コスト（「予定された人件

費」および「実際の人件費」）が「要約」タスク・レベルで発生する場合、そのコストは要約タスク・レベル

でのコストと要約タスクの下位にある子レベルでのコストの合計となります。フラグを有効化することにより

（デフォルトでは非表示となっています）、ユーザーは、コストの親タスクまたは要約タスクの各値を計算、

ロールアップまたは手動で編集する必要があるかどうかを決定できます。 

次の例でわかるように、コストがリーフ・ノードに関連付けられている場合、そのコストは親ノードに追加さ

れます。「プログラム」全体の合計コストは、このようにして取得できます。 
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Program

Phase 1

Phase 3

Phase 2

Task 1

Task 2

Total Cost = $25 + $30 + $15 = $70

Cost = $25

Cost = $20 + $10 = $30

Cost = $20

Cost = $10

Cost = $15

 

この図で、フェーズ 2 のコストは$30 であり、フェーズ 2 のリーフ・レベル・オブジェクトに対するコストの

合計となっています。また、フェーズ 2 の親ノード・レベルでのコストを編集することもできます。  

基準に含まれるコスト 

「すべてのコスト」フィールドは基準の一部です。10 種類の計算フラグも基準です。「予定された人件費」お

よび「実際の人件費」は、常に計算およびロールアップされるため、計算/ロールアップ・フラグはありません。

133ページの「「計算」属性の有効化」も参照してください。 

「標準レポート」の「基準比較レポート」を使用して、これらの値を比較できます。 

レポート 

Agile標準レポートについて 

レポートには、Agile プロジェクトとプロダクト・レコードの値を表示できます。レポートは、これらの情報を

取り出して有意義な形にまとめることで、ビジネス・プロセスに関するヒントを提供し、情報に基づく意思決

定を促進します。Agile PLM の堅牢なレポート・プラットフォームでは、次の処理を実行できます。 

 ビジネスのパフォーマンスを、標準のデフォルト・レポートを使用して評価および監視します。この標準

レポートによって、製品ライフサイクル管理のビジネス・プロセスにおける最も効果的な方法が明らかに

なります。 

 Agileのカスタム・レポート機能を利用してレポートを設定し、ユーザーのニーズに合った情報を取得します。 
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 Agile PLM アプリケーション以外で作成されたものも含め、すべての関連レポートを、Agile の外部レポー

ト機能を利用して 1 箇所からアクセスします。 

すべてのタイプの Agile レポートの使用の詳細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびスタート・ガイド』を

参照してください。次の情報が含まれます。 

 役割と権限のレポートに対する影響 

 レポート・オブジェクト・タブ 

 レポート・レイアウトの作成と変更 

 カスタムおよび外部レポートの作成 

 レポートの実行、スケジューリング、保存、削除 

 レポート出力ウィンドウ 

注意 ブラウザのデフォルトのセキュリティ設定によって、レポートの表示が影響を受ける場合がありま

す。Windows XP で Internet Explorer を使用している場合は、「ツール」>「インターネット・オプショ

ン」>「セキュリティ」タブで、Agile サイト URLを信頼済サイトに追加し、レポートを適切にダウ

ンロードできるようにしてください。 

 

PPMのAgile標準レポート 

このセクションでは、Agile Product Portfolio Management に含まれる Agile 標準レポートを説明します。 

プロジェクト・レポートへアクセスする手順は、次のとおりです。 

1. 左ウィンドウで、「レポート」をクリックして「レポート」フォルダ構造を表示します。 

2. 「レポートと分析」ツリーを展開し、「標準レポート」>「プログラム & ポートフォリオ・レポート」

にアクセスします。Agile PPM 標準レポートは、「プログラム & ポートフォリオ・レポート」フォルダ

のサブフォルダにまとめられます。  

3. 表示するレポートをクリックします。参考のため、利用可能なレポートを次の表に示します。レポート・

パラメータの選択、検索の使用、およびレポート実行の詳細は、『Agile PLM ユーザー・ガイドおよびス

タート・ガイド』を参照してください。 

注意 「完了」または「キャンセル」のプロジェクトに対するレポートは、選択対象に含まれ

ていません。 

 

PPMレポート・ 

フォルダ 

レポート 説明 

プロジェクト・ 

レポート 

プロジェクト・スケジュール 選択されたルート・プロジェクトのすべてのアク

ティビティに関するスケジュール・レポート。 

 プロジェクト・オフトラッ

ク・アクティビティ 

選択されたルート・プロジェクト内の、選択され

たヘルス・ステータスに基づくすべてのアクティ

ビティのレポート。 

 プロジェクト・トップ・ディ

スカッション 

選択されたルート・プロジェクト内の、ユーザー

自身が選択した優先度を持つ、すべてのオープン

状態のディスカッション・レポート。 
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PPMレポート・ 

フォルダ 

レポート 説明 

 プロジェクトのオープン状態

のアクション・アイテム 

選択されたルート・プロジェクトのディスカッ

ションとタスクに関連する、すべてのオープン状

態のアクション・アイテムのレポート。 

 プロジェクトの実際のコスト

対予定コスト 

選択されたプロジェクトの「実際のコスト」と「予

定コスト」のレポート。 

 プロジェクト・ユーザー割当て 選択されたルート・プロジェクト内の選択された

ユーザーの割当てレポート。 

 プロジェクト・ドキュメント 選択されたルート・プロジェクトのすべてのド

キュメントのレポート。 

 プロジェクト成果物ゲート 選択されたルート・プロジェクト内の、すべての

「ゲート」およびその依存タスクと成果物のレ

ポート。 

 基準比較 選択されたプロジェクトの基準比較レポート。 

 すべてのキャンセルされたア

クティビティ 

システムで記録された、すべてのキャンセルされ

たアクティビティのレポート。 

エンド・ユーザー・ 

レポート 

私のディスカッション レポートを実行する際に選択された優先度を持

つ、ユーザー自身が所有するすべてのオープン状

態のディスカッション。 

 私のオープン状態のアクショ

ン・アイテム 

ユーザー自身に割り当てられた、問題点とタスク

に関連するすべてのオープン状態のアクション・

アイテム。 

 ユーザー時間 指定されたユーザーが「実際の時間」を入力した

すべてのプロジェクト。 

 私のドキュメント ユーザー自身が「作成者」または「チェックアウ

ト・ユーザー」であるすべてのドキュメント。 

 私のアクティビティと利用状況  ユーザー自身のすべてのタスク割当て。 

リソース・プール・ 

レポート 

プール・メンバーレポート 選択されたリソース・プールの全リソースのレ

ポート。 

 リソース・プール消費 指定された期間のリソース・プールの消費量レ

ポート。 

 リソース・プール利用状況 すべてのルート・プロジェクトおよびプロジェク

トに対するユーザー自身のタスク割当てに関する

レポート。 

ポートフォリオ・ 

レポート 

ポートフォリオ・ステータス ユーザー自身がアクセスできるすべてのルート・

プロジェクトのステータス・レポート。 

 ポートフォリオ・コスト ユーザー自身がアクセスできるすべてのルート・

プロジェクトのコスト・レポート。 
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PPMレポート・ 

フォルダ 

レポート 説明 

 ポートフォリオ・プログラム

間依存 

外部依存関係を持つすべてのアクティビティのレ

ポート。 

 ポートフォリオ成果物ゲート ルート・プロジェクトのポートフォリオにある、

すべての「ゲート」およびその依存タスクと成果

物のレポート。 

 ポートフォリオ優先度ディス

カッション 

ユーザー自身のプロジェクトのポートフォリオに

ある、すべてのオープン状態のディスカッショ

ン・レポート。 
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第7章  

Microsoft Projectの使用 

この章のトピック 

 作業を開始する前に ......................................................................................................................................... 115 

 インポートした Microsoft Project ファイルの使用 ........................................................................................ 115 

 PPM プロジェクトのオフライン作業 ............................................................................................................. 117 

 Microsoft Project のトラブルシューティング ................................................................................................. 118 

Agile PPM では Microsoft Project との統合がサポートされています。これにより、顧客は Microsoft Project から

PPM へプロジェクトを公表したり、逆に PPM から Microsoft Project へプロジェクトを公表できます。「ページ

1」、「ページ 2」および「ページ 3」の各属性の編集は Microsoft Project でサポートされていないため、最適な

方法は、Microsoft Project のかわりにガント・チャートをオフライン・モードで使用することをお薦めします。  

作業を開始する前に 

 すべてのMicrosoft Projectチーム・メンバーが Agileデータベースに存在していることを確認してください。 

 作業環境に以前使用していた PPM 8.5 や 9.0 がある場合は、8.5 や 9.0 マクロをアンインストールしてくだ

さい。 

 Agile 管理者によって「Microsoft Project」権限が割り当てられていることを確認してください。 

Agile PPM 8.5 や 9.0 マクロをアンインストールする手順は、次のとおりです。 

1. Microsoft Project を開きます。 

2. 「ツール」>「構成内容の変更」>「モジュール」を選択します。 

3. Global.mpt を開き、ファイル取出しと XML マクロを削除します。 
 

インポートした Microsoft Projectファイルの使用 

Microsoft Project のファイル・フォーマットのプロジェクトを Agile PPM へインポートしたり、逆に Agile PPM

のファイル・フォーマットのプロジェクトを Microsoft Project へインポートできます。このセクションでは、必

要条件（Microsoft Projectとの同期やリソースのマッピングなど）とともに、この機能について詳しく説明します。 

Microsoft Project 98 または 2000 プロジェクト・ファイルで作業する場合、プロジェクト・ファイルを適切な

フォーマットに自動的に変換するには、Microsoft Project 2002 または 2003 でファイルを開く必要があります。

詳細は、Microsoft Project メニューの「ヘルプ」>「Microsoft Project ヘルプ」を選択してください。 

Microsoft Projectの同期化の設定 

MSP で Agile メニューの使用を開始するには、Agile PLM から Microsoft Project へ少なくとも 1 回は PPM プロ

ジェクトを起動しておく必要があります。PPM プロジェクトを Microsoft Project へ初めて起動するときに、Agile

プラグインが自動的にインストールされます。  
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次の図は、Microsoft Project メニューの Agile メニュー・アイテムです。 

 

 
 

既存のMicrosoft ProjectファイルからのPPMプロジェクトの作成 

レベル 1 のタスクを 1 つ有する既存の Microsoft Project プランを、Agile PPM プロジェクト・オブジェクトの基

礎として使用できます。（すべてのタスクは 1 つのプロジェクトのもとでロールアップされる必要があります。

PPM はこのプロジェクトをルート・プロジェクト・オブジェクトに変換します。） 

既存のMicrosoft ProjectファイルからPPMプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。 

1. ターゲット・ファイルを Microsoft Project で開きます。 

2. 「Agile」>「Publish to PPM」の順に選択します。Agile PLM 公表ページが開きます。 

または、Microsoft Project ファイルを.xml ファイルとして保存し、このファイルをプロジェクトの公表に使用す

ることもできます。 

.xmlファイルとして保存された既存のMicrosoft ProjectファイルからPPMプロジェクトを作成する手順は、次

のとおりです。 

1. ターゲット・ファイルを Microsoft Project で開きます。 

2. Microsoft Project プロジェクト・メニューで、「ファイル」>「名前を付けて保存」を選択し.xml ファイル

としてプロジェクト・ファイルを保存します。 

3. Agile「ツールおよび設定」メニューへ移動し、「Microsoft Project から公表」を選択します。 

4. 表示されるダイアログで、公表する Microsoft Project .xml ファイルを参照して見つけます。 

5. 「公表」をクリックします。 

重要 PPMでMicrosoft Projectから公表されたプロジェクトのスケジュールを管理する場合は、Webクライ

アントで「スケジュール・エディタ」が「PPM」に設定されていることを確認する必要があります。

「スケジュール・エディタ」はプロジェクトの「一般情報」タブでリセットできます。 
 

リソースのマッピング 

Agile システムに存在しないユーザーまたはユーザー・グループが Microsoft Project ファイルに含まれている場

合は、公表プロセスの実行中に、これらのリソースを既存のユーザーにマップするように求めるプロンプトが

表示されます。  

「マップ・リソース」ダイアログの「ファイル・リソース」カラムに、マップされていないユーザーが一覧表

示されます。「システム・ユーザー」カラムの検索パレットを使用して、これらのリソースをマップする適切

な Agile システム・ユーザーを検索します。「役割の割当て」カラムで、マップされた各ユーザーにオプショ

ンで役割を割り当てることもできます。  

リソースのマッピングが終了したら、「公表」をクリックして公表を完了します。 
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Microsoft ProjectでのPPMプロジェクトの起動 

適切な権限があれば、Microsoft Project で PPM プロジェクトを起動できます。必要な権限の詳細は『Agile PLM

管理者ガイド』を参照してください。  

Microsoft ProjectでPPMプロジェクトを起動する手順は、次のとおりです。 

1. 起動するプロジェクトを開きます。 

2. 「アクション」メニューで、「Microsoft Project」>「読取り専用として起動」または「Microsoft Project」

>「編集モードで起動」を選択します。Microsoft Project が開きます。 

3. ファイルが「新しいプロジェクトとして」実行されるよう指定します。 

4. 「完了」をクリックします。 
 

読取り専用モードと編集モード 

PPM プロジェクトは、読取り専用モードまたは編集モードで起動または保存できます。選択したモードはプロ

ジェクト・データに影響します。 

 読取り専用モード 

「読取り専用として起動」を使用して Microsoft Project で PPM プロジェクトを起動する場合、Agile PPM

のプロジェクト・データを変更せずに、Microsoft Project で PPM プロジェクトを表示、印刷または分析で

きます。Microsoft Project で、目的のアクションの編集、変更または分析を実行できます。Microsoft Project

のファイルは、アクセスするローカルまたはネットワーク・ディレクトリに保存できます。 

ただし、読取り専用として起動プロジェクトを Agile PPM に戻して公表することはできません。読取り専

用として起動すると、PPM プロジェクトはロックされず、「ロック・ユーザー」は空のままで、「スケジュー

ル・エディタ」フィールドは PPM に設定されたままになっています。したがって、別のユーザーは利用

可能な Agile PPM の編集方法（PPM で編集、Microsoft Project で編集（「編集モードで起動」）、または

ガント・チャートで編集）のいずれかを使用して、PPM プロジェクトを変更できます。 

「読取り専用として起動」の使用時に作成した Microsoft Project ファイルは、PPM プロジェクト・ファイ

ルに対して行われたその後の編集や変更によって更新または影響を受けません。 

 編集モード 

「編集モードで起動」を使用して Microsoft Project で PPM プロジェクトを起動する場合、PPM プロジェク

トは他のユーザーが変更できないように自動的にロックされます。ユーザーの名前が「ロック・ユーザー」

フィールドに表示され、「スケジュール・エディタ」フィールドが「Microsoft Project」に設定されます。  

編集モードで起動中のプロジェクトを、公表により Agile PPM に戻すことができます。 

これは、「XML として保存」メニュー・コマンドを使用して PPM プロジェクトを保存した場合にも適用され

ます。 

プロジェクトのロックの詳細は、75ページの「複数のユーザーによる同じタスクの編集」を参照してください。  

PPMプロジェクトのオフライン作業 

ユーザーのコンピュータに Microsoft Project がインストールされていない場合、PPM プロジェクトを XML ファ

イルとしてローカル・ドライブに保存し、オフラインで作業できます。ネットワーク上で Microsoft Project がイ

ンストールされているマシンからこのファイルにアクセスし、オフラインで閲覧または編集してから、オンラ

イン接続した際にこのファイルを PPM へ戻して公表できます。  
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次のいずれかのコマンドを使用して、プロジェクトを XML ファイルとして保存します。 

 XML として保存 - 読取り専用  

 XML として保存 - 編集 

読取り専用モードまたは編集モードを選択する前に考慮の必要がある点については、「読取り専用モード

と編集モード」を参照してください。  

プロジェクトをXMLファイルとして保存する手順は、次のとおりです。 

1. 保存するプロジェクトを開きます。 

2. 「アクション」メニューで、「Microsoft Project」>「XML として保存 - 読取り専用」または「XML と

して保存 - 編集」を選択します。 

3. ファイルをローカル・ドライブにダウンロードします。 

注意 Windows XP で Internet Explorer 7 を使用している場合、ファイル・ダウンロードのデフォルト設定で

は「XML として保存 - 読取り専用」の処理時に履歴レコードが重複する場合があります。このこと

を防止するには、「ツール」>「インターネット・オプション」>「信頼済サイト」>「サイト」で、

Web クライアント URL が追加されていることを確認してください。「レベルのカスタマイズ」設定

で、「ファイルのダウンロード時に自動的にダイアログを表示」の「有効にする」を選択します。 

 

Microsoft Projectのトラブルシューティング 

Microsoft Project の同期化が作動しない場合、Agile PPM メニューを再インストールする必要があります。この

ためには、既存の Agile メニューを次の方法で手動削除する必要があります。 

Microsoft ProjectのアクティブなCOMアドイン・リストを表示する手順は、次のとおりです。 

1. 「ツール」>「カスタマイズ」>「ツールバー」にアクセスします。「カスタマイズ」ウィンドウが開きます。 

2. 「コマンド」タブで、左のリストから「ツール」を選択します。 

3. 右側のリストで「COM アドイン」を探します。 

4. 「COM アドイン」をリストからメニュー・バーへドラッグしてドロップします。 

5. 「カスタマイズ」ウィンドウを閉じます。 

6. 先ほど追加した「COM アドイン」メニューをクリックします。インストールされているすべてのアドイ

ンのリストが表示されます。 

Microsoft Projectから手動でCOMアドインをアンインストールする手順は、次のとおりです。 

1. 「COM アドイン」メニューをクリックし、COM アドインのリストを表示します。 

2. アンインストールするアドインを選択します。 

3. 「削除」ボタンをクリックし、選択されたアドインをアンインストールします。 

統合に際して発生する可能性のあるその他の事項 

 リソース割当ての分割タスク 

 実際の日付と予定日の使用 

 カスタマイズ・カレンダと作業日 

 「必ず完了」などの制約タイプは、Microsoft Project から公表された後は、Agile システムで維持されませ

ん。このため、Microsoft Project へプランを戻すと、初期の Microsoft Project プランとは異なる日程が生じ

ます。 



 第 7章: Microsoft Projectの使用 

 

 

 119  

 
 

 Microsoft Project では、期間を時間で指定できます。PPM では、期間の最低単位は 1 日になります。このた

め、1 日に満たないタスクを頻繁に使用する場合、正確性の問題が生じます。 

 Agile PPM プロジェクト名は、Microsoft Project のアウトライン・レベル 1 に存在する必要があります。す

べての Agile PPM サブタスク、フェーズおよびゲートは、Microsoft Project のレベル 1 の下位にインデント

する必要があります。 

 Microsoft Project では、ユーザーのプロジェクトの各リソースに、該当するタスクの「リソース」タブで一

定の割当て率を設定する必要がありますこのフィールドに入力可能な最大値は、Java クライアントで設定

します。デフォルト設定は「400」です。設定されている最大値を超える値を入力すると、PPM への公表

時にエラーが発生します。必要に応じ、割当て率の最大値は Java クライアントでリセットできます（「チー

ム」属性）。  

注意 Microsoft Project のアウトライン番号は Agile PPM にインポートされません。 

 

Microsoft Projectでのオブジェクトの削除 

Microsoft Project 機能を使用して、Microsoft Project でプロジェクト、フェーズまたはタスクを削除できます。 

Microsoft Project で行った変更で Agile PPM を更新すると、Agile PPM は割り当てた「削除」権限をチェックし

て Agile PPM でプロジェクト、プログラム、フェーズまたはゲートの削除を許可されていることを確認します。

Agile PPM での削除を許可されていないアクティビティを Microsoft Project で削除した場合、Microsoft Project

での変更のいずれも Agile データベースに書き込まれず、適切な権限がないことを告げるエラー・メッセージ

が表示されます。 

注意 適切な「削除」権限がないために PPM の公表に失敗した場合、Microsoft Project の元のプロジェクト・

ツリーに戻ることはできません。ただし、Agile PPM に戻り、Microsoft Project を再び起動すること

はできます。 

Agile PPM で特定のタイプの PPM オブジェクトを削除できない場合は、Microsoft Project でも削除できません。

また、Agile データベースも更新できません。 

PPMへのMicrosoft Project作業値の転送 

Microsoft Project から PPM プロジェクトへの作業値の正確なマッピングを実行するためには、一定のデータ処

理が必要です。 

 作業日数 : Agile PPM では、作業日数は常に割当て率（%）と期間に基づいて計算されます。Microsoft Project

とは異なり、Agile PPM は作業日数を作成するために、リソースおよびリソース・プールへの割当てを必

要とします。リソースまたはリソース・プールが割り当てられていない作業データ値が Microsoft Project

からのタスク公表時に失われないようにするため、Agile 管理者は一般的なリソース・プールを設定および

定義し、作業日数値を保存しておくことができます。Agile 管理者が一般的なリソース・プールを定義した

場合、これらの状況を満たすタスクには、「チーム」タブでこれらに関連付けられた一般的なリソース・

プールがあることがわかります。 

 カスタム・サブクラス : PPM プロジェクト用に Microsoft Project で新しいタスクを作成する場合、Java ク

ライアントで指定したカスタム・サブクラス値によって、「テキスト 29」カラムのデフォルトのサブクラ

ス値を上書きできます。 

 「ページ 2」属性 : 「ページ 2」属性の正しいマッピングのため、Agile が提供する MSP/Agile PPM マッピ

ング・ファイル（Agile サーバーの MSPSyncMapping.properties）で適切な値を編集する必要があります。

「ページ 3」の属性はマップできません。 
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 浮動小数点値 : リリース 9.3.1 以上の PPM では、プロジェクトの期間とリソース割当てで浮動小数点値が

サポートされています。200.25、100.35 など、浮動小数点値の割当てのリソースを追加できます。このよ

うなプロジェクトを Microsoft Project で起動して PPM に再度公表すると、値にわずかな差異が確認される

場合があります。これは、Microsoft Project で浮動小数点値がサポートされていないためです。 

注意 「テキスト 30」カラムのデータは変更しないでください。このデータを変更すると、同期化プロセ

スに影響を及ぼし、エラーの原因となる恐れがあります。 

これらの点の詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』の Product Portfolio Management 設定に関するトピックを参

照してください。 

注意 エラーなしでマッピングを実行するため、Microsoft Project では、リソースの割当て率の値は「0」と「400」

の間である必要があります。PPMでは、このフィールドのデフォルトの最大値は「400」です。この値

を超える値を指定する場合は、必要に応じて Javaクライアントの「チーム」属性でこのデフォルト設

定を変更できます。属性の変更の詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 
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第8章  

RMWプロジェクトの使用 

この章のトピック 

 PPM と RMW でのデータの同期 ..................................................................................................................... 121 

PPM と RMW を統合すると、PPM プロジェクト管理の機能を使用して Active Pharmaceutical Ingredients (API)開

発を追跡および管理できます。PPM で、RMW プロジェクトとワーク要求の作成および管理が可能です。 

ワーク要求は、PPM のタスクと同様に処理され、適切なプロジェクトでグループ化できます。107ページの「ス

テータスの追跡」で説明されているように、進行状況の追跡は、標準の PPM ステータス追跡機能を使用して実

行されます。 

この統合によって、PPM で次の処理を実行できます。 

 RMWプロジェクトとワーク要求を作成 

PPM のプロジェクト、フェーズまたはタスクを作成するときと同様に、RMW のプロジェクトまたはワー

ク要求を作成できます。（71ページの「プロジェクトの作成」を参照してください。）RMW 管理者の役

割を割り当てられている場合には、RMW プロジェクトの作成後、ワーク要求を作成して RMW プロジェ

クトに追加できます。正常に統合されるようにするには、ワーク要求をレシピに関連付ける必要があります。 

 RMWのレシピをコンテンツとして PPM のワーク要求に追加 

「コンテンツ」タブの「追加」>「検索」オプションを使用すると、ワーク要求に関連付けられたレシピ

を追加できます。ワーク要求に追加できるのは、承認され、RMW で公表の準備完了に設定されているレ

シピのみです。 

 PPM と RMWの間で RMW データを同期 

PPM で作成したワーク要求は RMW に表示され、RMW で更新できます。RMW でワーク要求に対して実

行された更新は、PPM に自動的に同期されます。PPM で行った更新は、RMW に手動で同期する必要があ

ります。 

RMW でワーク要求を処理すると、次のイベントがトリガーされます。 

 レシピは XML または PDF 形式で PPM に公表されます。 

 ワーク要求の「BOM」タブにサンプル（結果）がある場合、それらも PPM に公表されます。 

 PPM で、RMW プロジェクトまたはワーク要求のステータスが「進行中」から「完了」に変わります。 

 

 
 

PPMと RMWでのデータの同期 

RMW への PPM 同期機能を利用すると、2 つのソリューション間でデータを同期できます。 

RMWで入力された最新のデータを使用して、PPMでRMWプロジェクトまたはワーク要求を更新する手順は、

次のとおりです。 

1. PPM で、RMW プロジェクトまたはワーク要求を開きます。 

2. 「アクション」メニューで、RMWへの PPM 同期を選択します。 
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プロジェクト階層が正常に統合されましたという確認メッセージが表示されます。「一般情報」タブの最後の

3 つのフィールドで、統合の詳細も確認できます。プロジェクト・データが更新されて、現在の情報が表示さ

れます。 
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第9章  

インポートおよびエクスポート 

この章のトピック 

 データのインポート ......................................................................................................................................... 123 

 プロジェクトおよびプロジェクト・コンテンツのインポート .................................................................. 125 

 データのエクスポート ..................................................................................................................................... 128 

Agile PLM には、インポート・ウィザードおよびエクスポート・ウィザードを使用した、PLM データのインポー

ト機能またはエクスポート機能が備えられています。Agile データをインポートまたはエクスポートするには、

適切な権限が必要です。 

Agile PLMでのデータのインポートおよびエクスポートの一般的な詳細は、『Agile PLMインポート/エクスポー

ト・ガイド』を参照してください。このガイドで説明されていない権限について質問がある場合は、Agile PLM

管理者に問い合せるか、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 
 

データのインポート 

インポート・ウィザードを使用すると、大容量ファイル（プロダクト・コンテンツ）を他のフォーマットから

Agile PPM に追加および更新できます。インポートによって、Agile 環境でビジネス・プロセスを開始するため

に必要なレガシーデータを取り込めるだけでなく、プロダクト・コンテンツを定期的に更新することもできま

す。インポートのプロセスを適切に実装することで、Agile ソリューションから一層高い価値を引き出すことが

可能になります。 

ユーザーは、大容量データ・ソース・ファイルを作成し、この章で説明するインポート手順を通じて Agile へ

一括して迅速にアップロードできます。インポートの前に、インポートの条件を指定するプリファレンスを設

定できます。 

インポート・ウィザードを使用すると、次のオブジェクトを Agile PPM にインポートできます。 

 プロジェクトおよびプロジェクト・コンテンツ（「ディスカッション」や「アクション・アイテム」など） 

 ユーザー・グループ  

 ユーザー 

注意 ディスカッションおよびアクション・アイテムは作成できるのみで、更新はできません。

既存データの更新や変更はできません。 
 

作業を開始する前に 

ソース・ファイルから Agile PPM へデータをインポートする前に、次の事項を確認します。 

 適切な Agile PPM ユーザー・ライセンスと権限があることを確認します。Agile データをインポートする

には、インポートする Agile オブジェクトの各タイプについて、「作成」、「ディスカバリ」、「読取り」、

「変更」および「インポート」の権限が必要です。また、Java クライアントで「インポート」権限のオプ

ションを有効化しておく必要があります。権限について質問がある場合は、Agile 管理者に問い合せるか、

『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。インポートを開始するには、「私のユーザー・プロファ

イル」の役割、「読取り（ユーザー）」権限および「インポート」権限が必要です。 

 各フィールドの仕様を理解していることを確認します。いくつかのフィールドは必須のため、インポート・
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ウィザードでマッピングする必要があります。フィールドにはデータ・タイプが定義されています。これ

は、データをどのようにフォーマットするか、および最大長をどのくらいにするかを決定するもので、Agile 

PPM システムによってインポート時に検証されます。これらはインポート・ウィザードのプリファレンス

で設定します。 

 データのファイル・フォーマットが正しいことを確認します。テキスト・ファイルからデータをインポー

トする場合は、ソース・データをチェックし、サポートしているファイル・フォーマットかどうか、また

インポート・プリファレンスの設定に一致しているかどうかを確認します。詳細は、「サポートされてい

るファイル・フォーマット」を参照してください。aXML ファイルを作成するには、Agile Content Service

（ACS）、Agile Integration Services（AIS）、または「エクスポート」コマンドで aXML ファイルを作成す

る方法を使用します。aXML ファイルは、Internet Explorer など任意の XML ビューアで表示できます。 

 Agile PPM システムに十分なハードディスク容量があることを確認します。大容量データ・ファイルのイ

ンポートまたはエクスポート・ウィザードから aXML ファイルを作成するため、システムに十分なハード

ディスク容量があることを確認します。 
 

インポート設定の永続化 

Web クライアントでインポート・ウィザードを使用する場合、セッションを継続するかぎりデータは保持され

ます。保持される設定には次のものがあります。 

 インポート・プリファレンス設定 

 ソース・ファイル設定 

 インポートするために選択されたコンテンツ 

 選択されたマッピング・ファイル 

 選択された変換ファイル 

 選択された変更番号 

異なるソース・ファイルを選択すると、選択したコンテンツ、マッピング・ファイルおよび変換ファイルはリ

セットされます。 

大容量データ・ファイルのインポート 

大容量のファイルをインポートする前にログ変換プリファレンスのチェックボックスの選択を解除しておくこ

とで、結果をより早く取得できます。大容量のデータを 1 回のインポート・セッションでインポートする場合、

システムの使用率が低い就業時間外に行う必要があります。インポート・セッションが完了したら、ログ・ファ

イルをブラウザで表示したり、それをファイルに保存したりできます。 

詳細は、『インポート/エクスポート・ガイド』を参照してください。 

サポートされているファイル・フォーマット 

データは、複数のファイル・フォーマットでインポートおよびエクスポートできます。サポートしているファ

イル・フォーマットは次のとおりです。 

使用ファイル・タイプ 説明 インポート対象 

区切り文字テキスト・ 

ファイル（.dtf） 

標準的なフラット・テキスト・ファイル。デー

タの各フィールドがカンマやタブなどの特殊

文字で区切られます。 

すべてのオブジェクト 
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使用ファイル・タイプ 説明 インポート対象 

Excel ワークブック

（.txt、.csv、.xls） 

Microsoft Excel のワークブック・ファイル。イ

ンポート・ウィザードは、Microsoft Excel 2000、

2002、2003 および Win XP で作成したファイ

ルをサポートします。 

ユーザー、ユーザー・グルー

プ、ルート・プロジェクト、

アクション・アイテム 

Agile XML（.axml） Agile が独自に開発した XML 形式（PDX では

サポートされないデータを含みます）。 

ユーザー、ユーザー・グルー

プ、ディスカッション 

Microsoft Project エクス

ポート・ファイル（.xml） 

Microsoft Project からエクスポートされた、

Agile にインポートするための XML データ。

このフォーマットの詳細は、『Agileインポート/

エクスポート・ガイド』を参照してください。 

Microsoft Project で作成さ

れたプロジェクトおよびプ

ロジェクト・オブジェクト 

  
 

データ変換 

Agile システムと互換性を持たせるには、データをインポートする前にいくつかのフィールドの値を変換する必

要があります。この変換は変換定義ファイルを使用して実行します。変換定義ファイルは、特に PDX や aXML

パッケージのデータをインポートする際に便利です。通常、PDX や aXML パッケージは読取り専用です。また、

アーカイブ・ファイルに含まれている値は変更できません。PDX や aXML パッケージにデータの不整合がある

場合、変換ファイルを使用して修正する必要があります。 

変換定義ファイルは、カンマ区切りのテキスト・ファイルです。オプションでファイルのテキスト文字列を二

重引用符（"）を使用して修飾できます。ファイルにはインポート・データの変換に必要なフィールドを必ず含

めるようにします。 

インポート・ウィザードでは、Agile Product Cost Management または Agile Product Collaboration の以前のリリー

スで作成された変換定義ファイルはサポートされません。 

データのインポート処理で、変換定義ファイルはオプションです。ソース・データを修正する必要がない場合

は、インポート・ウィザードでデータ変換の手順を省略できます。変換定義ファイルの手順は、他のツールで

は修正できない aXML データの場合にのみ使用します。 

プロジェクトおよびプロジェクト・コンテンツのイン

ポート 

インポート機能を起動するには、「ツールおよび設定」>「インポート」を選択します。「インポート・ウィザー

ド」が開き、インポート手順をすべてガイドします。インポートは次の順序で実行します。 

1. インポート・プリファレンスを定義します。 

2. インポートするソース・ファイルを選択し、ファイル・タイプを指定します。 

3. インポート可能なコンテンツのリストからコンテンツを選択します。 

4. インポートしたデータを格納するために、ソース・フィールドをターゲット・ソリューション・フィール

ドにマッピングします。 

5. ソース・フィールドのデータを Agile フォーマットに変換します。 

6. 入力した情報を確認し、インポートを開始します。 

インポート・ログにプロセスが記録されます。また、結果およびエラーもログに記録されます。 

インポートの各手順については、後続のセクションで詳しく説明します。 
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インポート・プリファレンスの設定 

プリファレンスを設定することで、インポートを実行する複数の異なる条件を設定できます。インポート・ウィ

ザードには、いくつかのプリファレンスの設定が含まれており、ウィザードの任意の手順で設定できます。こ

れらの設定は現在の Agile PLM クライアント・セッションの間は保持されますが、各ユーザーのプロファイル

に永続的には保存されません。 

注意 これらの設定はオプションのため、プリファレンスを設定しなくてもインポートは完了できます。 

インポート・プリファレンスを設定する手順は、次のとおりです。 

1. インポート・ウィザードの左下端の「プリファレンス」ボタンをクリックします。「インポート・プリファ

レンス」ウィンドウが表示されます。 

2. リストから次のいずれかを選択します。 

 パースと検証オプション 

 ビジネス・ルール・オプション 

 デフォルト・タイプ 

 自動採番ソース 

ユーザーが選択したオプションに合わせ、ウィザードにはユーザーが定義できる値のリストが表示されま

す。定義した各設定の影響の詳細は、『Agile インポート/エクスポート・ガイド』を参照してください。 

3. プリファレンスの設定を選択し、「OK」をクリックします。 
 

ファイル選択 

インポート・ウィザードのファイル選択の手順を使用すると、インポートするソース・ファイルを選択し、イ

ンポート用に設定できます。 

インポートするソース・ファイルを選択する手順は、次のとおりです。 

1. 「インポート・ファイル」フィールドで、「参照」をクリックしてローカル・ドライブからファイルを選

択します。選択するファイルがサポートされているいずれかのフォーマットであることを確認します。選

択したファイルのフォーマットに応じて、追加設定フィールドが表示されます。 

2. 次の表に従って、インポートに適切なオプションを選択します。  

フィールド名 アクション 

テンプレート・タイプ インポート・ファイルのテンプレート・タイプを選択します。 

ワークシート選択  

（Excel ファイルの場合） 

単一のファイルに複数のシートが含まれている Excel ファイルです。

複数のシートがある場合、ここでシート番号を指定できます。 

フィールド区切り文字 ファイル内の数字またはテキストを区切る、適切なフィールド区切り

文字を選択します。 

テキスト修飾子 データを数字ではなく、テキストとして修飾する記号を選択します。 

ヘッダー行の位置 ヘッダー行として使用するテキストを含んだワークシート内の行番

号を指定します。 
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フィールド名 アクション 

最後の行の位置 データをインポートする最後の行となる、ワークシート内の行番号を

指定します。 

複数のオブジェクト・タイプを有している表形式のファイルをイン

ポートする場合に使用できます。インポートでは、指定されたヘッ

ダー行と最後の行に基づいて、指定のデータのみがロードされます。 

インポート・シートが長大で、すべてのコンテンツはインポートしな

い場合にも使用できます。 

ファイル・エンコード ファイル・エンコードを指定します。 

3. 「次へ」をクリックします。 
 

ファイル・コンテンツの指定 

インポート・ウィザードの 3 番目の手順を使用すると、次のことを実行できます。 

 インポートするオブジェクトを指定します。 

 使用するマッピング方法およびデータ変換方法を選択します。 

インポートするプロジェクト・コンテンツを選択する手順は、次のとおりです。 

1. 「プロジェクト」をクリックして、利用可能なオプションを表示します。  

2. インポートするコンテンツ・オブジェクトを選択します。一度に選択できるオブジェクトは 1つのみです。 

3. 「次へ」をクリックして次の手順に進みます。 

マッピング方法および変換方法を選択する手順は、次のとおりです。 

1. 「データ・マッピング」で、次のいずれかのオプションを選択し、マッピング仕様を定義します。 

 次のステップで属性マッピングを定義: 各フィールドを手作業でマッピングする場合、このオプショ

ンを選択します。  

 保存されたマッピング・ファイルを使用: インポートするファイルに対応した既存のマッピング・

ファイルがすでにある場合、このオプションを選択します。次に、「参照」をクリックし、ディレク

トリに保存されているマッピング・ファイルを探して選択します。 

2. 「データ変換」で、次のいずれかのオプションを選択し、変換仕様を定義します。 

 いかなる変換も行わない。: aXML ファイルをインポートするのではない場合は、このオプションを

選択します。 

 保存された変換ファイルを使用: aXML ファイルをインポートする場合は、このオプションを選択し

ます。次に、「参照」をクリックし、ユーザーのディレクトリから変換定義ファイルを選択します。

必要に応じて、Agile に組み込まれている変換テンプレートを使用することもできます。変換テンプ

レートを使用するには、「変換テンプレートのダウンロード」をクリックします。ファイルをコン

ピュータに保存してから、そのファイルを選択してインポートで使用します。 

注意 インポート・セッションで発生するすべての変換は、インポート・ログ・ファイルに記

録されます。詳細は、125ページの「データ変換」を参照してください。 

3. 「次へ」をクリックして次の手順に進みます。 
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属性マッピングの指定 

ソース・データのフィールドを Agile フィールドにマッピングできます。左カラム（インポート・フィールド）

に、インポート・ソース・ファイルのヘッダー行のフィールドが一覧表示されます。インポート可能なデータ・

フィールドが、「アクティビティ」および「ゲート」として分類された右カラム（Agile フィールド）に表示さ

れます。マッピングするフィールドのみがインポートされます。残りのデータは含まれません。 

ソース・フィールドからAgileフィールドへマッピングする手順は、次のとおりです。 

1. 「すべて展開」をクリックし、Agile フィールドに一覧されているすべてのフィールドを表示させます。

プロジェクトの作成に必要なフィールドが太字で表示されます。必須フィールドは緑色で表示されます。 

2. 左カラムのフィールドをシングルクリックして選択します。右カラムで対応する Agile フィールドをク

リックして、マッピングを作成します。マッピングされたフィールドが、参照用に Agile フィールドの横

に表示されます。  

3. フィールドごとにマッピングを続行します。必ず、すべての必須フィールドをマッピングしてください。 

同じインポート・フィールドを複数回マッピングすると、「複数」という単語がフィールドの横に表示さ

れます。適切でないマッピングを削除するには、フィールド名の横にある「x」記号をクリックします。 

4. ソース・フィールドの Agile フィールドへのマッピングが完了したら、このマッピング・ファイルを将来

使用できるように保存できます。保存するには、「名前を付けて保存」をクリックして、このファイルを

ローカル・ドライブに保存します。 

5. インポート設定を確認するには、「次」をクリックします。 
 

インポート設定の確認およびインポートの開始 

インポート・ウィザードの最後の手順を使用すると、指定したインポート設定のすべてを確認し、必要に応じ

て戻って変更できます。  

1. データが適切であるかどうかを確認するには、「検証」をクリックします。 

2. インポートを開始するには、「インポート」をクリックします。ソース・データが Agile PPM にインポー

トされます。処理をキャンセルするには、「キャンセル」をクリックします。 

インポート・ログにインポート・アクションの結果およびエラー・メッセージが表示されます。インポー

ト・エラーの記録を保持するには、「ログを保存」をクリックします。 

3. Agile Web クライアントに戻るには、「閉じる」をクリックします。 
 

データのエクスポート 

エクスポート・ウィザードでは、プロジェクトおよびその他オブジェクトを Agile PLM から Microsoft Excel ワー

クシート、カンマ区切りテキスト、PDX パッケージ、aXML パッケージなどのフォーマットへ抽出し、顧客や

ベンダーへ配布できます。 

Agile PPM から、次のタイプのオブジェクトをエクスポートできます。 

 ディスカッション 

 ルート・プロジェクト 

 ユーザーおよびユーザー・グループ 

プロジェクトをエクスポートし、「ページ 1」、「ページ 2」、「ページ 3」の各フィールドを変更してから

Agile へインポートで戻すことができます。 
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Agile Webクライアントでエクスポート・ウィザードを起動する手順は、次のとおりです。 

1. エクスポートするオブジェクトを開きます。 

2. 「ツールおよび設定」>「エクスポート」の順に選択します。 

Agile Javaクライアントでエクスポート・ウィザードを起動する手順は、次のとおりです。 

1. エクスポートするルート・プロジェクトを開きます。 

2. 「アクション」>「エクスポート」を選択します。 

3. エクスポート可能なオブジェクトを検索し、「検索結果」ページで 1つ以上のオブジェクトを選択します。 

4. 「ツール」>「エクスポート」の順に選択します。 

プロジェクトまたはPPMオブジェクトをエクスポートする手順は、次のとおりです。 

1. 抽出するオブジェクトの選択ページの「フォーマット」ドロップダウン・リストで、データをエクスポー

トするフォーマットを選択します。 

2. 「拠点」フィールドで拠点を選択します。すべての拠点のデータをエクスポートするには、「すべて」を

選択します。 

注意 「拠点」フィールドは、Agile システムに拠点のサーバー・ライセンスがある場合にのみ

利用できます。 

3. エクスポートするプロジェクトまたは他の Agile オブジェクトを指定するには、「追加」をクリックしま

す。「オブジェクトの追加」ダイアログが開き、オブジェクトを検索して特定できます。 

4. エクスポートするオブジェクトを選択して、「次」をクリックします。 

5. ここで、エクスポート用のフィルタ条件を次のように指定できます。 

a. 独自のフィルタ条件を定義するには、「カスタム・フィルタの作成」オプションを選択して「次」を

クリックします。次に、エクスポートするコンテンツに対する個別のタブを選択するか、すべてのコ

ンテンツをエクスポートするには「すべて選択」を選択します。「次」をクリックして続行します。 

b. 選択したオブジェクトごとに事前定義済フィルタを使用するには、「事前定義済フィルタの使用」オ

プションを選択します。オブジェクトごとにドロップダウン・リストから目的のフィルタを選択しま

す。各フィルタの詳細を確認するには、フィルタを選択して「詳細」をクリックします。選択したら、

「次」をクリックします。 

6. 次の手順で、参照用にエクスポート・ヘッダー情報を入力します。  

7. エクスポートを完了するには、「エクスポート」をクリックします。プロンプトが表示されたら、エクス

ポート・データを保存するディレクトリまたは場所を指定します。 

エクスポートが完了したことを示す確認ダイアログが表示されます。エラーがある場合にはエラー・ログ

が表示されます。 

注意 エクスポート操作で考慮されるのは、基本クラス・レベルの属性設定のみです。サブクラスのレベ

ルで属性を有効または無効にしていても、エクスポート中にこれらの設定は維持されません。 
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第10章  

Product Portfolio Managementの設定 

この章のトピック 

 Agile Java クライアントでの管理 .................................................................................................................... 131 

 Agile Web クライアントでの管理 ................................................................................................................... 152 

高度に設定可能な Agile PLM によって、管理者は様々な Agile オブジェクトの表示や動作をビジネス・ニーズ

に合うよう柔軟に決定できます。Agile Java クライアントおよび Agile Web クライアントの両方で設定オプショ

ンを利用できます。 

Agile Javaクライアントでの管理 

Agile Java クライアントの管理機能によって、業務内容に合うように Agile PLM を設定して適応させることがで

きます。管理者ノードを使用すると、ユーザーを管理して Agile PLM の局面を自社の要件に合うように調整で

きます。 

すべての Agile PLM 管理タスクの実行方法の詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。Product 

Portfolio Management に必要な一部の設定については、このガイドで説明します。このガイドで説明する PPM

設定タスクを実行するには、Agile オブジェクトの管理についてよく理解している必要があります。 

Product Portfolio Management設定チェックリスト 

次のチェックリストを使用して、Product Portfolio Management の Agile PLM サーバーを設定します。これらの

設定タスクの実行方法の詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 

 プロジェクト・クラスの設定: ビジネス要件に応じて、基本クラスおよびクラス名を変更します。「ペー

ジ 2」タブおよび属性を有効/無効にしたり、名前を変更します。 

 プロジェクト・クラスのサブクラスの設定: 「ページ 3」タブおよび属性を設定します。新しい自動採番を

作成したり、事前定義された自動採番を変更します。 

 リストのカスタマイズ: 新しいリストを作成したり、事前定義されたリストを変更して、ユーザーの選択

した属性を表示します。 

 条件の設定: ワークフローおよびアクセス・コントロールを決定する条件を定義します。 

 ワークフローの設定: ビジネス・プロセスを容易にするために必要なワークフローを定義します。 

 ユーザーの定義: プロジェクトに参加するユーザーやリソース・プール（ユーザー・グループ）を定義します。 

 役割および権限の設定: これらのユーザーに適切な役割（「プログラム・マネージャ」、「プログラム・

チーム・メンバー」、「プログラム管理者」など）を割り当てます。事前定義された役割に割り当てられ

ている権限を確認し、必要に応じて変更します。 

 スマートルールの設定: MSP 統合、タイム・シート・エントリ、完了済プロジェクトへのアクティビティ

追加、コメントに関連するスマートルール、およびワークフローに関連するその他のスマートルールが適

切に設定されていることを確認します。 

 通知の設定: 事前定義された通知設定を設定するか、新しい通知を作成します。 
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 「私の割当て」の設定: 「私の割当て」タブに表示される属性を定義します。必要に応じて、属性を有効/

無効にしたり、名前を変更します。 

 組織のプロファイルの定義: 組織の名前、住所、電話番号、URL および会社通貨を指定します。  

 通貨換算レートの定義: 通貨換算レートが実際のプロジェクト・コストを反映していることを確認します。 

 ダッシュボードの設定: ダッシュボードに表示するタブやテーブルを定義します。 

 ステータス・インジケータの設定: 「スケジュール」、「コスト」、「品質」および「リソース」のステー

タス追跡のステータス属性を定義します。 

 デフォルトの役割の設定: ユーザーにタスクが委任されるか、または Microsoft Project が Agile PPM へ公表

される場合に、ユーザーに自動的に割り当てる Agile PLM 役割を指定します。 

 プロジェクトの「クイック・ビュー」の設定: プロジェクト・オブジェクトの詳細を表示する「クイック・

ビュー」ダイアログの表示を設定します。ユーザー・アクションを利用するために表示するフィールド・

ボタンおよびアクション・ボタンを定義します。 

 イベントの設定: 事前定義されたイベント中またはその前後に発生するカスタム・アクションを定義します。 

 タスク設定のセットアップ: プロジェクト固有のバックグラウンド・タスクの実行をスケジュールします。 
 

データ設定に関する注意事項 

次のセクションでは、Agile PLM のクラスおよびサブクラスを設定するときに、注意する必要がある情報につ

いて説明します。 

成果物のオブジェクト・クラス 

ユーザーが成果物として指定できるオブジェクトは、次の複数の要因によって決まります。 

 適切な Agile ソリューションがユーザーの拠点にインストールされているかどうか。たとえば、「デクラ

レーション」を選択するには、Agile PG&C がユーザーの拠点にインストールされている必要があります。 

 オブジェクトに対する適切なディスカバリ/読取り権限があるかどうか。 

 

クラス イベント目標 

属性 

注意 「成果物」 

タブ・テーブル 

追加方法 

アイテム基

本クラス 

ライフサイクル Agile 管理者の「クラス」ノー

ドの「ライフサイクル・フェー

ズ」タブで定義されています。 

Agile変更プロセスによって制

御されます。 

影響元 

 

検索 

新規作成 

変更基本ク

ラス 

ワークフロー.ス

テータス 

ターゲット・ステータス・リ

ストは、指定したオブジェク

トに対して選択されたワーク

フローに依存します。 

影響元   

影響先 

 

検索 

新規作成 

製造元部品

クラス 

ライフサイクル Agile 管理者の「クラス」ノー

ドの「ライフサイクル・フェー

ズ」タブで定義されています。 

Agile変更プロセスによって制

御されません。 

影響元 

 

検索 

新規作成 
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クラス イベント目標 

属性 

注意 「成果物」 

タブ・テーブル 

追加方法 

製造元クラ

ス 

ライフサイクル Agile 管理者の「クラス」ノー

ドの「ライフサイクル・フェー

ズ」タブで定義されています。 

Agile変更プロセスによって制

御されません。 

影響元 

 

検索 

新規作成 

ファイル・

フォルダ基

本クラス 

ライフサイクル Agile 管理者の「クラス」ノー

ドの「ライフサイクル・フェー

ズ」タブで定義されています。 

Agile変更プロセスによって制

御されません。 

影響元 

 

検索 

新規作成 

製品サービ

ス依頼(PSR)

基本クラス 

ワークフロー.ス

テータス 

ターゲット・ステータス・リ

ストは、指定したオブジェク

トに対して選択されたワーク

フローに依存します。 

影響元   

影響先 

 

検索 

新規作成 

品質変更要

求基本クラ

ス 

ワークフロー.ス

テータス 

ターゲット・ステータスは、

指定したオブジェクトに対し

て選択されたワークフローに

依存します。 

影響元   

影響先 

 

検索 

新規作成 

 
 

「計算」属性の有効化 

デフォルトで、すべてのコストが計算されます。ただし、「一般情報」タブの「計算」属性を有効化すると、

エンド・ユーザーは計算されたコストを使用するか、またはユーザー自身が入力するコスト値を使用するかを

選択できます。「計算」属性ははい/いいえ選択リストを使用するリスト・タイプの属性です。「計算」属性が

無効（非表示）にされていると、デフォルト設定は「はい」（計算）となります。110ページの「合計コストの

決定方法」も参照してください。 

「人件費」を除いて、次の表に示す各コスト・フィールドには関連付けられる「計算」属性があります。すべ

ての「計算」属性を有効化するか、または使用する「計算」属性のみを有効化できます。 

「計算」属性が表示されており、エンド・ユーザーに属性を変更する権限がある場合、そのユーザーは「はい」

または「いいえ」を選択できます。 

 はい: 現在のアクティビティのコストをその親アクティビティにロールアップする場合に、現在のアク

ティビティの子の計算されたコストを使用します。 

 いいえ: 現在のアクティビティのコストをその親アクティビティにロールアップする場合に、計算された

コストではなく、コスト・フィールドに入力されたコストを使用します。この場合、ロールアップは行わ

れません。かわりに、親アクティビティに対して指定された値に基づいてコストが計算されます。 

「計算」属性を使用するには、次のことを実行する必要があります。 

 オブジェクトの「一般情報」タブの適切な「計算」属性を有効化します。（「設定」>「データ設定」>「ク

ラス」） 

 「計算」属性を権限マスクの「適用先」プロパティに追加して、適切な「変更」権限マスクを編集します。

（「設定」>「ユーザー設定」>「権限」>「変更」） 

たとえば、「アクティビティ」の「一般情報」タブにある「資産コストの計算 - 予算」に対してはい/い

いえ選択リストを使用するには、ユーザーが、「アクティビティ」に対する「変更」権限マスク（「アク

ティビティ.一般情報.資産コストの計算 - 予算」など）を「適用先」プロパティで付与されている必要が
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あります。 

次の表に、コスト属性、それらに関連する「計算」属性および「変更」権限マスク属性（「変更」権限マスク

の「適用先」プロパティに追加されている必要があります）を示します。 

「一般情報」タブの 

「コスト」属性 

関連する「一般情報」タブの 

「計算」属性の有効化 

適切な「変更」権限マスクの 

「適用先」プロパティへの追加 

実際の人件費 「実際の人件費」および「予定され

た人件費」は常に計算されます。 

「完成までの予測人件費」は「一般

情報」タブで編集できますが、計算

されません。 

「計算」属性は人件費に対しては指

定されません。 

（該当なし） 

 

予定された人件費 

完成までの予測人件費 

 

実際の資本コスト 資産コストの計算 - 実際 <オブジェクト>.一般情報.資産コストの

計算 - 実際 

予定された資本コス

ト 

資産コストの計算 - 予算 <オブジェクト>.一般情報.資産コストの

計算 - 予算 

完成までの資本コスト 資産コストの計算 - EAC <オブジェクト>.一般情報.資産コストの

計算 - EAC 

 

実際の固定コスト 固定コストの計算 - 実際 <オブジェクト>.一般情報.固定コストの

計算 - 実際 

予定された固定コスト 固定コストの計算 - 予算 <オブジェクト>.一般情報.固定コストの

計算 - 予算 

完成までの予測固定費 固定コストの計算 - EAC <オブジェクト>.一般情報.固定コストの

計算 - EAC 

 

実際のユーザー設定

コスト 

ユーザー設定コストの計算 - 実際 <オブジェクト>.一般情報.ユーザー設定

コストの計算 - 実際 

予定されたユーザー

設定コスト 

ユーザー設定コストの計算 - 予算 <オブジェクト>.一般情報.ユーザー設定

コストの計算 - 予算 

完成までの予測ユー

ザー設定コスト 

ユーザー設定コストの計算 - EAC <オブジェクト>.一般情報.ユーザー設定

コストの計算 - EAC 

 
 

「スケジュール」タブにおける日付属性の表示設定 

「スケジュール」タブで、アクティビティ・テーブルのヘッダー行における日付属性の順序と表示は、Java ク

ライアントの「日付グループ・テーブル」、「実際の日付グループ・テーブル」、「推定日付グループ・テー

ブル」属性（「管理」>「クラス」>「アクティビティ」>「ユーザー・インタフェース・タブ」>「スケジュー

ル」>「属性:スケジュール」）で設定されます。これらのグループ属性の設定は、個々の日付属性の設定より

優先されます。  

これらの属性は、有効と無効を切り替えることも、表示したい任意の順序に並べ替えることもできます。 
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「一般情報」タブの要約テーブルに表示される差異 

次の差異計算が、アクティビティ・オブジェクトおよびゲート・オブジェクトの「一般情報」タブの上部にあ

る要約テーブルに表示されます。「クラス」ノードを使用して、属性を有効化することにより要約テーブルに

差異計算を表示します。「稼働日数」は作業のスケジュール日における差異を示します。「暦日数」はカレン

ダ上の日数に応じた差異を示します。4 週間の差異は、稼働日 20 と暦日数 28 として表示されます。 

「実際」および「予測」の日付フィールドが空白である場合、これらの属性に対して差異計算は実行されません。 

「クラス」ノードを使用して、属性を有効化または無効化することにより、要約テーブルに表示する差異計算

を選択します。また、PPM オブジェクトの「読取り」権限マスクの「適用先」プロパティを使用して、これら

の属性を読み取ることができるユーザーを制御できます。 

差異属性 差異の対象 

予測開始差異稼働日数 「開始予定日」と「スケジュール開始日」（稼働日数） 

予測期間差異稼働日数 「予測期間」と「スケジュール期間」（稼働日数） 

予測終了差異稼働日数 終了予定日とスケジュール終了日（稼働日数） 

  

予測開始差異暦日数 「開始予定日」と「スケジュール開始日」（暦日数） 

予測期間差異暦日数 「予測期間」と「スケジュール期間」（暦日数） 

予測終了差異暦日数 終了予定日とスケジュール終了日（暦日数） 

  

実際の開始差異稼働日数 「実際の開始日」と「スケジュール開始日」（稼働日数） 

実際の間隔差異稼働日数 「実際の期間」と「スケジュール期間」（稼働日数） 

実際の終了差異稼働日数 実際の終了日とスケジュール終了日（稼働日数） 

  

実際の開始差異暦日数 「実際の開始日」と「スケジュール開始日」（暦日数） 

実際の間隔差異暦日数 「実際の期間」と「スケジュール期間」（暦日数） 

実際の終了差異暦日数 実際の終了日とスケジュール終了日（暦日数） 

 
 

役割のセットアップに関する注意事項 

次のセクションでは、ユーザーの役割をセットアップするときに、注意する必要がある情報について説明します。 

Agile PPMユーザーに自動的に割り当てられるデフォルトの役割 

「デフォルトの役割」ノードを使用すると、ユーザーにタスクが委任されるか、または Microsoft Project がユー

ザーおよび役割とともに Agile PLM へ公表される場合に、ユーザーに自動的に割り当てる Agile PLM 役割を指

定できます。 

注意 「デフォルトの役割」ノードにアクセスするには、管理者ユーザーが、ユーザーの「管理者」権限

マスクの「適用先」プロパティで選択された「PPM デフォルト役割」を持っている必要があります。

詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 

「デフォルトの役割」ノードを開くと、「デフォルトの役割」ウィンドウが表示されます。このウィンドウに

は、次の 2 つの Agile PPM 役割が表示されます。 
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 デフォルトのMSP同期化の役割: Agile PLMに公表されたMicrosoft Projectからユーザーに割り当てられる

役割を制御します。デフォルトでは、このユーザーは「プログラム・チーム・メンバー」の役割を割り当

てられます。 

 デフォルトのオブジェクト所有者の役割: 別のユーザーがタスクを委任した場合に、委任されたユーザー

に割り当てられる役割を制御します。デフォルトでは、このユーザーは「プログラム・マネージャ」の役

割を割り当てられます。 

「デフォルトのオブジェクト所有者の役割」は、アクティビティの作成時に「チーム」タブのオブジェク

ト所有者に対しても割り当てられます。アクティビティが委任される場合、この役割は、委任された所有

者が委任を受諾した後にのみ委任された所有者に対して割り当てられます。 

Microsoft Project の同期化またはタスクの委任に使用される役割を変更できます。デフォルトでは、選択できる

利用可能な役割は次のとおりです。 

 変更分析者 

 プログラム・チーム・メンバー 

 プログラム・マネージャ 

 リソース・プール所有者 

 プログラム管理者 

注意 Agile PPM 役割を変更したり、Agile PPM に対して追加の役割を定義した場合、「デフォルトの役割」

の「役割」リストに表示される役割のリストは、前述のリストと異なる場合があります。詳細は、

次の「利用可能な Agile PPM 役割のリストの決定方法」を参照してください。 

Microsoft Projectの同期化およびタスクの委任に使用されるデフォルトの役割を変更する手順は、次のとおり

です。 

1. 「システム設定」>「Product Portofolio Management」で、「デフォルトの役割」をダブルクリックしま

す。「デフォルトの役割」ウィンドウが開きます。 

2. 「デフォルトの MSP 同期化の役割」をダブルクリックして開きます。 

3. 「役割」リストをクリックして役割を選択します。 

4. 「保存」をクリックします。 

5. 「閉じる」をクリックしてウィンドウを閉じます。 

6. 「デフォルトの役割」ウィンドウで、「デフォルトのオブジェクト所有者の役割」をダブルクリックして

開きます。 

7. 「役割」リストをクリックして役割を選択します。 

8. 「保存」をクリックします。 

9. 「閉じる」をクリックしてウィンドウを閉じます。 
 

利用可能な Agile PPM役割のリストの決定方法 

Agile PLM には、Agile 管理者またはエンド・ユーザーがリストから Agile PPM 役割を選択する必要のある複数

のアクションがあります。Agile PPM の役割選択アクションには、次のような場合が含まれます。 

 Agile 管理者が、前述のように「デフォルトの MSP 同期化の役割」または「デフォルトのオブジェクト所

有者の役割」を選択する場合 

 エンド・ユーザーがチーム・メンバーまたはリソースをアクティビティの「チーム」タブに追加する場合 

これらのリストに表示される Agile PPM 役割は、ログイン・ユーザーに割り当てられる少なくとも 1 つの権限
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マスクを含む役割（オブジェクト・タイプはアクティビティまたはゲート）です。たとえば、Agile に用意され

ている「変更分析者」の役割には、権限マスク「確認通知(ゲート・クラス)」が含まれます。したがって、「変

更分析者」の役割は、利用可能な PPM 役割のリストに表示されます。この権限マスクを「変更分析者」の役割

から削除すると（すべてのアクティビティ権限マスクおよびゲート権限マスクを削除すると）、「変更分析者」

の役割は利用可能な Agile PPM 役割のリストには表示されなくなります。 

注意 エンド・ユーザーには、システム・レベルで（つまり、「ユーザー・プロファイル」の「役割」プ

ロパティで）割り当てられるこれらの PPM 役割は必要はありません。これは、これらの役割が特定

の Agile PPM オブジェクトについてのみ適用されるためです。 

 

PPM固有の権限の割当てに関する注意事項 

次のセクションでは、PPM 固有の権限に関する情報、およびこれらの権限をユーザーに割り当てるときに注意

する必要のある事項について説明します。 

「テンプレートから作成」権限 

この権限（「プログラム管理者」および「プログラム・マネージャ」の役割に対して有効化されます）を使用

すると、ユーザーは既存のテンプレートからプロジェクトを作成できます。これらの「プログラム」のいずれ

の役割も持たないユーザーであっても、「テンプレートから作成」権限を使用するには、次の権限が必要です。 

 アクセスするテンプレートに対する「読取り」権限 

 テンプレートのサブクラスを作成する「作成」権限 
 

「Microsoft Project」権限 

「Microsoft Project」権限マスクの「適用先」プロパティに応じて、「Microsoft Project」権限を使用すると、ユー

ザーは Microsoft Project と Agile PPM との間で特定のタスクを実行できます。デフォルトでは、この権限マスク

は「プログラム管理者」および「プログラム・マネージャ」の役割に対して有効化されています。 

この権限には「適用先」フィールドの 5 つのプロパティが含まれます。 

 編集モードで起動しました: Microsoft Project で PPM プロジェクトを編集モードで起動します。 

 読取り専用モードで起動しました: Microsoft Projectで PPMプロジェクトを読取り専用モードで起動します。 

 Microsoft Project から公表: Microsoft Project から公表します。 

 XML として保存 - 編集: 編集モードで PPM プロジェクト・データを XML で保存します。 

 XML として保存 - 読取り専用: 読取り専用モードで PPM プロジェクト・データを XML で保存します。 

これらのプロパティを有効化するには、必要なプロパティを「選択肢」リストから「選択済」リストに移動します。 

注意 Agile PLM リリース 9.2.2 より前は、「変更」権限に MS Project にアクセスする機能が含まれていま

したが、その機能は現在「Microsoft Project」権限に含まれます。この権限の他に、PPM のガント・

チャートの MS Project にアクセスするには、「変更」権限の「一般情報 .ユーザーのロック」および

「一般情報 .スケジュール・エディタ」を有効化する必要があります。 

 

「すべてのタイム・シートの更新」権限 

この権限（「タイム・シート管理者」の役割に対して有効化されます）を使用すると、ユーザーは Agile PLM で

記録されたすべてのタイム・シートを管理できます。この権限によって、ユーザーは次のことを実行できます。 

 「タイム・シート」タブのツールを使用すると、他のユーザーに対するタイム・シートを検索して表示で

きます。詳細は、90ページの「タイム・シートの検索」を参照してください。 
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 「表示」ツールと「パーソナライズ」ツールを使用すると、選択したユーザーに対するすべてのタスクを

表示し、タスクごとに記録されたタイム・シート・データを表示して変更できます。詳細は、91ページの

「タイム・シート・ビューの定義」を参照してください。 

注意 この権限は、タスクの表示についてシステム権限より優先されます。ユーザーはこれら

のアクションを実行するためにこのタスクのチーム・メンバーである必要はありません。 
 

「変更」権限へのプロジェクト・コンテンツの追加 

注意 PLM 9.2.2 では、PPM プロジェクトについて「関係」タブの名前が「コンテンツ」に変更されました。

ただし、プロジェクト・クラスでは、「コンテンツ」タブのプロパティは「属性」>「関係」タブの

下に表示されます。  

その他のオブジェクトやコンテンツを既存プロジェクトに追加できます（「顧客」や「ファイル・フォルダ」

など）。この権限を有効化するために、「コンテンツ.名前」および「コンテンツ.ルール」の 2 つのプロパティ

が追加されました。任意の「変更」権限マスクの「適用先」プロパティは、ユーザーが「名前」属性および「ルー

ル」属性に基づいてコンテンツを追加（関係を追加）したりコンテンツ・ルールを追加（関係に対してルール

を追加）できるよう調整できます。このとき、これらの属性は「適用先」プロパティでそれぞれ有効化してお

きます。 

コンテンツ（「名前」属性）およびコンテンツ・ルール（「ルール」属性）を追加する機能を有効化するには、

「変更」権限マスクの「適用先」プロパティで、「コンテンツ.名前」および「コンテンツ.ルール」の各プロパ

ティを「選択肢」リストから「選択済」リストに移動します。これらのプロパティは「適用先」プロパティ・

リストに「アクティビティ.コンテンツ.名前」と「アクティビティ.コンテンツ.ルール」、および「ゲート.コン

テンツ.名前」と「ゲート.コンテンツ.ルール」として表示されます（その他のクラスでは、このフォーマット

は「サブスタンス.関係.名前」などと読み取られます）。 

「適用先」プロパティの詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』の適用先機能に関する項を参照してください。 

ガント・チャートへのアクセス 

Agile PLM 9.2 では、「ガント」基本権限が削除されました。ガント機能は、現在「プログラム・スケジュール

の読取り」権限マスクおよび「プログラム・スケジュールの変更」権限マスクに含まれます。詳細は、次のセ

クションを参照してください。  

特定のユーザー・アクションを制御する「変更」権限マスクの「適用先」プロパティ 

Agile PLM では、「変更」権限マスクの「適用先」プロパティを使用して、Agile PPM での特定のユーザー・ア

クションおよび機能を決定して制御します。たとえば、ユーザーがアクティビティに対して「変更」権限マス

クを含む役割を持っており、「適用先」プロパティに「アクティビティ.スケジュール.名前」属性が含まれる場

合、このユーザーは「スケジュール」タブの「追加」機能を使用できます。 

Agile PLM の役割および権限マスクを使用すると、必要に応じて、特殊かつ限定された Agile PPM ユーザー機

能を使用できます。権限マスクの詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください。 

次の表に、「変更」権限マスクの「適用先」プロパティ、およびこれにより制御される PPMアクションを示します。 

注意 この表では、「適用先」属性カラムのクラス名またはサブクラス名に対するプレースホルダとして<

オブジェクト>を使用しています。任意の権限マスクにおける実際のクラス名またはサブクラス名は、

権限マスクで指定される再利用可能な条件によって決まります。注意についての列で説明する権限

マスクの例を表示する場合、「適用先」プロパティはこの特定の権限マスクに対して適切です（「ア

クティビティ.一般情報.ユーザーのロック」など）。 
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用意されているアクション

または機能 

「適用先」属性 権限マスクの例/注意 

オブジェクトレベルのアクション 

プロジェクトのロックまた

はロック解除 

ロックおよびロック解除 

<オブジェクト>.一般情報.

ユーザーのロック 

例 - 変更(プログラム・スケジュール)。 

ロック状態のプロジェクト

のキャンセル 

ロック解除 

別のユーザーによってロッ

クされたプロジェクトの

ロック状態をキャンセルで

きます。 

<オブジェクト>.一般情報.プ

ログラムからロック。 

例 - キャンセル(プログラムのロック)。 

ガント・チャートの編集 

ガント・チャート 

<オブジェクト>.一般情報.

ユーザーのロック 

および 

 

<オブジェクト>.一般情報.ス

ケジュール・エディタ 

例 - 変更(プログラム・スケジュール) 

（「ユーザーのロック」の場合）。 

および 

例 - 読取り(プログラム・スケジュール) 

（「スケジュール・エディタ」の場合）。 

ガント・チャートを編集するには、ユー

ザーがこれらの属性の両方に対する「変

更」権限を持っている必要があることに注

意してください。 

ガント・チャートの読取り 

ガント・チャート 

<オブジェクト>.一般情報.ス

ケジュール・エディタ 

（<オブジェクト>.一般情報.

ユーザーのロックは 

含まれない） 

例 - 読取り(プログラム・スケジュール)。 

ユーザーが「一般情報.スケジュール・エ

ディタ」に適用される「変更」権限は持っ

ているが「ユーザーのロック」に適用され

る「変更」権限は持っていない場合、ガン

ト・チャートを開いて読み取ることはでき

ても、編集することはできません。 

XML として保存 

Microsoft® Project >  

XML として保存 

<オブジェクト>.一般情報.ス

ケジュール・エディタ 

例 - 読取り(プログラム・スケジュール)。 

この権限マスクは「変更」タイプの権限マ

スクであり、「読取り」タイプの権限マス

クではないことに注意してください。 

注意: 「XML として保存」および「編集

モードで起動しました」を使用すると、「ス

ケジュール・エディタ」属性が「MSP」に

設定されます。これにより、Agile PPMで

の日付のロールアップが無効化されます。 

Microsoft Project での起動

（読取り専用モード） 

Microsoft® Project > 

読取り専用として起動 

<オブジェクト>.一般情報.ス

ケジュール・エディタ 

例 - 読取り(プログラム・スケジュール)。 

この権限マスクは「変更」タイプの権限マ

スクであり、「読取り」タイプの権限マス

クではないことに注意してください。 
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用意されているアクション

または機能 

「適用先」属性 権限マスクの例/注意 

Microsoft Project での起動

（編集モード） 

Microsoft® Project > 

編集モードで起動しました 

<オブジェクト>.一般情報.ス

ケジュール・エディタ 

および 

<オブジェクト>.一般情報.

ユーザーのロック 

例 - 読取り(プログラム・スケジュール)。 

この権限マスクは「変更」タイプの権限マ

スクであり、「読取り」タイプの権限マス

クではないことに注意してください。 

および 

例 - 変更(プログラム・スケジュール)。 

注意: 「XML として保存」および「編集

モードで起動しました」を使用すると、「ス

ケジュール・エディタ」属性が「MSP」に

設定されます。これにより、Agile PPMで

の日付のロールアップが無効化されます。 

Microsoft Project から公表 

Microsoft® Project > 

Microsoft® Projectから公表 

<オブジェクト>.一般情報.

ユーザーのロック 

例 - 変更(プログラム・スケジュール)。 

リソースの入れ替え 

アクション>リソースの入

れ替え 

<オブジェクト>.チーム.名前 例 - 変更 (すべてのプログラム、フェー

ズ、タスク、ゲート)。 

親の変更 

アクション>親の変更 

<オブジェクト>.スケジュー

ル.名前 

例 - 追加 (プログラム)、 

例 - 追加 (フェーズ)、 

例 - 追加 (タスク)。 

アーカイブ・ステータスの

変更 

アクション>アーカイブ・ス

テータスの変更 

<オブジェクト>.一般情報.

アーカイブ済。 

 

例 - 変更 (すべてのプログラム、フェー

ズ、タスク、ゲート)。 

委譲 

別の所有者への（ユーザー

自身が所有する）アクティ

ビティの委譲 

アクション>委譲 

<オブジェクト>.一般情報.委

任された所有者。 

例 - 変更 (すべてのプログラム、フェー

ズ、タスク、ゲート)。 
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用意されているアクション

または機能 

「適用先」属性 権限マスクの例/注意 

削除 

現在のアクティビティの削除 

アクション>削除 

通常、Agile PPM で削除アク

ションが実行された現在のオ

ブジェクトに対する「削除」

権限マスクが必要です。 

現在のオブジェクトの「スケ

ジュール」タブの下位オブ

ジェクトに対する「削除」権

限が必要です。 

親オブジェクトが存在する場

合、現在のオブジェクトの削

除には次の権限も必要です。 

 親オブジェクトに対する

「削除」権限マスク 

 親オブジェクトに対する

「変更」権限マスク: 

  <親オブジェクト>.スケ

ジュール.名前 

現在の PPM オブジェクトが Agile PPM 

Web クライアントで削除される場合、3 つ

の権限マスクすべてが必要です（親オブ

ジェクトが存在する場合）。 

 現在のオブジェクトの「削除」権限 

 子オブジェクトの「削除」権限 

 親オブジェクトの「削除」権限 

 親オブジェクトの「スケジュールの変

更.名前」 

 

「スケジュール」タブのアクション 

アクティビティの追加 

「追加」ボタン 

<オブジェクト>.スケジュー

ル.名前 

例 - 追加 (プログラム)、 

例 - 追加 (フェーズ)、 

例 - 追加 (タスク)。 

アクティビティの削除 

「削除」ボタン 

<オブジェクト>.スケジュー

ル.名前: 

（現在の「スケジュール」タ

ブのオブジェクトの場合）。 

削除されたオブジェクトおよ

び削除されたオブジェクトの

下位オブジェクトに対する

「削除」権限が必要です。 

ユーザーが、（「スケジュール」タブの）

「削除」アクティビティ・アクションが実

行されたオブジェクトの「スケジュール.

名前」に適用される「変更」権限を持って

いる必要があります。また、削除されたオ

ブジェクトおよびそれらの子に対する「削

除」権限も必要です。 

例 - 追加 (プログラム)、 

例 - 追加 (フェーズ)、 

例 - 追加 (タスク)。 

注意: 現在のオブジェクトに対する「削

除」権限は必要ありません。 

編集>依存関係 <オブジェクト>. 

依存関係の依存対象.名前 

:（編集対象の「スケジュール」

タブの行のオブジェクトの場

合）。 

例 - 変更 (すべてのプログラム、フェー

ズ、タスク、ゲート)。 

編集>表示順序 <オブジェクト>.スケジュー

ル.名前 

例 - 追加 (プログラム)、 

例 - 追加 (フェーズ)、 

例 - 追加 (タスク)。 
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用意されているアクション

または機能 

「適用先」属性 権限マスクの例/注意 

編集>再スケジュール <オブジェクト>.一般情報.ス

ケジュール開始日 

および 

<オブジェクト>.一般情報.ス

ケジュール終了日 

ユーザーが、（「スケジュール」タブの）

「再スケジュール」アクションが実行され

たオブジェクトの「スケジュール開始日」

および「スケジュール終了日」を変更でき

る「変更」権限マスクを持っている必要が

あります。 

例 - 変更 (すべてのプログラム、フェー

ズ、タスク、ゲート)。 

編集>チームの追加 <オブジェクト>.チーム.名前 例 - 追加 (プログラム)、 

例 - 追加 (フェーズ)、 

例 - 追加 (タスク)。 

基準の作成 <オブジェクト>.スケジュー

ル.名前 

例 - 追加 (プログラム)、 

例 - 追加 (フェーズ)、 

例 - 追加 (タスク)。 

基準の削除 <オブジェクト>.スケジュー

ル.名前 

例 - 追加 (プログラム)、 

例 - 追加 (フェーズ)、 

例 - 追加 (タスク)。 

 

「依存関係」タブのアクション 

アクティビティの追加 

「追加」ボタン 

<オブジェクト>.スケジュー

ル.名前 

例 - 追加 (プログラム)、 

例 - 追加 (フェーズ)、 

例 - 追加 (タスク)。 

依存関係の追加または削除 

「追加」ボタン 

「削除」ボタン 

<オブジェクト>. 

依存関係の依存対象.名前。 

例 - 変更 (すべてのプログラム、フェー

ズ、タスク、ゲート)。 

 

「チーム」タブのアクション 

チーム・メンバーの追加 

「追加」ボタン 

<オブジェクト>.チーム.名前 例 - 変更 (すべてのプログラム、フェー

ズ、タスク、ゲート)。 

属性「チーム.名前」に対する「変更」権

限を使用すると、ユーザーはチーム・メン

バーの追加または削除のみを実行できま

す。 

「チーム」テーブルを編集するには、ユー

ザーが特定の「チーム」テーブル属性に対

する追加の「変更」権限を持っている必要

があります。次の行を参照してください。 



 第 10章: Product Portfolio Managementの設定 

 

 

 143  

 
 

用意されているアクション

または機能 

「適用先」属性 権限マスクの例/注意 

チーム・メンバーの編集 

「編集」ボタン 

<オブジェクト>.チーム.割当

て率(%)、 

<オブジェクト>.チーム.実際

の時間、 

<オブジェクト>.チーム.割当

て元、 

<オブジェクト>.チーム.役割。 

「チーム」テーブルを編集するには、ユー

ザーが、特定の「チーム」テーブル属性（「実

際の時間」など編集の必要がある属性）に

対する明示的な「適用先」プロパティを持

つ「変更」権限マスクを持っている必要も

あります。 

   

「コンテンツ」タブのアク

ション 

  

必須コンテンツの設定 アクティビティ.コンテンツ.

必須。 

「コンテンツ」タブの「必須」カラムでは

い/いいえの選択を行うには、ユーザーが、

「必須」属性に対する明示的な「適用先」

プロパティを持つ「変更」権限マスクを

持っている必要があります。  

 
 

ガント・チャートおよび Microsoft Projectに対する権限について 

前述の表には、ユーザーに次の機能を許可するために必要な「変更」権限マスクの定義が含まれます。 

 ガント・チャートで Agile PPM アクティビティを開き、開いたアクティビティおよびその子を編集する機

能（新しい子の作成を含む） 

 Microsoft Project で Agile PPM アクティビティを開き、開いたアクティビティおよびその子を編集する機能

（新しい子の作成を含む） 

ガントまたは Microsoft Project でアクティビティを編集する場合、特定のフィールドのコンテンツの編集に関連

する Agile の「作成」権限マスクおよび「変更」権限マスクは、ガント・アプリケーションまたは Microsoft Project

アプリケーション内でチェックできません。たとえば、Agile PPM で作業中に特定の Agile PPM サブクラスを

作成できない場合がある可能性がありますが、このユーザーがガントまたは Microsoft Project で該当のサブクラ

スを作成することは可能です。同様に、Agile PPM で作業中に特定の Agile PPM オブジェクト属性のコンテン

ツを編集できない場合がありますが、このユーザーがガントまたは Microsoft Project でこれらのフィールドを編

集することは可能です。  

注意 「作成」属性および「変更」属性に対する一部のユーザーの権限を正確に制限する必要がある場合

は、これらのユーザーにガントまたは Microsoft Project での編集機能を付与しないようにします。ガ

ントおよび Microsoft Project の編集機能は、広範な作成機能や変更機能を必要とする Agile PPM ユー

ザーにとってより適した機能です。 

 

ガント・チャートおよび Microsoft Projectに対する「オブジェクトの削除」権限 

ガント・チャートで Agile PPM プロジェクトを編集したり、「Microsoft Project」>「編集モードで起動しまし

た」を使用して Microsoft Project で編集する場合、オブジェクト（アクティビティまたはゲート）の削除、親の

変更、日付の変更、依存関係の追加などの数多くのアクションを実行できます。 

ユーザーが行った変更を Agile PPM サーバーにアップロードする場合（ガント・チャートでは更新機能、

Microsoft Project では「Agile」>「PPM へ公表」）、Agile PLM では、削除されたアクティビティやゲートのす

べてに対してユーザーが適切な「削除」権限マスクを持っていることを確認するためにチェックが行われます。

ユーザーがガント・チャートまたは Microsoft Project で削除されたオブジェクトに対して適切な「削除」権限マ
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スクを持っていない場合、行われた変更は Agile データベースに書き込まれません。このアクションには必要

な「削除」権限が必須であることをユーザーに示すエラー・メッセージが表示されます。 

したがって、ユーザーは Agile PPM で必須アクティビティ（つまり、プロジェクトから削除できないアクティ

ビティ）を定義できます。このことは必須アクティビティをユーザーが削除できないよう「削除」権限マスク

を設定することによって実行できます。144ページの「制限付き「削除」権限のセットアップ」を参照してくだ

さい。 

制限付き「削除」権限のセットアップ 

Agile には各種の「削除」権限マスクが用意されており、たとえば、「削除(すべてのプログラム、フェーズ、

タスク、ゲート)」を使用すると、ユーザーはプロジェクト基本クラスの任意のオブジェクトを制限なしに削除

できます。制限付き「削除」権限マスクを作成するには、ユーザーが削除可能なオブジェクトを定義する再利

用可能な条件を作成してから、作成した条件を使用して「削除」権限マスクを作成します。（再利用可能な条

件および権限マスクの詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』を参照してください）。 

ガント・チャートまたは Microsoft Project で PPM プロジェクトを変更する場合、ユーザーがプロジェクトを更

新したり公表によって Agile PPM に戻すときに制限付き「削除」権限マスクが適用されます。 

次に、制限付き「削除」権限マスクのセットアップ方法および使用方法の例をいくつか示します。 

 削除が許可されていない必須アクティビティに対して特定のサブクラスを作成します。次に、必須サブクラ

スを除外するか、または必須サブクラス以外のすべてのサブクラスを含む再利用可能な条件を作成できます。 

 オブジェクト・タイプ: アクティビティ 

「一般情報.アクティビティ・タイプ」が必須タスクではない 

ここで、必須タスクとは、削除できないタスクに対して使用するために作成したサブクラスのことです。

これにより、その他すべての「アクティビティ」のサブクラスは削除されますが、必須タスクは削除でき

ません。 

 サブクラスごとに個別の条件および個別の「削除」権限マスクを作成します。ただし、必須タスク・

サブクラスに対しては、「削除」権限マスクを作成したり割り当てないでください。たとえば、次の

再利用可能な条件を使用して「削除」権限マスクを作成できます。 

オブジェクト・タイプ: プログラム 

オブジェクト・タイプ: フェーズ 

オブジェクト・タイプ: タスク 

（必須タスクに対して「削除」権限マスクは作成されません。） 

 タスクが必須かどうかを決定するオブジェクト属性を定義します。これにより、ユーザーは個別に必須タ

スクを定義できます。この指定はテンプレートでセットアップでき、テンプレートからコピーされた新し

いプロジェクトにはコピー元の値が繰り越されます。 

属性を定義すると、その属性のコンテンツを評価する再利用可能な条件を作成できます。次に例を示します。 

「ページ 2.リスト 01」が必須ではない 

ここで、「ページ 2.リスト 01」は、アクティビティが必須かどうかを設定するために定義したリスト・フィー

ルドです。  

さらに、 

 「ページ 2.リスト 01」属性のリスト（必須や必須でないなどのリスト選択肢）を定義する必要があ

ります。 



 第 10章: Product Portfolio Managementの設定 

 

 

 145  

 
 

 「ページ 2.リスト 01」属性を編集できるユーザーを制限するには、タスクが必須かどうかを変更す

る機能の可否を決定する「変更」権限マスクを作成して割り当てる必要があります。「変更」権限マ

スクの「適用先」プロパティに「ページ 2.リスト 01」が含まれている場合、ユーザーはこの属性を

変更できます。通常、ユーザーにこの属性の変更を許可することはほとんどありません。 

注意  Agile PPM で制限付き「削除」権限を使用する場合は、広範囲に定義された「削除」権限マスクを

Agile PPM 役割から削除します。 

Agile 権限マスクは付加的な権限マスクです。ユーザーが必須タスク・サブクラス・オブジェクトに

対する「削除」権限を制限する「削除」権限マスクを持っているが、「削除(すべてのプログラム、

フェーズ、タスク、ゲート)」権限マスク（これにより、プログラム基本クラスの任意のオブジェク

トを削除できます）も持っている場合、必須タスク・サブクラス・オブジェクトを削除できます。  

「必須対象」メニュー・コマンドの設定: 「アクション」>「キャンセル済へ変更」 

「アクション」>「キャンセル済へ変更」メニュー・コマンドを使用すると、ユーザーは表示されたプロジェク

ト・オブジェクトをキャンセルして、その子すべてを自動的にキャンセルできます（ワークフロー・ステータ

スは「キャンセル済」に変更されます）。また、ユーザーは「ステータスの変更」ボタンを使用してリーフ・

ノード・オブジェクトをキャンセルすることもできます。 

ユーザーがどの方法を選択するかにかかわらず、PPM オブジェクトのワークフロー・ステータスを変更する機

能（PPM オブジェクトの削除を含む）は、ワークフロー・ステータス・プロパティ「手動による次の有効なス

テータス」設定およびユーザーの割当て済「ステータスの変更」権限マスクの両方によって決まります。 

Agile に用意されている PPM オブジェクトに対するデフォルトの「ステータスの変更」権限マスクによって、

任意のステータスを他の任意のステータスに変更できます。PPM オブジェクトに対してカスタマイズされた

「ステータスの変更」権限マスクを使用する場合、エンド・ユーザーがトップレベルのキャンセルを実行でき

ることを検証するために権限マスクを確認します。  

ユーザー・グループでの「割当て」アクションの有効化 

リソース・プール所有者は、Agile Web クライアントの「ユーザー・グループ」ページから、保留中の割当て

を複数のプロジェクト間のリソースに割り当てることができます。このタブには、リソースに任意のプロジェ

クトに対する割当て率が指定されたユーザー・グループが表示されます。ユーザー・グループ名をクリックす

ると、タブのセットにそのユーザー・グループの詳細が表示されます。「割当て」タブでユーザーを選択し、

「割当て」をクリックしてタスクを割り当てることができます。この「割当て」アクション・ボタンは Agile Java

クライアントでの設定に基づいて利用可能となります。 

「割当て」アクションボタンを有効化する手順は、次のとおりです。 

1. Java クライアントの「管理」タブで、「ユーザー設定」>「権限」と移動します。 

2. 「変更」をダブルクリックします。 

3. 「変更(ユーザー・グループ)」権限を検索して見つけます。テーブル行をダブルクリックして詳細を表示

します。 

4. 「適用先」フィールドの横にある下矢印をクリックします。 

5. 「選択肢」リストから「選択済」リストへ「ユーザー・グループ.割当て.名前」を移動し、「保存」をク

リックします。「適用先」プロパティの詳細は、『Agile PLM 管理者ガイド』の適用先機能に関する項を

参照してください。 

注意 「ユーザー・グループ」>「割当て」タブは、Java クライアントでの設定では利用できません。 
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定常ゲートの設定 

選択したユーザーがゲートを定常ゲートとして定義できるようにするには、まず Java クライアント管理者で特

定の権限を作成する必要があります。次に、この権限を特定の役割に割り当て、定常ゲートを変更できるユー

ザーにのみその役割を割り当てます。 

定常ゲートを変更する権限を設定する手順は、次のとおりです。 

1. Java クライアントの「管理」タブで、「ユーザー設定」>「権限」と移動します。 

2. 新しい権限を作成します。たとえば「ModifyStationaryGates」という名前にします。 

3. 「権限条件」フィールドで、「すべてのゲート」を選択します。  

4. 「適用先」フィールドで下矢印をクリックして選択ダイアログを開きます。 

5. 「選択肢」から、「Gates.GeneralInfo.EnableStationaryGate」を選択します。右矢印をクリックして「選

択済」リストに移動します。 

6. 「OK」をクリックして変更内容を保存します。 
 

スマートルールのセットアップに関する注意事項 

次のセクションでは、スマートルールをセットアップするときに、注意する必要がある情報について説明します。 

PPMスマートルールからの自動インストール 

「PPM から自動インストール」は、「可」、「不可」または「警告」に設定可能なスマートルールです。この

スマートルールにより、ユーザーのシステム・レジストリへの Microsoft Project（2002 および 2003）DLL の自

動インストールが制御されます。DLL のインストールによって、Microsoft Project 内の Agile メニューを使用し

た途切れのない公表が可能となります「PPM から自動インストール」によって、Java ベースのガント・チャー

トに対する Sun 社の JREのインストールも制御されます。JRE はガント・チャートを起動するために必要です。 

「PPM から自動インストール」スマートルールのデフォルト設定は「可」です。企業でアプリケーションを自

動的にインストールする必要がない場合は、このスマートルールを「不可」に設定します。 

注意 エンド・ユーザーが自分の PC の「管理者」権限を持っていない場合は、「PPM から自動インストー

ル」を「不可」に設定することを検討し、IT 部門が DLL または JRE をロードするようにする必要が

あります。 

「PPM から自動インストール」が「可」に設定されているが、ユーザーが自分の PC の「管理者」権限を持っ

ていない場合は、Agile PPM で「ガント・チャート」ボタンまたは「Microsoft Project」ボタンを選択するとイ

ンストールが開始されますが、正常にインストールされません。このことは、これらのボタンのいずれかをユー

ザーが選択するたびに発生するため、ユーザビリティ上の問題となります。 

IT部門は、JREまたはMicrosoft Project DLLをシステム全体でインストールできます。このような場合、Microsoft 

Project 統合およびガント・チャートの機能は、このスマートルールの設定にかかわらず完全にサポートされま

す。「PPM から自動インストール」スマートルールによって JRE または Microsoft Project DLL の自動インストー

ルのみが管理され、これらのアプリケーションの起動は管理されません。 

ステータス表示の設定 

プロジェクトのステータスの追跡は、Java クライアントで適切なステータス・インジケータ設定を使用して実

行します。これらのインジケータは監視するステータスのタイプ、使用する名前、アイコン、色およびその他

希望の設定を表示するよう設定できます。 
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「ステータス」ノード 

「ステータス」ノードによって、「スケジュール」、「コスト」、「品質」および「リソース」の各領域にお

けるプロジェクトが目標に現在達している（値 1）、現在達していない（値 2）、深刻に目標から外れている（値

3）かどうかについて把握できます。 

注意 アクティビティ・オブジェクトの「一般情報」タブの「ヘルス・ステータス・ロールアップ」属性

によって、該当のアクティビティ・オブジェクトがロールアップに含まれるかどうかが決定します。

デフォルトでは、リーフ・ノード・アクティビティ（子を持たないタスク）のステータスが、プロ

ジェクト構造のより上位のレベルにロールアップされます（「ヘルス・ステータス・ロールアップ」

=「はい」）。ユーザーは「一般情報」タブの「ヘルス・ステータス・ロールアップ」属性を「いい

え」に編集して、ロールアップから除外するオブジェクトを決定できます。これにより、選択した

アクティビティをロールアップに含めたり除外できます。 

 

ユーザーに表示されるステータス名の変更 

Agile PPM Web クライアントで、ヘルス・ステータスとは「一般情報」タブ上の属性のことです。これらのヘ

ルス・ステータスは、アクティビティ・ウィンドウの右上に表示されるヘルス・ステータス・インジケータで

もレポートされます。デフォルトでは、これらのステータスには「全体のステータス」、「スケジュール・ス

テータス」、「コスト・ステータス」、「リソース・ステータス」および「品質ステータス」があります。 

Agile PLM Web クライアントで表示されるラベルまたは名前を変更するには、アクティビティ・クラスまたは

ゲート・クラスの「一般情報」タブのヘルス・ステータス属性の名前を変更します。 

たとえば、アクティビティ・オブジェクトの「コスト・ステータス」属性の名前を会計ステータスに変更する

には、「クラス」ノードでその名前を変更します。新しい名前「会計ステータス」がアクティビティ・オブジェ

クトの「一般情報」タブに表示されます。この名前はアクティビティ・ウィンドウの右上のヘルス・ステータ

ス・インジケータにも表示されます。 

「ステータス」ノード設定の変更 

「ステータス」ノード（「スケジュール」、「コスト」、「品質」または「リソース」）のいずれかを開くと、

適切な「ステータス」ウィンドウが表示されます。メイン・テーブルのプロパティは、「順序」（1、2 または

3）、「名前」、「説明」および「有効」です。「作成」ボタンおよび「削除」ボタンがあります。 

ステータス・テーブルの行の任意の場所をダブルクリックすると、オブジェクトで「一般情報」タブが開きま

す。必要に応じて、このウィンドウのフィールドを編集できます。 

注意 「品質」および「リソース」のステータスは、Agile PPM によってプログラムで設定されません。こ

れらのフィールドは名前を変更でき、他のステータス目的（リスクなど）に使用できます。これら

は主観的な格付です。「コスト」および「スケジュール」のステータスは、常にしきい値設定に従っ

て計算されます。この自動計算をオフにすることはできません。 

 

スケジュール・ステータス 

「スケジュール・ステータス」ウィンドウには、スケジュールに関するプロジェクトのステータスがレポート

されます。 

注意 「期限切れの値」は正の数または負の数のいずれかに設定できます。 

「期限切れの値」は日数または期間の割合（%）のいずれかに設定できます。 
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「期限切れのタイプ」（「日数」または「パーセント」）を設定する手順は、次のとおりです。 

1. Agile 管理者の「設定」>「システム設定」>「Product Portofolio Management」で、「スケジュール・ス

テータス」ノードを開きます。 

「スケジュール・ステータス」ウィンドウが開き、「一般」タブが最前面に表示されます。 

2. 「一般」タブの「期限切れのタイプ」ドロップダウン・リストで、「日数」または「パーセント」のいず

れかを選択します。 

3. 入力が完了したら、「保存」をクリックします。 

「スケジュール・ステータス」値を変更する手順は、次のとおりです。 

1. Agile 管理者の「設定」>「システム設定」>「Product Portofolio Management」で、「スケジュール・ス

テータス」ノードを開きます。 

「スケジュール・ステータス」ウィンドウが開き、「一般」タブが表示されます。 

2. 「ステータス」タブをクリックして、スケジュール・ステータスを表示します。 

3. 変更するステータス行ダブルクリックします。 「スケジュール・ステータス」ウィンドウが開きます。 

4. 必要な変更を行います。 

注意 『Agile PLM 管理者ガイド』のスケジュール・ステータスのガイドラインに関する項で

説明されているガイドラインに従うことが重要です。 

5. 入力が完了したら、「保存」をクリックします。 
 

スケジュール・ステータスのガイドライン 

次の表に、デフォルトの「スケジュール・ステータス」設定（「期限切れのタイプ」=「日数」）を示します。 

順序 名前 説明 期限切れの値 アイコン 

1 オントラック オントラック 0 緑 

2 注意が必要 注意が必要 1 黄 

3 オフトラック オフトラック 5 赤 

スケジュール・ステータスが正しく評価できるよう、「期限切れの値」属性の設定時に次のルールに従ってく

ださい。 

 これら 3 つの状態（「オントラック」、「注意が必要」および「オフトラック」）に Day_Overdue の値が

設定されている必要があります。空白の値は有効ではありませんが、ゼロ（0）は有効な値です。 

 「期限切れの値」値は、順序に従った昇順値である必要があります。つまり、「オントラック」（1）の値

は最低値であり、「注意が必要」（2）の値は「オントラック」より高い値であり、「オフトラック」（3）

の値は「注意が必要」より高い値である必要があります。 

 前述のルールは「期限切れのタイプ」=「日数」、および「期限切れのタイプ」=「パーセント」である場

合の両方に適用されます。 

 次の表に、有効な「期限切れの値」設定の例をいくつか示します。 

 

「期限切れの値」設定（「日数」の場合） 



 第 10章: Product Portfolio Managementの設定 

 

 

 149  

 
 

順序 名前 期限切れの

値 

（日数） 

期限切れの

値 

（日数） 

期限切れの

値 

（日数） 

期限切れの

値 

（日数） 

1 オントラック –10 –5 0 5 

2 注意が必要 –5 0 5 10 

3 オフトラック 0 5 10 15 

 

「期限切れの値」設定（「パーセント」（%）の場合） 

順序 名前 期限切れの

値 

（%） 

期限切れの

値 

（%） 

期限切れの

値 

（%） 

1 オントラック –150 –150 0 

2 注意が必要 –100 0 50 

3 オフトラック 0 75 100 

 
 

スケジュール・ステータスの決定方法 

アクティビティのワークフロー・ステータスが「未開始」の場合、「スケジュール・ステータス」は、現在の

日付と「スケジュール開始日」および「期限切れの値」の計算とを比較して決定されます。 

アクティビティのワークフロー・ステータスが「進行中」の場合、「スケジュール・ステータス」は、現在の

日付と「スケジュール終了日」および「期限切れの値」の計算とを比較して決定されます。次の例に、「注意

が必要」ステータスおよび「オフトラック」ステータスの決定方法を示します。 

期限切れ

の値 

（日数） 

「期間」の

「期限切

れの値

（%）」 

タスク

期間 

計算 「スケジュール・ステータス」が 

変更される場合の現在の日付 

5  10 スケジュール終了日+ 5 スケジュール終了日の 5 日後 

–5  10 スケジュール終了日– 5 スケジュール終了日の 5 日前 

0  10 スケジュール終了日  スケジュール終了日当日 

5  2 スケジュール終了日+ 5 スケジュール終了日の 5 日後 

–5  2 スケジュール終了日– 5 スケジュール終了日の 5 日前（期間に

は依存しません） 

 –150 10 –150% * 10 = –15 日 スケジュール終了日の 15 日前 

 –100 10 –100% * 10 = –10 日 スケジュール終了日の 10 日前 

 –50 10 –50% * 10 = –5 日 スケジュール終了日の 5 日前 

 0 10 0% * 10 = 0 日 スケジュール終了日当日 

 50 10 50% * 10 = 5 日 スケジュール終了日の 5 日後 

 100 10 100% * 10 = 10 日 スケジュール終了日の 10 日後 

 150 10 150% * 10 = 15 日 スケジュール終了日の 15 日後 
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コスト・ステータス 

「コスト・ステータス」ウィンドウには、コストおよび予算に関するプロジェクトのステータスがレポートさ

れます。「合計コスト」は 4 つのコスト・タイプ（人件費、資産費用、固定コストおよびユーザー設定コスト）

の合計です。「コスト・ステータス」の色付きインジケータは、「予定された合計コスト」と、「実際の合計

コスト」および完成までの予測合計コストの合計とを比較し、それによって決定された予定された合計コスト

の割合（%）に基づきます。 

注意 「パーセント」値は負の数には設定できません。 

 

順序 名前 説明 パーセント アイコン 

1 予算内 予算内 0 緑 

2 予算外 予算外 5 黄 

3 予算オーバー 予算オーバー 10 赤 

 
 

品質ステータス 

「品質ステータス」ウィンドウには、品質の問題に関するプロジェクトのステータスがレポートされます。 

順序 名前 説明 アイコン 

1 基準品質 基準品質 緑 

2 基準以下 基準以下 黄 

3 低品質 低品質 赤 

 
 

リソース・ステータス 

「リソース・ステータス」ウィンドウには、チームのステータスまたは類似した技術を持つユーザーのステー

タスがレポートされます。リソース・ステータスを使用すると、プログラムへのリソースの割当てを評価して

従業員の負荷の管理に役立てることができます。 

順序 名前 説明 アイコン 

1 人員割当て済 人員割当て済 緑 

2 人員不足 人員不足 黄 

3 人員割り当てなし 人員割り当てなし 赤 

 
 



 第 10章: Product Portfolio Managementの設定 

 

 

 151  

 
 

UIデータの表示の設定 

Web クライアントで、オブジェクトの上にカーソルを置くと表示される「クイック・ビュー」ツールチップを

クリックすると、そのオブジェクトの詳細が表示されます。タスクの編集ダイアログが開き、ユーザーはサブ

クラスの詳細を表示して編集できます。管理者として、タスク所有者がフィールドの表示方法を編集して設計

する必要があるプライマリ・フィールドを定義できます。これにより、タスク所有者はそのタスクの詳細まで

移動しなくてもタスクの詳細を編集できます。 

表示を設定するには、最初に、ダイアログに表示する各コンポーネント（属性グループ、テーブル、アクショ

ン・メニューなど）を定義して選択する必要があります。属性グループ、テーブルおよびアクションはタスク

編集ダイアログの構成要素と見なすことができます。これらを様々な方法で組み合せて、各種のレイアウトを

作成できます。コンポーネントを選択し、それらを組み合せて特定のレイアウトを作成できます。1 つのレイ

アウトをいずれか 1 つのサブクラスに関連付けることができます。 

このための設定は、Java クライアント「管理」タブの「UI 設定データ」ノードで行います。 

UI設定データ 

「クイック・ビュー」ダイアログを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「システム設定」>「Product Portofolio Management」に移動します。 

2. 「UI 設定データ」をクリックします。「UI 設定データ」ウィンドウが開きます。 

3. 次の項目を設定します。 

 属性グループ 

 「テーブル」の設定 

 「アクション・グループ」の設定 

4. レイアウトを割り当てます。 

属性グループを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「属性グループ」をクリックします。 

2. グループの名前を指定します。たとえば、「コスト」または「スケジュール」と指定します。 

3. 「利用可能な属性」リストから、表示する属性を選択します。ドロップダウン・リストを使用して、サブ

クラス別にフィルタできます。「名前」フィールドがいずれかの属性グループに存在し、ヘッダーに表示

されていることを確認します。 

4. 前向き矢印ボタンを使用して、選択した属性を「選択された属性」領域に移動します。矢印ボタンを使用

して、選択した属性を再配置できます。 

5. 「追加」をクリックして、選択した属性をダイアログに追加します。 

テーブルを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「テーブル」をクリックします。 

2. テーブルを選択してその表示名を指定します。たとえば、「関係」と指定します。 

3. 「利用可能なカラム」リストから、表示するカラムを選択します。 

4. 前向き矢印ボタンを使用して、選択したカラムを「選択されたカラム」領域に移動します。矢印ボタンを

使用して、選択したカラムを再配置できます。 

5. 「追加」をクリックして、選択したカラムをダイアログに追加します。 



Product Portfolio Management ユーザー・ガイド  

 

 

152 Agile Product Lifecycle Management 

  

「アクション・グループ」を設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「アクション・グループ」をクリックします。 

2. グループの名前を指定します。たとえば、「タスク・アクション」と指定します。 

3. 「利用可能なアクション」リストから、ワークフロー・サインオフに表示するアクションを選択します。

たとえば、「承認」、「却下」および「完了としてマーク」を選択します。 

a. アクションにプロセス拡張を追加するには、「新規」をクリックします。ダイアログが開いたら、「ア

クション名」を指定してから適用するプロセス拡張を選択します。 

b. 選択したアクションの名前を変更するには、「編集」をクリックして、開いたダイアログでアクショ

ンの新しい名前を入力します。 

c. 選択したアクション名を削除するには、「削除」をクリックします。ユーザーが作成したアクション

名のみを削除できます。 

4. 前向き矢印ボタンを使用して、選択したアクションを「選択されたアクション」領域に移動します。矢印

ボタンを使用して、選択したアクションを再配置できます。 

5. 「追加」をクリックして、選択したアクションをダイアログに追加します。 

レイアウトを割り当てる手順は、次のとおりです。 

1. 「レイアウト」をクリックします。 

2. 「レイアウトの定義」フィールドで、レイアウトを割り当てるオブジェクトを選択します。たとえば、「プ

ログラム」を選択します。 

3. 任意の属性グループ、テーブルおよびアクション・グループを選択します。 

4. 前向き矢印ボタンを使用して、選択項目を「フォーム」領域に移動します。矢印ボタンを使用して、コン

ポーネントを再配置できます。 

5. 「追加」をクリックして、指定したオブジェクトにレイアウトを割り当てます。 

「プロジェクトの要約」ページで、設定アクションの結果を確認できます。 

Agile Webクライアントでの管理 

Agile Web クライアントにおける PPM に対して実行できる設定には制限があり、主にオブジェクト表示に関連

しています。 

「プロジェクトの要約」の表示の設定 

「適用先」の値として「PPM 要約ページ設定」が設定されている「管理者」権限を持っている場合、「要約」

ページのレイアウトおよびウィジェットを設定できます。この設定は Agile PLM システム全体の「アクティビ

ティ」すべてに適用されます。 

「プロジェクトの要約」ウィジェットを設定する手順は、次のとおりです。 

1. 「要約」ページで「設定」をクリックします。  

2. 「要約」ページにこのウィジェットを表示しないようにするには、ウィジェット名の横にあるチェック・

ボックスの選択を解除します。  

3. ウィジェットに表示されるデータを設定するには、右上隅にある「編集」リンクをクリックします。  

 「プロジェクトの要約」ウィジェットおよび「プロジェクト・ゲート」ウィジェットについては、表

示されるフィールドを手動で設定する必要があります。目的のフィールドを左側の「非表示のフィー

ルド」カラムから選択して、右側の「表示フィールド」カラムに移動します。上下の矢印を使用して、

表示されたフィールドを再配置できます。 
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 その他すべてのウィジェットについては、ウィジェット名のみを編集できます。 

4. ウィジェットに対して変更を行った後、「適用」をクリックして変更を有効にします。 

5. 「保存」をクリックして設定を保存するか、または「キャンセル」をクリックしてデフォルト設定に戻し

ます。保存された設定はすぐに「プロジェクトの要約」ページに反映されます。 
 

ダッシュボードの設定 

各「ダッシュボード」タブには、テーブルおよびチャートに情報を表示する、設定可能なウィジェットのセットが

含まれます。これらのウィジェットについて、各タブに表示するウィジェットおよび表示場所を設定できます。 

各「ダッシュボード」タブを設定する手順は、次のとおりです。 

1. Agile Web クライアントの「ツールおよび設定」>「管理」メニューで、「ダッシュボードの設定」を選択

します。 

2. 「タブの設定」フィールドで、設定するタブを選択します。選択されたタブに利用可能なウィジェットが、

「利用可能なコンテンツ」カラムに表示されます。 

3. 表示するウィジェットを「行」カラムへ移動します。  

4. 方向矢印を使用して、ウィジェットを必要に応じて配置できます。 

5. すべてのタブの設定が完了したら、「保存」をクリックします。 

6. 設定ウィンドウを終了するには、「閉じる」をクリックします。 

7. ダッシュボードを更新して変更を確認します。 
 

「プロジェクトの要約」ページのパーソナライズ 

「プロジェクトの要約」ページをパーソナライズして、指定のウィジェットのみを表示させたい指定の順序で

表示させることができます。  

「要約」ページには 2 つのカラムが表示され、1 つは幅の広いカラム、もう 1 つは幅の狭いカラムです。カラ

ムにはそれぞれ設定可能なウィジェットのセットが含まれます。 

要約ページ・ウィジェットをパーソナライズする手順は、次のとおりです。 

1. 「プロジェクトの要約」ページで「パーソナライズ」をクリックします。設定可能なウィジェットのセッ

トが 2 つ表示されます。  

2. 「要約」ページにウィジェットを表示しないようにするには、ウィジェット名の横にあるチェック・ボッ

クスの選択を解除します。  

3. ウィジェットを表示する順序を変更するには、各ウィジェットを上下にドラッグし適当な場所に移動します。 

4. 変更を行った後、「保存」をクリックして変更を有効にします。 
 

「タイム・シート」の表示の設定 

タイム・シート機能を使用すると、システムで「進行中」状態にあるすべてのプロジェクトに対してレポート

された実際の時間の記録を表示できます。適切な権限を持つプロジェクト・マネージャは、プロジェクト、事

業単位またはその他の条件の全体にわたる検証を行うために、プロジェクトやグループ・プロジェクトに対し

てトランザクションでレポートされた時間を表示できます。 

「タイム・シート」タブは、ユーザー設定が適切に設定されている場合にのみ表示できます。  
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「タイム・シート」タブを表示する手順は、次のとおりです。 

1. 左パネルの「個人設定」をクリックします。 

2. 「プリファレンス」タブで「編集」をクリックし、フィールドを編集可能にします。  

3. 「表示プリファレンス」で「タイム・シートの表示」オプションを「はい」に変更します。  

これにより、「タイム・シート」タブが「私の割当て」の横に表示されます。 

注意 プリファレンス設定を変更するときに行った変更を有効にするには、ユーザーはログアウトしてか

ら再度ログインする必要があります。 
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第11章  

サポートされている統合 

この章のトピック 

 Microsoft Project との統合のサポート ............................................................................................................. 155 

 Primavera との統合のサポート ........................................................................................................................ 157 

次のセクションでは、サポートされているサードパーティ・アプリケーションとの統合と、関連情報について

説明します。 

Microsoft Projectとの統合のサポート 

Microsoft Project 2002および 2003との統合がサポートされています。適切なDLLの自動インストールの詳細は、

146ページの「PPM スマートルールからの自動インストール」を参照してください。 

次の説明も参照してください。 

 Microsoft Project 統合の各機能へのアクセスを制御する「変更」権限マスク・プロパティの詳細は、138ペー

ジの「特定のユーザー・アクションを制御する「変更」権限マスクの「適用先」プロパティ」を参照 

 「Microsoft Project 作業値の Agile PPM への「作業日数」としての転送」（157ページ） 

 「Microsoft Project でのカスタム Agile PPM サブクラスの使用」（156ページ） 

 「属性マッピング」（155ページ） 

注意 Agile PLM 9.2.1 では、Microsoft Project 98 および 2000 プロジェクト・ファイルとの統合はサポート

されていません。Microsoft 社はこれらのバージョンに対するサポートを中止しました。Microsoft 

Project 98 または 2000 プロジェクト・ファイルで作業する場合、プロジェクト・ファイルを適切な

フォーマットに自動的に変換するには、ユーザーは Microsoft Project 2002 または 2003 でファイルを

開く必要があります。詳細は、Microsoft Project 2002 または 2003 メニューの「ヘルプ」>「Microsoft 

Project ヘルプ」を選択してください。 

 

属性マッピング 
Agile が提供する MSP/Agile PPM マッピング・ファイル（Agile サーバーの MSPSyncMapping.properties）には、

Agile PPM オブジェクトと Microsoft Project 間の同期マッピングが用意されています。 

「アクティビティ」および「ゲート」については、ここで説明したようにマッピングを編集できます。TEXT

および DATE EXTENDED ATTRIBUTES, DEADLINE 属性（タスク・レベルの属性）のみがサポートされます。

これらの属性は、「ページ 2」のデフォルトの TEXT および DATE FLEX FIELDS へマップできます。「ページ

3」の属性はマップできません。 

属性マッピングは次のフォーマットである必要があります。 

<key>  = [<Mapping 1>],[<Mapping 2>],[<Mapping3>],..[<Mapping n>] 

ここで、 

<key>は属性マッピングが定義されるクラスを示します。次の値のみを設定できます。 

 アクティビティ・クラスの場合には「msp.pe.attribute.activities.map」 

 ゲート・クラスの場合には「msp.pe.attribute.gates.map」 
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<Mapping 1>, <Mapping 2>, <Mapping 3>,..., <Mapping n>は、1 つの属性マッピング定義を

示します。 

前述の個別の属性マッピング定義すべて（すべての<Mapping n>）は、次のフォーマットである必要があります。 

<Field Name> | ExtendedAttribute.<Field Name> = PAGE_TWO.<DB Column Name>] 

ここで、 

<Field Name>は、次の表記法で記述された MSP の属性名を示します。 

 MSP のタスク・レベル属性（現在サポートされているのは Deadline のみです）を指定するには、

<Field Name>表記を使用します。 

 MSPのExtended属性を指定するには、ExtendedAttribute.<Field Name>表記を使用します。 

<DB Column Name>は、Agile データベースの PAGE_TWO テーブルのカラム名を示します。これは Java

クライアント管理者の属性プロパティ（「データ設定」>「クラス」ノード）で利用可能です。 

MSP からマップされた拡張属性ごとに、属性に関連付けたフィールド ID を指定する必要があります。マッピ

ング定義に使用される MSP 拡張属性ごとのフィールド ID は、次のフォーマットで指定する必要があります。 

msp.attribute.ExtendedAttribute.<Field Name>.id = <Field ID> 

ここで、 

<Field Name>は、MSP の拡張属性名を示します。 

<Field ID>は拡張属性に関連付けられる、MSP で定義された一意の整数（ID）を示します。MSP で拡

張属性を有効化すると、フィールド ID をプロジェクト要素の ExtendedAttributes タグ（.xml ファイル内）

から取得できます。 

サンプル・フォーマットは次のとおりです。より多くの拡張属性を MSP からマップする必要がある場合は、こ

のフォーマットを拡張できます。 

msp.pe.attribute.activities.map=[ExtendedAttribute.Text1 = PAGE_TWO.TEXT11], ¥ 

[ExtendedAttribute.Date1 = PAGE_TWO.DATE01], ¥ 

[Deadline = PAGE_TWO.DATE02] 

msp.pe.attribute.gates.map=[ExtendedAttribute.Text1 = PAGE_TWO.TEXT11], ¥ 

[ExtendedAttribute.Date1 = PAGE_TWO.DATE01], ¥ 

[Deadline = PAGE_TWO.DATE02] 

msp.attribute.ExtendedAttribute.Text1.id = 188743731 

msp.attribute.ExtendedAttribute.Date1.id = 188743945 

注意 マッピング定義が指定したフォーマットに存在しない場合は、対応する定義が無視され、エラー・

メッセージがサーバー・コンソールに記録されます。「NO USER EXCEPTION」と表示されます。  

 

Microsoft ProjectでのカスタムAgile PPMサブクラスの使用 

カスタムAgile PPMサブクラスを定義した場合、ユーザーはMicrosoft Projectのテキスト 29カラムを使用して、

Microsoft でこれらのサブクラスを指定できます。 

Microsoft Project 2002または2003でカスタムAgile PPMサブクラスの使用を有効化する手順は、次のとおり

です。 

1. Microsoft Project でカラム・ヘッダーを右クリックします。 

2. カラムの挿入を選択します。 

3. フィールド名にテキスト 29 を選択します。デフォルトの Agile PPM サブクラス名が表示されます。 
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4. 新しいタスクを作成して入力する場合、このフィールドに任意のカスタム Agile PPM アクティビティ・サ

ブクラスの名前を入力できます。このフィールドを空白のままにしておく場合は、Agile PPM のデフォル

トのサブクラスが使用されます。 

注意 入力するサブクラス名は正しいスペルで入力する必要があります。名前が正しくない場合、デフォ

ルトのサブクラス名が表示されます。 

 

Microsoft Project作業値のAgile PPMへの「作業日数」としての転送 

Agile では、作業日数は常に割当て率（%）と期間に基づいて計算されます。Agile では、作業日数を作成する

ために、リソースおよびリソース・プールへの割当てが必要となります。作業値を入力する Microsoft Project

タスクの公表に対処するために、グローバル・リソース・プールをセットアップして作業や作業日数の値を保

持できます。グローバル・リソース・プールをセットアップする場合、これらの条件を満たすタスクには、「チー

ム」タブでグローバル・リソース・プールが関連付けられていることがわかります。 

グローバル・リソース・プールをセットアップする手順は、次のとおりです。 

1. MSPSyncMapping.properties ファイルにリソース・プール名を入力します。 

2. サーバーを再起動します。 

3. 次のことに注意してリソース・プールを作成します。 

a. MSPSyncMapping.properties ファイルに入力した名前を使用します。 

b. リソース・プールはグローバル・リソース・プールです。 

マッピングを有効化するには、リソース・プールは「グローバル」として作成される必要があります。 

重要 次のいずれかが当てはまる場合、このマッピングは無視されて作業値が破棄されます。 

リソース・プール名がプロパティ・ファイルに設定されていますが、そのリソース・プールが存在していません
（作成されていません）。 

リソース・プール名がプロパティ・ファイルに設定されており、リソース・プールが作成されていますが、条
件を満たしていません（つまり、グローバル・リソース・プールではありません）。  
 

Primaveraとの統合のサポート 

Primavera は、Agile Product Portfolio Management モジュールに統合できるポートフォリオ管理アプリケーション

です。PPM と Primavera の統合には、PPM-Primavera Connector というコネクタ・ツールを使用します。PPM と

Primavera のコネクタ・ツールを有効化できるのは、Agile 管理者のみです。 

この統合によって、戦略的なポートフォリオ管理、ポートフォリオの可視化、戦術的なポートフォリオ管理に

Primavera P6 を使用できます。代替のスケジュール・エンジンとして使用することもできます。 

注意 Primavera との統合の詳細は、Oracle Sales にお問い合せください。 
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付録A 

Agileオブジェクトの削除 

この付録のトピック 

 オブジェクトのソフト削除 ............................................................................................................................. 160 

 オブジェクトの削除取消 ................................................................................................................................. 160 

 オブジェクトのハード削除 ............................................................................................................................. 161 

 

 

Java クライアントおよび Web クライアントでは、数多くの Agile オブジェクト・クラスに対してソフトおよび

ハード削除がサポートされています。クライアント上でオブジェクトをソフト削除しても、完全に削除された

わけではありません。ソフト削除されたオブジェクトはデータベースで「削除済」のマークが付けられ、その

オブジェクト番号または名前は保存されます。ソフト削除されたオブジェクトと同じタイプおよび同じ番号や

名前の別のオブジェクトは作成できません。 

検索を実行する場合、ソフト削除されたオブジェクトは検索結果テーブルに表示されません。ソフト削除した

オブジェクトを検索するには、「削除済オブジェクト検索」フォルダで事前定義されている削除済オブジェク

ト検索を実行する必要があります。 

注意 ユーザー・プロファイルの「検索」フィールドに「削除済オブジェクト検索」が含まれている場合

は、「削除済オブジェクト検索」フォルダにアクセスできます。適切な権限がある場合、ユーザー・

プロファイルを編集して、「検索」フィールドの検索リストに「削除済オブジェクト検索」を追加

できます。ユーザー・プロファイルの「検索」フィールドを変更する権限がない場合は、Agile 管理

者にユーザー・プロファイルの変更を依頼してください。 

ハード削除されたオブジェクトは、データベースから完全に削除されます。 

注意 ハード削除されたオブジェクトの削除を取り消すことはできません。 

Agile オブジェクトに対してソフト削除、ハード削除または削除取消を実行する手順は、次のとおりです。 

 対象オブジェクトに対して、適切な「削除」権限または「削除取消」権限が必要です。 

 関係および確認通知がすべて削除されている必要があります。 

 オブジェクトは、削除または削除取消の可否を決定する追加条件をすべて満たしている必要があります。 

通常は、オブジェクトの削除または削除取消によってデータの整合性に悪影響が発生する場合、削除また

削除取消のアクションは無効になります。 

このセクションでは次のトピックについて説明します。 

 「オブジェクトのソフト削除」（160ページ） 

 「オブジェクトの削除取消」（160ページ） 

 「オブジェクトのハード削除」（161ページ） 
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オブジェクトのソフト削除 

オブジェクトはソフト削除されると使用できなくなります。ただし、オブジェクトの番号や名前は、オブジェ

クトがハード削除されるまで Agile PLM データベース内に保管されるため、他で使用することはできません。 

Javaクライアントでオブジェクトをソフト削除する手順は、次のとおりです。 

1. 削除するオブジェクトを選択して開きます。 

2. 「削除」ボタン をクリックして、確認プロンプトに対して「はい」と応答します。 

オブジェクトがソフト削除されます。 

Webクライアントでオブジェクトをソフト削除する手順は、次のとおりです。 

1. 削除するオブジェクトを選択して開きます。 

2. 「アクション」>「削除」を選択し、確認プロンプトに対して「OK」と応答します。 

オブジェクトがソフト削除されます。 

「Agile オブジェクトの削除」、160ページの「オブジェクトの削除取消」および161ページの「オブジェクトの

ハード削除」も参照してください。 

オブジェクトの削除取消 

適切な権限がある場合、ソフト削除されたオブジェクトの削除を取り消すことができます。 

Javaクライアントでオブジェクトの削除を取り消す手順は、次のとおりです。 

1. 「削除済オブジェクト検索」フォルダから、該当する削除済オブジェクト検索を実行します。 

2. 復元する削除済オブジェクトを開きます。 

3. 「削除取消」ボタン をクリックします。 
 

Webクライアントでオブジェクトの削除を取り消す手順は、次のとおりです。 

1. 「削除済オブジェクト検索」フォルダから、該当する削除済オブジェクト検索を実行します。 

2. 復元する削除済オブジェクトを開きます。 

3. 「アクション」>「削除取消」を選択します。 

注意 検索結果テーブルの「ナビゲータ」ボタンをクリックすると、左側のウィンドウの 「ナビゲータ」

ドローワに検索結果オブジェクトのリンクを表示できます。 

 

「Agile オブジェクトの削除」、160ページの「オブジェクトのソフト削除」および161ページの「オブジェクト

のハード削除」も参照してください。 
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オブジェクトのハード削除 

オブジェクトは、ソフト削除してもデータベースに残っています。オブジェクトを完全に削除するには、ハー

ド削除する必要があります。ソフト削除が適用されただけのオブジェクトは、削除を取り消すことができます。

「削除済オブジェクト検索」フォルダから、該当する削除済オブジェクト検索を実行します。 

ソフト削除されたオブジェクトをJavaクライアントでハード削除する手順は、次のとおりです（適切な権限が

ある場合）。 

1. 「削除済オブジェクト検索」フォルダから、該当する削除済<オブジェクト>検索を実行します。 

2. オブジェクトを開きます。 

3. 「オブジェクトの削除」ボタン をクリックして、確認プロンプトに対して「はい」と応答します。 
 

ソフト削除されたオブジェクトをWebクライアントでハード削除する手順は、次のとおりです（適切な権限が

ある場合）。 

1. 「削除済オブジェクト検索」フォルダから、該当する削除済<オブジェクト>検索を実行します。 

2. 検索結果テーブルでオブジェクトの行を 1 つ以上選択します。 

3. 「削除」ボタンをクリックします。 

4. 警告プロンプトへの応答では、「続行」を選択してから「完了」をクリックします。 

5. または、次のようにして一度に 1 つのオブジェクトをハード削除することもできます。 

 オブジェクトを開きます。 

 「アクション」>「削除」を選択し、確認プロンプトに対して「OK」と応答します。 

注意 検索結果テーブルの「ナビゲータ」ボタンをクリックすると、左側のウィンドウの 「ナビゲータ」

ドローワに検索結果オブジェクトのリンクを表示できます。 

 

「Agile オブジェクトの削除」、160ページの「オブジェクトの削除取消」および160ページの「オブジェクトの

ソフト削除」も参照してください。 
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付録B 

ベスト・プラクティス 

この付録のトピック 

 一般的なプロジェクト管理のベスト・プラクティス .................................................................................. 163 

 PPM 設定のベスト・プラクティス ................................................................................................................. 164 

 PPM プロセス実行のベスト・プラクティス ................................................................................................. 169 

 ベスト・プラクティス: Business Intelligence の PPM .................................................................................... 172 

 
 

一般的なプロジェクト管理のベスト・プラクティス 

このセクションでは、次の点に関する推奨事項について説明します。 

 プロセスの定義と承認 

 実装の現状と要件 
 

プロセスの定義と承認 

企業のプロジェクト実行管理の実装には、定義済の（一連の）プロセスと、そのプロセスを進めていくための

一般的な承認または権限が必要です。ステークホルダーやソリューションの構成要素が関与しなければ、どの

ような自動化もシステムも機能しません。プロセスを完全に構築する必要はありませんが、承認した上で次の

プロセスに進むようにする必要があります。システムの使用が進むにつれてプロセスの弱点が見つかり、標準

プロセスの改善ロジックが適用されます。 

コンピュータの電源を入れる前に考慮する主な点は次のとおりです。 

 管理が必要なプロセスとプロセス・ステップを定義します。主要なマイルストーンおよびゲートから始め、

遂行する必要のあるタスクと要件を満たす必要のある成果物に戻って作業します。 

 プロセスが採用され、遵守されるようにするために、主要なステークホルダーから全般的なコンセンサス

を引き出します。または、プロセスを進めることを命じるエグゼクティブ・スポンサを任命します。 

 必要なプロジェクト・タイプ（テンプレート）の数を決定します。多くの場合、2 種類以上 100 種類未満

にします。単純なところから始め、次第に複雑になるようにします。 

 事業単位、所在地、人口統計、顧客、市場など、プロジェクトとプログラムを分類するカテゴリを決定し

ます。これらは、PPM がダッシュボード・ポートフォリオへのアクセスを確立し制御するときに重要です。

カテゴリの一部はセキュリティ・フィルタとして、一部は作業に便利なフィルタとして使用されます。 
 

実装の現状と要件 

 準備段階で合意されたスケジュールに従って、各段階を初めて通過したことを管理するのに必要な追跡の

初期階層を決定します。階層内のタスク・レベルは、最大で 4 レベルから始めることをお薦めします。こ

れで、フェーズ・レベル、要約タスク・レベルおよび詳細タスク・レベルを使用できます。多くの組織で

は、追跡する主なアイテムを対象にした粒度として十分な階層です。後で、プロセスを整備すると、さら

に深い階層、深い作業内訳構造に進むことが重要な場合もあります。 

 リソースを追跡する際に必要な初期の実装での階層を決定します。プロセスのスケジュール、タイミング

およびシーケンスが確実になるまでは、最小限のリソース管理を予測してシステムを実行することをお薦

めします。信頼性が低く誤ったスケジュールおよび期間に対して詳細にリソースを計画しても、期待どお
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りにはならず、システムの信頼性低下につながります。テンプレートを使用すれば、システムで必要なリ

ソースをタスクに割り当てることは難しくありませんが、タスクがスケジュールや期間に対して適切に整

合されていない場合、リソース利用状況の計算結果も整合しません。 

 他のプロジェクト追跡システムとの共存による制限があることを理解してください。PPM は、リアルタイム

の企業プロジェクト管理ソリューションとしての価値を付加します。そのため、プロジェクトとリソースに

対する変更がリアルタイムで行われ、必要なタスク、プロジェクトの状態（ヘルス）とステータス、必要な

リソースに関する最新のデータが示されます。他のシステムで管理されアップロードされたプロジェクトか

ら作成される一連のレポートと割当ては、直前のアップロードと同程度にしか正確ではありません。 
 

PPM設定のベスト・プラクティス 

このセクションでは、一般的な管理設定とプロジェクト固有の設定に関するガイドラインについて詳細に説明

します。 

管理設定 

セキュリティ 

Agile PPM は、PLM セキュリティ・モデルを使用し、Agile PPM 実装におけるすべてのユーザーを潜在的なプ

ロジェクト参加者として扱います。PPM におけるデフォルトの役割はすべてデフォルト設定を持ちますが、社

内のセキュリティ要件に応じて強化または簡略化できます。詳細は『Agile PLM 管理者ガイド』のセキュリティ

に関する項を参照してください。 

PPM の役割と権限を使用する際のガイドラインは次のとおりです。 

 プロジェクト・マネージャ: ほとんどの場合、出荷状態のままで使用します。プロジェクト・マネージャ

は、所有している、またはアクセスする権限がある PPM オブジェクトすべてにアクセスできます。プロジェ

クト・マネージャは、オブジェクト・タイプへのアクセス権を付与され、プロジェクト所有者は特定のプ

ロジェクトへのアクセス権を付与されます。この 2 つの概念は一体となって機能します。 

 プロジェクト管理者: ほとんどの場合、出荷状態のままで使用します。プロジェクト管理者は、自身が所

有していないプロジェクトにもアクセスできる特別な権限を持ちます。また、プロジェクトのキャンセル

や削除、プロジェクトの保留、必須成果物の削除なども実行できます。  

 実行権限: この権限は、PPM ダッシュボードおよびプロジェクト・カテゴリと組み合せて使用され、その

カテゴリの一部にアクセスできる実行権限に基づいてポートフォリオを構築する単一のダッシュボード

UI を提供します。したがって、「事業単位 1 のゼネラル・マネージャ」には自身の事業単位についてすべ

てのプロジェクトが表示され、「事業単位 2 のゼネラル・マネージャ」には自身の事業単位についてすべ

てのプロジェクトが表示されます。市場、製品ラインなどによってその他を承認することもできます。  

注意 Agile ユーザー: Agile PLM のユーザーはすべて、所有者またはプロジェクト・フェーズやタスクのリ

ソース（あるいはその両方）としての潜在的な参加者です。プロジェクトに追加またはテンプレー

トから追加されるとき、参加者には内部プロジェクトの役割が付与されます。そのため、開発マネー

ジャは自身のタスク・グループの「プロジェクト・マネージャ」としてプロジェクトに追加できま

す。これが、プロジェクト所有者の権限と、すべてのプロジェクト・アクティビティに対するアク

セス権より優先されることはありません。 

リソース・プール 

Agile PPM では、プロジェクトおよびテンプレートにリソース・プールとしてリソースを割り当てることがで

きます。これはリソース・プールとして識別されるユーザー・グループであり、潜在的なプロジェクト参加者

として識別されている Agile ユーザーのグループのコンテナとして機能します。 

次の点を考慮してください。 
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 プールのセグメント化 

 競合の管理に必要な粒度でプールを分割します。 

 部署の現状に一致するようにプールを設定します。リソース・プールを有効に利用するには、要求、

過負荷、従業員の問題に対応できるリソース・プール・マネージャが必要です。 

 プールの属性: プールは Agile ユーザーと類似の属性を持ちます。PPM の実装で鍵となるのは、時間当た

りの標準コストの金額をプールの労働力に入れる必要があることです。これは、プロジェクトの作成時に

標準コストの労務費予算を計算するために使用されます。 

 空のプール: これは、Agile のアクセス権を持たない可能性があるリソース（請負業者、パートナなど）に

ついて要件と予算を生成する必要があるときに便利です。 

 個々のユーザー: プロジェクトに追加される各個人がリソースです。すべてではないにしても、ほとんど

はリソース・プールから割り当てる必要があります。どのリソースも 1 つのプールに割り当てるのが理想

的です。 

 労務費予算または実際の労務費を計算する際の標準リソースのコスト設定には、ユーザーID で割り当てら

れた金額が使用されます。  

 実行権限によって、ユーザー・プロファイルとそのプロファイルに割り当てられたカテゴリが監視され、

そのユーザーが所有していないプロジェクトの表示が可能になります。 

分散タスク管理（DTM） 

DTM により、プロジェクト参加者に正確なリアルタイムの割当てとリソース要件を提供し、プロジェクト・ナ

ビゲーションを必要とせずにプロジェクトに直接アクセスできます。  

DTM を十分に活用するには、次の設定項目を考慮する必要があります。 

 「私の割当て」設定: プロジェクト・タスク所有者とリソースのすべてが、最新のタスク割当てと優先度

を 1 か所で確認できます。この UI は、プロジェクトに移動しなくても、ユーザーに割り当てられたすべて

のタスクに動的にアクセスしそれに対処できることを目的に設計されています。そのテーブルと許可され

るアクションは、管理設定で設定します。  

 クイック・ビューの作成: クイック・ビューを使用すると、PLM全体のユーザーがオブジェクトとそのデータ

に関する主要な詳細情報を、そのオブジェクトに移動せずにリストから直接レビューできます。クイック・

ビューには、「私の割当て」からアクセスします。PPMは、実行と編集が可能な「クイック・ビュー」を持つ

唯一のモジュールです。（クイック・ビューの設定方法は、『Agile PLM管理者ガイド』を参照してください。）

サブクラスごとにクイック・ビューは異なり、アクセス・レベルも異なります。したがって、DG1（決定ゲー

ト、フェーズ 1）のクイック・ビューでは、編集可能なフィールドとアクションが異なる場合があります。 

ダッシュボード・カテゴリ 

準備段階で決定されたプロジェクトのフィルタリングとセキュリティに必要なセグメント化を使用して、実装

に必要なカテゴリとカテゴリ値を作成します。これは、ダッシュボード、分析、レポートおよびセキュリティ

に必須です。デフォルトのカテゴリは、固定ではありません。すべて名前の変更、並べ替え、選択が可能です。 

タイム・シート 

実際に費やされた時間を予定時間と比較して追跡する必要がある場合には、コストありでもコストなしでも、

設定でタイム・シートを有効にする必要があります。  

アクティビティ・サブクラス（タイプ）とユーザー設定フィールド 

PPM では、次のサブクラスがデフォルトで用意されています。ほとんどの場合、出荷状態のままで使用できま

す。使用されないサブクラスは、無効にしてプロンプトおよびリストから削除してください。 

 プロジェクト: PPM のプロジェクトは、親を持たないアクティビティとして定義されます。オブジェクト・

タイプに、必ずしもその動作を定義する必要はありません。 
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 フェーズ: フェーズ・ゲート管理で使用されます。決定ゲートは参加するフェーズ（DG1 から DG6）に対し

てセグメント化されますが、対応するフェーズのセグメント化が必要な場合は多くありません。ただし、類

似のフェーズ・セグメント化が必要な場合には、「PH1」、「PH2」などの新しいサブクラスを使用できます。 

 タスク: 通常は出荷状態のままで使用します。環境によっては、新しいサブクラスを使用して「ミーティ

ング」（アジェンダと出席者リストを伴う）など他のタスク・タイプを設定できます。 

 プログラム: 出荷状態のままで使用します。プロジェクト・オブジェクトの「PLM 参照」と組み合せて使

用される特定のコンテキストで PPM BI によって表示されます。 

 ポートフォリオ: 出荷状態のままで使用します。プロジェクト・オブジェクトの「PLM 参照」と組み合せ

て使用される特定のコンテキストで PPM BI によって表示されます。 

マイルストーンおよびゲート・サブクラス（タイプ）とユーザー設定フィールド  

ゲートは、期間を持たないプロジェクト・タイムライン上の任意のエントリとして定義されます。多くのプロ

ジェクト方法ではゲートの概念を利用しませんが、0 日または 1 日の期間のタスクをサポートし、マイルストー

ンをサポートします。 

Agile PPM は、フェーズ・ゲートと標準プロジェクト管理のどちらの環境にも対応する複数タイプのゲートを

一意にサポートします。 

次のゲート・タイプは、プロジェクト管理で使用するゲートのベスト・プラクティス定義の例です。 

 決定ゲート 

 フェーズ・ゲート方法では、プロジェクトをフェーズと呼ばれる個別のタスク・セットに分割します。

各フェーズの終わりには、フェーズを区切る決定ゲートがあります。フェーズ・ゲート・プロセスで

は、特定のフェーズ（P1 など）は対応する決定ゲート（DG1 など）によって区切られます。Stage-Gate™

プロセスでは、特定のフェーズ（P1 など）は、次の決定ゲート（DG2 など）によって区切られます。  

 決定ゲートは、ほとんどの場合、フェーズ・ゲートまたは Stage-Gate™プロセスおよび管理と組み合せて

使用されます。ただし、それらの環境に限定されているわけではありません。決定ゲートとは、その名前

が示すとおり、プロジェクト・タイムラインにおいて主な決定を必要とする特定の時点です。フェーズ・

ゲートのコンテキストでは、これは「実行/中止」あるいは「廃止」の決定として扱われ、本質的には「こ

のプロジェクトの資金提供を続けるべきか」という問いになります。フェーズ・ゲートでは、ゲートは

フェーズの終わりとして結び付けられるので、フェーズ 1の終わりは決定ゲートによって区切られます。  

 決定ゲートは、プロジェクト間レポートのサブクラスとして設定する必要があります。 

 Agile には、決定ゲートとして使用するように設計された事前定義のサブクラスとして、DG1、DG2、

DG3、DG4、DG5 および DG6 が付属しています。組織でゲートに対する命名法がすでに確立してい

る場合には、その用語に応じてこれらのデフォルトの名前を変更できます。 

 ゲート・サブクラスはそれぞれ、「ページ 3」ユーザー設定フィールドを有効にしてゲート固有のデー

タ・フィールドを持つことができます。DG1 は、他のゲートとは「ページ 3」が異なります。 

 決定ゲートのワークフローは、特定のゲート・タイプを反映するように設定する必要があります。  

 レビュー（チェックポイント）ゲート 

 レビュー・ゲート（チェックポイント・ゲート）は、プロジェクト・タイムラインにおいて 1 つのフェー

ズ内のタスク・グループの境界線を設定する特定の時点です。通常これは、一連の成果物またはタス

クが予定どおりに完了したことを検証するチェックリストとして使用されます。これらのゲートは通

常、承認のためにルーティングされますが、完全性を確認するためにレビューされます。 

 Agile におけるデフォルトのチェックポイント・ゲート・サブクラスは、「レビュー・ゲート」です。

プロセスに別の層のレビュー・タイプが必要な場合には、必要に応じてサブクラスを追加することを

お薦めします。例として、CP1、CP2 または RV1、RV2 などがあります。 

 レビュー・ゲートには通例、ワークフローは使用されません。 
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 マイルストーン 

 マイルストーンも、ゲートの一種です。様々なプロジェクト方法で、マイルストーンが唯一のゲート・

タイプです。フェーズ・ゲート方法では通常、プロジェクトで他のアクティビティをトリガーできる

重要なポイントをマークするためにマイルストーンが使用されます。  

 Agile におけるデフォルトのマイルストーン・ゲートは「マイルストーン」サブクラスです。  

 通常、マイルストーンはサブクラス化されません。ただし、メトリックとして重要なマイルストーン、

またはポートフォリオ間で進行状況の測定に必要なマイルストーンがプロセスにある場合は、その必

要に応じてサブクラスを追加することをお薦めします。例として、MM1、MM2 または MS1、MS2

などがあります。 

 マイルストーンには通例、ワークフローは使用されません。ただし、スクリプトとイベントを使用す

れば、マイルストーンの通過をマークする通知をトリガーできます。たとえば、顧客のプロジェクト

がマイルストーンに近づいたとき、完了した作業の支払を顧客に請求するために、会計に通知を送信

するなどです。 
 

テンプレートとプロジェクト設定 

テンプレートは、PPM のベスト・プラクティスを使用するのに欠かせない要素です。テンプレートは、簡単な

ところでは NPD 対 NPI など特定のプロジェクト・タイプに企業のベースラインを確立する際に使用されます。

さらに高度な環境になると、適切な責任レベルで標準プロセスを設定するために、テンプレートが事業単位別

や製品ライン別に定義されます。 

テンプレートは、フェーズ・ゲート方法を使用するプロジェクト・コンテキストで PPM を使用する必須の要素

でもあります。テンプレートを使用すると、深く広いスケジュール・プロセスを作成できます。これは 1 度し

か設定の必要がなく、何千というアクティビティを生成できます。テンプレートを利用して、複雑なゲートと

成果物のコントロール、必須成果物、深い責任およびチーム構造を設定し、社内と社外のプロセス制御または

規制機関に対する準拠を保証できます。（ISO、FDA など。）  

このセクションでは、テンプレート（またはプロジェクト）を設定する際に考慮する方法について説明します。 

スケジュール   

テンプレート（またはプロジェクト）でスケジュールを設定する際には、次の点を考慮します。 

 スケジュールの深さ: 責任レベルや、受入れ能力に応じた深さに設定します。これは、システムの普及と

スケジュールの精度向上に伴って変化します。 

 「チェックリスト」からタスクへの変換を回避: これは 2000 のタスク・プロジェクトを作成する一般的な

問題です。2000 タスクの追跡が必要な場合はそのようにしても、チェックリストをタスク・リストには変

換しないでください。チェックリストは、ドキュメントのままでタスクに添付するのが最適です。 

 ゲートを使用して境界を設定: フェーズ・ゲート・プロセスに従わない場合でも、マイルストーンとチェッ

クポイントはアクティビティの境界を設定し、公式レビューを確立して、すべてに表示される重要な進行

状況をマークできる強力なツールとなります。 

 必要な依存関係をすべて設定: テンプレートから作成したプロジェクトのスケジュールの整合性を確認し

ます。プロジェクトの依存関係を設定するのは、難しい作業です。タスク・シーケンスの管理に必要な期

間の一貫性を保証するには通常、依存関係の複雑なマトリックスが必要になります。テンプレートで設定

すると、そのテンプレートから生成されるプロジェクトに必要な依存関係のうち 80 から 90%は、事前定義

して自動作成できます。 

所有権 

 フェーズ、要約タスク、タスクまたはゲートの各レベルにおける所有権は、リソース・プールを使用して

テンプレートで設定されます。デフォルトでは、所有者には、一定の割合のアクティビティが付与されな

いため、リソース・ロードの一部とはみなされません。所有者がアクティビティで有効であり、かつその
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アクティビティの所有者も有効な場合には、その寄与率を表す 0より大きい値に割当て率を設定します。こ

うすると、プロジェクトをテンプレートから生成するとき、タスク所有者に対するリソース・プール要求が

生成され、所有者の割当てが 0より大きければリソース・ロードも生成されます。Agile PPMでは、プロジェ

クト/プログラム・マネージャのマスター制御を明け渡すことなく、最も深いレベルで所有権を設定できます。 

リソース 

フェーズ、要約タスク、タスクまたはゲートの各レベルに対するリソースは、リソース・プールを使用してテンプ

レートの各レベルで設定されます。必要なリソースごとに、リソースを表すプールを入力し、その必要な寄与率を

表す割当てを設定します。プロジェクトをテンプレートから生成すると、プロジェクト・チームおよび労務コスト

の予算が自動的に作成されます。リソース・ロードは提示されたレベルまたは実際のレベルで設定され、リソース

要求がリソース・プールに送信されます。リソース要件は常に、受入れが可能または必要なタスク・レベルで設定

します。複数レベルでのリソースの重複は避けてください。通常これは、最低でも要約タスク・レベルです。 

コンテンツ/成果物 

Agile PPM には、ユーザーがテンプレートですべての標準プロジェクト成果物を作成でき、テンプレートで成

果物の作成と制御を自動化できるという独自の特徴があります。標準の成果物はすべて、テンプレートで設定

する必要があります。 

 デジタル・ファイル・コンテンツ: ドキュメント、スプレッドシート、プレゼンテーションなどの添付ファ

イルは、コンテンツや成果物としてテンプレートに設定できます。テンプレートは、保存場所からの静的

プル、またはボイラープレートのコピーとしてコンテンツを認識するように設定できます。次にいくつか

の例を示します。 

 静的プル: Agile PLM でバージョン管理される ISO プロセス・ドキュメントへのリンクをテンプレー

トに設定できます。このリンクによってテンプレートがトリガーされ、ISO ドキュメントの最新バー

ジョンがそのテンプレートから作成される各プロジェクトにコピーされます。  

 ボイラープレート: テンプレートでプロジェクト成果物のボイラープレート（標準的な製品要件ド

キュメント）をタスクまたはフェーズに添付できます。テンプレートは、新しいプロジェクトごとに

そのボイラープレートの空のコピーを作成します。 

 Agile PLM アイテム: PLM ドキュメントと部品/BOM を成果物として設定できます。たとえば、規制要件

ドキュメント（RRD）などの必須プロジェクト・ドキュメントを、アイテム・ドキュメントのサブクラス

として PLM で設定することができます。そのサブクラスから RRD テンプレート・オブジェクトを作成し、

デジタル・ドキュメントのボイラープレートをその RRD に添付した上で、RRD ドキュメント・テンプレー

トをプロジェクト・テンプレートに添付します。テンプレートからプロジェクトを作成するたびに、その

期日を制御するタスクのコンテンツとして、デジタル・ファイルのボイラープレートとともに新しい RRD

（RRD-2010、RRD-2011 など）が作成されます。 

 Agile PLM プロセス: PLM プロセス・テンプレートは、テンプレートに成果物としても設定でき、テンプ

レートからプロジェクトを作成するたびにそのプロセスの新しいコピーがそのテンプレートから作成され

ます。たとえば、部品番号要求（PNR）のプロセス・テンプレートを作成し、それをプロジェクト・テン

プレートでタスクに添付すると、そのテンプレートからプロジェクトを作成するたびに、そのタスクの「コ

ンテンツ」タブに新しい PLM PNR が作成されます。 

 PLM PPM オブジェクト: Agile PPM のアクティビティとゲートは、テンプレートでも作成できます。3 つ

のレビュー・ゲートと 1 つの決定ゲートを持つフェーズを設定できます。このテンプレートでは、3 つの

レビュー・ゲートをコンテンツとして決定ゲートに追加し、3 つのレビュー・ゲートがすべてオープン（承

認済）でないかぎり決定ゲートはレビューに進めないという関係を設定できます。 

「コンテンツ」タブとルール 

Agile PPM は、すべての成果物とファイルを「コンテンツ」タブと呼ばれる UI 上でタブから制御できます。す

べてのプロジェクト・クラス（アクティビティ、ゲート）で「添付ファイル」タブを無効にし、標準のデジタ

ル・ファイルを含むすべてのプロジェクト・コンテンツを「コンテンツ」に配置することをベスト・プラクティ

スとして推奨します。これによって、成果物を取り扱うとき最も高度な可視性、制御性、柔軟性が実現します。 
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承認ワークフロー 

Agile PPM のすべてのワークフローとマイルストーンには、標準で 3ステップのワークフローがあり、これを実施

または自動化（あるいはその両方）できます。前述したように、PPMのベスト・プラクティスを使用すると、3

つのレビュー・ゲートがオープンされる、PNRがリリース・ステータスに達する、要件ドキュメントがレビュー・

ステータスに達するなど、DG1 が成果物に依存するような NPDプロジェクトごとに、テンプレートを作成できま

す。最後の成果物ルールが満たされた時点で DG1 がゲート・ワークフローでレビュー・ステータスに設定される

というルールを設定できます。これによって、ゲート・プロセスのすべての承認者とオブザーバにただちに通知

されます。ゲート承認のワークフローは、複雑なフェーズ・ゲート手順を正常に実装する上で不可欠です。 

PPMプロセス実行のベスト・プラクティス 

このセクションでは、一般的なプロジェクト実行とフェーズ・ゲート・プロジェクト実行に関する推奨事項に

ついて説明します。 

一般的なプロジェクト実行 

PPM を実装する前に、プロセス実行について次の推奨事項を検討してください。 

「PLM 参照」フィールドの使用 

このフィールドは、プロジェクトの「一般情報」タブにあります。「PLM 参照」フィールドは、プロジェクト・

コンテキストの特定の PLM オブジェクトにプロジェクトを関連付ける目的で主に使用します。「PLM 参照」

フィールドは、プロジェクト構造のどこからでも参照できます。ここで入力したアイテムは、プロジェクトの

他のすべてのレベルで（セキュリティに基づいて）表示されます。これは第一に、プロジェクト内で開発され

る製品の識別に利用されます。第二に、プロジェクトを他のプロジェクト、プログラムまたはポートフォリオ

に関連付ける際に使用されます。ここでは複数のオブジェクトも入力できます。 

PPM Business Intelligence（BI）を追加で実装する場合には、プロジェクトをポートフォリオやプログラムに関

連付ける際に使用されます。PPM BI と組み合せて使用するときには、次のことを理解する必要があります。 

 「PLM 参照」フィールドに設定したポートフォリオまたはプログラム・オブジェクトは、そのプロジェク

トを BI のオブジェクトにリンクします。 

 そこに現れる最初のアイテム・オブジェクトは、レポートおよびフィルタリングのためにこのプロジェク

トに関連付けられる製品として BI によって使用されます。 

「プロジェクト・キーワード」の使用 

このフィールドは、プロジェクトの「一般情報」タブにあります。このフィールドを使用して、検索およびフィ

ルタリングに使用する概念とカテゴリ（キーワード）を自由に関連付けることができます。 

UI ナビゲータの使用 

ナビゲータは、PPM ユーザーにとって特に役に立ちます。表示されるプロジェクトをナビゲータに「プッシュ」

して使用すると、プロジェクトの他の部分に移動したり、成果物をドラッグ・アンド・ドロップしたり、ある

プロジェクト・ビューを表示したまま別のプロジェクトに移動することができます。 

プロジェクトの作成とリリース 

 PPM は、プロジェクトの作成からプロジェクトの公表、プロジェクトの実行までマルチステップのプロセス

を提供するように設計されています。従うステップとその意味は次のとおりです。 

 「提示」状態でテンプレートからプロジェクトを作成。すべてのテンプレート構造、リソース要件および

成果物を持つプロジェクトを設定します。「提示」状態ですが、プロジェクトは一般的には表示されませ

ん。この状態で、リソース要件は設定されますが、固定としては扱われません。したがって、提示された

プロジェクトを計算に追加するよう明示的に指定する場合を除いて、リソース計算にロードは追加されま

せん。リソース要求やタスク割当ては生成されません。「提示」のプロジェクト状態は、PM が使用する

ときに有効化されます。PM は、テンプレートで作成したプロジェクトを操作したり、タイムラインを作



Product Portfolio Management ユーザー・ガイド  

 

 

170 Agile Product Lifecycle Management 

  

成したり、そのプロジェクトの特定のニーズを満たすための作業を行います。すなわち、タスクまたはリ

ソースの数の足し引き、日付のリセット、プロジェクトへの特定のリソースの割当てなどです。プロジェ

クトに対する変更はすべて監査され、追加された新しいタスクはテンプレートに由来しないものとして識

別できます。また、作成時にユーザーはベースラインの設定を選択できます。 

 プロジェクトの状態を「提示」から「アクティブ」に変更。このアクションは事実上、コミュニティに対するプ

ロジェクトの公表です。プロジェクトは現在、「アクティブ - 未開始」です。プロジェクトはダッシュボードに

表示され、リソース・プール要件がプール所有者に送信されて、一意のユーザーによって割り当てられたタスク

または所有されるタスクが「私の割当て」タブに表示されます。ただし、アクティビティは何も実行されず、プ

ロジェクトはスケジュールされた開始日よりかなり前にアクティブにできます。そのため、最初のタスク・グルー

プにリソースを割り当てるために必要なリード・タイムでプロジェクトを公表でき、ユーザーは準備に必要な時

間で負荷を確認できます。ユーザーはキックオフ・ベースラインを設定するように要求されます。 

 プロジェクトのステータスを「アクティブ - 進行中」に変更。変更するには、タスク所有者がタスクを「進

行中」にマークします。最初のタスクが「進行中」に設定されると、そのタスクからアウトデントされた

プロジェクトとすべてのアクティビティも「進行中」に設定されます。   

 必要に応じて、一度に全部ではなくリソースを割当て。リソースと所有者はリソース・プールに設定でき

るため、リソースを割り当てなくてもシステムにはロードが表示されます。したがって、プロジェクトお

よびリソース・マネージャが、特定のリソースをそれらが必要とされるイベントに、必要な分だけ割り当

てることができるようにするのは論理的です。 

依存関係の使用  

プロジェクトで複雑な依存関係を設定することは、必須ですが煩雑です。テンプレート機能を利用すると、き

わめて複雑な依存関係モデルを 1 度だけ設定し、それを何度も使用できます。プロジェクト公表までの段階的

なプロセスにより、プロジェクト所有者は特定のニーズに応じてこれらの標準の依存関係を調整できます。 

Agile PPM では、スケジュール依存関係と進行状況依存関係の 2 つの依存関係構造がサポートされます。  

 スケジュール依存関係: Agile PPM でサポートされるスケジュール依存関係は、開始-開始（SS）、開始-終

了（SF）、終了-開始、終了-終了の 4 つです。これらの依存関係を設定すると、相互リンクされたタスク

の日付がリンクされます。いずれかのタスクの時間を移動（再スケジュール）すると、リンクされたタス

クも自動的に移動され、依存関係タイプに基づいて期間定数が維持されます。これは、すべてのプロジェ

クト管理システムで標準であり、プロジェクト・アクティビティの一部または全部を再スケジュールする

ときスケジュールの整合性を保つために不可欠です。 

 進行状況依存関係: Agile PPM では、プロジェクト、フェーズ、ゲート、またはタスクおよびコンテンツ・

ルールの「コンテンツ」タブを使用して進行状況依存関係の概念がサポートされます。進行状況依存関係

には次の 2 タイプがあります。 

 プロジェクトベース: タスクまたはゲートを他のタスクまたはゲートにリンクし、一方のタスクまたはゲー

トの進行状況を、他方の進行状況（ステータス）に基づいて判定するルールを確立します。たとえば、前の

いくつかのタスクが完了するまでゲートをオープンすることを禁止したり、いくつかのマイルストーンが完

了するまでゲートが「レビュー」状態に移行することを禁止したりする、または前のフェーズの決定ゲート

が承認/オープンされた瞬間に新しいプロジェクト・フェーズを自動的にオープンすることができます。 

 成果物ベース: PLM 成果物とそのステータスを、タスクおよびゲートの進行状況にリンクします。た

とえば、製品の BOM が「プロトタイプ」に設定されるまでそのプロジェクトのプロトタイプ・フェー

ズのスタートを禁止し、それが「プロトタイプ」に設定された時点でプロトタイプ・フェーズおよび

タスクを自動的にオープンするように設定できます。 

動的成果物と静的成果物の定義 

 標準の成果物はテンプレートで事前定義できるもので、作成プロセス中に生成されます。これについては

すでに説明しました。 

 動的成果物とは、事前定義できない成果物です。それがさらに、予期される成果物と予期されない成果物
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に分類されます。 

 予期される: どのプロジェクトにも、必要ではあってもプロジェクトが始まるまで明確でない成果物

があります。NPD プロセスで代表的なのは、開発する製品の BOM（P/N）です。Agile PPM では、

BOM を表す PLM オブジェクトを作成すると、コントロールのどのレベルでもプロジェクト・コンテ

ンツに追加できます。BOM のステータスを利用して、あるフェーズから別のフェーズに移るプロジェ

クトの進行状況を制御します。 

 予期されない: どのプロジェクトにも、プロジェクトに影響するため対処の必要な成果物/問題点があ

ります。たとえば、プロトタイプのテスト中に大きな欠陥が見つかったとします。この問題を修正す

るには、Agile の変更要求（CR）または Agile の是正・予防処置（CAPA）を起動します。調査が完了

するまで、このプロジェクトに対するアクションは進まないようにする必要があります。CAPA また

は CR の所有者は、そのプロセスの「関係」タブに移動し、CAPA または CR が特定のステータスに

達するまで、プロジェクト・タスクまたはフェーズの進行を禁止するルールを設定できます。（その

ようなアクティビティを適切に制御するために、セキュリティ・コントロールが設定されます） 
 

フェーズ・ゲート・プロジェクト実行 

PPM は、成果物を追跡し、それを利用してプロジェクトのシーケンスと要件を管理する一意な機能を備え、真

のフェーズ・ゲート・プロセス管理に適した有効なプラットフォームとなります。   

このセクションでは、Agile PPM のフェーズ・ゲート・プロジェクト方法を使用する際に従う一連のガイドラ

インについて説明します。 

フェーズ・ゲート管理 

 フェーズ管理 

 フェーズは、論理上の中心的な責任者によって所有されます。たとえば「部署」フェーズの所有者は

部署の責任者です。 

 フェーズは必ず、決定ゲートによって区切る必要があります。 

 フェーズは、スケジュール依存関係または進行状況依存関係（あるいはその両方）によって他のフェー

ズにリンクする必要があります。 

 フェーズ・レベルで割り当てられたリソースは、フェーズ内でそれより下位にあるレベル（タスク）

で重複しないようにします。 

 決定ゲート管理 

 フェーズ・ゲート・プロセスは、すべてのフェーズに決定ゲートがあるものと想定しています。決定

ゲートには承認プロセスがリンクされ、承認プロセスによって次のフェーズへの進行を制御します。

決定ゲートは、進行状況依存関係によって自動的に制御される必要があります。たとえば、フェーズ

で定義されているすべてのチェックポイント・ゲートが「オープン」に設定されたとき、フェーズ決

定ゲートが自動的に「レビュー」または「オープン」に移行するように設定できます。 

 決定ゲートは、結び付けられているフェーズと揃えてレビュー/承認のためにルーティングされる必

要があります。ルーティングに含まれるのは、現在のフェーズで完了される作業を確認およびサポー

トできるすべてのステークホルダー、次のフェーズで準備状態と信頼性を確認できるステークホル

ダー、プロジェクトの状態とヘルスを要約できるプロジェクト管理者、および資金とリソース管理を

担当するエグゼクティブ・マネージャです。 

 決定ゲートには、ベースラインの設定が必要です。Agile では、ユーザーが複数のベースラインを設

定できます。決定ゲートには、「記録の計画」と呼ばれる特定のベースラインがあります。決定ゲー

ト・プロセスのそれぞれで、「記録の計画」ベースラインを作成する必要があります。 

タスク管理 

Agile PPM の設計では、2 つの基本タイプのプロジェクト管理が想定されています。  
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 中央集中型のタスク管理: 一般的なプロジェクト管理ツールでは、分散タスクのコンテキストを効果的に

管理する環境が用意されていません。こうしたシステムでは、プロジェクトとすべてのプロジェクト・ア

クティビティに対する制御と責任がすべてプロジェクト・マネージャに集中しています。Agile PPM は、

プロジェクトにおけるすべてのアクティビティの所有権をプロジェクト・マネージャに割り当てるだけで、

このような動作が可能です。これは、作成ダイアログかテンプレートで行います。 

 分散型のタスク管理: Agile PPM は、すべてのプロジェクト・アクティビティを分散型で管理することもで

きます。タスクは、リソース・プールを使用して所有され、供給されます。リソースを必要とするすべて

のアクティビティは、タスク所有者の「私の割当て」ホームページでリリースされると表示されます。 

 タスク所有権: タスク所有者は、所有しているタスクをプロジェクトの境界内で自由に操作でき、2次的なプロ

ジェクト・マネージャとも言えます。各フェーズ、要約タスクまたはタスクに関連付けられた責任を代表する

タスク所有者を設定します。たとえば、「フェーズ2: 製品開発」は「開発」プールによって所有されます。要

約タスク「エンジニア製品設計」は「製品マネージャ」プールによって所有され、製品の設計に必要な実際の

タスクは実行者によって所有されます。実行者は、ボックス設計に必要なタスクを担当する機械技師、算式ま

たはプロセス・モデルの作成に必要なタスクを担当する算式エンジニア、PCBの作成タスクを担当する電気技

師などです。所有権の割当ては、必要になった時点で初めて、そのプールから個別に変換されます。 

 リソース: プロジェクト参加者は、企業全体から集めることができ、またその必要があります。テン

プレートからプロジェクトを作成すると、テンプレートの「チーム」タブで定義されているすべての

リソース要件が、0 より大きい割当て設定でプロジェクトの「チーム」タブにコピーされます。通常、

すべての要件はリソース・プールとして表されます。プロセスのある時点で必要になった場合には、

個々のリソースにリソース・プールを割り当てる必要があります。 

 タイム・シートと実際の標準コスト: プロジェクト全体にわたる労務コストを追跡する必要がある組

織では、タイム・シート機能を有効にすることをお薦めします。ユーザーが時間の追跡を必要としな

い場合には、「タイム・シート」タブを非表示にできます。 

 

費やされた時間をタイム・シートに入力すると、入力した時間を使用して実際の労務コストが計算され

ます。ユーザー・プロファイルでわかる場合には個々のリソースの時間単価を、わからない場合にはプー

ル・プロファイルに入力されているリソース・プールの時間単価を、報告された時間に掛けます。 
 

ベスト・プラクティス: Business Intelligenceの PPM 

Agile PLM Business Intelligence（PLM BI）は、PPM プロジェクトから情報を引き出して分析レポートを生成し

ます。レポートで取得されるメトリックを高精度で有意なものにするためには、このセクションで示すガイド

ラインに従ってください。ほとんどの場合、次の手順が必要です。 

 PLM BI を正確に設定 

 PLM 参照番号を正確に使用 

 プロジェクトの正しい構造を確認 
 

PLM BIの設定 

Agile PLM BI では、管理者がドメイン値を使用して次の項目を設定できることを念頭に置いてください。 

 アクティビティ・サブクラスをポートフォリオ、プログラムまたはフェーズとして設定 

 1 つのアクティビティ・サブクラスをポートフォリオとして設定し、別のアクティビティ・サブクラ

スをプログラムとして設定することができます。 

 1 つまたは複数のアクティビティ・サブクラスをフェーズとして設定できます。  

 プロジェクトとタスクには、設定は必要ありません。PLM BI が、フェーズのドメイン値設定とプロ

ジェクトの階層構造に基づいてこれを推論します。したがって、後述する階層ルールに従うことがき
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わめて重要です。 

 ゲート・サブクラスを 1 つまたは複数の決定ゲートとして設定 

 1 つまたは複数のゲート・サブクラスを決定ゲートとして設定できます。この設定に加えて、決定ゲー

トの正確なレベルと位置も、この決定ゲートが PLM BI 内に正しく表示する上で重要な役割をはたし

ます。 

 PLM BI におけるゲート・ディメンションは、前述の決定ゲート設定を使用して入力されます。決定

ゲートとして設定されないゲートは、ゲート・ディメンションに表示されません。 
 

PLM参照番号の使用 

PPM で、ポートフォリオ、プログラムおよび製品の各オブジェクトの「PLM 参照」フィールドを使用する際に

は、このセクションで概略を説明するルールに従うことをお薦めします。 

ポートフォリオおよびプログラム・オブジェクトは、PPM でアクティビティ・サブクラスを使用して作成でき

ます。サブクラス・タイプとして「ポートフォリオ」または「プログラム」を使用するか、システムで設定さ

れているオブジェクトの正確な名前を使用します。ポートフォリオとプログラムは、スタンドアロンのオブジェ

クトとして作成されるものと想定しています。これらのオブジェクトの下位に子オブジェクトを作成しないで

ください。 

ポートフォリオまたはプログラム・オブジェクトの PLM 参照番号は、そのプログラムとプロジェクトを BI 内

でグループ化するために使用されます。PLM 参照番号を使用する際の基本的なルールは、次のとおりです。 

ポートフォリオで「PLM参照」フィールドを使用する際のルール 

 ポートフォリオ・オブジェクトの「PLM 参照」フィールドは、1 つまたは複数のプロジェクトまたはプロ

グラム、あるいはその両方から参照できます。ただし、ポートフォリオの「PLM 参照」フィールドを使用

して他のポートフォリオを参照することはできません。 

 ポートフォリオを、PLM BI 内でプログラムのコレクションとして集約することはできません。ポートフォ

リオは、プロジェクトのコレクションとして表示されます。プログラムがポートフォリオに関連付けられ

ている場合、PLM BI はそのプログラムを参照されているプロジェクトに分けて PLM BI に表示します。 

 ポートフォリオに関連付けられているプログラムのすべてのプロジェクトは、ポートフォリオに属するも

のとして扱われます。 

プログラムで「PLM参照」フィールドを使用する際のルール 

 プログラムの「PLM 参照」フィールドは、1 つまたは複数のプロジェクトから参照できます。プログラム

の「PLM 参照」フィールドを使用して他のプログラムまたはポートフォリオを参照することはできません。 

「PLM参照」フィールドを使用して製品を識別する際のルール 

 通常、プロジェクトからは 1 つまたは複数の製品が生成されます。プロジェクトの PLM 参照番号を使用し

て製品を識別できます。製品として扱われるのはタイプが「アイテム」のオブジェクトのみで、それ以外

のタイプのオブジェクトは PLM BI で無視されます。 

注意 「PLM 参照」フィールドは、Agile PLM リリース 9.3 以上で使用できます。9.2.2.x を使用している場

合は、「PLM 参照」フィールドのかわりに「定義済」フィールド（P2/P3）を使用してください。 

 

正しいプロジェクト構造の使用 

各プロジェクト、フェーズ、決定ゲートのドメイン値設定に基づいて、PLM BI はオブジェクトを検索し、次の

ように階層的な推論を実行します。 

 フェーズより 1 レベル上位にあるアクティビティは、プロジェクトとみなされます。したがって、プロジェ
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クト階層でフェーズより上のオブジェクトは必ず 1 つのみにすることが重要です。 

 タスクは、フェーズより 1 レベルまたは複数レベル下位のアクティビティです。 

 決定ゲートは、フェーズと同じレベルか、フェーズより 1 レベル下位の階層にあります。 

したがって、プロジェクト構造を定義する際にはここで示しているガイドラインに従うことが重要です。次の

表に、推奨されるプロジェクト階層構造を示します。 

プロジェクト階層 1  

（決定ゲートがフェーズと同じレベル） 

プロジェクト階層 2 

（決定ゲートがフェーズより下位のレベル） 

プロジェクト 1 

 フェーズ 1 

 タスク 1.1 

 タスク 1.1.1 

 タスク 1.1.2 

 タスク 1.2 

 決定ゲート 1 

 フェーズ 2 

 タスク 2.1 

 タスク 2.2 

 決定ゲート 2 

 フェーズ N 

 タスク n.1 

 タスク n.2 

 タスク n.n 

 決定ゲート N 

プロジェクト 1 

 フェーズ 1 

 タスク 1.1 

 タスク 1.1.1 

 タスク 1.1.2 

 タスク 1.2 

 決定ゲート 1 

 フェーズ 2 

 タスク 2.1 

 タスク 2.2 

 決定ゲート 2 

 フェーズ N 

 タスク n.1 

 タスク n.2 

 決定ゲート N 

 

フェーズでさらに詳細なメトリックを設定する場合は、フェーズ・サブクラスをフェーズ 0、1、2...などに分割

できます。  

PLM BI では、フェーズ・サブクラスの下位に他のフェーズ・サブクラスを作成することはできません。 

注意 すべてのタスクをフェーズの下位にフラットに配置することは可能ですが、タスクのツリーは維持

または表示されません。たとえば上に示したプロジェクト階層では、フェーズ 1 の下位にあるタス

ク 1.1、1.1.1、1.1.2 などのタスクを取得できますが、タスク 1.1 の下位にあるタスクのリストを取得

することはできません。 

 

「カテゴリ」フィールドの使用 

プロジェクトレベルの情報を取得するには、PPM の「カテゴリ」フィールドを使用します。これらのフィール

ドは、PLM BI でプロジェクト・ディメンションとして公開されます。これらのフィールドをアクティビティ上

のディメンションとして使用できるのは、「プロジェクト詳細」対象エリアにおいてのみです。  
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